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Ｅメールによる「依頼」に対する「断り」の研究 
－待遇コミュニケーション教育への応用に向けて－ 
 
蔡 胤柱 
 
序章 はじめに 
 
人間はどうして他人とコミュニケーションをとろうとしているのだろうか。人それぞれ
で、自分が言いたいことをただ伝えるだけでいいと思う人もいるだろうが、何かを伝えた
い、相手に伝わってほしいという気持ちで、コミュニケーションをとろうとしているので
はないだろうか。また、他人とコミュニケーションをとろうとする場合、少なくとも自分
と相手との関係を認識しており、その中にはお互いの関係をうまく維持したいと思い、色々
な面で配慮しながらコミュニケーションをとろうとしているのであろう。筆者は、｢人間が
他人とコミュニケーションをとるというのは、コミュニケーション主体が伝えたい、相手
に伝わってほしい、という意図を持って、お互いの関係をうまく維持するために配慮しな
がら行うことである｣と考えている。 
そのような中で本研究のテーマでもある｢依頼｣とは、自分の利益となる行為を相手に行
うように求めることであり、｢断り｣とは、承諾を期待する相手の要求に対して、その意に
沿えないという気持ちを相手に理解してもらうことであり、そのこと自体が相手の心情を
害してしまう危険性を伴うものである。そのため、断る側は自分の意思をただ伝えるだけ
でなく、誤解を生まぬよう、相手との人間関係を保ちながら適切に表現することが必要で
あろう。またそのためには、｢断り｣の定型的な表現の駆使だけではなく、相手の｢理解｣の
面も考慮してコミュニケーションをとる必要があると思われる。 
近年、コンピュータ通信や携帯電話上の通信などの普及により、｢コンピュータによる電
子メール｣によるコミュニケーションも急増し、日本語母語話者を含め、日本語を学ぶ学習
者が、Eメールの使用、Eメールによる｢断り」の場面に接する機会が多くなると思われる。
筆者は、Eメールを手紙文と会話の中間に位置すると捉えている。Eメールを媒体とした
コミュニケーションでは、手紙文とは少し違って会話的な要素も多く含まれているが、相
手と面と向かって話すことではないため、相手の表情や音声表現などで相手の意図を察知
することもできなく、場合によっては自分の意図とは関係なく一方的な通知になる恐れが
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あるのは、手紙文とはあまり変わらないと思っている。そのため、Eメールを媒体とした
コミュニケーションの場合、さらに慎重に言葉を選択し、表現を展開させていく必要性が
あると言えよう。 
本研究では、以上の観点に基づいて、主体(依頼する側、断る側)が、お互いの人間関係
とコミュニケーションが行われる｢場」、つまり｢状況｣をどのように捉え、どのように表現
し、理解していくかを中心に考えていきたいと思う。検証資料は、｢コンピュータによる電
子メール(以下、Ｅメール)｣を媒体としたコミュニケーションにおける｢断り」（依頼を断る）
に焦点を当て、実際の人間関係や状況を重視して調査を行ったものである。本研究では、
E メールの本文と調査後のフォローアップ・インタビュー(以下、FUI)の内容を基に、   
<適切に｢断る｣というコミュニケーションをするためには、｢何｣をどのように伝えればよい
のか>ということに焦点を置き、考察していきたい。またこの研究を通して得られた結果を
基に、Eメールにおける｢依頼｣に対する｢断り｣の類型化とともに、日本語教育に応用でき
るモデルを提示することに本研究の目的を置く。 
 
 次は、本稿の構成である。序に続く第１章では、｢断り｣に関する先行研究の概観と、本
研究の枠組みを提示する。第２章では、本研究に用いるデータであるＥメールによる<｢依
頼｣－｢断り｣>の収集方法及び検証資料の内容を示す。第３章では、第２章で紹介した検証
資料を基に、｢表現行為｣の観点から｢断り｣を分析し、｢断り｣の特徴とその展開、表現につ
いて記述する。第４章では、｢断り｣を｢表現行為｣と｢理解行為｣の相互交流の観点から考察
し、その特徴について述べる。第５章では、本研究を通して得られた分析結果と考察から、
｢断り｣の教育に対する筆者の意見を述べる。第６章では、｢依頼｣に対する｢断り」について、
第１章から第５章までの内容をまとめる。終章では、今後の課題を記述する。 
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第１章 先行研究及び本研究の位置づけ 
 
１．「断り」に関する先行研究 
 
１．１「中間言語語用論」の観点から見た研究 
従来から｢断り｣に関する研究は多く行われており、その多くが、学習者の中間言語の「断
り」行為に｢プラグマティック・トランスファー(Pragmatics Transfer:語用論的転移)
1
」
が起こるかどうかを分析した｢中間言語語用論(Interlanguage Pragmatics)｣の研究である。
その中でも、最も大きな影響を与えたのが、Beebe, Takahashi and Uliss-Weltz(1990)
である。Beebe 等は、｢談話完成テスト(Discourse Completion Test)｣による調査を行い、
断り表現を構成する｢意味公式(semantic formula)
2
」を提示・分類しており、日本人の英
語学習者の断りのデータにおいて、｢プラグマティック・トランスファー｣が起こっている
ことを指摘した。 
生駒・志村(1993)は、アメリカ人日本語学習者の日本語による｢断り｣という発話行為の
中に、英語から日本語へのプラグマティック・トランスファーの有無を、「談話完成テスト」
を使って調査し、｢意味公式｣という単位を使って分析した。その結果、アメリカ人日本語
学習者の日本語データに、依頼に対する断りにおいて代案をあまり提示しないこと、友達
に進められた食べ物を断る際に｢結構です｣を多用すること、話し相手の地位によって中間
終了文の使用頻度をあまり変えることなく、直接な断りを多用することなど、有害なトラ
ンスファーが存在しており、Beebe 等と同様の現象が見られることを確認している。 
 この他に、Beebe 等の調査方法(｢談話完成テスト｣)と分析方法(｢意味公式」)を利用して、
学習者の｢断り｣に｢プラグマティック・トランスファー｣が起こるかどうかを分析した研究
として、アメリカ人日本語学習者を対象とした研究(横山 1993、志村 1995)、韓国人・中
国人日本語学習者を対象とした研究(藤森 1994)、インドネシア人日本語学習者を対象とし
た研究(藤原 2003、2004)、タイ人日本語学習者を対象とした研究(ルンティーラ 2004)が
                                                   
1
 第二言語学習者が、目標言語で言語行動をとる場合、母語の語用論的知識を使ってコミュニケーショ
ンを行う現象である。 
2 ｢意味公式」とは、Beebe等が用いた分析方法で、「謝罪」「言い訳」「代案」等、人がものを断る時に使
う言葉を、その意味内容によって分類したものである。意味公式は、大きく｢直接的な断り｣と｢間接的
な断り｣の二つに分けており、この他にも好意的な反応の表明や共感など、１つでは成り立たず、断り
として働かない付随的な発言を「断りへの付随物」として扱っている(生駒知子・志村明彦 1993)。 
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ある。 
 
１．２「ポライトネス」の観点から見た研究 
１．２．１「語用論的ポライトネス」 
｢ポライトネス｣という用語は、｢ポライトネス、および、ポライトネス理論に対するいく
つかの異なる立場やアプローチ全般に言及する際に総括的に用いる場合」(広義)と、｢Brown
＆Levinson のポライトネス理論｣において定義されている｢ポライトネス｣を指す場合(狭
義)と、二通りの意味で用いる。｢Brown＆Levinsonのポライトネス理論｣は、発話の運用効
果に視点をおいた｢語用論的ポライトネス｣の理論である(宇佐美 2002）。 
Brown＆Levinson(以下、B＆L)は、人間には他者に理解されたい、好かれたい、他人に近
づきたいという、プラス方向への欲求があり(ポジティブ・フェイス）、賞賛されないまで
も、少なくとも他者に邪魔されたり、立ち入られたくないという、マイナス方向に関わる
欲求(ネガティブ・フェイス）があるとし、この人間の基本的要求としての二つの｢フェイ
ス｣を脅かさないように配慮することが、｢ポライトネス｣であると捉えている。 
また、B＆Lは、｢フェイス｣を脅かす行為を｢フェイス侵害行為(Face Threatening Act：
FTA)｣と呼んでおり、｢フェイス侵害度(FT 度)｣を軽減するために適用するのが、｢ポライト
ネス・ストラテジー｣であると提示している(Brown＆Levinson1987、宇佐美 2002）。 
｢断り｣を｢語用論的ポライトネス｣の観点から分析した研究として、マレー語母語話者を
対象とした研究(伊藤 2002a、2002b)、ジャワ語・インドネシア語を対象とした研究(伊藤
2004)、日本語・英語・中国語・ロシア語の｢勧誘｣とその｢断り｣を取り上げ、比較を試み
た研究(岡本他 2003)がある。これらの研究は、学習者の母語からの｢プラグマティック・
トランスファー｣の問題より、｢B＆L のポライトネス理論｣に基づいて調査を行い、分析を
試みている。しかし、実際には、Beebe 等の調査方法(｢談話完成テスト｣)と分析方法(｢意
味公式｣)を利用しており、論文の中には、学習者の｢断り｣における｢プラグマティック・ト
ランスファー｣の問題についても言及していることが見られた。 
伊藤(2002a)では、第二言語学習の環境より外国語学習の環境の方が、学習者のポライ
トネスは日本語母語話者と隔たりが大きく、第二言語学習の環境では滞日期間が長くなる
につれて学習者のポライトネスは日本語母語話者に近づくとまとめている。 
また、岡本他(2003)では、外国語学習における言語意識と言語文化意識を高めるアプロ
ーチとして、プラグマティックからの研究も重要であるが、ポライトネス理論から日常会
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話の実際の使用場面を認識し、ことばの運用がどのように対人コミュニケーションに影響
を及ぼすのかを分析することで、専門以外の外国語運用にも注意を払うようになってくる
と指摘している。 
この他に、日本人英語学習者による｢断り｣を｢ポライトネス｣の観点から分析した研究と
して、Keiko Sato(1998)、羽井佐(2002)がある。 
 
１．２．２ 日韓両言語における「断り」 
１．２．２．１ 文末表現の分析 
｢B＆Lのポライトネス理論｣の観点から分析した研究で、日本語と韓国語の断り場面にお
ける文末表現について分析した研究として、元智恩(1999、2003a、2003b、2005)がある。 
元は、日本語母語話者と韓国人日本語学習者による、日本語における｢断り｣を分析してい
るのではなく、日本語と韓国語、両言語における、それぞれの｢断り｣について分析してい
る。元(1999)では、断り場面において、文を最後まで言わずに、途中で文を終え、残りは
相手の判断に委ねるといった表現(｢中途終了文｣)の丁寧さについて分析しており、元
(2005)では、主節が省略された｢中途終了文｣と、主節が省略されていない可能表現の否定
文(｢行ケナイ文｣)および通常の否定文(「行カナイ文」)のポライトネスの度合いを中心に、
日韓両言語の母語話者の意識を問う質問紙調査の結果を基に、分析を試みている。 
また、元(2003a、2003b)では、断る場面で用いられた文末表現｢ノダ｣文と韓国語の文末
表現｢것 같다(geos gata)」文、それがつかない文（非「ノダ」文、非「것 같다(geos gata)」
文）がどのような印象を与えるかについて比較分析している。調査方法として、元(1999)
では、日本語母語話者と韓国語母語話者を対象に、｢なんとなくやりたくない｣という理由
で断る場面(①指導教官の勉強会の誘い、②同じ学科の教官の勉強会の誘い、③親のお見合
いの誘い、④親しい友達からの飲みに行く誘い、⑤親しくない友達からの飲みに行く誘い)
を設定し、これらの状況に応じて調査対象者がどのように言うかを記述してもらう｢談話完
成テスト｣を用いている。元 (2003a、2003b、2005)では、｢学生Ａが教官及び友人からの
引っ越しの手伝いの依頼を断る場面｣を提示し、各場面で学生Ａが用いた｢中途終了文」、｢ノ
ダ｣文と｢것 같다(geos gata)｣文、｢行ケナイ｣文、｢行カナイ｣文の印象について、｢ポライ
トネス軸｣(配慮の軸、間接性の軸、親近感の軸、距離の軸、改まりの軸)を用いて調査対象
者に設定してもらった。 
元 (1999、2003a、2003b、2005)の分析結果から、日韓両言語において｢行ケナイ｣文と
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｢中途終了文｣は、｢行カナイ｣文よりポライトネスの度合いが高いということ、「中途終了文」
は｢行ケナイ｣文より間接的に表現する｢オフ・レコード｣(off record：非明示的。FTAを行
うことで伝達意図を明示的に表わさない、筆者補足)の度合いが高いということが共通して
いるが、韓国語の｢中途終了文｣は、会話参加者のフェイスの保持に配慮する｢ポライトネス
の普遍的原則｣や親近感を表わす｢ポジティブ・ポライトネス｣の度合いが高いが、日本語の
｢中途終了文｣には、このような特徴が見られないことが分かった。 
 
１．２．２．２「ポライトネス・ストラテジー」 
｢B＆Lのポライトネス理論｣を取り上げて、日本語と韓国語の断り談話においてポライト
ネス・ストラテジーがどのように現れるかを分析した研究として、任炫樹(2002、2003、
2004a、2004b)がある。任は、元(1999、2003a、2003b、2005)と同様に、日本語母語話
者と韓国人日本語学習者による、日本語における｢断り｣を分析しているのではなく、日本
語と韓国語、両言語における、それぞれの｢断り｣について分析している。調査方法は、従
来の「談話完成テスト」ではなく、人物と状況を設定したロールプレイ調査を行っており、
インフォーマントに提示した場面は、食事の勧誘、翻訳の勧め、英会話カセット・テープ
購入の勧誘で、相手が親(ウチⅠ)、親しい友達(ウチⅡ)、指導教官(ソト)、セールスマン(ヨ
ソ)である。インフォーマントには提示した場面の中で、実際どのように応答するかを演じ
てもらい、その内容を録音し、文字化したものを検証データとしている。なおインフォー
マントの年齢は満 19才～27才と限定している。 
任は、論文の中で、｢B＆Lのポライトネス理論｣を基にして考察を試みており、任（2004a)
では、ポジティブ・ポライトネス・ストラテジーを｢量的・質的差異｣｢ウチ・ソト・ヨソに
よる差異｣｢男女差｣という観点から分析した。その結果、①ポジティブ・ポライトネス・ス
トラテジーの量は、日本語より韓国語のほうが多い、②ポジティブ・ポライトネス・スト
ラテジーの質に関しては、日本語より韓国語のほうが相手のポジティブ・フェイスを重ん
じる表現が多用される、③日本語に見られるポジティブ・ポライトネス・ストラテジーは｢ウ
チ・ソト・ヨソ｣という 3つの区切りをもつのに対して、韓国語に見られるそれは｢ウチ・
ソト・ヨソ｣という 3 分類に従わない、④ポジティブ・ポライトネス・ストラテジーの男
女差は、韓国より日本のほうが顕著である、ということが検証されたと記述している。 
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１．３ その他 
学習者の母語からの｢プラグマティック・トランスファー｣の問題や｢B＆L のポライトネ
ス理論｣に基づいて分析した研究以外に、認知の視点から、日本語母語話者が何を手がかり
に、どのように間接的断りを理解しているのか、｢断り｣理解の過程を探り、｢断り｣は数回
積み上げられて｢断り｣と判断されると結論付けた研究(目黒 1996)、母語話者同士による自
然な会話を録音し、｢待遇ストラテジー｣の観点で依頼に対する｢承諾｣と｢断り｣の方法を見
ている研究(高木 2003)、日本語教科書と実際の会話(電話での)との比較から｢断り｣の構造
を探る研究(カノックワン 1995、1997)、接触場面において学習者の断り行動と日本人の
評価を調べた研究(岡田・杉本 2001)などがある。また、対人関係調整とコミュニケーショ
ンの観点から｢断り｣の方略を探った研究(森山 1990)と、｢断り｣の表現形式に関する研究と
して、村中(2000、2001)がある。 
 
１．４ まとめ 
｢断り｣に関する先行研究を概観した結果をまとめると、以下のような特徴が見られた。 
 
(１) 調査対象者 
① 母語話者 
日本語・インドネシア語・ジャワ語・韓国語・中国語・台湾語の母語話者 
② 外国人日本語学習者 
アメリカ人・韓国人・中国人・インドネシア人・タイ人の日本語学習者 
③ 年齢と職業 
大学 3－4年生、満 19才～２７才、18歳～22歳、大学生、大学院生、会社員など。 
全体的に、20代の大学生による調査が多く見られた。 
④ 滞日経験の有無 
 
(２) 調査方法 
① 人物と状況を設定した調査 
｢談話完成テスト｣、｢質問紙調査｣(意識調査）、ロールプレイ調査 
この中で、断り発話を自由に書き込む方法｢談話完成テスト｣を利用した調査が多く
見られた。 
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② やりとりの流れを調査協力者に委ねるタイプの調査 
自然会話をとるために、電話での会話を録音した調査が殆どである。ただし調査協
力者が会話中に調査されることを意識することを避けるために、「働きかけ主体」(例
えば、依頼者など)には、ある程度の指示をしているが、｢働きかけられ主体｣(断り
主体)にはあまり指示をしておらず、データ収集後承諾を得る場合もあった。 
 ③ 会話作成調査 
  ｢談話場面の現場の録音｣ではなく、｢調査表による面接調査｣であるが、セリフー文
のみではなく、一連の会話のやりとりを採集するという調査方法である(村中 2000、
2001)。 
④ 文章における｢断り｣の調査 
   ビジネス上の｢断り｣文章において、書き手の方略を、文章の全体構造、対人配慮の
言語表現、断りの表現形式の 3点から分析した研究である(桑原 1998)。 
 
(３) 断る対象 
① 相手の地位(上下) 
自分の地位が相手よりも低い・同等・高い状況、上司・部下・友人 
② 親疎関係（ウチ・ソト・ヨソ） 
③ 親疎＋上下 
④ ○○を断る(相手の｢要請・招待・申し出・提案」、｢誘い」、｢勧誘」） 
この中で一番多かったのは、｢誘い｣と｢依頼｣に対する｢断り｣であった。 
 
(４) 分析方法 
① ｢意味公式｣という単位を使って分析 
｢意味公式｣の出現パターンによる｢断り｣行為のパターンを分析する。 
② ｢断り｣に現れた表現から受ける印象 
配慮度、間接度、親近感度、距離度、改まり度 
   日本語母語話者の評価 
 
(５) 分析内容 
① ｢プラグマティック・トランスファー｣の検証 
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② ｢中間終了文｣を含めた文末表現の使用頻度、構造、機能 
③ ｢断り｣行為のパターン 
｢意味公式｣の出現パターンによる｢断り」行為のパターンを分析する研究が多く見ら
れた。 
 ④ 学習者の｢断り｣に関する表現の習得過程 
学習レベルによって学習者がどのような表現を使っているのかを分析し、その特徴
から習得過程を観察している(鮫島 1998)。 
 
２．本研究の位置づけ 
 
２．１ 問題提起 
(１)「プラグマティック・トランスファー」だけが、学習者のミスコミュニケーションの
原因なのだろうか。 
｢断り｣を｢中間言語語用論｣の観点から見た研究の多くは、学習者の中間言語の｢断り｣行
為に母語からの｢プラグマティック・トランスファー｣が起こっており、それは相手、特に
日本語母語話者の誤解を招きやすい原因であると指摘している。 
しかし、学習者のミスコミュニケーションの原因は、学習者の母語からの｢プラグマティ
ック・トランスファー｣以外に、他のところにもあるのではないだろうか。特にあるレベル
に達している学習者の場合、母語を日本語に直訳して使うのではなく、学習者自身が判断
した日本語の感覚、または、日本人に多く使われる日本語の表現に近づけようと思ってい
るのではないだろうか。以下の内容は、韓国人日本語学習者が調査後のフォローアップ・
インタビューで答えたコメントの一部である。(下線は筆者) 
 
｢(中略)日本語で断ったことや断りの文章を書いたことがあまりない。でも日本人の中
では｢また今度」「また時間があったら」という表現を使うから、私も断るとき「いつ
だ」とはっきりしてないが、｢今度○○しようね」のような表現をよく使ったと思う。
「できません」とはっきり言わないで、「今度」という感覚。」(KG9 の追加コメント
の一部) 
 
｢(中略)とても不思議なことに同じ内容でも日本語で書こうとしたら、「ごめんね」と
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いう表現より「本当に申し訳ございません」の方を書くことになる。」(KG７の追加
コメントの一部) 
 
以上のコメントからも分かるように、学習者の多くは、学習者自身が判断した日本語の
感覚、または、日本人に多く使われる日本語の表現に近づけようとしており、適切に駆使
している場合も多いと思われる。それにもかかわらず、時々ミスコミュニケーションを起
こしてしまうのはどうしてだろうか。それについても考察が必要であると言えよう。 
 
(２) 日本語母語話者同士であれば、意思疎通に支障をきたすことは稀であるのだろうか。 
岡本他(2003：190)は、日本人の言語表現があいまいで、言語と行動が矛盾して、それ
が日本語学習者のミスコミュニケーションの要因であるという日本語学習者の指摘に対し
て、｢日本語母語話者どうしであれば、断りの FTA(相手のフェイスを脅かす行為：筆者補
足)を和らげるための言語表現を状況に合わせて読み取ることができるため、意思疎通に支
障をきたすことはまれである｣と述べている。勿論岡本は、学習者のミスコミュニケーショ
ンを日本人の文化などのせいにすることに反論するために、上記のようなことを記述した
と思われる。 
しかし、｢断り｣に関する先行研究を見ると、その多くが日本語母語話者によるデータを
基準にして、学習者の日本語を分析していることが分かる。勿論日本語がメインであるた
め、日本語母語話者のデータが基準になるのは、避けられないと思う。とはいえ、日本語
母語話者同士であれば、意思疎通に支障をきたすことは稀であるだろうか。日本語母語話
者の中にも認識のずれにより、意思疎通でずれがあるのではないかと思われる。日本語母
語話者、学習者という観点から少し離れて、得られたデータを冷静に分析していく必要が
あるのではないだろうか。特に、｢断り｣というのは、日本語だけでなく、他の言語でも現
れることであり、それぞれ特徴があると思われる。母語、非母語という観点ではなく、場
面による特徴を探り、共通点および相違点をまとめることも必要だ考えられる。 
 
(３) 表現行為だけでなく、理解行為にも焦点を当て、分析する必要があるのではないか。 
筆者は、本稿の序章(はじめに)で、「人間が他人とコミュニケーションをとるというのは、
コミュニケーション主体が伝えたい、相手に伝わってほしい、という意図を持って、お互
いの関係をうまく維持するために配慮しながら行うことである、と考えている」と述べた。
 16 
つまり、コミュニケーションをとるというのは、｢表現する人｣だけでなく、その表現を受
け取る｢相手｣が存在しなければならない。そのため、｢相手｣の｢理解｣の面も考慮した研究
が必要であると思われる。しかし、｢断り｣に関する研究は、｢断り｣の表現形式を分析して
いるものが多く、主に断る側の表現行為を分析対象としている研究が多いようである。 
 
(４)「断り」が行われるのは、談話の中だけではない。 
従来の｢断り｣に関する研究は、その多くが人物と状況などを設定した｢談話完成テスト」
による調査や｢ロールプレイ」調査から得られたデータを分析した研究である。またこの他
に自然な会話の収集を求めて、電話での会話を録音したデータを分析した研究もある。 
しかし、これらの研究はいずれも談話に関するものであり、文章による研究は、ビジネ
ス上の｢断り｣文書を分析した桑原(1998)を除いてあまり見られない｡さらに、近年、多く使
われている Eメールからデータを収集している研究については、管見ではあまり見られな
かった｡はたして｢断り｣が行われるのは、談話の中だけだろうか。直接会えない場合もそう
であるが、最近は、コンピュータ通信などの普及により、Ｅメールによる｢依頼｣も多く、
それとともにＥメールによる｢断り｣も多く見られる。人によっては、「相手の心情を害して
しまう危険性を伴う恐れがある｢｢断り｣を Ｅメールで送るのだろうか｣と思うこともある
だろう。しかし、筆者が日本に来て感じたのは、思ったより多くの人が｢断り｣を含めて、
重要なことをＥメールでやりとりしており、直接会えない場合でも電話よりＥメールで済
ましているということであった。 
以上のことからも分かるように、談話の中に現れる｢断り｣の分析も重要であるが、今後
ますます需要が増えていくであろうＥメールにおける｢断り」の研究にも目を向ける必要が
あると思われる。 
 
２．２ 研究目的 
本稿の問題提起(3)でも述べたように、筆者は、コミュニケーションをとるというのは、
｢表現する人｣だけでなく、その表現を受け取る｢相手｣が存在しているため、｢相手｣の｢理解｣
の面も考慮した研究が必要であると考えている。 
それで、本稿では｢断り｣について、断る側の一方的な表現だけではなく、その表現を受
ける側の｢理解｣の面も考慮して、｢待遇コミュニケーション｣という観点から考察を試みた
いと思う。｢待遇コミュニケーション｣という術語は、蒲谷宏・待遇コミュニケーション研
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究室(2003)に基づくもので、蒲谷他(2003：56－57)では、｢待遇コミュニケーション｣を以
下のように規定している。 
 
｢(中略)｢待遇コミュニケーション｣とは、こうした｢待遇表現｣｢待遇理解｣の総称である
が、｢待遇表現」、｢待遇理解｣それぞれの｢行為｣を｢コミュニケーション｣の観点から捉
えるということとともに、異なる｢主体」間では、｢待遇表現｣においては｢相手｣の｢待
遇理解｣を念頭におき、また｢待遇理解｣においては、｢相手｣の｢待遇表現｣を前提とする
といった相互交流の観点(｢表現行為｣と｢理解行為｣の「やりとり」）、同一「主体」では、
自らが｢表現主体｣となった場合には｢待遇表現｣を、自らが｢理解主体｣になった場合に
は｢待遇理解｣を行うといった観点(｢表現行為｣と｢理解行為｣の｢繰り返し｣)から｢コミ
ュニケーション｣を捉えようとするものである。」 
 
また蒲谷(2003：1)では、｢待遇コミュニケーション｣について、次のように記述されてい
る。 
 
｢｢待遇コミュニケーション」というのは、「敬語」や「敬語表現」あるいは「敬意表現」、
また｢待遇表現｣や｢待遇行動」、そして｢ポライトネス｣に関する事柄、さらに｢待遇理解」
の概念を含み、それらを｢コミュニケーション｣の観点から包括的に捉えようとするも
のである。｣ 
 
本稿で言及した｢待遇コミュニケーション｣の観点とは、｢ある｢意図｣を持ったコミュニケ
ーション主体｣が、ある｢場面｣(｢人間関係｣と｢場｣の総称)において、｢文話｣(文章・談話の
総称)単位で行う、｢表現｣｢理解｣の｢行為｣(蒲谷 2003)として、｢断り｣を捉えようとするも
のである。筆者は、｢待遇コミュニケーション｣を、自分と相手が、コミュニケーションの｢主
体｣となって、人間関係や場、内容、状況などを含めた｢場面｣を認識し、その認識に基づい
て、コミュニケーション主体が伝えたい、叶えてほしいと思っている｢意図｣を相手に表現
する、相手はその表現から｢意図｣を理解して、また自分の｢意図｣を表現する、という｢表現
行為｣と｢理解行為｣の｢やりとり｣と、その｢繰り返し｣によって成立するものだと捉えている。
｢待遇コミュニケーション｣の観点から<｢依頼｣－｢断り｣>を考えると、次のようになる。(<
図１>) 
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コミュニケーション主体Ａ             コミュニケーション主体Ｂ 
<図 1>「待遇コミュニケーション」の観点から見た<｢依頼｣－｢断り｣> 
 
<図１>は、「コミュニケーション主体Ａ(以下、Ａ)」と「コミュニケーション主体Ｂ(以
下、Ｂ)」のやり取りを図式化したものである。<図１>をみると、<｢依頼｣－｢断り｣>のやり
とりの中で、Ａは、①のように、依頼する側(｢表現主体｣)からＢの｢断り」を理解する側（｢理
解主体｣)になっており、Ｂは、②のように、Ａの「依頼」を理解する側(｢理解主体｣)から
自分の意図(｢断り｣)を表現する側(｢表現主体｣)に変わっていくことが分かる。つまり、コ
ミュニケーション主体同士で｢表現行為｣と｢理解行為｣のやりとりが行われるとともに、同
一コミュニケーション主体でも、自ら｢表現行為」と「理解行為」を行っているといえよう。
このようなことは、一回で終わるのではなく、<図１>の③と④のように、同じようなこと
が繰り返していると考えられる。このように｢依頼｣に対する｢断り｣を｢待遇コミュニケーシ
ョン｣の観点から考察するというのは、依頼する側と断る側の｢表現｣の分析だけでなく、お
互いの｢理解｣の面の分析も含めているということである。本研究では、以上の観点に基づ
いて、主体(依頼する側、断る側)が、｢場面｣をどのように捉え、どのように表現し、理解
していくかを中心に考えていきたいと思う。 
Ｂの｢断り｣のＥメールを受け
る。ＢのＥメールから表現意
図を推測し、理解する。 
(断られた主体) 
承諾するか断るかを決める。 
Ａとの関係など場面を認識
しながら｢断り｣のＥメール
を作成する。 (断り主体） 
依頼 
断り 
Ａの｢依頼｣のＥメールを受け
る。ＡのＥメールから表現意
図を推測し、理解する。 
（依頼された主体） 
①① ①①
    
②② ②②
    
Ｂに○○を依頼したい。 
Ｂとの関係など場面を認識し
ながら、｢依頼｣のＥメールを
作成する。（依頼主体） 
③③ ③③
    
④④ ④④
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検証資料は、Ｅメール(コンピュータによる電子メール)を媒体としたコミュニケーショ
ンにおける｢断り｣(依頼を断る)に焦点を当て、実際の人間関係や状況を重視して調査を行
ったものである。本稿で検証資料を E メールから収集した理由は、問題提起(４)でも記述
したように、従来の｢断り｣の研究では、談話に関するものが多く見られるが、｢断り｣が行
われるのは、談話の中だけではないと思っており、さらに今後ますます需要が増えていく
と思われるEメールにおける｢断り｣の研究にも目を向ける必要があると考えたからである。
本研究では、Ｅメールの本文と調査後のＦＵＩ(フォローアップ・インタビュー)の内容を
基に、以下の５点を中心に分析し、考察していく。 
 
(１) ｢断り｣は、どのような要素によって構成されているのか。 
(２) その要素は、全体の展開においてどのように位置づけられるのか。 
(３) 各要素はどのような順序で、相互にどのような関係にあるのか。 
(４) 日本語母語話者と韓国人日本語学習者には、どのような傾向が見られるのか。 
(５) 適切に｢断る｣というコミュニケーションをするためには、｢何｣をどのように伝
えればよいのか。どこに気をつければ、相手に不愉快な気持ちを与えず、適切
に自分の意図を伝えることができるのか。 
 
以上の内容を整理し、明らかにしていくことが、適切に断るための基礎的な資料になる
ものだと言えよう。そして、以上の分析から得られる結果を、実際に教育現場で生かすた
めにはどうしたらいいかを考察し、それを学習者や教師にどのように伝えるかを考えてい
きたいと思っており、そこに本研究の目的を置く。 
 
２．３ 研究方法 
２．３．１ 用語の規定 
(１)「依頼｣「断り」「依頼主体」｢断り主体」 
本稿では、コミュニケーション主体が自分の利益となる行為を相手の｢行動｣によって実
現させようとすることを｢依頼｣と規定しており、それを実現させようとする意図を持った
コミュニケーション主体のことを｢依頼主体｣と呼ぶ。また、承諾を期待する相手の要求を
受け入れず、相手の意向に反することを実現しようとすることを「断り」と規定しており、
それを実現しようとする意図を持ったコミュニケーション主体のことを｢断り主体」と呼ぶ
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ことにする。 
 
(２)「待遇コミュニケーション」 
本稿で使われる｢待遇コミュニケーション｣という述語は、蒲谷他(2003)に基づくもので
ある。筆者は、｢待遇コミュニケーション｣を、自分と相手が、コミュニケーションの｢主体」
となって、人間関係や場、内容、状況などを含めた｢場面｣を認識し、その認識に基づいて、
コミュニケーション主体が伝えたい、叶えてほしいと思っている｢意図」を相手に表現する、
相手はその表現から｢意図｣を理解して、また自分の｢意図｣を表現する、という｢表現行為」
と｢理解行為｣の｢やりとり｣と、その｢繰り返し｣によって成立するものだと捉えている。本
稿では、｢待遇コミュニケーション｣の考え方に基づき、Eメールによる｢依頼」に対する｢断
り｣を<｢依頼する」・｢断る｣>のような｢表現行為｣の分析だけではなく、<｢相手の依頼を理解
する」・｢相手の断りを理解する｣>という｢表現行為｣と｢理解行為｣の｢やりとり｣にも重点を
置き、考察を試みたい。 
 
２．３．２ Eメールにおける「断り」の展開と構成 
Eメールの場合、伝達のためにかなりの時間を必要とする手紙のやりとりに比べ、手軽
に使えることや即時的で双方向のコミュニケーションが可能である点では、手紙よりも電
話に近い性格を持っていると思われる。ところが、Eメールの場合、話しことばに近い表
現や表記をする傾向があるが、文字と音声ということから考えると、電話より書きことば
である手紙に近いといえる。このように手紙も Eメールも書くことによるコミュニケーシ
ョンの手段であるが、手紙では、｢前文｣｢本文｣｢末文｣といった構成が基本で、前文は、｢拝
啓｣などの頭語に始まり、末文では、相手の健康や活躍を祈り｢敬具｣などの結語で締めくく
るなど、ある程度定まった形式やルールがある。これに比べて Eメールでは、ビジネス上
の Eメールの作例集に関する書物はあるが、手紙のように定まった形式やルールはないた
め、手紙ほどには形式化されていないといえよう。 
筆者は、Ｅメールを手紙文と会話の中間に位置すると捉えている。そのため、Eメール
における｢断り｣の研究は、談話の研究や手紙の研究との関係があると思われるが、まだそ
の位置付けがはっきりしていないので、それを本稿の中で比較するのは控えたいと思う。
ただし、Eメールにおける｢断り｣の展開と構成を記述するに当たり、参考のため、同じ書
きことばである手紙の構成がどのようになっているかは触れておく。 
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手紙の構成について、塩澤和子(1989：191-193)では、手紙には正式略式を問わず一定
の書式があり、基本的には次のような構成になっていると記述されている。内容をまとめ
ると、次の通りである。 
 
(１) 前文…本題に入る前の挨拶に相当、略式では｢前略｣｢冠省｣などを用いて、冒頭の
詞以下前文全体を略す。 
 ① 頭語：手紙の始めに書く｢拝啓｣｢謹啓｣など。 
 ② 時候の挨拶：季節に応じた挨拶。 
 ③ 相手の安否：相手の安否を問う挨拶ことば。 
 ④ 当方の近況：自分の安否を知らせる挨拶ことば。 
 ⑤ お詫び・お礼：ご無沙汰の詫びとか、｢日頃は何かとご懇情に預かりありがとう存
じます｣などのお礼の挨拶。 
(２) 本文…手紙の中心を占める箇所であり、手紙を書く目的を明記する。 
(３) 末文…用件の総括 
 ① 結びの挨拶：本文の用件の総括。場合によっては自愛の挨拶とか、伝言を付け加
えることもある。 
 ② 結語：｢敬具｣｢草々｣｢かしこ(女性用)｣など。 
(４) 後付け 
 ① 日付 
 ② 署名 
 ③ 宛名と敬称・脇付：敬称には｢様・殿・先生・御中｣などがある。脇付は宛名の左
脇に書き添える。 
(５) 添え文…本文で言い残した事柄がある場合使用。追伸・二伸・追啓など。 
 
また、先行研究の中では、文章における｢断り｣の研究として、ビジネス上の｢断り｣文書(手
紙)を分析した桑原(1998)が見られた。桑原(1998)は、ビジネス上の｢断り｣の文章における
断る側の方略を明らかにするため、文章の全体構造、対人配慮の言語表現、断りの表現形
式を分析しており、｢断り｣文章の構成として、次の９段階を設けている。 
 
[A頭語]⇒[B初めての挨拶]⇒[C用件の確認]⇒[D断りの理由]⇒[E断りの表明] 
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⇒[F関係修復]⇒[G了承の求め]⇒[H末文]⇒[I結語] 
 
この９段階について桑原(1998)は、書き手が｢断り｣という目的を達成するための手順で
あると述べている。これは全体的に手紙の構成と用語に従いつつも、手紙の構成で使われ
る｢前文｣や｢本文｣という用語をそのまま使うのではなく、｢断り｣という自分の意図を表す
ために欠かせない要素(内容)を直接表記することであり、このようにすることで｢断り｣文
章を書くための手順がさらに分かりやすくなったのではないかと思われる。 
 
本稿では、Ｅメールにおける｢断り｣の展開を大きく、｢開始部｣｢本題｣｢終了部｣という３
つの段階に分けており、①宛先、②送信者、③挨拶、④断りの前置き、⑤断りの表明、⑥
断りの結び、⑦結び、⑧署名、というような構成になっていると捉えている。まとめると、
以下の通りである。(<表 1>) 
 
<表１> Ｅメールにおける｢断り｣の展開と構成 
展開 構成 
①宛先 例えば、○○さまのように、メールを受け取る人の名前の部分 
②送信者 例えば、○○と申しますなど、メールを送る人が自分を名乗る部分 
開始部 
③挨拶 例えば、時候の挨拶、安否の挨拶、感謝の挨拶など、メールの最初の部分 
④断りの前置き ｢断り｣のニュアンスを表し、｢断り｣を予告する部分 
⑤断りの表明 相手の｢依頼｣に応じられないという｢断り主体｣の意図を表す部分 
本題 
⑥断りの結び ｢断り｣を表明したことによって相手との人間関係を修復する部分 
⑦結び 終わりの挨拶など、メールの最後の部分 終了部 
⑧署名 メールを送る人の名前、アドレスなど 
 
また本稿では、Ｅメールにおける｢断り｣の展開と構成の中で、特に｢本題｣に見られる内
容を便宜上、[断り]・[事情説明]・[詫び]・[願望]・[代案提示]・[次回の約束]・[気遣い
の表現]のように表記することにする。ただし、これは、｢意図｣でもなく、｢機能｣でもなく、
あくまでもその<｢内容｣をまとめて的確に表す>という意味での用語である。これらの用語
について、以下のように規定する。 
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(１) [断り]というのは、例えば、お断りします・できません・無理ですなど、｢断り主 
体｣の｢断り｣の意向を直接的に表現するものを表すために用いる語句のことである。 
(２) [事情説明]というのは、例えば、 実は○○で・都合が悪いので．．．など、断りた
い理由を含めた、｢断り主体｣の置かれた状況などの説明を表すために用いる語句
のことである。 
(３)  [詫び]というのは、例えば、申し訳ございませんなど、相手の意向に添えないこ
とから感じる心情の表明を表すために用いる語句のことである。 
(４) [願望]というのは、例えば、お手伝いできればよいのですが．．．など、相手の意 
向に添えたい気持ちはあるが、期待に応じられないという｢断り主体｣の心情の表 
明を表すために用いる語句のことである。 
(５) [代案提示]というのは、例えば、Yの代わりに X ができるなど、相手との関係を
維持したい旨の積極的な働きかけを表すために用いる語句のことである。 
(６) [次回の約束]というのは、例えば、次回はぜひ、．．．など、相手との関係を維持し
たい旨の消極的な働きかけで、将来承知するという約束を表すために用いる語句
のことである。 
(７) [気遣いの表現]というのは、例えば、[共感]・[興味]・[励まし]・[誉め]・[感謝]・
[食事の誘い]・[相手の健康を祈ることば]など、｢断りの表明｣とは直接関係がな
いもので、相手を配慮して使われている表現を表すために用いる語句のことであ
る。 
 
 本稿では、以上の用語を用いて Eメールの本文を分析し、考察する。 
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第２章 検証資料 
 
１．調査の目的 
 
本稿の第 1 章の研究目的でも書いたように、本稿の研究目的は、<適切に｢断る｣という
コミュニケーションをするためには、｢何｣をどのように伝えればよいのか。どこに気をつ
ければ、相手に不愉快な気持ちを与えず、適切に自分の意図を伝えることができるのか>
という内容を整理し、明らかにしていくことで、適切に｢断る｣ための基礎的な資料をまと
めるとともに、その結果を今後実際の教育場面で生かすために提案していくことである。 
そこで筆者は、｢断り｣が行われるのは、談話の中だけではないと思っており、さらに今
後ますます需要が増えていくと思われるEメールにおける｢断り｣の研究にも目を向ける必
要があると考え、コンピュータによる電子メールを媒体としたコミュニケーションにおけ
る｢断り｣(依頼を断る)に焦点を当て、実際の人間関係や状況を重視して調査を行うことに
した。また、依頼する側と断る側の｢表現｣の分析だけでなく、お互いの｢理解｣の面の分析
も含め、主体(依頼する側、断る側)が、｢場面｣をどのように捉え、どのように表現し、理
解していくかを分析するため、調査協力者同士のＥメールのやりとりの調査だけではなく、
調査後フォローアップ・インタビューを行う。 
 本調査を通して、本稿の研究目的で示した内容を少しでも明らかにすることに調査の目
的を置く。 
 
２．調査の概要 
 
調査は、2003年 5月から 2003年 10月の間に行ったもので、日本語母語話者同士のＥ
メールのやりとり(13組、<表 5>検証資料①)と、日本語母語話者と｢日本語能力において日
本語母語話者のレベルに達していると見なされる韓国人日本語学習者(以下、韓国人日本語
学習者)｣とのＥメールのやりとり(15組、<表 6>検証資料②)である。 
      
２．１ 調査協力者 
調査協力者は全員女性で、20～30代をその対象としているが、｢依頼主体｣(依頼する側)
には年齢の制限を置かないことにした。ここで｢断り主体(断る側)｣を 20～30 代の女性に
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限定したのは、日本語学習者の中には、20～30代の人が少なくないということから、学習
者に近いモデルを提示したいと思ったからである。韓国人日本語学習者の日本語学習暦は、
平均 6年 7ヶ月である(韓国では平均 3年 2ヶ月、日本では平均 3年 5ヶ月)。 
また、本稿では、調査協力者について、以下のように略して表記することにする。 
 
【J：日本語母語話者、K：韓国人日本語学習者、I：依頼主体、G：断り主体、番号：協
力者の番号】 
 
調査協力者をまとめると、以下の通りである。(<表 2><表 3>) 
 
<表 2> 調査協力者Ⅰ 
｢依頼主体｣(JI) ｢断り主体｣(JG) 
表示 性別 年齢 出身地 職業 表示 性別 年齢 出身地 職業 
JI1 女 25 神奈川県 大学院生 JG1 女 27 東京都 社会人 
JI2 女 26 北海道 大学院生 JG2 女 28 埼玉県 大学院生 
JI3 女 24 広島市 大学院生 JG3 女 37 長野県 大学院生 
JI4 女 25 千葉県 大学院生 JG4 女   34 東京都 大学院生 
JI5 女 44 東京都 大学院生 JG5 女 24 千葉県 大学院生 
JI6 女 48 東京都 大学院生 JG6 女 24 千葉県 大学院生 
JI7 女 40 富山市 大学院生 JG7 女 38 東京都 大学院生 
JI8 女 24 大阪府 大学院生 JG8 女 25 兵庫県 社会人 
JI9 女 25 大分県 大学院生 JG9 女 30 静岡県 大学院生 
JI10 女 30 栃木県 大学院生 JG10 女 32 東京都 大学院生 
JI11 女 25 大分県 大学院生 JG11 女 25 神奈川県 大学院生 
JI12 女 30 栃木県 大学院生 JG12 女 39 熊本県 大学院生 
JI13 女 29 神奈川県 大学院生 JI13 女 25 神奈川県 大学院生 
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<表 3> 調査協力者Ⅱ 
｢依頼主体｣(JI) ｢断り主体｣(ＫG) 
表示 性別 年齢 出身地 職業 表示 性別 年齢 出身地 職業 
JI14 女 27 岡山県 大学院生 KG1 女 27 論山市 大学院生 
JI15 女 44 東京都 大学院生 KG2 女 28 ｿｳﾙ市 大学院生 
JI16 女 33 東京都 大学院生 KG3 女 28 釜山市 大学院生 
JI17 女 30 神奈川県 大学院生 KG4 女 33 ｿｳﾙ市 大学院生 
JI18 女 35 大阪府 大学院生 KG5 女 28 ｿｳﾙ市 大学院生 
JI19 女 30 栃木県 大学院生 KG6 女 25 ｿｳﾙ市 大学院生 
JI20 女 25 大分県 大学院生 KG7 女 33 大田市 大学院生 
JI21 女 29 福岡県 大学院生 KG8 女 30 蔚山市 大学院生 
JI22 女 22 静岡県 大学生 KG9 女 31 釜山市 専門学校 
JI23 女 34 横浜市 大学院生 KG10 女 35 大田市 大学院生 
JI24 女 37 長野県 大学院生 KG11 女 30 ｿｳﾙ市 大学院生 
JI25 女 44 東京都 大学院生 KG12 女 30 ｿｳﾙ市 大学院生 
JI26 女 44 東京都 大学院生 KG13 女 32 ｿｳﾙ市 大学院生 
JI27 女 28 埼玉県 大学院生 KG14 女 30 釜山市 大学院生 
JI28 女 44 東京都 大学院生 KG15 女 29 釜山市 大学院生 
 
２．２ 調査の手順 
 調査協力は、｢依頼主体｣と｢断り主体｣の人間関係が、客観的にみて｢まだ親密な関係は形
成されていないが、お互いの関係を維持する必要がある者(A0～+1)3｣を中心に、実際以上
で述べたような関係に置かれていると判断した人に依頼した。また、｢依頼主体｣の依頼内
容は、あまり制限を設けず、｢依頼主体｣の殆どが大学院生(1名は大学4年生で卒論がある、
JI22)であることもあり、自分の研究に関することで｢時間に追われている状態｣というこ
とだけを制限し、依頼する具体的な内容は、｢依頼主体｣本人に任せた。調査では、実際、
Ｅメールのやりとりをしてもらう。さらに｢依頼主体｣の考えによっては、1 回の｢断り｣で
                                                   
3 A+1：あまり年齢差のない教師・上司など、A0：あまり親しくない同年輩の人、特に関わりのない初
対面の人などである(蒲谷他 1998）。 
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終わらせるのではなく、｢断り主体｣が提示した代案を受け入れ、再び依頼し、再度｢依頼｣
作業が行われる場合もあった。本稿では、こうした｢依頼主体｣の再依頼に対して断る場合
も分析対象とする。 
調査協力者のＥメールのやりとり後、フォローアップ・インタビュー(FUI)を行った。
FUIの回答はＥメールで行われたが、必要に応じて口頭による追加調査も実施した。調査
後行った FUIでは、以下のようなことを考慮して行った。 
 
(１) 相手との人間関係をどう認識しているか。 
これは、調査協力者同士の関係を客観的に見られる二人の関係(例えば、同じゼミの先
輩・後輩の関係や年齢の差など)に限るのではなく、お互いが感じる二人の関係を語って
もらうために設定したものである。これは、｢人間関係｣の認識が、本研究では欠かせな
い重要な要素でもあるからである。 
 
(２)「依頼の当然性｣・「依頼に対する負担度」・｢断ることに対する負担度｣に対する認識 
調査協力者が感じる｢依頼の当然性｣・「依頼に対する負担度」・｢断ることに対する負担度」
を認識してもらい、同様に｢相手｣がどのように認識しているかを想定してもらうために
設定した内容である。これは、｢待遇表現｣と｢待遇理解｣との総称である｢待遇コミュニケ
ーション｣(蒲谷他 2003)という立場からの分析を試みる本研究としては、大事な要素に
なると考えたからである｡ 
 
(３)「配慮した部分」と「受ける印象」 
｢断り主体｣は｢断りたい｣という自分の意図を表すために、Eメールをどのように工夫し、 
作成しているのか、それは｢依頼主体｣が受ける印象にも関わっているのかどうかを調べ
るために設定したものである｡ 
 
(４) 断られた後、同じ内容で再び依頼をすると思うのか。なぜ、そのように思ったか。 
これは、｢断り主体｣の｢断り｣の Eメールが、今後の関係に直接関わるかどうかを調べる
ために設定したものである｡ 
 
(５)「人間関係」の認識から来る問題を考え、日本語母語話者の｢断り主体｣には、｢親しい
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関係にいる人｣から、同様の内容で依頼されたことを想定してもらい、｢断り｣の Eメー
ルの作成を依頼した。また、母語(韓国語)の干渉から来る問題などを考え、韓国人日本
語学習者の｢断り主体｣には、｢人間関係｣や用件などほぼ同様の状況で韓国人母語話者に
依頼された場合を想定してもらい、韓国語で｢断り｣の Eメールを作成してもらった。 
 
３．検証資料の内容 
 
調査の結果、｢依頼主体｣の依頼内容の殆どは｢用件レベル+1｣4であった。「依頼主体」と｢断
り主体｣の人間関係と、｢依頼主体｣の依頼内容をまとめると次の通りである。(<表 4><表
5>) 
<表 4> 検証資料① 
日本語母語話者同士のＥメールのやりとり 
 ｢依頼主体｣⇔｢断り主体｣(人間関係) 依頼内容 
資料 1 JI1⇔JG1 (同じゼミの後輩⇔先輩) 修士論文の調査協力依頼 (談話収録) 
資料 2 JI2⇔JG2 (同じゼミの先輩⇔後輩) 修士論文の調査協力依頼 (談話収録) 
資料 3 JI3⇔JG3 (大学院の同期) 資料提供依頼 (文献リスト) 
資料 4 JI4⇔JG4 (同じゼミの後輩⇔先輩) 修士論文の調査協力依頼 (談話収録) 
資料 5 JI5⇔JG5 (同じゼミの後輩⇔先輩) 論文の調査協力依頼 (アンケート調査) 
資料 6 JI6⇔JG6 (同じゼミの先輩⇔後輩) 資料提供依頼 (レポート) 
資料 7 JI7⇔JG7 (大学院の同期) 論文の調査協力依頼 (データ提供) 
資料 8 JI8⇔JG8  (同じゼミの後輩⇔先輩) 論文の調査協力依頼 (対象者の紹介) 
資料 9 JI9⇔JG9 (同じゼミの先輩⇔後輩) 論文の調査協力依頼 (談話収録) 
資料 10 JI10⇔JG10 (同じゼミの先輩⇔後輩) 論文の調査協力依頼 (データ収集) 
資料 11 JI11⇔JG11 (同じゼミの先輩⇔後輩) 論文の調査協力依頼 (談話収録) 
資料 12 JI12⇔JG12 (同じゼミの先輩⇔後輩) 論文の調査協力依頼 (データ収集) 
資料 13 JI13⇔JG13 (同じゼミの先輩⇔後輩) 論文の調査協力依頼 (データ収集) 
 
                                                   
4
 用件レベル+1：その仕事を実行する義務はない、つまり仕事とはいえないため、それをしてもらうの
はあくまでも好意からであるような用件の中で、実行することに対する負担が少ないものである(蒲谷
他 1993)。 
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<表 5> 検証資料② 
日本語母語話者と韓国人日本語学習者とのやりとり 
 ｢依頼主体｣⇔｢断り主体｣(人間関係) 依頼内容 
資料 14 JI14⇔ＫG1 (知人、同年齢) 研究会の発表の予行練習のモニター依頼 
資料 15 JI15⇔ＫG2 (大学院の同期) 研究の調査協力依頼 (アンケート調査)  
資料 16 JI16⇔ＫG3 (同じゼミの後輩⇔先輩) 論文の調査協力依頼 (アンケート調査) 
資料 17 JI17⇔ＫG4  (大学院の先輩⇔後輩) 論文の調査協力依頼 (談話収録) 
資料 18 JI18⇔ＫG5 (同じゼミの後輩⇔先輩) 論文の調査協力依頼 (対象者の紹介) 
資料 19 JI19⇔ＫG6 (同じゼミの先輩⇔後輩) 修士論文の調査協力依頼 (翻訳) 
資料 20 JI20⇔ＫG7 (大学院の先輩⇔後輩) 論文の調査協力依頼 (意見求め) 
資料 21 JI21⇔ＫG8  (知人) 論文の調査協力依頼 (韓国語のチェック) 
資料 22 JI22⇔ＫG9 (知人) 卒業論文の調査協力依頼 (意識調査) 
資料 23 JI23⇔ＫG10 (大学院の同期) 論文の調査協力依頼 (意見求め) 
資料 24 JI24⇔ＫG11 (大学院の同期) 修士論文の調査協力依頼 (翻訳) 
資料 25 JI25⇔ＫG12 (大学院の同期) 論文の調査協力依頼 (意識調査) 
資料 26 JI26⇔ＫG13 (大学院の先輩⇔後輩) 研究の調査協力依頼 (意識調査) 
資料 27 JI27⇔ＫG14 (同じゼミの同期) 論文の調査協力依頼 (意識調査) 
資料 28 JI28⇔ＫG15 (同じゼミの先輩⇔後輩) 研究の調査協力依頼 (意識調査) 
 
また本稿では、検証資料①と検証資料②とともに、FUIの最後に作成してもらった日本
語母語話者の｢親しい関係の相手」に送った「断り」のＥメール(検証資料③)も分析対象と
する。詳細は以下の通りである。(<表 6>) 
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<表 6> 検証資料③5 
日本語母語話者の親しい関係の人宛ての「断り」 
 ｢断り主体｣(人間関係) 依頼内容 
資料 29 JGS1 (大学時代の同級生) 修士論文の調査協力依頼 (談話収録) 
資料 30 JGS2 (同じ大学院の友人) 修士論文の調査協力依頼 (談話収録) 
資料 31 JGS3 (大学時代の同級生) 資料提供依頼 (文献リスト) 
資料 32 JGS4 (同じゼミの同級生) 修士論文の調査協力依頼 (談話収録) 
資料 33 JGS5（大学時代の友達) 論文の調査協力依頼 (アンケート調査) 
資料 34 JGS6（親友) 資料提供依頼 (レポート) 
資料 35 JGS7（友達） 論文の調査協力依頼 (データ提供) 
資料 36 JGS8（妹：親友のような存在） 論文の調査協力依頼 (対象者の紹介) 
資料 37 JGS9（大学時代の友達) 論文の調査協力依頼 (談話収録) 
資料 38 JGS10（親友） 論文の調査協力依頼 (データ収集) 
資料 39 JGS12（長年の友人） 論文の調査協力依頼 (データ収集) 
資料 40 JGS13（違うゼミの同級生） 論文の調査協力依頼 (談話収録) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
5 JGSとは、日本語母語話者(J)で断り主体(G)が親しい関係の相手(S)に送った「断り」のＥメールを示
す。JGS11の回収ができなかったため、JGS1～10、12，13を分析対象とする。 
 31 
第３章「表現行為」の観点から見た「断り」 
 
第１節 日本語母語話者による「断り」のＥメール 
 
１．はじめに 
  
以下の内容では、検証資料の中で、日本語母語話者による、まだ親密な関係が形成され
ていない相手に対する｢断り｣(検証資料①)と、親しい関係の相手に対する｢断り｣(検証資料
③)をもとに、以下の３点を中心に分析・考察していく。 
 
(１) どのような要素によって構成されているのか。 
(２) その要素は、全体の展開においてどのように位置づけられるのか。 
(３) 各要素はどのような順序で、相互にどのような関係にあるのか。 
 
本稿では、Ｅメールにおける｢断り｣の展開を大きく、｢開始部｣｢本題｣｢終了部｣という３
つの段階に分けており、①宛先、②送信者、③挨拶、④断りの前置き、⑤断りの表明、⑥
断りの結び、⑦結び、⑧署名、というような構成になっていると捉えている。Ｅメールの
本文の中では、便宜的に番号で略して表示することにする。また展開は、<開始部⇒本題⇒
終了部>のように｢⇒｣とし、各段階で見られる内容は、[詫び]→[断り]のように｢→｣で表示
する。 
 
２．まだ親密な関係が形成されていない相手に対する「断り」 
 
 日本語母語話者による、まだ親密な関係が形成されていない相手に対する｢断り｣(検証資
料①)を分析した結果、Eメールの内容は、｢断り主体｣が｢依頼主体｣の依頼を引き受ける可
能性の高低によって、以下のように分けられた。 
 
(１) 不可能を示す「断り｣ 
 ① 協力する可能性が 0に近い場合 
 ② 自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合 
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(２) 条件変更が可能な「断り｣ 
 ① 再依頼されたら、協力できそうな場合 
  ② 条件を変えることで、協力できそうな場合 
 
本稿では、｢断り主体｣の Eメールを上記のように４つに分けて、内容の構成と、その順
序、そこに現れている表現を中心に分析していく。 
 
２．１ 不可能を示す「断り」 
２．１．1 協力する可能性が０に近い場合 
(１) 資料 1 JI1⇔JG1 
資料１は、｢依頼主体｣(以下、JI1)と、「断り主体」(以下、JG1)の Eメールのやりとりで、
JI1と JG1は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI1 は、JG1 より後輩で、JG1 のことを、｢他の先輩に比べて、会った回数が少ないの
で、親しいとは思っていない相手｣と認識している。また、自分の依頼内容について、引き
受けてもらう可能性が低いと予想していたため、JG1は断りやすいだろうと思ったそうで
ある。次表は、JI1の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI1の「依頼」の Eメール（JI1⇒JG1) 
From: JI1 To: JG1  
Subject: 調査協力のお願い<JI1(苗字：漢字) > Date: Thu, 07 Aug 2003 16:36:06 +0000  
JG1（苗字：漢字)さん  
 
ご無沙汰しています。お元気ですか。  
修了式後のパーティでは、いろいろお話したいと思っていたのですが、 
行けなくなってしまい本当に残念でした。  
JG1（苗字：漢字)さんのご出発までまだ間があったので、  
いつでも会うチャンスがあるだろうと油断している 
うちに８月も半ばに差し掛かってしまい、  
本当にもったいなかったなあと後悔しています。  
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JG1（苗字：漢字)さんにぜひ修論のために、調査協力を  
お願いしたいと思っていたのですが、  
もうそんな余裕はありませんよね？  
予定している調査は、母語話者と非母語話者の雑談を  
約２０分間録画・録音するというものなのですが。  
 
調査協力者を探しているうちに、こんな時期になってしましました。  
もし JG1（苗字：漢字)さんにご協力いただけたら、これ以上なくうれしいのですが、  
JG1（苗字：漢字)さんのご出発の準備に支障をきたすようま真似だけは  
絶対にしたくないので、どうかご遠慮なさらずおっしゃってくださいね。  
 
それでは、お返事をどうぞよろしくお願い致します。  
 
お忙しいところ、長々と読ませてしまい、  
すみませんでした。  
 
JI1(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
 
次は、JI１の Eメールに対する JG1の理解である。 
JG1は、JI1より先輩(1年)で年上(2歳)である。JI1のことを、「大学院の後輩で、自分
より若いと聞いたので、あまり敬語を使わなくてもいいと思える相手」と認識している。
また、JI1 の依頼を無理に引き受けなくてもいいと思ったそうで、断ることに負担を感じ
なかったそうである。次表は、JG1の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG1の「断り」のＥメール（JG1⇒JI１、下線は筆者） 構成 要素 
From: JG1 To: JI1  
Subject: JI1(苗字：漢字)さんへの返信 Date: Fri, 8 Aug 2003 09:17:47 +0900 
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JI1(苗字：漢字)さん 
 
メール読みました。  
確かに、パーティーのときには話せませんでしたね。  
私は飛び入り参加でしたが、JI1(苗字：漢字)さんを含め、  
たくさんの人と話す機会がなかったので、  
残念に思っていました。 
開始部
① 
③ 
 
 
さて、調査の件ですが、申し訳ないのですが、  
正直言って難しいです。  
というのは、JI1(苗字：漢字)さんも気にかけてくれていたように、  
私は出発前で、ちょっとばたばたとしていて、  
残念ながら、ゆっくり録音・録画に協力できる  
状態ではないからです。  
すみません。  
 
海外に渡航するということがなければ、  
夏休みは基本的にボンヤリと過ごすので、  
調査協力できたのですが、  
今回は本当に焦って渡航準備をしているので、  
お断りするしかありません。  
 
調査のデータに人が必要なことは、私も  
よくわかっています。  
人が集まるといいですね。  
JI1(苗字：漢字)さんの研究がうまく進むことを願います。  
本題 
④ 
⑤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 
 
[詫び] 
[断り] 
[事情説明] 
 
 
 
[詫び] 
 
[事情説明] 
 
 
 
[断り] 
 
[気遣いの
表現] 
 
今回は申し訳ないです。  
では、また。  
終了部 
⑦ 
 
 
[詫び] 
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                JG1(フルネーム：漢字) 
 
⑧ 
 
本題の内容の順序を見ると、<[詫び]→[断り]→[事情説明]→[詫び]→[事情説明]→[断
り]→[気遣いの表現]>のようになっている。[詫び]の後、すぐ[断り]がきており、断りの
結び(⑥)に[代案提示]や[次回の約束]ではなく、[気遣いの表現] (励ましのことば)が見ら
れた。｢依頼主体｣との関係について、あまり敬語を使わなくてもいいと思える相手、とコ
メントした通り、JG1のメールは、｢です・ます体｣がベースになっているが、文末表現に
余り変化が見られない。断りの表明(⑤)で使われた表現は、｢正直に言って難しいです｣と
｢お断りするしかありません｣のように直接的な表現を使っている。また、断りの前置き(④)
の[詫び]では、｢申し訳ないのですが｣を、本題では｢すみません」、終了部の挨拶では、｢申
し訳ないです｣が見られた。Eメールの開始部の挨拶(③)では、JI1が Eメールで言及した
内容に触れることから始めており、Ｅメールの結び(⑦)は[詫び]と｢では、また｣になってい
る。 
 
(２) 資料 7(2) JI7⇔JG7 
資料７(2)は、｢依頼主体｣(以下、JI7)と、｢断り主体｣(以下、JG7)の Eメールのやりとり
で、2回目に当たるものである。JI7と JG７は同じ大学院の同期である。 
JI7は、JG7のことを、「親しくはないが、名前と顔はお互いに知っていて、同じ授業を
一度受けた印象から好感を持っている相手」と認識している。また、自分の依頼内容につ
いて、引き受けてもらう可能性が高いとは言えないが、仲間なので調査に対する理解はあ
るだろうと思い、少しは期待していたそうである。JI７の１回目の｢依頼｣に対して、JG7
は断りを表明しながらも、積極的に代案を提示しており、その代案を引き受け、JI7 はも
う一度｢依頼｣をすることになる。次表は、JI7の｢依頼｣の２回目の｢依頼｣の Eメールであ
る。 
 
JI７の２回目の「依頼」のＥメール (JI7⇒JG7) 
From: JI7 To: JG7 Subject: Re: 調査の依頼  Date: Sun, 31 Aug 2003 17:26:01 +0900 
JG7(苗字：漢字)さん 
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早速のお返事ありがとうございます。  
それも、私のまとまらない文章(思考！)を要領よくまとめて  
いただき、はい、そのとおりです、という感じです。  
 
また、条件にあいそうな方まで捜していただき、ありがとうございます。  
拝見したところ、最後の○○○の教師の方が適当かと思います。 
養成講座については、問題ありません。三種類のデータ  
を集めることが目的ですので、他のお２人は該当できないと思います。  
 
こちらから○○○の方に正式にお願いする前に、JG7(苗字：漢字)さんから  
打診していただくと助かります。  
申し訳ありません。  
 
最終期限は、九月二十日、字数は 1000字程度です。  
他に細かいことはないのですが、はじめの作文を添削なしの  
状態でコピーをとっていただくと助かります。  
 
詳しくはこちらからご本人に連絡しますので、初めの橋渡しを  
よろしくお願いいたします。  
もし、快諾していただけないようでしたら、無理しないでくださいね。  
 
お忙しいのに、ごめんなさい。  
                                  JI7(苗字：漢字) 
 
次は、JI7の 2回目の Eメールに対する JG７の理解である。 
JG7は、｢依頼主体｣と大学院の同期で年下(１～2歳)である。相手について、｢大学院の
同期。ときどき会ったことがある。親疎からいえば、疎にちかい 6。上下からいうと、年
齢的には上で、日本語に携わった年数から見ても先輩にあたると思われるが、この点は気
にしたことがない。相手の人柄や態度がそういうことを感じさせないからだ｣と応えた。｢依
 37 
頼主体｣の依頼を引き受ける可能性が高いと認識しており、１回目の｢断り｣では積極的に代
案を提示していた。資料７(2）は、１回目の｢断り｣で JG7自身が提示した代案がうまく行
かず、やむをえず断ることになって作成したＥメールである。JG7は、断ることに負担を
感じていたそうである。次表は、JG7の 2回目の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG７の 2回目の「断り」のＥメール（JG7⇒JI7、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: JG7 To: JI7 
Subject: Re: 調査の依頼 Date: Sun, 31 Aug 2003 21:39:35 +0900  
  
JI7(苗字：漢字)さん 
 
ご依頼の件です。 
開始部 
① 
③ 
 
 
先ほど○○○大学の○○(苗字：漢字)さんにちょうど別件で急ぎ連絡すること
があり、電話でお願いしたみましたところ 
学校の都合で、授業が１０月から開始になった由。  
JI7(苗字：漢字)さんの論文の期限、及び、期限に間に合いませんので○○(苗
字：漢字)さんでは協力が難しいと思います。  
お力になれれば・・と思ったのですが、逆に期待を持たせてしまい、  
本当に申し訳ありませんでした。  
 
訂正の問題はこれから日本語教育に携わる者にとって  
重要且つ切実な問題だと思います。私もぜひ読ませていただきたい  
興味あるテーマ設定です。  
他の手立てで私でできることがありましたら、遠慮なくおっしゃってくださ
い。  
本題 
④ 
 
 
 
⑤ 
 
 
 
⑥ 
 
 
 
 
[事情説明] 
 
 
 
[断り] 
[願望] 
[詫び] 
 
[気遣いの
表現] 
 
[次回の約
束] 
 
まずはとりいそぎ。報告とお詫びまで  
 
JG7(フルネーム：漢字) 
終了部 
⑦ 
 
⑧ 
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 2 回目のＥメールということもあり、開始部が短くなっていることが分かる。本題の内
容の順序は、<[事情説明]→[断り]→[願望]→[詫び]→[気遣いの表現]→[次回の約束]>の
ようになっている。資料１と同様に｢依頼主体｣の依頼を引き受けることができないためか
[代案提示]がなく、断りの結び(⑥)に[気遣いの表現]が見られる。しかし、資料 1と違う
のは、[次回の約束]があるということである。全体的に少し敬度の高い表現を使っている
ことが分かる。断りの表明では、｢○○では協力が難しいと思います｣が、[詫び]では｢申し
訳ありませんでした｣が使われている。 
 
(３) 資料 8 JI8⇔JG8 
資料 8は、｢依頼主体｣(以下、JI8)と、｢断り主体｣(以下、JG8)の Eメールのやりとりで、
JI8と JG8は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI8 は、JG8 より後輩で、JG8 のことを、｢普段から話すことが多く、親しい感情はあ
る相手｣と認識している。また、自分の依頼内容について、依頼内容が複雑だということか
ら引き受けてもらう可能性が高いとは思っていなかったそうである。次表は、JI8の｢依頼」
の Eメールである。 
 
JI8の「依頼」のＥメール（JI8⇒JG8） 
From: JI8 To: JG8 Subject: Eメール 調査の件  Date: Tue, 26 Aug 2003 13:09:52 +0900 
JI8(苗字：漢字)様  
 
毎日本当に暑いですが、いかがお過ごしですか。  
今日は、一つお願いがあってメールしました。  
修士論文の為に、ロシア語母語話者の協力が１０名必要なのですが、 
知り合いの方を紹介していただけないでしょうか。 
急なお願いで申し訳ないのですが、９月初めまでに 
紹介していただけるとうれしいです。  
よろしくお願いします。  
 
次は、JI8の Eメールに対する JG8の理解である。 
JG8は、｢依頼主体｣より先輩(1年)で年上(1歳)である。相手のことについて、｢同じ日
 39 
本語教育関係者であるが、年下であるため、ある程度年下としての親しみを感じているが、
相手は仕事もできる人なのであまり「下」というふうには応対していない。｣と認識してい
る。また、｢依頼主体｣の依頼は、｢依頼主体｣にとって大事な論文であり、依頼できる人が
JG8だけということが予想されているので、依頼を引き受ける必然性が高いと思っており、
断ることに負担を感じていたそうである。次表は、JG8の「断り」のＥメールである。 
 
JG8の「断り」のＥメール（JG8⇒JI8、下線は筆者） 
構成 構成要素 
From: JG8 To: JI8 
Subject: Eメール 調査の件 Date: Tue, 26 Aug 時間不明 
  
JI8(苗字：漢字)様  
 
 おかげさまで私のほうは元気にやっています。  
JI8(苗字：漢字)さんのほうは論文等で着々と進み，活気づいて  
いる頃でしょうか。  
開始部 
① 
③ 
 
 
自分の安否 
相手の安否 
 
   
 先日の，ロシア語母語話者に関する件ですが，  
ご存知のとおり，○○にはあまりロシア人は住んでおらず，  
その中で私が知り合いとなると，非常に限られます。  
JI8(苗字：漢字)さんの修士論文ですから，ぜひ協力したいのですが，  
とにかく現状として難しいものがあります。  
５名ほどならなんとかなるかもしれませんが，皆社会人で，かつ  
有職者で，また，期日的に見ても，私も安請け合いできないところです。  
 
 また他の件で何かあれば，いつでも連絡ください。  
今回のように，がっかりさせてしまう結果になるかもしれませんが，  
案外お役に立てるかもしれないので…。  
本題 
④ 
 
 
⑤ 
 
 
 
 
⑥ 
 
[事情説明] 
 
 
[願望] 
[断り] 
[事情説明] 
 
 
[次回の約
束] 
 
 
 では，次お会いできるのは文法研究会の総会でしょうか。  
楽しみにしています。  
終了部 
⑦ 
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JG8(フルネーム：漢字) 
JG8(フルネーム：英語) 
メールアドレス 
 
⑧ 
 
 
 
本題の内容の順序は、<[事情説明]→[願望]→[断り]→[事情説明]→[次回の約束]>のよ
うになっている。JG1と同様に[断り]の後、[事情説明]を繰り返しており、それは自分が
どうして断らなければならないかを相手に理解してもらうために行ったのではないかと考
えられる。断りの結び(⑥)では、[次回の約束]が見られた。「依頼主体」との関係について、
年下としての親しみを感じているが、あまり｢下｣というふうには応対していない、という
コメントの通り、JG8のＥメールは、｢です・ます体｣がベースになっているが、文末表現
に余り変化が見られない。また、本題の内容を含めて Eメールの中に[詫び]が見られない。 
 
(４) 資料 9(2) JI9⇔JG9 
資料 9(2)は、｢依頼主体｣(以下、JI9)と、｢断り主体｣(以下、JG9)の Eメールのやりとり
で、JI9と JG9は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI9 は、JG9 より先輩で、JG9 のことを、｢後輩であるが年上であるということで、言
葉使いは丁寧に接する相手｣と認識しており、調査当時はあまり話すこともなくなってしま
ったため、以前よりは｢疎｣の関係になってしまったそうである。また、自分の依頼内容に
ついて、同じ研究者という立場から考えると引き受けてもらう可能性がないとは思わない
が、JG9 の状況を考えると引き受けてもらう可能性が高いとは思わなかったそうである。
JI9は、自分の１回目の｢依頼｣に対して、JG9が代案を提示したことを考え、もう一度 JG9 
に｢依頼｣をすることになる。次表は、JI9の 2回目の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI9の 2回目の「依頼」のＥメール（JI9⇒JG9） 
To: JI9  From : JG9 
Subject: Re：調査協力のお願い<JG9(苗字：漢字)> Date: Thu, 24 Jul 2003 08:27:55 +0900  
JG9(苗字：漢字)さんへ  
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メールありがとうございます。  
 
お忙しいところ、勝手なお願いをして、本当に申し訳ありません。  
調査の件ですが、急な調査ということもあり、  
なかなか、協力してくださる方が見つからず、本当に困っています。  
朝２限の前なら、と言うことですが、そのお言葉に甘えてもかまいませんか？  
 
調査自体は１時間程度で終わる予定です。  
９時過ぎから始めると、２限には間に合うと思うのですが・・・。  
かなり朝早い時間にお願いすることになり、申し訳ないのですが、よろしいでしょうか？  
 
無理なお願いで、本当にすみません。  
日程は、私の方はいつでも構いませんので、  
JG9(苗字：漢字)さんへの都合が良い日に合わせようと思います。  
勝手ばかり言ってごめんなさい。  
よろしくお願いいたします。  
 
                       JI9(フルネーム：漢字) 
 
次は、JI9の 2回目の Eメールに対する JG9の理解である。 
JG9 は、｢依頼主体｣より後輩(半年)で年上(5 歳)である。相手のことについて、｢研究室
の先輩だが、学校でのつながりしかないので、それほど親しいとは思っていない。年齢は
年下だが、先輩なので、上下関係としては、上だと思っている｣と認識している。また、｢依
頼主体｣の依頼は、同じ研究室ということもあり、引き受ける必然性が高い(50％以上)と
思っており、1回目の「断り」では積極的に代案を提示していた。資料 9(2）は、1回目の
｢断り｣で JG9自身が提示した代案がうまく行かず、断ることになって作成したＥメールで
ある。JG9 は、断ること自体が好きではないので、断ることに負担を感じたそうである。
次表は、JG9の 2回目の｢断り｣のＥメールである。 
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JG9 の 2回目の「断り」のＥメール（JG9⇒JI9、下線は筆者） 
構成 
構成要素 
To: JG9 From : JI9 
Subject: Re：調査協力のお願い<JI9(苗字：漢字)> 
Date: Sun, 27 Jul 2003 15:55:44 +0000 
 
 
JI9(苗字：漢字)様  
 
JG9(苗字：漢字)です。御返事が遅くなってしまい、大変申し訳ございません。  
開始部 
① 
②③ 
 
 
調査の件ですが、実は、今受けている○○(科目名)で  
レポートの代わりに模擬レッスンをすることになりまして、その準備というか
練習を授業の前にすることになってしまったんです。  
なので、2限の前もちょっと都合が悪くなってしまいました。  
２限の前なら大丈夫です、などと自分で言っていたにもかかわらず、  
御協力できずに本当に申し訳ございません。  
 
また他に何か、私で御協力できることがありましたら、何でも  
おっしゃってください。   
本題 
④ 
 
 
⑤ 
 
 
 
⑥ 
 
[事情説明] 
 
 
[断り] 
 
[詫び] 
 
[次回の約
束] 
今回は、本当に申し訳ございませんでした。 
 
JG9(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
終了部 
⑦ 
⑧ 
[詫び] 
 
資料 7(2)と同様に、2 回目のＥメールということもあり、開始部が短くなっている。相
手を｢上｣だと認識しているという本人のコメント通り、[詫び]では｢申し訳ございません」
が使われているなど、全体的に少し敬度の高い表現を使っており、スピーチレベルが高く
なっていることが分かる。その反面、断りの前置き(④)と断りの表明(⑤)では、｢～んです。
なので、｣のように、会話的な要素が見られる。 
本題の内容の順序は、<[事情説明]→[断り]→[詫び]→[次回の約束]>のようになってお
り、終了部の挨拶(⑦)に[詫び]が見られる。断りの結び(⑥)に[次回の約束]がある。断り
の表明(⑤)では、｢ちょっと都合が悪くなってしまいました。｣を使っている。これは、例
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えば、｢ご協力できません｣のような、直接的に断りを表明する表現ではないが、この表現
があるだけで｢断っている｣ということが分かる、定型表現である。本稿では、｢ちょっと都
合が悪い｣のように、直接的に断りを表明する表現ではないが、その表現があることで断り
だと分かるような表現のことを、｢断りの定型表現｣とする。 
 
(５) 資料 10(1)(2).  JI10⇔JG10 
資料 10(1)と(2)は、｢依頼主体｣(以下、JI10)と、｢断り主体｣(以下、JG10)の Eメールの
やりとりで、JI10と JG10は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI10は、JG10より先輩で、JG10のことを、｢ゼミは一緒だが、あまり親しいとは言え
ない相手｣と認識している。また、自分の依頼内容について、依頼内容が相手の一存だけで
決められるものではないため、引き受けてもらう可能性が高いとは思っていなかったそう
である。次表は、JI10の１回目の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI10の１回目の「依頼」のＥメール（JI10⇒JG10） 
From:JI10  To: JG10 Subject: お願い  Date: Tue, 02 Sep 2003 14:29:22 +0000 
JG10(苗字：漢字)さん 
 
突然のメール、ごめんなさい。  
 
実は、論文のためのデータ収集について  
お願いしたくメール致しました。  
 
現在、教室場面における学習者間のインターアクションの 
データ収集をしているのですが、なかなか多くの教室に  
参加させて頂く事が難しく・・・  
 
JG10(苗字：漢字)さんが、教壇に立っていると伺い、  
そこでのデータ収集をさせて頂けたらと思い・・・  
ご協力頂けないでしょうか？  
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データ収集の方法としては、学習者の方に小型のテープレコーダーを携帯してもらい  
授業中を通して録音してもらうというものです。  
 
ただ、非常に申し訳ないのですが、 
FUIなどの関係もあり、今週か来週に 
データ録りをお願いできればと思っているのですが・・・  
 
突然のお願い、ご無理、本当に申し訳ありませんが、  
どうぞよろしくお願い致します。  
 
○○研究室  
○期・JI10(フルネーム：漢字) 
 
次は、JI10の「依頼」の Eメールに対する JG10の理解である。 
JG10 は、｢依頼主体｣より後輩(半年)で年上(2 歳)である。相手のことについて、｢年齢
は下だが、ゼミの先輩。まだお互いをよく知らないので、疎に近いかもしれない。｣と認識
している。｢依頼主体｣の依頼である日本語学校でのデータ取りは難しいと思うので、引き
受ける必然性は高いとは言えないが、あると感じたが、2 回目の場合は、全然ない、と思
ったそうである。JG10 は、依頼されることにも断ることにもあまり負担は感じないそう
で、断ることに対しては申し訳ないという気持ちが少しあったが、あまり負担は感じなか
ったそうである。次表は、JG10の 1回目の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG10の 1回目の「断り」のＥメール（JG10⇒JI0、下線は筆者） 
構成 
構成要素 
From: JG10 To: JI10 
Subject: Re: お願い Sent: Tuesday, September 02, 2003 11:57 PM 
 
 
JI10(苗字：漢字)さん 
 
こんばんは。  
開始部 
① 
③ 
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メール拝受いたしました。 
    
FUIなどの関係もあり、今週か来週に  
データ録りをお願いできればと思っているのですが・・・ 
 
なんというタイミングでしょう。  
火曜だけ勤務しているのですが  
実は今日が 9月最後の授業でした！  
 
来週も日本語学校へ行くのですが、期末テストで  
授業はしません…。  
 
次回は 10月以降になります。  
 
メールを昨日いただいていたら…。  
お役に立てなくて申し訳ありません。  
本題 
④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 
⑥ 
 
 
 
[事情説明] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[詫び] 
  
JG10(フルネーム：漢字) 
 
追伸：○○(同期の苗字：漢字)さんも月曜日、他校に勤務しているのでうかが
ってみてはいかがでしょうか。 
終了部 
⑧ 
 
 
 
 
情報提供と
しての 
[代案提示] 
 
相手を｢ゼミの先輩、疎に近いかもしれい｣と認識しているという本人のコメント通り、
｢メールを拝受いたしました」「申し訳ありません」「いかがでしょうか」など、全体的に少
し敬度の高い表現を使っており、スピーチレベルが高くなっていることが分かる。その反
面、Ｅメールならではの特徴であると思われるが、断りの前置き(④)と断りの表明(⑤)では、
｢依頼主体｣から送られた「依頼」のＥメールの中で、必要な部分をコピーして使いながら、
自分の状況を淡々と説明している。 
本題の内容の順序は、<[事情説明]→[詫び]>のようになっている。本題の中に、[断り]
はないが、本題の内容から JG10の意図が断りであるということが十分分かるようになっ
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ている。また、E メールの最後に追伸という形で、JG10 自身が何かをリアクションする
という意味での代案ではなく、情報提供としての消極的な代案の提示である。 
このように、JG10 の 1 回目の｢断り｣では、[事情説明]の中で、｢次回は 10 月以降にな
ります｣と書いているものの、[次回の約束]や[代案提示]が見られない。しかし、「依頼主体」
には、JG10 の｢10 月以降｣という部分から、今はできないが 10 月以降ならできるかも、
と解釈されたようで、JG10に再び依頼のＥメールを送った。次表は、JI10の 2回目の｢依
頼｣の Eメールである。 
 
JI10の 2回目の「依頼」のＥメール（JI10⇒JG10） 
From: JI10 To:JG10  
Subject: ○○研究室・JI10(フルネーム：漢字) Date: Fri, 05 Sep 2003 12:23:44 +0000 
JG10(苗字：漢字)さん 
 
メール、ありがとうございました。  
突然のお願いにもかかわらず・・・  
    
なんというタイミングでしょう。 火曜だけ勤務しているのですが 実は今日が 9月最後の授業でし
た！  
 
今月は、もう担当される授業がないのですね。  
もう少し、早くお願いしていれば・・・  
    次回は 10月以降になります。 
 
そこで、改めて  
もし、よろしかったら、１０月の授業での  
データ取りをお願いできないでしょうか？  
 
何度も、ご無理言って申し訳ありませんが  
JG10(苗字：漢字)さんにご協力いただければ・・・  
お願い致します。  
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○期・JI10(フルネーム：漢字) 
 
 JG10 は、１回目の｢依頼｣に対して、引き受ける必然性は高いとは言えないが、あると
感じたが、2回目の場合は、全然ない、と思ったそうである。JG10は、依頼されることに
も断ることにもあまり負担は感じないそうで、断ることに対しては申し訳ないという気持
ちが少しあったが、あまり負担は感じなかったそうである。次表は、JI10の再依頼に対す
る JG10の 2回目の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG10の 2回目の「断り」のＥメール（JG10⇒JI１0、下線は筆者） 
構成 
構成要素 
From: JG10 To:JI10 Subject: Re: ○○研究室・JG10(フルネーム：漢字)  
Date: Fri, 5 Sep 2003 23:18:41 +0900 
 
 
JI10(苗字：漢字)さん 
 
こんばんは。  
開始部 
① 
③ 
 
 
授業のデータ取りの件ですが…  
    
そこで、改めて もし、よろしかったら、１０月の授業での データ取り
をお願いできないでしょうか？  
 
ぜひ、どうぞと申し上げたかったのですが、  
今日、教務主任にそれとなく話をしてみたら  
どうやら難しそうです。  
学生に関するデータが研究のためであるとはいえ  
外部に出るのは困るとの事です。  
 
他の先生にも意見をきいてみたところ  
自分の研究のためにデータ取りをした先生が  
過去にいたそうですが、今度の場合は  
本題 
④ 
 
 
 
 
 
⑤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[願望] 
 
[断り] 
[事情説明] 
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無理だろうということでした。  
 
というわけで、  
いいかげんなお返事もできないので、  
現時点では残念ながらお断りするしかなさそうです。  
 
教室内のデータ取りは大変そうですね。  
 
 
 
 
 
 
⑥ 
 
 
 
 
[断り] 
 
[気遣いの
表現] 
お役に立てなくて申し訳ございませんでした。  
それでは、来週合宿で。  
 
JG10(フルネーム：漢字) 
終了部 
⑦ 
 
⑧ 
[詫び] 
 
本題の内容の順序は、<[願望]→[断り]→[事情説明]→[断り]→[気遣いの表現]>のよう
になっている。1回目のＥメールとは違い、最初からはっきりした[断り]を表明しており、
[事情説明]の後、もう一度[断り]を繰り返していることが分かる。これは、自分の断る意
志をはっきり伝えたいという JG10の意図が表れていると思われる。Ｅメールの終了部に
[詫び]があるが、本題の中では全く見られない。また、1回目のＥメールと同様に、｢依頼
主体｣から送られた｢依頼｣のＥメールの中で、必要な部分をコピーして使いながら、自分の
状況を淡々と説明している。 
 
(６) 資料 12 JI12⇔JG12 
資料 12 は、｢依頼主体｣(以下、JI12)と、｢断り主体｣(以下、JG12)の E メールのやりと
りで、JI12と JG12は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI12 は、JG12 より後輩で、JG12 のことを、｢親しいと感じている相手｣と認識してい
る。また、自分の依頼内容について、引き受けてもらう可能性はあると思ったそうである。
次表は、JI12の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI12の「依頼」のＥメール（JI12⇒JG12） 
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From: JI12 To: JG12  
Subject: ○○研究室・JI12(苗字：漢字) 調査のお願い Date: Tue, 09 Sep 2003 13:37:24 +0000 
JG12(苗字：漢字)さん  
 
合宿前のお忙しい時に突然のメール、ごめんなさい。  
 
実は、論文のためのデータ収集についてお願いしたくメール致しました。  
 
現在、教室場面における学習者間のインターアクションのデータ収集をしているのですが、 
なかなか多くの教室に参加する事が難しく・・・  
 
JG12(苗字：漢字)さんが、教壇に立っていると伺い、  
そこでのデータ収集をさせて頂けたら・・・と思い、  
メールしている次第です。  
 
データ収集の方法としては、学習者の方に小型のテープレコーダーを携帯してもらい  
授業中を通して録音してもらうというものです。  
プライバシーに関しては、決して個人等が特定できないよう処理をしてデータを扱います。  
参加・収集させて頂けないでしょうか？  
 
ただ、お願いをしておきながら、非常に申し訳ないのですが、  
FUIなどの関係もあり、今週か来週にデータ録りをお願いできればと思っているのですが・・・  
 
突然のお願い、ご無理、本当に申し訳ありませんが、  
どうぞよろしくお願い致します。  
 
○○研究室 
○期・JI12(フルネーム：漢字) 
 
次は、JI12の Eメールに対する JG12の理解である。 
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JG12は、｢依頼主体｣より後輩(半年)で年上(9歳)である。相手のことについて、「親しい
先輩と認識している。年齢的には私が上だけれども、研究室の中では先をいく先輩である」
と認識している。また、「依頼主体」の依頼は、引き受ける可能性は｢0｣だと思っており、
自分が所属している学校が関わることなので、依頼されることには少し負担を感じている
そうである。断る負担度については、コメントがなかった。次表は、JG12 の｢断り｣のＥ
メールである。 
 
JG12の「断り」のＥメール（JG12⇒JI１2、下線は筆者） 
構成 
構成要素 
From: JG12 To: JI12 
Subject: Re: ○○研究室・JI12(苗字：漢字) 調査のお願い 
Date: Wed, 17 Sep 2003 13:49:34 +0900 
 
 
JI12(苗字：漢字)さん、こんにちは。  
合宿でのお世話係、お疲れ様でした。  
 
さて、合宿前にいただいていたメール拝見しました。  
メールチェックができなくかったため、返事も遅れてしまいました。  
急いでいるのに本当にごめんなさい。 
開始部 
①③ 
 
 
教室内でのインターアクションのデータ収集ですよね。  
実は私自身もデータ収集をしようと思い、現在教えている日本語学校の主任に
聞いてみたのですが、簡単ではないことがわかりました。  
内部で働いている私がこういう状況なので、外部からの依頼となると容易では
ないと思います。  
私自身の裁量で決められるといいのですが、組織に属している以上、一応許可
をとらなければなりません。  
協力できなくて本当に申し訳ないです。ほかのことで協力できることはします
ので、また何なりとお尋ねください。  
JI12(苗字：漢字)さんの研究が進むと、私の研究も進みそうだし、協力できる
ところはいっしょにやっていけるといいですね。  
本題 
④ 
 
 
 
 
 
 
⑤ 
⑥ 
 
 
[事情説明] 
 
 
 
 
 
 
[詫び] 
[次回の約
束] 
[気遣いの
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また、いろいろ情報交換等しましょうね。  表現] 
 
では、また学校で。  
 
○期生 JG12(フルネーム：漢字)  
終了部 
⑦ 
 
⑧ 
 
 
本題の内容の順序は、<[事情説明]→[詫び]→[次回の約束]→[気遣いの表現]>のように
なっている。｢依頼主体｣は、年齢的には自分が上だが、親しい先輩と認識している、とコ
メントした通り、JG12 のメールは、｢です・ます体｣がベースになっており、文末表現に
大きな変化はないが、以下のように所々変化が見られる。 
 
さて、合宿前にいただいていたメール拝見しました。 
急いでいるのに本当にごめんなさい。 ⇒返信が遅くなったことに対する[詫び] 
協力できなくて本当に申し訳ないです。⇒断りに対する[詫び] 
また何なりとお尋ねください。    ⇒[次回の約束] 
では、また学校で。    
 
引き受ける可能性が 0に近いという面では、JG10と似ているが、JG10とは異なり、自
分の状況を淡々と説明してＥメールを終えるのではなく、「依頼主体」を励ますことば([気
遣いの表現])を付け加えながら｢依頼主体｣に配慮していることがうかがえる。 
 
(７) まとめ（協力する可能性が０に近い場合） 
日本語母語話者による、まだ親密な関係が形成されていない相手に対する｢断り」の中で、
協力する可能性が 0に近い場合は、JG1、JG7、JG8、JG9(2)、JG10(1)、JG10(2)、JG12
の｢断り｣のＥメールであった。Eメールの展開と構成、表現をまとめると、以下の通りで
ある。 
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【E メールの展開】 
 開始部 本題 終了部 
JG1  [詫び]→[断り]→[事情説明]→[詫び]→[事情説明]→[断り]→[気遣い
の表現] 
[詫び] 
JG7(2)  [事情説明]→[断り]→[願望]→[詫び]→[気遣いの表現]→[次回の約
束] 
 
JG8   [事情説明]→[願望]→[断り]→[事情説明] →[次回の約束]  
JG9(2)  [事情説明]→[断り]→[詫び]→[次回の約束] [詫び] 
JG10(1)  [事情説明]→[詫び]  
JG10(2)  [願望]→[断り]→[事情説明]→[断り]→[気遣いの表現]  [詫び] 
JG12  [事情説明]→[詫び]→[次回の約束]→[気遣いの表現]  
 
本題の内容の順序をみると、協力できる可能性が 0に近い場合であるため、断りの結び
(⑦)では、[代案提示]ではなく、[次回の約束]や[気遣いの表現]になっている。また、E
メールの結び(⑧)では、[詫び]と一緒に結びの挨拶が来る場合もあった。JG10(1)と JG12
のように、[断り]がない場合は、<[事情説明]→[詫び]>のパターンが、[断り]がある場合
(JG9(2)と JG7(2))は、<[事情説明]→[断り]→[詫び]>のパターンが、それぞれ共通的に見
られた。また、JG10(2)と JG1のように、「依頼主体」の依頼を完全に断ろうとする場合、
<[断り](｢難しい」）→[事情説明]→[断り]（「断るしかない」）>のパターンが使われているこ
とが分かる。以上の内容をまとめると、次のようになる。 
  
・完全に断ろうとする場合 
⇒<[断り]（「難しい」）→[事情説明]→[断り]（「断るしかない」）>型 
・[断り]がない場合 ⇒ <[事情説明]→[詫び]>型 
・共通的に見られたパターン ⇒ <[事情説明]→[断り]→[詫び]>型 
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【本題の内容と表現】 
内容 表現 
[断り] ・○○の○○ですから，ぜひ協力したいのですが， 
とにかく現状としては難しいものがあります。 
・○○ので、○○では協力が難しいと思います。 
・申し訳ないのですが、正直言って難しいです。 
・どうやら難しそうです(事情説明) 
というわけで、いいかげんなお返事もできないので、現時点では残念ながらお断
りするしかなさそうです。 
・今回は○○ので、お断りするしかありません。 
・ちょっと都合が悪くなってしまいました。 
[事情説明] ・というのは、○○からです。 
・実は、○○んです。 
・状況を述べる 
<本題の場合> 
・すみません。 
・本当に申し訳ありませんでした。 
・御協力できずに本当に申し訳ございません。 
・お役に立てなくて申し訳ありません。 
・協力できなくて本当に申し訳ないです。 
[詫び] 
<結びの挨拶の場合> 
・今回は申し訳ないです。 
・今回は、本当に申し訳ございませんでした。 
[願望] ・（依頼主体の依頼）ですから，ぜひ協力したいのですが， 
・(依頼内容)ぜひ、どうぞと申し上げたかったのですが、 
[代案提示] なし 
[次回の約束] ・他の手立てで私でできることがありましたら、遠慮なくおっしゃってください。 
・また他の件で何かあれば，いつでも連絡ください。今回のように，がっかりさせ
てしまう結果になるかもしれませんが，案外お役に立てるかもしれないので…。 
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・また他に何か、私で御協力できることがありましたら、何でもおっしゃってくだ
さい。 
・ほかのことで協力できることはしますので、また何なりとお尋ねください。 
[気遣いの表現] ・(依頼内容)はこれから日本語教育に携わる者にとって，重要且つ切実な問題だと
思います。私もぜひ読ませていただきたい興味あるテーマ設定です。 
・教室内のデータ取りは大変そうですね。 
・(依頼主体）の研究が進むと、私の研究も進みそうだし、協力できるところはい
っしょにやっていけるといいですね。また、いろいろ情報交換等しましょうね。 
 
【Ｅメールの構成と表現】 
Eメールの構成 表現 
・(苗字：漢字)さん ①宛先 
・(苗字：漢字)様 
②送信者 ・(苗字：漢字)です 
・メール読みました。 
・メールを拝受いたしました。 
・こんばんは。こんにちは。 
・ご依頼の件です。 
・自分と相手の安否 
・御返事が遅くなってしまい、大変申し訳ございません。 
 
 
 
開
始
部 
③挨拶 
・相手の Eメール(挨拶)に書かれていた内容に対する反応 
・さて、○○の件ですが、 
・○○の件ですが、 
・○○に関する件ですが、 
・[事情説明] 
④断りの前置き(切り出し) 
・依頼内容の確認(～ですよね) 
 
 
 
 
 
 
本
題 
⑤断りの表明 [事情説明]  
・というのは、○○からです。 
・実は、○○んです。 
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・状況を述べる 
[願望] 
・（依頼主体の依頼）ですから，ぜひ協力したいのですが， 
・(依頼内容)ぜひ、どうぞと申し上げたかったのですが、 
[断り] 
・○○の○○ですから，ぜひ協力したいのですが， 
とにかく現状としては難しいものがあります。 
・○○ので、○○では協力が難しいと思います。 
・申し訳ないのですが、正直言って難しいです。 
・どうやら難しそうです(事情説明) 
というわけで、いいかげんなお返事もできないので、現時点では
残念ながらお断りするしかなさそうです。 
・今回は○○ので、お断りするしかありません。 
・ちょっと都合が悪くなってしまいました。 
[詫び] 
・すみません。 
・本当に申し訳ありませんでした。 
・御協力できずに本当に申し訳ございません。 
・協力できなくて本当に申し訳ないです。 
・お役に立てなくて申し訳ありません。 
[気遣いの表現]（共感・励ましのことば） 
 
⑥断りの結び 
[次回の約束] 
・他の手立てで私でできることがありましたら、遠慮なくおっしゃ
ってください。 
・また他の件で何かあれば，いつでも連絡ください。今回のように，
がっかりさせてしまう結果になるかもしれませんが，案外お役に
立てるかもしれないので…。 
・また他に何か、私で御協力できることがありましたら、何でもお
っしゃってください。 
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  ・ほかのことで協力できることはしますので、また何なりとお尋ね
ください。 
・[詫び](今回は、本当に申し訳ございませんでした) 
・[詫び](今回は申し訳ないです)では、また。 
・[詫び](お役に立てなくて申し訳ございませんでした)それでは、
来週○○で。 
・では，次お会いできるのは○○の○○でしょうか。楽しみにして
います。 
・では、また○○で。 
⑦結び 
・まずはとりいそぎ。報告とお詫びまで 
 
 
終
了
部 
⑧署名 ・(フルネーム：漢字) 
 
宛先(①)には、｢(苗字：漢字)さん｣や「(苗字：漢字)様」が、署名(⑧)には、｢(フルネーム：
漢字)｣が見られた。送信者(②)を書いたのは 1名(JG9)だけで、他の Eメールの場合、宛先
(①)の後、すぐ挨拶(③)になっている。挨拶の部分(③)では、｢依頼主体｣のメールを確認し
たという内容が多く、返信が送れたことに対する[詫び]が来る場合もあった。断りの表明
(⑤)では、全体的に「難しい」という表現が多く、｢断りの定型表現｣と思われる｢都合が悪
い｣が 1名あった(JI9)。 
 
２．１．２ 自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合 
(１) 資料 4 JI４⇔JG４ 
資料 4は、｢依頼主体｣(以下、JI4)と、｢断り主体｣(以下、JG4)の Eメールのやりとりで、
JI4と JG4は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI4 は、JG4 より先輩で、JG4 のことを、｢個人的に親しく話しをしたことがほとんど
ないので、あまり親しい関係とは言えない。しかし、同世代、同じゼミということで連帯
感のようなものはあるので、そういう点では親しみを感じる相手」と認識している。また、
自分の依頼内容について、断られる可能性が高いと思ったそうである。次表は、JI4の｢依
頼｣の Eメールである。 
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JI4の「依頼」のＥメール（JI4⇒JG4） 
From: JI4  To: JG4  
Subject: ○○(調査者のフルネーム：カタカナ)さん依頼のメールです。  
Date: Tue, 12 Aug 2003 19:39:33 +0900  
JG4(苗字：漢字)さん，こんばんは。  
○期生の JI4(苗字：漢字)です。お久しぶりです。お元気ですか？  
 
○○(国名)に行く前の忙しい時期に申し訳ないのですが，  
JG4(苗字：漢字)さんにお願いがあります。 
実は，今，修論作成のためにデータを集めているのですが， 
なかなか思うように人数が集まらず，データを取るのに苦戦しています。  
それで，できれば JG4(苗字：漢字)さんにもご協力をいただきたくメールしました。 
ご協力いただきたいのは，今週の木，金，土の午後２時から５時の３日間のうち， 
ご都合のつく時間帯に大学の○○号館に来て頂いて， 
初対面の談話の参加者になっていただくというものです。 
初対面の相手は，私のほうで手配してあります。  
 
出発前でお忙しい上に，こんな間近になってお願するのは大変心苦しいのですが， 
もしお時間をいただけるようでしたら，ぜひお願い致します。  
 
お手数で申し訳ありませんが，携帯かメールにお返事ください。  
携帯：JI4の番号 
メール： JI4のメールアドレス 
 
よろしくお願い致します。  
失礼します。  
 
○○大学大学院○○○科修士課程○年  
JI4(フルネーム：漢字) 
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次は、JI4の Eメールに対する JG4の理解である。 
JG４は、｢依頼主体｣より後輩(半年)で年上(9 歳)である。相手のことについて、｢親疎
でいえば、｢親｣と｢疎｣の真中ぐらいなので、直接話す場合は、｢です・ます体｣だが、すぐ
普通体が混じるようになるようと思う。が、完全に普通体にはなりにくいかもしれない。
上下関係は同等レベル｣と認識している。また、「依頼主体」の依頼は、非常に強い｢お願い｣
に感じとれたそうで、かなり強く受け入れなければならないと思っており、断ることにか
なり残念な気持ちを強く感じたそうである。次表は、JG４の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG4の「断り」のＥメール（JG4⇒JI4、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: JG4  To: JI4 
Subject: Re：○○(調査者のフルネーム：カタカナ)さん依頼のメールです。  
Date: Tue, 12 Aug 
 
 
JI4(苗字：漢字)さん 
 
先日は、お忙しいのに送別会に顔を出していただいて、ありがとうございまし
た。  
あまりお話できなくて、すみませんでした。  
それから、無事、合宿からお帰りになったようですね。お疲れ様でした。 
開始部 
① 
③ 
 
 
振り返ると、私も○期目が終わった春休みは談話調査のことで頭がいっぱいで
した。  
焦りもあり、しかし、相手の都合に合わせてスケジュール調整などをしなけれ
ばならないので、精神的に大変ですよね。  
そんな JI4(苗字：漢字)さんの立場はとてもよくわかるので、ぜひお手伝いさ
せて欲しいといいたいところなのですが・・・  
渡○日の 18日まで 1週間もない状況で、しかも、私もぎりぎりでバタバタと
準備をしていて、思わぬところでしておかなければならないこともあり、なお
かつ、母に Eメール講習を行っていて、これが結構大変な作業なのです。  
というわけで、こんな状態で○○(国名)に行けるのだろうかと心配になってい
本題 
④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[気遣いの
表現] 
 
 
[願望] 
 
[事情説明] 
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る次第です。  
ですので、お手伝いする時間がないのです。本当にごめんなさい。  
 
でも、私が談話調査をしたときの方の中で、お願いできるような方がいるかも
しれません。  
調査対象はどんな方をご希望なのでしょうか？  
私が付き添うことができず、JI4(苗字：漢字)さんにとって全くの初対面の人に
なると思いますし、また、 
時間の都合などでご協力できるかどうかわかりませんが、一応、心当たりを考
えておきますので、状況をお聞かせください。  
 
⑤ 
 
⑥ 
 
[断り] 
[詫び] 
[代案提示] 
 
 
 
 
 
 
JG４(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
終了部 
⑧ 
 
 
本題の内容の順序は、<[気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案
提示]>のようになっている。JG４は、Eメールの中で、｢依頼主体｣の気持ちに共感を示す
ような[気遣いの表現]を含め、積極的に代案を提示するなど、｢依頼主体｣の期待に答えよ
うとしていることがうかがえる。これは、｢依頼主体｣の依頼が、非常に強い｢お願い｣に感
じとれたことが大きく作用していると思われる。そのため、断ることが非常に残念に思っ
て、配慮していると考えられる。全体的に「です・ます体」になっており、断りの表明（⑤）
では、｢お手伝いする時間がないのです。｣が、[詫び]には｢ごめんなさい」が使われている。 
 
(２) 資料 7(1）JI7⇔JG7 
資料 7(1)は、｢依頼主体｣(以下、JI7)と、｢断り主体｣(以下、JG7)の Eメールのやりとり
で、JI7と JG7は同じ大学院の同期である。 
JI7は、JG1のことを、｢親しくはないが、私のほうは、同じ授業を一度受けた印象から
好感を持っている相手｣と認識している。また、自分の依頼内容について、調査に関する理
解はあるだろうと少しは期待しているが、引き受けてもらう可能性は高くないと思ったそ
うである。次表は、JI7の｢依頼｣の Eメールである。 
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JI７の１回目の「依頼」のＥメール (JI7⇒JG7) 
From: JI7  To: JG7 
Subject: 調査の依頼なんですが Sent: Sunday, August 31, 2003 7:14 AM  
JG7(苗字：漢字)さん  
 
八月も今日で終わりですが、こちら(○○＝国名)は暑い日が続いています。  
日本は冷夏だったようですね、お元気ですか。  
 
さて、今回は論文の調査の件でお願いがあります。  
突然で、ごめんなさいね。  
今、作文指導についての調査をしているのですが、ご協力願えませんか。  
学習者の作文を教師がどのように添削しているかの調査です。  
JG7(苗字：漢字)さんが、今教えていらっしゃる学校で学生に作文を書かせる機会がありますでしょう
か。あれば、それをどう添削していらっしゃるのか、①添削前の作文、②添削されたもの、③添削後書
き直した作文、の三段階に分けてデータが必要なのですが、協力していただけませんか。  
 
もしご協力いただけるようなら、お返事いただきたいと思います。 
折り返し、具体的な方法をお知らせします。  
五人ぶんのデータで結構です。  
 
実は、データ収集に協力してくれるはずだった友人が海外で教えることになり、 
そこではこのようなデータがとりにくいとのことなのです。 
急で申し訳ありませんが、論文の締め切りが二ヶ月後と差し迫っていますので、 
とりあえず、ご協力願えるかどうかだけ、お返事くださるとありがたいです。  
 
もし、お忙しくて無理でしたら、その旨おっしゃってください。お気遣いなさいませんように。  
 
では、お返事お待ちしております。  
                        JI7(苗字：漢字) 
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次は、JI7の Eメールに対する JG7の理解である。 
JG7は、｢依頼主体｣と大学院の同期で年下(１～2歳)である。相手について、｢大学院の
同期。ときどき会ったことがある。親疎からいえば、疎にちかい６。 上下からいうと、年
齢的には上で、日本語教育に携わった年数から見ても先輩にあたると思われるが、この点
は気にしたことがない。相手の人柄や態度がそういうことを感じさせないからだと思う。」
と認識している。｢依頼主体｣の依頼を引き受ける可能性が高いと認識しており、断ること
に負担を感じていたそうである。次表は、JG7の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG７の 1回目の「断り」のＥメール（JG7⇒JI7、下線は筆者） 構成 構成要素 
From:JG7 To:JI7  
Subject: Re: 調査の依頼   Date: Sun, 31 Aug 2003 11:45:34 +0900 
 
 
JI7(苗字：漢字)さん  
 
ご無沙汰しております。お元気でしょうか。  
開始部 
① 
③ 
 
早速ですが、ご依頼の件について、  
このような「大事」に私を思い出してメールをくださり、うれしいです。  
こんなときこそお力になりたいのですが、  
残念ながら、今、私が作文の授業を担当していない上に、一クラスは０ベース
でスタートしひらがなの段階、もう一つは会話のクラスで、しかも人数が３名
なので、データをそろえることができません。  
 
このデータ検証の焦点は、教師の訂正（の仕方/方法/箇所？）ですね。  
条件は、  
１ クラス授業で作文を担当している日本語教師  
２ ①レベル・内容・国内外、年齢は問わないが、学習者が一人で書いた作文  
  ②１の日本語教師（ネイティブ・ノンネイティブ関係なく）が訂正した文  
  ③ ②のフィードバックを受けた学生の作文  
以上の３つのプロセスを経ている同人物の同一テーマ内容の作文  
３ ２が５名分  
本題 
④ 
 
 
 
⑤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[気遣いの
表現] 
[願望] 
[事情説明] 
 
[断り] 
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が「至急」必要なのですね。  
 
そこで、周りで上記条件に合いそうな人を探してみましたところ、  
残念ながら、上記条件にぴったり合う人はいませんでした。  
独断ですが、多少条件を譲歩していただければ JI7(苗字：漢字)さんの調査協
力者になりそうかな？  
思った人は・以下の３名の方でした。  
 
・大学の別科のクラスで、学生同士のピアレスポンスを実施。文章だけなら協
力可。つまり、２の②の条件に該当しない。また、授業の記録は非公開。  
 
・大学院生（日本語教師ではなく、クラス担当ではない）が研究計画書支援で、
２名のデータを持っている。ただし１と３の条件に該当せず。  
 
・ ○○○の高等教育機関で日本概況を担当する方（○○では３年目）の方。
新学期のレベルチェックで作文をかかせるとのこと。ただ、９月１日が授業ス
タートなので、データをそろえるまでに多少時間がかかる、また日本語教師養
成の受講経験はない。  
 
上記３名の方のうち、調査協力者になれそう人はいますか？  
協力者になれそうな人がいましたら、最終期限、作文の字数など、詳細をお知
らせくだされば、まず私からその方に依頼してみますが、いかがでしょうか？  
また、私で何かできることがありましたら、おっしゃってください。  
 
 
 
 
⑥ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[事情説明] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[代案提示] 
 
 
まずは取り急ぎ。  
 
JG7(フルネーム：漢字) 
終了部 
⑦ 
 
⑧ 
 
 
 
本題の内容の順序は、<[気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→[事情説明]→
[代案提示]>のようになっている。[断り]の後、もう一度[事情説明]をすることによって、
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自分の状況を相手に理解してもらおうとしているのではないかと思われる。 
FUI で JG7 は、｢依頼主体｣の依頼を引き受ける可能性が高いと認識しており、断るこ
とに負担を感じていたとコメントしたが、それも影響があったようで、本文の中では積極
的に代案を提示していることが分かる。また、本文の中に[詫び]がないのも、これが完全
な断りではないという認識が JG7の心の中にあったからではないかと思われる。断りの表
明(⑤)では、「データをそろえることができません。」が使われた。代案提示が詳しくなっ
ているのが、印象的である。 
 
(３) まとめ（自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合) 
日本語母語話者による、まだ親密な関係が形成されていない相手に対する｢断り」の中で、
自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合は、JG7(1)と JG4の｢断り｣のＥ
メールであった。Eメールの展開と構成、表現をまとめると、以下の通りである。 
 
【E メールの展開】 
 開始部 本題 終了部 
JG7(1)  [気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→[事情説明]→[代案提
示] 
 
JG4  [気遣いの表現]→[願望] →[事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]  
 
本題の内容の順序をみると、以下のようにほぼ同じパターンになっていることが分かる。 
 
<[気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→([事情説明]or[詫び])→[代案提示]> 
 
【本題の内容と表現】 
内容 表現 
[断り] ・ですので、お手伝いする時間がないのです。 
・残念ながら、○○で、しかも○○なので、データをそろえることができません。 
[事情説明] ・（状況を述べる）というわけで、○○次第です。 
・状況を述べる 
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<本題の場合> ・本当にごめんなさい。 [詫び] 
<結びの挨拶の場合> なし 
[願望] ・そんな(依頼主体)の立場はとてもよくわかるので、ぜひお手伝いさせて欲しいと
いいたいところなのですが・・・ 
・こんなときこそお力になりたいのですが、 
[代案提示] ・でも、私が談話調査をしたときの方の中で、お願いできるような方がいるかもし
れません。調査対象はどんな方をご希望なのでしょうか？(略) 時間の都合など
でご協力できるかどうかわかりませんが、一応、心当たりを考えておきますので、
状況をお聞かせください。 
・上記３名の方のうち、調査協力者になれそう人はいますか？ 協力者になれそう
な人がいましたら、最終期限、作文の字数など、詳細をお知らせくだされば、ま
ず私からその方に依頼してみますが、いかがでしょうか？また、私で何かできる
ことがありましたら、おっしゃってください。 
[次回の約束] なし 
[気遣いの表現] ・焦りもあり、しかし、相手の都合に合わせてスケジュール調整などをしなければ
ならないので、精神的に大変ですよね。 
・このような「大事」に私を思い出してメールをくださり、うれしいです。 
 
【Ｅメールの構成と表現】 
Eメールの構成 表現 
①宛先 ・(苗字：漢字)さん 
②送信者 なし 
・相手の近況に対する言及(～ようですね。お疲れ様でした。) 
開
始
部 
③挨拶 
・ご無沙汰しております。お元気でしょうか。 
・[気遣いの表現](共感示し) ④断りの前置き(切り出し) 
・早速ですが、ご依頼の件について、このような「大事」に私を思
い出してメールをくださり、うれしいです。 
[事情説明] 状況を述べる 
 
 
 
 
 
⑤断りの表明 
[願望] 
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・そんな(依頼主体)の立場はとてもよくわかるので、ぜひお手伝い
させて欲しいといいたいところなのですが・・・ 
・こんなときこそお力になりたいのですが、 
[断り] ・ですので、お手伝いする時間がないのです。 
・残念ながら、○○で、しかも○○なので、データをそろえること
ができません。 
 
[詫び] 本当にごめんなさい。 
 
本
題 
⑥断りの結び ・調査対象はどんな方をご希望なのでしょうか？(略) 時間の都合
などでご協力できるかどうかわかりませんが、一応、心当たりを
考えておきますので、状況をお聞かせください。 
・上記３名の方のうち、調査協力者になれそう人はいますか？ 協
力者になれそうな人がいましたら、最終期限、作文の字数など、
詳細をお知らせくだされば、まず私からその方に依頼してみます
が、いかがでしょうか？また、私で何かできることがありました
ら、おっしゃってください。 
⑦結び ・まずはとりいそぎ。 終
了
部 
⑧署名 ・(フルネーム：漢字) 
 
宛先(①)は、｢(苗字：漢字)さん」、署名(⑧)は、｢(フルネーム：漢字)」であった。また、
断りの表明(⑤)では、｢時間がない｣と｢データをそろえることができない｣が見られた。 
積極的に代案を提示したり、断りの前置き(④)で、[気遣いの表現]を書くことで、｢依頼主
体｣に気を配っていることが共通的に見られた。 
 
２．２ 条件変更が可能な「断り」 
２．２．１ 再依頼されたら、協力できそうな場合 
(１) 資料 5 JI５⇔JG5 
資料 5は、｢依頼主体｣(以下、JI5)と、｢断り主体｣(以下、JG5)の Eメールのやりとりで、
JI5と JG5は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI5 は、JG5 より後輩で、JG5 のことを、｢年齢的には私のほうが上であるが、自分と
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しては接しやすい方で、会話でも敬語を使う相手｣と認識している。また、自分の依頼内容
について、それほど負担のない内容で引き受けてもらう可能性が低くないと予想しながら
も断られても仕方ないと思ったそうである。次表は、JI5の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI5の「依頼」のＥメール（JI5⇒JG5） 
From: JI5 To: JG5  
Subject: 調査協力のお願い<○(調査者の苗字：カタカナ)さんのデータ>  
Date: Tue, 19 Aug 2003 11:50:35 +0900  
JG5(フルネーム：漢字)様 
 
○期生の JI5(苗字：漢字)です。  
8月とは思えない肌寒い日が続いておりますが、いかがお過ごしですか？  
合宿ではいろいろお世話になり、ありがとうございました。  
 
さて、早速ではございますが、実はちょっとお願いしたいことがありましてメールを書いております。  
実は、私の研究の一環で、かねてよりアンケート調査を実施したいと考えておりました。  
諸々の事情からその時期を繰り上げて、なんとか夏休みに中にまとめなければならないと思っておりま
す。それで、日本語母語話者としての立場から、JG5(苗字：漢字)さんに是非アンケートにご協力いた  
だけたら…と思いました。  
内容は「駅アナウンスの「○○表現」」に関する簡単なものです。  
もしお願いできるようでしたら、メールで質問事項を送信しますので、メールにてご回答くだされば幸
いです。ご回答いただいた内容は統計処理し、実名や個人的な内容は一切明らかにいたしませんし、論
文以外の目的では使用いたしません。  
 
お忙しいところ急なお願いで、本当に恐縮です。  
お返事をお待ちいたします。  
 
JI5(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
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次は、JI5の Eメールに対する JG5の理解である。 
JG5は、｢依頼主体｣より先輩(一年半)で年下(20歳)である。相手のことについて、｢年
齢から考えれば、自分よりかなり｢上｣だが、普段もよく声をかけてくれるので、実際に親
しいかどうかはわからないが、自分としては、相手に対して親しみやすさを感じている」
と認識している。また、｢依頼主体｣の依頼は、突然の依頼なので、それを引き受ける必然
性はそれほど高くはないが、同じ院生の立場としては高くなると認識しており、断ること
にそれほど負担は感じなかったそうである。次表は、JG5の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG5の「断り」のＥメール（JG5⇒JI5、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: JG5 To: JI5 Subject: 調査の件  
Date: Tue, 19 Aug 2003 18:09:11 +0900  
  
JI5(苗字：漢字)様 
 
 合宿お疲れさまでした。疲れはもうとれましたでしょうか。  
開始部 
① 
③ 
 
[気遣いの
表現] 
 
 調査依頼の件ですが、実は、私自身の修論の研究も、思ったようにはあまり
進んでおらず、焦りなどがあるため、精神的に余裕がないというのが現状です。  
 ですので、大変申し訳ないのですが、今回はお断りさせていただいてもよろ
しいでしょうか。  
 
 ぜひ、お手伝いしたいという気持ちはあるのですが、本当に申し訳  
ありません。私自身の修論が終わり次第（遅いですか？）、協力できる点があ
りましたら、ぜひ協力させていただきたいと思います。その時は、ご遠慮なく
お声をかけてください。  
本題 
④ 
 
⑤ 
 
 
⑥ 
 
[事情説明] 
 
[詫び]  
[断り] 
 
[願望] 
[詫び] 
[次回の約
束] 
 それでは、お身体に気をつけてください。  
************************  
 JG5(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
************************  
終了部 
⑦ 
⑧ 
 
[気遣いの
表現] 
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本題の内容の順序は、<[事情説明]→[詫び]→[断り]→[願望]→[詫び]→[次回の約束]>
のようになっている。JG5は、時期を変えることで必ずできる、というような強い意志の
代案や次回の約束ではないが、もし再依頼されたら引き受ける可能性はあるということを
提示している。部分的に少し敬度の高い表現を使っているが、全体的な文末表現は｢です・
ます体｣になっている。また、断りとは関係ない内容であるが、本題の前後に｢ねぎらいの
ことば｣と｢相手の健康を祈ることば｣のような[気遣いの表現]が見られた。 
 
２．２．２ 条件を変えることで協力できそうな場合 
(１) 資料 2 JI2⇔JG2 
資料 2は、｢依頼主体｣(以下、JI2)と、｢断り主体｣(以下、JG2)の Eメールのやりとりで、
JI2と JG2は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI2 は、JG2 より先輩で、JG2 のことを、｢同じゼミの後輩だが授業でもほとんど会わ
ず、また年齢も年上で、会ってもあいさつをする程度の相手｣と認識している。また、自分
の依頼内容について、引き受けてもらう可能性が高いと思ったそうである。次表は、JI2
の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI2の「依頼」のＥメール（JI2⇒JG2） 
From: JI2  To: JG2 
Subject: 調査協力のお願いです。 Date: Fri, 23 May 2003 12:36:06 +0000  
JG2(苗字：漢字)さん 
 
こんにちは。  
JI2(苗字：漢字)です。  
突然のメールを失礼します。  
実は、修論のための談話収録をいまだにやっているのですが、  
もしよろしければ JG2(苗字：漢字)さんにご協力いただけないかと思い、 
メールを差し上げています。  
日時は今週の日曜日（25日）、13時ごろはご都合いかがでしょうか。  
相手は、私の友人（20代男性）です。  
 69 
場所は○○○研究室、時間は 20分ぐらいで、 
内容はお互いどんな人なのかを知ってもらう、自己紹介のような感じです。  
なかなか都合の合う知り合いがいないため、  
もしもご協力いただけたら、大変助かります！！  
お忙しいところ、このようなお願いをしてしまって本当に申し訳ありません。  
 
難しかったら無理せず言ってくださいね。  
 
では、お返事お待ちしております。  
 
JI2 (フルネーム：漢字) 
 
次は、JI2の Eメールに対する JG2の理解である。 
JG2は、｢依頼主体｣より後輩(半年)で年上(2歳)である。相手のことについて、｢研究室
の先輩。といっても、年齢は自分の方が上。ただ、先輩なので、目上意識はある｣と認識し
ている。また、「依頼主体」の依頼をかなり強く受け入れるべきだと思っているため、断る
ことのほうが負担を感じたそうである。次表は、JG2の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG2の「断り」のＥメール（JG2⇒JI2、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: JG2 To: JI2 Subject: Re;調査協力のお願いです。 
Date: Sat, 24 May 2003 13:30:06 +0000 
  
JI2 (苗字：漢字)様 
 
メール拝見しました。  
開始部 
① 
③ 
 
談話収録の大変さは、私もやっと感じてきています。  
同じ研究室でもあり、先生にも協力しなさいとよくいわれてますので、ぜひご
協力したいところですが、実は、25日はどうしても都合が悪く、ご協力するこ
とができません。。。  
 
本題 
④ 
⑤ 
 
 
[気遣いの
表現] 
[願望] 
[事情説明] 
[断り] 
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というのも、ちょうど友人が久々に東京に来る日で、前から会う約束をしてい
るんです。  
久しぶりに会えることをとても楽しみにしていましたので、キャンセルもでき
ません。  
本当に申し訳ありませんが、どなたか別の方を探していただけますようお願い
いたします。  
 
または、25 日以外の日でしたら、月曜などは都合がつきますので、その日に
変えていただけたら、ご協力できると思います。  
どうかご検討ください。  
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 
[事情説明] 
 
 
 
[詫び] 
[断り] 
 
[代案提示] 
 
それでは、申し訳ありませんが、よろしくお願いいたします。  
 
JG2(苗字：ひらがな) 
終了部 
⑦ 
 
⑧ 
 
 
 
本題の内容の順序は、<[気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→[事情説明]→
[詫び]→[断り]→[代案提示]>のようになっている。 
断りの前置き(④)では、｢依頼主体｣の置かれた状況に対する共感を示しながら、断りの
意志を表しており、本題の内容の順序には、<[事情説明]→[断り]→[事情説明]>のパター
ンが見られた。これは、｢依頼主体｣の依頼をかなり強く受け入れるべきだと思っていたの
に、断ることになってしまった、ということを相手にアピールしようとしたのではないか
と思われる。その反面、断りの表明(⑤)では、｢どうしても都合が悪く、ご協力することが
できません。。。｣のように「断りの定型表現」だけでなく、それに加えて断る意志をはっき
り表明する直接的な表現(｢ご協力することができません｣)を使っており、<[事情説明]→
[断り]→[事情説明]>のパターンの後、また｢どなたか別の方を探していただけますようお
願いいたします｣のような[断り]が続けてくるため、断る意志を強く表明しているように見
える。しかし、断りの結び(⑥)で、時期を変えることで、協力できる、というはっきりし
た代案を提示していることで、｢依頼主体｣には、依頼を引き受けたい気持ちがあるように
思われるだろう。 
 文体については、｢依頼主体｣に対して、先輩なので、目上意識はある、と認識して｢です・
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ます体｣がベースになっているが、[事情説明]の部分では｢前から会う約束をしているんで
す。｣のように書いており、文章でありながらも、会話的な要素も含まれているというＥメ
ールならではの特徴が見られた。 
 
(２) 資料 9(1) JI9⇔JG9 
資料 9(1)は、｢依頼主体｣(以下、JI9)と、｢断り主体｣(以下、JG9)の Eメールのやりとり
で、JI9と JG9は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI9 は、JG9 より先輩で、JG9 のことを、｢後輩であるが年上であるということで、言
葉使いは丁寧に接する相手｣と認識しており、調査当時はあまり話すこともなくなってしま
ったため、以前よりは「疎」の関係になってしまったそうである。また、自分の依頼内容
について、同じ研究者という立場から考えると引き受けてもらう可能性がないとは思わな
いが、JG9 の状況を考えると引き受けてもらう可能性が高いとは思わなかったそうである。
次表は、JI9の 1回目の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI9の１回目の「依頼」のＥメール（JI9⇒JG9） 
To: JI9 From : JG9 
Subject: 調査協力のお願い<JI9(苗字：漢字)> Date: Wed, 16 Jul 2003 22:11:39 +0900  
JG9(苗字：漢字)さんへ  
 
こんにちは。  
○期生の JI9(苗字：漢字)です。  
 
突然のメール、すみません。  
お願いがあってメールしました。  
 
実は、９月○日締め切りの『○○○○(研究誌名)』に  
修士論文でまとめたことを投稿しようと思っているのですが、  
修士論文の内容だけではなく、追調査をすることにより、  
私の主張をより強く裏付けることができるので、  
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その結果も踏まえて書こうと考えています。  
そこで、急遽、追調査をすることにしたのですが、  
もし JG9(苗字：漢字)さんのご都合がよろしければ、  
その調査に協力していただけませんでしょうか。  
調査内容は、３名の異なる相手に「依頼」をするというロールプレイです。  
調査時間は１時間ぐらいを予定しています。  
 
投稿締め切りが迫っているため、できれば７月中に調査をしたいのですが、  
もし JG9(苗字：漢字)さんに協力していただけるならば、  
JG9(苗字：漢字)さんのご都合の良い日にあわせて８月初めでもかまいません。  
レポート等、お忙しい時期に勝手なお願いをして申し訳ありませんが、  
ご検討していただければ幸いです。  
よろしくお願いいたします。  
 
                   JI9(フルネーム：漢字) 
                      電話番号 
メールアドレス 
 
次は、JI9の Eメールに対する JG9の理解である。 
JG9 は、｢依頼主体｣より後輩(半年)で年上(5 歳)である。相手のことについて、｢研究室
の先輩だが、学校でのつながりしかないので、それほど親しいとは思っていない。年齢は
年下だが、先輩なので、上下関係としては、上だと思っている｣と認識している。また、｢依
頼主体｣の依頼は、同じ研究室ということもあり、引き受ける必然性が高い(50％以上)と
思っており、断ること自体が好きではないので、断ることに負担を感じたそうである。次
表は、JG9の 1回目の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG9の 1回目の「断り」のＥメール（JG9⇒JI9、下線は筆者） 
構成 
構成要素 
To: JG9 From : JI9 Subject: Re:調査協力のお願い<JI9(苗字：漢字)> 
Date: Sun, 20 Jul 2003 11:54:10 +0000 
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JI9(苗字：漢字)様 
 
JG9(苗字：漢字)です。御返事遅くなりまして、大変申し訳ございませんでし
た。  
開始部 
① 
②③ 
 
 
早速本題の調査の件ですが、何時ごろロールプレイを行う予定ですか？  
実は、7月末は、下記集中講義の授業をとっているため毎日学校に  
行ってはいるのですが、その授業の後、ボランティアの日本語レッスンの予定
が入っております。ですので、朝の 2限の前、あるいは夜しか空いていないん
です。8月初めは、実家の方で予定がありまして・・・。  
 
もし、朝あるいは夜でもいいということでしたら、もちろん喜んで  
協力させていただきます。本当に役立たずで申し訳ございません。  
本題 
④ 
 
 
 
⑤ 
 
⑥ 
 
[事情説明] 
 
 
 
 
 
[代案提示] 
[詫び] 
 
それでは、よろしくお願いいたします。  
 
JG9(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
終了部 
⑦ 
 
⑧ 
 
 
本題の内容の順序は、<[事情説明]→[代案提示]→[詫び]>のようになっており、本文の
中に、「もし、朝あるいは夜でもいいということでしたら、もちろん喜んで協力させていた
だきます。｣というような具体的な代案が提示されているため、完全に断っていないと捉え
られる可能性があると考えられる。しかし、<[事情説明]+ 本当に役立たずで申し訳ござい
ません>のようなパターンは、JG10(1)と JG12のように、協力する可能性が 0に近い場合
にも見られており、表には直接にはっきりとした[断り]はないが、断りを表明していると
考えられる。また、代案として提示されている時間帯が朝と夜ということになっており、｢依
頼主体」が JG9に再依頼をするというのは、非常に負担をかけることになるのではないか
と思われる。このように書いたのは、断ること自体が好きではなく、断ることに負担を感
じたという JG9 の気持ちが原因であると思われる。文末表現は全体的に｢です・ます体｣
より少し高くなっている。 
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(３) 資料 11 JI11⇔JG11 
資料 11 は、｢依頼主体｣(以下、JI11)と、｢断り主体｣(以下、JG11)の E メールのやりと
りで、JI11と JG11は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI11は、JG11より先輩で、JG11のことを、「あまり疎の関係だとは思わないが、長い
時間、二人で話すなどの機会が少なく、かなり親しいとは思わない相手」と認識している。
また、自分の依頼内容について、引き受けてもらう可能性がないとは思わないが、相手の
状況を考えると断られる可能性が高いと思ったそうである。次表は、JI11 の｢依頼｣の E
メールである。 
 
JI11の「依頼」のＥメール（JI11⇒JG11） 
From: JI11 To: JG11 
Subject: 調査協力のお願い<JI11(苗字：漢字)> Date: Wed, 16 Jul 2003 22:11:38 +0900 
JG11(苗字：漢字)さんへ  
 
こんにちは。  
○期生の JI11(苗字：漢字)です。  
 
突然のメールでごめんなさい。  
お願いがあってメールしました。  
 
実は、９月○日締め切りの『○○○○(研究誌名)』に 
修士論文でまとめたことを投稿しようと思ってるんだけど、  
修士論文の内容だけではなく、追調査をすると、  
私の主張がより強く裏付けられるので、  
その結果も踏まえて書こうと思っているのね。  
それで、急遽、追調査をすることにしたんだけど、  
もし、JG11(苗字：漢字)さんの都合が良ければ、その調査に協力してもらえませんか？  
調査内容は、３名の異なる相手に「依頼」をするというロールプレイで、  
調査時間は１時間ぐらいを予定しています。  
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投稿締め切りが、９月初めと迫っているので、  
できれば７月中に調査をしたいんだけど、  
もし、調査に協力してもらえるなら、  
JG11(苗字：漢字)さんの都合の良い日にあわせて、８月初めでも大丈夫です。  
（レポートを提出しに来た日などにあわせます）  
学期末で、忙しい時期に、本当に申し訳ないんだけれど、検討してもらえませんか？  
 
私の都合で、勝手なお願いをしてごめんなさい。  
よろしくお願いします。  
                   JI11(フルネーム：漢字) 
     電話番号 
                       メールアドレス 
 
次は、JI11の Eメールに対する JG11の理解である。 
JG11 は、｢依頼主体｣より後輩(半年)で同じ年齢である。相手のことについて、｢立場的
には一応先輩だけど、ほとんど同い年だし、普段からとても楽しく気軽に話しているので、
友達という感じだ｣と認識している。また、｢依頼主体｣の依頼を引き受ける必然性が非常に
高いと思っているため、断るのに負担を感じたそうである。次表は、JG11 の｢断り｣のＥ
メールである。 
 
JG11の「断り」のＥメール（JG11⇒JI11、下線は筆者） 
構成 
構成要素 
From:JG11 To:JI11 Subject: Re: 調査協力のお願い<JI11(苗字：漢字)>  
Date: Fri, 18 Jul 2003 15:30:53 +0000 
 
 
JG11(苗字：漢字)様 
 
メールありがとうございました。  
そして修論完成おめでとうございます！  
うらやましい・・・。  
開始部 
① 
③ 
 
 
[気遣いの
表現] 
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そっかー、例の研究誌に投稿するんだね。  
修論を書き上げるだけに留まらず、それをより広く  
発信していくのは、やっぱり必要なことなんだろうね。  
ぜひ JI11(名前の最初の部分：ひらがな)ちゃんの研究を応援したいし、  
また自分の勉強のためにも協力させて欲しいと思うんだけど、  
来月頭まではちょっと時間を作るのが難しいかもしれません・・・。  
 
今月はテストやレポートが重なっているし、来月初めは自分の修論の調査も入
ってて、ちょっとバタバタしそうなので・・・。  
８月中旬ごろにはひと段落すると思うんだけど、  
やっぱりそれじゃ遅すぎる？  
 
お役に立てなくてほんとにごめんね。  
もし来月半ばでよかったら、本当にやらせてほしいと思っているので  
ぜひ連絡ください。  
本題 
④ 
 
 
 
 
⑤ 
 
 
 
 
 
 
⑥ 
 
 
 
 
[願望] 
 
[断り] 
 
[事情説明] 
 
 
 
 
[詫び] 
[代案提示] 
 
じゃあまたねー。 
 
JG11(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
終了部 
⑦ 
 
⑧ 
 
 
本題の内容の順序は、<[願望]→[断り]→[事情説明]→[詫び]→[代案提示]>のようにな
っている。相手のことを｢友達という感じだ｣と認識しているとコメントした通り、親しみ
やすい表現が多く、｢非です・ます体」が多く見られる。しかし、本題である断りの表明(⑤)
では、｢ちょっと時間を作るのが難しいかもしれません・・・｣のように、｢です・ます体」
を使っており、｢です・ます体｣と｢非です・ます体｣が混在していることが分かる。また｢～
んです｣｢～んだけど｣｢じゃまたねー｣のように会話的な要素が多く含まれている。 
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(４) 資料 13 JI13⇔JG13 
資料 13 は、｢依頼主体｣(以下、JI13)と、｢断り主体｣(以下、JG13)の E メールのやりと
りで、JI13と JG13は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI13は、JG13より先輩で、JG13のことを、｢親しみを持っているし、この相手になら
私的なことを話してもいいと思っている相手｣と認識している。また、自分の依頼内容につ
いて、引き受けてもらう可能性はあると思ったそうである。次表は、JI13 の｢依頼｣の E
メールである。 
 
JI13の「依頼」のＥメール（J I13⇒JG13） 
From: JI13 To:JG13  
Subject: 突然のお願いで申し訳ないのですが…。Date: Sat, 19 Jul 2003 14:39:15 +0000  
JG13(苗字：漢字)さん 
こんにちはー、JI13(フルネーム：漢字)です。昨日はお疲れ様でした。  
結局 2次会は、珍しく（？）全員集合した○期生と○○(苗字：漢字)さんとで飲みました。 
なかなか楽しかったよー。 今度はぜひ、○○○県人会、やりましょー！  
 
さてさて、実は JG13(苗字：漢字)さんにお願いしたいことがあるんです・・。  
突然で本当に申し訳ないんですが、調査協力のお願いです。  
 
今、12月（？）に創刊される「○○○(研究誌名)」に投稿することを考えてます。 
といっても、先月提出した修論に少し手を加えたものになりそうなんだけど、 
結論を補強するために追加調査をすることになり、「○○○(調査する内容)」に関心を持っている  
母語話者の方に調査協力をお願いしたいと思ってます。  
同期には既に以前同じ調査に協力してもらったので、  
今回は、○期生と○期生の方にお願いすることになってしまいました。  
 
調査の内容は、就学生のロールプレイをビデオで見て、それを  
「○○○(調査する内容)」の観点から評価するというものです。  
評価といっても、実際には印象や気付いたことを気軽にどんどん語ってもらえればと思います。  
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調査の場所はまだ決めてませんが、大学の○○研究室か、  
もしよければ、私のうちに来てもらっても大丈夫です。  
（そのほうが近いよね？）だいたい２時間程度を予定しています。  
調査後、分析・考察をすることを考えて、できれば 7月中に終えたいと思ってるんですが・・。  
 
○期目の、そしてレポートなどで大変なこの時期にお願いするのは  
とても心苦しいんですが、ご検討いただけないでしょうか。  
よろしくお願いします。  
 
----  
JI13(フルネーム：漢字)／(フルネーム：英語) 
E-mail: メールアドレス 
携帯: 電話番号 
 
次は、JI13の Eメールに対する JG13の理解である。 
JG13 は、｢依頼主体｣より後輩(半年)で年下(4 歳)である。相手のことについて、｢実際
年齢差があるから、JI13さんには敬語(です・ます)を使う。でも、距離があるから｢です・
ます｣を使うというわけではない。特に JI13さんは家が近いから、そういう共通点みたい
のがあるから、別に年齢差は気にならない｣と認識している。また、｢依頼主体｣の依頼は、
引き受ける必然性が高いと思っており、断るのに負担を感じたそうである。次表は、JG13
の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG13の「断り」のＥメール（JG13⇒JI13、下線は筆者） 
構成 構成要素 
From: JG13 To:JI13   
Subject: Re: 突然のお願いで申し訳ないのですが…。 
Date: Sun, 20 Jul 2003 02:17:25 +0000 
  
JI13(名前：漢字)さん 
 
メールありがとうございました。  
開始部 
① 
③ 
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ほんと、久々の研究室のみかなり楽しかったです。  
JI13(名前：漢字)さんと遠い席になってしまったので、  
ほとんど話せなかったのが残念でしたが・・・。  
 
さて、例の件ですが、ついに学会デビューへの第一歩！  
ですね。  
冷静沈着な JI13(名前：ひらがな)さんなら、絶対いい研究者に  
なるだろうなあ、といつも思っています。  
（いやほんとに！）  
ほんとに応援したいし、協力させてもらいたいのですが、  
今月中はちょっと時間的にむずかしいかなぁと・・・。  
 
来週○○(苗字：漢字)先生の理論のテストがあって、  
その次には○○(科目名)のレポートの締め切りが・・・。  
 
来月だったら比較的都合がつけやすいと思うのですが、  
それじゃあやっぱり遅すぎますか？  
 
条件をつけてしまってほんとにすみませんが、  
８月に入ってからでよければ喜んで参加させてもらいたいと思っています。  
どうでしょうか。  
もしよければ、また連絡ください。よろしくお願いします！  
本題 
④ 
 
 
 
 
 
⑤ 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 
 
[気遣いの
表現] 
 
 
 
[願望] 
[断り] 
 
[事情説明] 
 
 
 
 
 
[代案提示] 
 
Ｐ．Ｓ．  
(中略：個人的な誘い) 
JG13(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
終了部 
⑦⑧ 
 
 
本題の内容の順序は、<[気遣いの表現]→[願望]→[断り]→[事情説明]→[代案提示]>の
ようになっている。｢依頼主体」を誉めながら、断りの表明に繋げており、断りの表明(⑤)
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では、｢ちょっと時間的にむずかしいかなぁと・・・。｣と、文末の表現を最後まで言わず
相手に委ねる「中途終了文」になっている。本人のコメントにもあったように、｢です・ま
す体｣がベースになっている。 
 
(５) 資料 3 JI３⇔JG3 
資料 3は、｢依頼主体｣(以下、JI3)と、｢断り主体｣(以下、JG3)の Eメールのやりとりで、
JI3と JG3は同じ大学院の同期である。 
JI3は、JG3のことを、「親しい方ではあるが、一緒にご飯を食べたりするほどではない
相手」と認識している。また、自分の依頼内容について、引き受けてもらう可能性がかな
り高いと思いながらも、相手の状況によっては断られるかもしれないと思ったそうである。
次表は、JI3の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI3の「依頼」のＥメール（JI3⇒JG3） 
From:JI3  To: JG3 
Subject: お願い<JI3(苗字：漢字)です>  Date: Tue, 12 Aug 2003 16:12:45 +0900  
JG3(苗字：漢字)様 
 
○○研究室の JI3(苗字：漢字)です。  
 
厳しい暑さが続いていますが、お元気ですか？  
でも、もう「残暑」だなんて、ちょっと寂しい気もしますね。  
 
さて、突然メールを差し上げまして申し訳ありません。  
今回メールを差し上げますのは、先日合宿の時にお話した件です。  
JG3(苗字：漢字)さんがお持ちの○○人学習者に対する「○○」に関する文献リストを、  
私にいただけないでしょうか？  
今、○○(指導教授の苗字：漢字)先生が担当していらっしゃる「○(科目名)」のアシスタントを  
しているのですが、毎期、「○○」を履修する院生に、「○○」に関する文献リストを配布しています。  
現在は、私と、○○(他の院生の苗字：漢字)さんが集めたリストを配っています。  
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ですが、二人だけで集めた文献は、限りがありますので、できるだけたくさんの方が集めた文献リスト
をまとめ、リストを充実させたいと思っているのです。  
秋学期が始まる前に、○○(指導教授の苗字：漢字)先生にも目を通していただきたいので、  
こちらがお願いをしていて本当に勝手で申し訳ないのですが、できれば、  
来週中にも頂ければ幸いです。  
確か、エクセルでお作りになっていましたよね？  
私の方は、エクセルで作っています。  
完成したら、JG3(苗字：漢字)さんにもコピーをお渡ししますね。  
もし何かあった場合や、無理な場合は、遠慮なくおっしゃって下さい。  
強制ではありませんので…。  
 
それでは、宜しくお願いいたします。  
 
***********************************  
フルネーム(英語) 
E-mail:JI3のメールアドレス  
***********************************  
 
次は、JI3の Eメールに対する JG3の理解である。 
JG3は、｢依頼主体｣と大学院の同期で年上(10歳)である。相手のことについて、｢同じ
大学院の同期の仲間。相手レベルは同等だと考えている。いつも一緒にお昼を食べたり、
遊びにいったりというような、大変親しいというわけではないが、会えば挨拶をして話を
したり、必要に応じて情報交換をする間柄である｣と認識している。また、｢依頼主体｣の依
頼は、双方に役に立つ内容のことで、引き受ける必然性が高い方であると思っており、断
ることに対する負担度については、相手の信頼を裏切るような気がして辛かったそうであ
る。次表は、JG3の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG3の「断り」のＥメール（JG3⇒JI3、下線は筆者） 
構成 
構成要素 
From: JG3 To: JI3  
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Subject: ○○のリストの件  Date: Wed, 13 Aug 2003 10:29:58 +0900 
JI3(苗字：漢字)さま：  
 
 メール拝見しました。  
 本当に毎日暑いですね。レポートや修論さえなければ、あのままずっと○○
○にいたかたです。  
 そういえば、○○(JI3の指導教授の苗字：漢字)先生の○○に行かれたので
すよね？いかがでしたか？ 
開始部 
① 
③ 
 
 
 さて、○○のリストの件ですが、実は私が作成したリストはあまり精度が高
くないのです。  
 私が○○(国名)で入手したものや（日本では売っていない）、もうすでに絶
版になっているものも入っていまして、  
 再度リスト自体をチェックしなおさなければならないと思っていたところ
なのです。  
 ○○(JI3の指導教授の苗字：漢字)先生が目通しされたり、他の院生の方に
配布するとなると、きちんとしたものをお渡ししなければならないかな と思
います。  
 ですから、再度リストを見直して整理した上でお渡ししたいと思います。た
だ、8月いっぱいはレポートが残っていまして、また、9月の頭には○○(JG3
の指導教授の苗字)ゼミで○○(国名)の学会に参加することになっています。
そうなると、来週中にお渡しするのは 難しいのです。お急ぎのところ、申し
訳ないのですが…。  
 もし来学期に入っても間に合うようでしたら、リストはお渡しできると思い
ます。  
 それから、たしか○○(教授の苗字：漢字)先生のゼミの○○(他の院生の苗
字：漢字)さんも、○○関係のリストを持っているというお話を聞いたことが
あります。何でしたら彼女にも聞いてみましょうか。 
本題 
④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 
 
⑥ 
 
[事情説明] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[断り] 
[詫び] 
[代案提示] 
 
 
 
 
 
終了部 
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 すぐにお役に立てなくて申し訳ないです。今はこんな状況なのですが…。ど
うすればよいか、またご連絡いただけますか。  
 それではまた。  
 
JG3(フルネーム：漢字) 
⑦ 
 
 
 
⑧ 
[詫び] 
 
本題の内容の順序は、<[事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]>のようになっている。
これは、今までの分析で共通的に見られてきた、<[事情説明]→[断り]→[詫び]>に、[代案
提示]が加えていることが分かる。[事情説明]が比較的に長くなっており、積極的に代案を
提示していることから、JG3の断ることに対する辛さや負担の大きさがうかがえる。断り
の表明(⑤)は、｢来週中にお渡しするのは難しいのです。｣のようになっている。文体につ
いては、｢です・ます体」がベースになっているが、部分的に｢お～する｣や「ご～いただく」
のような敬語を使っている。終了部の結び(⑦)に[詫び]が見られた。 
 
(６) 資料 6 JI６⇔JG6 
資料 6は、｢依頼主体｣(以下、JI6)と、｢断り主体｣(以下、JG6)の Eメールのやりとりで、
JI6と JG6は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI6 は、JG6 より先輩で、JG6 のことを、｢かなり年下だが、彼女の率直さと聡明さに
尊敬の念を抱いている相手｣と認識している。また、自分の依頼内容について、難しいもの
ではないと判断しているため、引き受けてもらう可能性が高いと思ったそうである。次表
は、JI６の 1回目の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI6の 1回目の「依頼」のＥメール（JI6⇒JG6） 
From: JI6 To: JG6 Subject: お願い<JI6(苗字：漢字)> Date: Fri, 15 Aug 2003 10:35:15 EDT 
JG6(名前：ひらがな)さん  
 
合宿後、○○(科目名)のレポートはお互い大変でしたね。私は本日１５日で、ようやく全てのレポート  
を終えることができました。バンザイ！  
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JG6(名前：ひらがな)さんの○○(科目名)のレポートを読みたいのですが（特に図を）フアイルが重く
て、取りこむことができません。こちらのパソコンの中の整理をすればいいのでしょうが、手をつけら
れない状態・・どれを整理すべきか・・・  
 
お手数で申し訳ないのですが、ふたつくらいに分けて添付してもらえないでしょうか。  
私も図を書いて、実習生の複眼の観察を分かりやすく説明したいので、JG6(名前：ひらがな)さんの図
をはやく見たいのです。もちろんパワーアップした内容もですよ！  
 
よろしくお願いします。  
    
（涼しいのはいいけれど、○○はすごい雨です。○○はどうですか？）  
                                             
JI6(フルネーム：漢字) 
 
実際、JG6 は｢依頼主体｣の依頼（資料提供依頼）を引き受け、添付ファイルで送った。
しかし、｢依頼主体｣のパソコンの問題で、もう一度送ってくれるように再依頼されたが、
今度は JG6のパソコンに問題が発生したため、了解を求めるメールを送ることになったの
である。次表は、JI6の 2回目の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI6の 2回目の「依頼」のＥメール（JI6⇒JG6） 
From: JI6 To: JG6 
Subject: ごめん また失敗 <JI6(フルネーム：漢字)> Date: Tue, 19 Aug 2003 13:05:25 EDT  
JG6(名前：ひらがな)さん 
 
たびたび お手数をかけ 恐縮です。やはり だめです。  
 「書き込みエラー」になってしまいます。なぜ？  
 
私の PC能力不足のせいだと思います。  
これ以上 JG6(名前：ひらがな)さんにお手数をおかけするのも申し訳ないのですが、  
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こちらの容量を確保します（整理します）ので、はじめと同じ圧縮なしで再送信お願いできますか。  
（１番最初のは、削除してしまいました）  
 
                         JI6(フルネーム：漢字) 
 
次は、JI6の 2回目の｢依頼｣の Eメールに対する JG6の理解である。 
JG6は、｢依頼主体｣より後輩(半年)年下(20歳以上)である。相手のことについて、｢相
手のほうが上。年齢も高いし、（深く知っているわけではないけれど、今までのところから
推し量ると）信頼＆尊敬できる人。年齢差があるわりには、親しくしてもらっていると思
う｣と答えた。また、「依頼主体」の依頼は、全く問題なく、迷わず受け入れようと思って
いたそうである。次表は、JG6の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG6の「断り」のＥメール（JG6⇒JI6、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: JG6 To: JI6   
Subject: 一週間ほど<○(調査者の苗字：ひらがな)さんのデータ>  
Date: Wed, 20 Aug 2003 17:17:33 +0900 
  
 JI6(苗字：漢字)さん 
開始部 
① 
 
 
申し訳ないのですが（それに論文を読んでくださるということを大変感謝して
いるのですけれど）、一週間ほどお待ちいただけないでしょうか？  
 
というのも、ふだん論文用に使用しているパソコンが突如奇声を発し、一切の
労務を放棄してしまったからなんです（T0T）。  
 
いまメールを送っているパソコンには、論文データは古いものしかなくて駄目
で。  
 
三日前から弟がインターンシップで一時的に○○(会社名)の寮に入っている
本題 
④ 
⑤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
[詫び] 
[気遣いの表
現][断り] 
 
[事情説明] 
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のですが、  
土日に帰ってくれば、なんとか直してもらえると思います。土日に帰って来次
第、添付送信するということでよろしいでしょうか？  
⑥ 
 
[代案提示] 
  
  JG6(名前：漢字) 
終了部 
⑧ 
 
 
JG6 のＥメールをみると、宛先の後、すぐ本題に入っており、断りの前置き(④)も短く
なっていることが分かる。これは、このＥメールを送る前に何回もやりとりをしているか
ら短くなったと思われる。本題の内容の順序は、<[詫び]→[気遣いの表現]→[断り](保留)
→[事情説明]→[代案提示]>のようになっているが、[断り]の部分をみると、完全な断りで
はないことが分かる。現状では事情があって難しいが、後で必ず依頼を引き受けるという
ことで、相手に理解を求めており、断りの表明(⑤)は、「お待ちいただけないでしょうか？」
のように｢お願い｣になっている。 
 
(７) まとめ（条件を変えることで協力できそうな場合） 
日本語母語話者による、まだ親密な関係が形成されていない相手に対する｢断り」の中で、
条件を変えることで協力できそうな場合は、JG2、JG9(1)、JG11、JG13、JG3、JG６の
｢断り｣のＥメールであった。Eメールの展開と構成、表現をまとめると、以下の通りであ
る。 
【E メールの展開】 
 開始部 本題 終了部 
JG２  [気遣いの表現 ]→[願望 ]→[事情説明 ]→[断り ]→[事情説明 ]→[詫
び]→[断り]→[代案提示] 
 
JG９(1)  [事情説明]→[代案提示]→[詫び]  
JG11 [気遣いの
表現] 
[願望]→[断り]→[事情説明]→[詫び]→[代案提示]  
JG13  [気遣いの表現]→[願望]→[断り]→[事情説明]→[代案提示]  
JG３  [事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示] [詫び] 
JG6  [詫び]→[気遣いの表現]→[断り](保留)→[事情説明]→[代案提示]  
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条件を変更することで可能な断りということもあり、[代案提示]が共通的に見られるが、
[次回の約束]はなかった。JG2と JG11、JG6 の Eメールでは、<[気遣いの表現]→[願望]>
のパターンで始めている。また、JG11と JG13は、<[気遣いの表現]→[願望]→[断り]→
[事情説明]→[代案提示] >のパターンが共通的に見られた。 
 
【本題の内容と表現】 
内容 表現 
[断り] ・実は、○○はどうしても都合が悪く、ご協力することができません。。。(事情説
明)本当に申し訳ありませんが、どなたか別の方を探していただけますようお願
いいたします。 
・○○まではちょっと時間を作るのが難しいかもしれません・・・。  
・○○はちょっと時間的にむずかしいかなぁと・・・。 
・そうなると、来週中にお渡しするのは難しいのです。 
・一週間ほどお待ちいただけないでしょうか？  
[事情説明] ・実は、 
・実は、○○のです。 
・実は、○○んです。 
・というのも、○○んです。 
・というも、○○からなんです。 
・○○は、○○て、ちょっとバタバタしそうなので・・・。 
・状況を述べる 
<本題の場合> 
・お急ぎのところ、申し訳ないのですが…。  
・本当に役立たずで申し訳ございません。 
・お役に立てなくてほんとにごめんね。 
[詫び] 
<結びの挨拶の場合> 
・すぐにお役にたてなくて申し訳ないです。 
[願望] ・ぜひ協力したいところですが、 
・ほんとに応援したいし、協力させてもらいたいのですが、 
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・ぜひ(依頼主体)の研究を応援したいし、また自分の勉強のためにも協力させて欲
しいと思うんだけど、 
[代案提示] ・もし来月半ばでよかったら、本当にやらせてほしいと思っているのでぜひ連絡く
ださい。 
・もし、朝あるいは夜でもいいということでしたら、もちろん喜んで協力させてい
ただきます。 
・条件をつけてしまってほんとにすみませんが、８月に入ってからでよければ喜ん
で参加させてもらいたいと思っています。どうでしょうか。もしよければ、また
連絡ください。よろしくお願いします！ 
・もし来学期に入っても間に合うようでしたら、リストはお渡しできると思います。
それから、たしか○○(教授の苗字：漢字)先生のゼミの○○(他の院生の苗字：
漢字)さんも、○○関係のリストを持っているというお話を聞いたことがありま
す。何でしたら彼女にも聞いてみましょうか。 
・土日に帰って来次第、添付送信するということでよろしいでしょうか？ 
[次回の約束] なし 
[気遣いの表現] 共感・励ましのことば 
 
【Ｅメールの構成と表現】 
Eメールの構成 表現 
・(苗字：漢字)様 
・(苗字：漢字)さま 
①宛先 
・(苗字：漢字)さん 
②送信者 ・(苗字：漢字)です 
・メール拝見しました。 
・お返事遅くなりまして、大変申し訳ございませんでした。 
・メールありがとうございました。 
 
 
開
始
部 
③挨拶 
・相手の Eメール(挨拶)に書かれていた内容に対する反応 
 
 
④断りの前置き(切り出し) ・早速本題の調査の件ですが、 
・さて、例の件ですが、 
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・さて、○○のリストのけんですが、 
・[気遣いの表現] 
・申し訳ないのですが(それに論文を読んでくださるということを
大変感謝しているのですけれども)、 
[事情説明]  
・実は、 
・実は、○○のです。 
・実は、○○んです。 
・というのも、○○んです。 
・というのも、○○からなんです。 
・○○は、○○て、ちょっとバタバタしそうなので・・・。 
・状況を述べる 
[願望] 
・ぜひ協力したいところですが、 
・ほんとに応援したいし、協力させてもらいたいのですが、 
・ぜひ(依頼主体)の研究を応援したいし、また自分の勉強のため    
にも協力させて欲しいと思うんだけど、  
[断り] 
・実は、○○はどうしても都合が悪く、ご協力することができませ
ん。。。(事情説明)本当に申し訳ありませんが、どなたか別の方を
探していただけますようお願いいたします。 
・○○まではちょっと時間を作るのが難しいかもしれません・・・。  
・○○はちょっと時間的にむずかしいかなぁと・・・。 
・そうなると、来週中にお渡しするのは難しいのです。 
・一週間ほどお待ちいただけないでしょうか？ 
 
 
 
 
本
題 
⑤断りの表明 
[詫び] 
・お急ぎのところ、申し訳ないのですが…。  
・本当に役立たずで申し訳ございません。 
・お役に立てなくてほんとにごめんね。  
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[気遣いの表現]（共感・励ましのことば）  ⑥断りの結び 
[代案提示] 
・もし来月半ばでよかったら、本当にやらせてほしいと思っている
のでぜひ連絡ください。 
・もし、朝あるいは夜でもいいということでしたら、もちろん喜ん
で協力させていただきます。 
・条件をつけてしまってほんとにすみませんが、８月に入ってから
でよければ喜んで参加させてもらいたいと思っています。どうで
しょうか。もしよければ、また連絡ください。よろしくお願いし
ます！ 
・もし来学期に入っても間に合うようでしたら、リストはお渡しで
きると思います。それから、たしか○○(教授の苗字：漢字)先生
のゼミの○○(他の院生の苗字：漢字)さんも、○○関係のリスト
を持っているというお話を聞いたことがあります。何でしたら彼
女にも聞いてみましょうか。 
・土日に帰って来次第、添付送信するということでよろしいでしょ
うか？ 
・それでは、申し訳ありませんが、よろしくお願いいたします。 
・それでは、よろしくお願いいたします。 
・よろしくお願いします！ 
・じゃあまたねー。 
・すぐにお役にたてなくて申し訳ないです。今はこんな状況なので
すが…。どうすればよいか、またご連絡いただけますか。それで
はまた。 
⑦結び 
なし 
 
 
終
了
部 
⑧署名 ・(フルネーム：漢字) 
 
Ｅメールの構成と表現をみると、宛先(①)、送信者(②)、署名(③)ではあまり変わって
いないが、今までの分析の中では見られなかったものに、結び(⑦)の部分が｢よろしく形」
になっているケースがあった。これは、｢条件を変えることで、協力できそう｣ということ
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と関連していると思われる。｢断り主体｣は断りの結び(⑥)で、｢依頼主体｣が提示した時期
にはできないが、自分ができそうな時期を提案しており、それを相手がどう判断するのか、
その答えを求めて使っている。 
 
２．３ まとめ 
 以上、日本語母語話者(JG)による、まだ親密な関係が形成されていない相手に対する「断
り」(検証資料①)について、Eメールの展開と構成、表現を記述してきた。それをまとめ
ると、以下の通りである。(<表 7><表 8>) 
 
<表 7> JGによるＥメールにおける｢断り｣の展開 
 開始部 本題 終了部 
協力する可能性が０に近い場合 
JG1  [詫び]→[断り]→[事情説明]→[詫び]→[事情説明]→[断り]→[気遣いの
表現] 
[詫び] 
JG7(2)  [事情説明]→[断り]→[願望]→[詫び]→[気遣いの表現]→[次回の約束]  
JG8   [事情説明]→[願望]→[断り]→[事情説明] →[次回の約束]  
JG9(2)  [事情説明]→[断り]→[詫び]→[次回の約束] [詫び] 
JG10(1)  [事情説明]→[詫び]  
JG10(2)  [願望]→[断り]→[事情説明]→[断り]→[気遣いの表現]  [詫び] 
JG12  [事情説明]→[詫び]→[次回の約束]→[気遣いの表現]  
自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合 
JG7(1)  [気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→[事情説明]→[代案提
示] 
 
JG4  [気遣いの表現]→[願望] →[事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]  
再依頼されたら、協力できそうな場合 
JG5 [気遣いの
表現]) 
[事情説明]→[詫び]→[断り]→[願望]→[詫び]→[次回の約束] [ 気 遣
いの表
現]) 
条件を変えることで、協力できそうな場合 
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JG２  [気遣いの表現 ]→[願望 ]→[事情説明 ]→[断り ]→[事情説明 ]→[詫
び]→[断り]→[代案提示] 
 
JG９(1)  [事情説明]→[代案提示]→[詫び]  
JG11 [気遣いの
表現] 
[願望]→[断り]→[事情説明]→[詫び]→[代案提示]  
JG13  [気遣いの表現]→[願望]→[断り]→[事情説明]→[代案提示]  
JG３  [事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示] [詫び] 
JG6  [詫び]→[気遣いの表現]→[断り](保留)→[事情説明]→[代案提示]  
 
<表 7>をみると、次のようなことが分かった。 
(１) [事情説明]は「断り｣の Eメールの構成において、必須である。 
(２) [代案提示]は、協力する可能性が 0 に近い場合と、再依頼されたら協力できそうな
場合には見られないが、その他の場合は全部見られた。 
(３) 自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合と、条件を変えることで、
協力できそうな場合、｢断り｣の Eメールの構成に見られる内容の展開として、 
<[気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→([事情説明]or[詫び]）→[代案提
示]>のパターンが共通的に見られた。 
(４) 協力する可能性が 0に近い場合では、<[気遣いの表現]→[願望]>から始まるパターン
は余り見られず、<[事情説明]→[断り] or[詫び]>から始まる場合が多く見られた。 
 
 以上のことから、日本語における｢断り｣の Eメールの構成要素の展開として、次の 2つ
のパターンが考えられるといえよう。 
 
・「依頼主体」の依頼を引き受ける可能性が 0に近い場合 
<[事情説明]→（[断り] or[詫び]）→([次回の約束] or[気遣いの表現])>型 
・時期など条件を調整することで、「依頼主体」の依頼を引き受ける可能性がある場合 
<[気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→[事情説明]or[詫び]→[代案提示]>型 
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<表 8> JGによるＥメールにおける｢断り｣の構成と表現 
Eメールの構成 表現 
・(苗字：漢字)さん 
・(苗字：漢字)様 
①宛先 
・(苗字：漢字)さま 
・(苗字：漢字)です ②送信者 
・なし 
・メール読みました。 
・メール拝見しました。 
・メールを拝受いたしました。 
・メールありがとうございました。 
・御返事が遅くなってしまい、大変申し訳ございません。 
・お返事遅くなりまして、大変申し訳ございませんでした。 
・こんばんは。こんにちは。 
・自分と相手の安否 
・相手の近況に対する言及(～ようですね。お疲れ様でした。) 
・ご無沙汰しております。お元気でしょうか。 
・相手の Eメール(挨拶)に書かれていた内容に対する反応 
 
 
 
開
始
部 
③挨拶 
・ご依頼の件です。 
・○○の件ですが、 
・○○に関する件ですが、 
・早速本題の調査の件ですが、 
・さて、○○の件ですが、 
・さて、例の件ですが、 
・さて、○○のリストのけんですが、 
・早速ですが、ご依頼の件について、このような「大事」に私を思
い出してメールをくださり、うれしいです。 
 
 
 
 
 
 
本
題 
 
④断りの前置き(切り出し) 
・申し訳ないのですが(それに論文を読んでくださるということを
大変感謝しているのですけれども)、 
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・[気遣いの表現](共感示し) 
・依頼内容の確認(～ですよね) 
 
・[事情説明] 
[事情説明]  
・実は、 
・実は、○○んです。 
・実は、○○のです。 
・というのは、○○からです。 
・というのも、○○んです。 
・というのも、○○からなんです。 
・○○は、○○て、ちょっとバタバタしそうなので・・・。 
・状況を述べる 
[願望] 
・ぜひ協力したいところですが、 
・（依頼主体の依頼）ですから，ぜひ協力したいのですが， 
・そんな(依頼主体)の立場はとてもよくわかるので、ぜひお手伝い
させて欲しいといいたいところなのですが・・・ 
・ぜひ(依頼主体)の研究を応援したいし、また自分の勉強のため    
にも協力させて欲しいと思うんだけど、 
・ぜひ、お手伝いしたいという気持ちはあるのですが、 
・ほんとに応援したいし、協力させてもらいたいのですが、 
・こんなときこそお力になりたいのですが、 
・(依頼内容)ぜひ、どうぞと申し上げたかったのですが、 
 
⑤断りの表明 
[断り] 
・とにかく現状としては難しいものがあります。 
・○○ので、○○では協力が難しいと思います。 
・申し訳ないのですが、正直言って難しいです。 
・○○まではちょっと時間を作るのが難しいかもしれません・・・。  
・○○はちょっと時間的にむずかしいかなぁと・・・。 
 95 
・そうなると、来週中にお渡しするのは難しいのです。 
・ちょっと都合が悪くなってしまいました。 
・どうやら難しそうです(事情説明) 
というわけで、いいかげんなお返事もできないので、現時点では
残念ながらお断りするしかなさそうです。 
・今回は○○ので、お断りするしかありません。 
・ですので、お手伝いする時間がないのです。 
・残念ながら、○○で、しかも○○なので、データをそろえること
ができません。 
・実は、○○はどうしても都合が悪く、ご協力することができませ
ん。。。(事情説明)本当に申し訳ありませんが、どなたか別の方を
探していただけますようお願いいたします。 
・一週間ほどお待ちいただけないでしょうか？ 
・今回はお断りにさせていただいてもよろしいでしょうか。 
 
[詫び] 
・すみません。 
・本当にごめんなさい。 
・本当に申し訳ありませんでした。 
・御協力できずに本当に申し訳ございません。 
・協力できなくて本当に申し訳ないです。 
・お役に立てなくて申し訳ありません。 
[気遣いの表現]（共感・励ましのことば） 
[代案提示] 
・調査対象はどんな方をご希望なのでしょうか？(略)一応、心当た
りを考えておきますので、状況をお聞かせください。 
・上記３名の方のうち、調査協力者になれそう人はいますか？(略)
また、私で何かできることがありましたら、おっしゃってくださ
い。 
 
⑥断りの結び 
・もし来月半ばでよかったら、本当にやらせてほしいと思っている
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のでぜひ連絡ください。 
・もし、朝あるいは夜でもいいということでしたら、もちろん喜ん
で協力させていただきます。 
・条件をつけてしまってほんとにすみませんが、８月に入ってから
でよければ喜んで参加させてもらいたいと思っています。どうで
しょうか。もしよければ、また連絡ください。よろしくお願いし
ます！ 
・もし来学期に入っても間に合うようでしたら、リストはお渡しで
きると思います。それから、たしか○○(教授の苗字：漢字)先生
のゼミの○○(他の院生の苗字：漢字)さんも、○○関係のリスト
を持っているというお話を聞いたことがあります。何でしたら彼
女にも聞いてみましょうか。 
・土日に帰って来次第、添付送信するということでよろしいでしょ
うか？ 
[次回の約束] 
・他の手立てで私でできることがありましたら、遠慮なくおっしゃ
ってください。 
・また他の件で何かあれば，いつでも連絡ください。今回のように，
がっかりさせてしまう結果になるかもしれませんが，案外お役に
立てるかもしれないので…。 
・また他に何か、私で御協力できることがありましたら、何でもお
っしゃってください。 
・ほかのことで協力できることはしますので、また何なりとお尋ね
ください。 
  
・私自身の修論が終わり次第(遅いですか？)、協力できる点があり
ましたら、ぜひ協力させていただきたいと思います。その時は、
ご遠慮なくお声をかけてください。 
・[詫び](今回は、本当に申し訳ございませんでした)  
 
⑦結び 
・[詫び](今回は申し訳ないです)では、また。 
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・[詫び](お役に立てなくて申し訳ございませんでした)それでは、
来週○○で。 
・[詫び](すぐにお役にたてなくて申し訳ないです)今はこんな状況
なのですが…。どうすればよいか、またご連絡いただけますか。
それではまた。 
・それでは、申し訳ありませんが、よろしくお願いいたします。 
・それでは、よろしくお願いいたします。 
・よろしくお願いします！ 
・では，次お会いできるのは○○の○○でしょうか。楽しみにして
います。 
・では、また○○で。 
・じゃあまたねー。 
・まずはとりいそぎ。報告とお詫びまで 
・まずはとりいそぎ。 
・それでは、お身体に気をつけてください。 
 
なし 
 
 
 
終
了
部 
⑧署名 ・(フルネーム：漢字) 
 
 宛先(①)の後、送信者(②)を書いた場合が少なく、すぐ挨拶(③)や本題に入っている傾
向が見られた。また、挨拶(③)も短い方で、｢メールを確認した｣と書いた後、もし｢依頼主
体｣の E メールで言われたことがあれば、それに対する答えを書いていた。断りの表明で
は、｢難しい｣という例が多く、はっきりした断り表明も見られた。 
 
３．親しい関係の相手に対する「断り」 
 
日本語母語話者による、親しい相手に対する｢断り｣(検証資料③)の内容は、検証資料①
と同様に、｢断り主体｣が｢依頼主体｣の依頼を引き受ける可能性の高低によって、以下のよ
うに分けられた。 
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(１) 不可能を示す「断り」 
 ① 協力する可能性が 0に近い場合 
 ② 自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合 
(２) 条件変更が可能な「断り」 
 ① 再依頼されたら、協力できそうな場合 
  ② 条件を変えることで、協力できそうな場合 
 
本稿では、｢断り主体｣の Eメールを上記のように４つに分けて、内容の構成と、その順
序、そこに現れている表現について、検証資料①の本文と比較しながら、分析していく。 
 
３．１ 不可能を示す「断り」 
３．１．１ 協力する可能性が０に近い場合 
(１) 資料 29 JGS1の「断り」のＥメール 
 資料 29は、JG１が親しい相手から資料１と同じ内容で依頼された場合を想定して、書
いてもらった「断り」の Eメールである。次表は、JG1と JGS1の「断り」のＥメールで
ある。本文の中で[  ]となっている部分は、省略されたり付け加えたと思われるものを
示す。 
 
JG１の「断り」のＥメール（下線は筆者） JGS1の「断り」のＥメール（下線は筆者） 
 想定する相手：大学時代の同級生 
JI1(苗字：漢字)さん 
メール読みました。  
確かに、パーティーのときには話せませんでした
ね。私は飛び入り参加でしたが、JI1(苗字：漢字)
さんを含め、たくさんの人と話す機会がなかった
ので、残念に思っていました。 
 
メール読んだよ。  
こっちこそ○○(名前)と話ができなくて残念だっ
た。  
 
今度機会があったら、食事でもしましょう。  
さて、調査の件ですが、申し訳ないのですが、  
正直言って難しいです。  
というのは、JI1(苗字：漢字)さんも気にかけて
さて、調査協力のことだけど、  
正直言って、難しいと思います。  
知っている通り、私は渡航前で忙しくしているの
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くれていたように、私は出発前で、ちょっとばた
ばたとしていて、残念ながら、ゆっくり録音・録
画に協力できる状態ではないからです。  
すみません。  
 
海外に渡航するということがなければ、 
夏休みは基本的にボンヤリと過ごすので、  
調査協力できたのですが、  
今回は本当に焦って渡航準備をしているので、お
断りするしかありません。  
 
調査のデータに人が必要なことは、私もよくわか
っています。人が集まるといいですね。  
JI1(苗字：漢字)さんの研究がうまく進むことを
願います。  
で、調査に協力する時間は取れないと思うので。  
すみません。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
修論の調査って大変だよね。  
私も苦労したので、気持ちはわかるよ。  
    
お互いがんばりましょう。  
今回は申し訳ないです。  
では、また。  
         JＧ1(フルネーム：漢字) 
今回はごめんなさい。  
ではね。 
 
JG1と JGS1の｢断り｣のＥメールを比較してみると、本文の内容の順序は以下のように
なっている。 
 
【E メールの展開】 
 開始部 本題 終了部 
JG1  [詫び]→[断り]→[事情説明]→[詫び]→[事情説明]→[断り]→[気遣いの表
現] 
[詫び] 
JGS1 [気遣い
の表現] 
[断り]→[事情説明]→[断り]→[詫び]→[気遣いの表現] [詫び] 
 
E メールの本文からも分かるように、その展開は大きく変わっていない。しかし、JG1
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では、断りの表明で、自分がどうして断っているのかを理解してもらうためなのか、[断り]
と[事情説明]をした後、それをもう一度繰り返して説明しているが、JGS1では、その部分
が短くなっており、自分の今の状況をストレートに伝えていることが分かる。また JGS1
では、本題とは関係ない内容として｢食事の誘い｣が見られた。JG1とは異なり、JGS1で
は、全体的には｢だ体｣であるが、断りを表明する部分と、[気遣いの表現]の部分では｢食事
しましょう」｢頑張りましょう｣のように、｢しよう｣ではなく｢～しましょう」を使っている。
また、終了部の[詫び]では、｢ごめんね｣ではなく、｢ごめんなさい」・「すみません」になっ
ているなど、スピーチレベルがシフトされている。JG1では、敬語を使わなくてもいい相
手で、後輩という認識もあり、敬度の高い表現は使っていないが、JGS1に比べて｢ね」「よ」
｢よね｣のような終助詞があまり見られず、このことが｢依頼主体｣にとって硬く感じられる
原因になったのではないかと思う。 
 
(２) 資料 35(2)  JGＳ7の 2回目の「断り」のＥメール 
 資料 35(2) は、JG7が親しい相手から資料 7と同じ内容で依頼された場合を想定して、
書いてもらった｢断り｣の Eメールである。資料 7と同様に 1回目のやりとりの後、依頼に
対して自分が提示したことがうまくいかず、やむをえず断って書いた場合である。次表は、
JG７と JGS７の 2回目の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG７の「断り」のＥメール(2) JGＳ7 の「断り」のＥメール(2) 
 想定する相手：１０年以上付き合っている友達 
JI7(苗字：漢字)さん 
 
ご依頼の件です。 
○○ちゃん  
先ほど山東省大学の○○(苗字：漢字)さんにちょ
うど別件で急ぎ連絡することがあり、 
電話でお願いしたみましたところ 
学校の都合で、授業が１０月から開始になった由。  
JI7(苗字：漢字)さんの論文の期限、及び、期限
に間に合いませんので○○(苗字：漢字)さんでは
 ○○さんに依頼してみたけど、だめだった。なん
と授業のスタートが１０月に変更なっちゃったん
だって。期待もたせたうえに、力になれず本当にご
めんね。  
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協力が難しいと思います。  
お力になれれば・・と思ったのですが、逆に期待
を持たせてしまい、本当に申し訳ありませんでし
た。  
 
①訂正の問題はこれから日本語教育に携わる者
にとって重要且つ切実な問題だと思います。私も
ぜひ読ませていただきたい興味あるテーマ設定で
す。  
 他の手立てで私でできることがありましたら、
遠慮なくおっしゃってください。  
 
 
 
 
 
 
 
でも、代替案でなにか私ができることがあったらな
んでもいってね！ 
まずはとりいそぎ。報告とお詫びまで  
 
JG7(フルネーム：漢字) 
まずはご報告まで・・  
 
②力になりたい JGＳ7(フルネーム：ひらがな)  
 
 JG７と JGS７の 2回目の｢断り｣のＥメールをみると、資料 29と同様に親しい関係の相
手に断る場合、[事情説明]や[断り]が短くなっており、自分の状況をストレートに伝えてい
ることが分かる。また、JG7では、承諾を期待する｢依頼主体｣の要求に沿えないことに対
して、その申し訳なさを伝えるために、相手の調査に興味を持っていることをアピールし
ている(①)。これに対して、JGS7では、①の部分はないが、署名の前に、②のような内容
をいれて協力したい気持ちがあることをアピールしていると思われる。 
 
(３) 資料 36 JGS8の「断り」のＥメール 
資料 36は、JGS8が親しい相手から資料 8と同じ内容で依頼された場合を想定して、書
いてもらった｢断り｣のEメールである。次表は、JG8と JGS8の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG8の「断り」のＥメール JGＳ8の「断り」のＥメール 
 想定する相手：妹は親友のような状態で，年齢差を
越えて信頼もある。 
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JI8(苗字：漢字)様  
 
 おかげさまで私のほうは元気にやっています。
JI8(苗字：漢字)さんのほうは論文等で着々と進
み，活気づいている頃でしょうか。  
○○(名前：ひらがな)へ 
 
   
 先日の，ロシア語母語話者に関する件ですが，
ご存知のとおり，○○にはあまりロシア人は住ん
でおらず，その中で私が知り合いとなると，非常
に限られます。  
JI8(苗字：漢字)さんの修士論文ですから，ぜひ
協力したいのですが，とにかく現状として難しい
ものがあります。  
５名ほどならなんとかなるかもしれませんが，皆
社会人で，かつ有職者で，また，期日的に見ても，
私も安請け合いできないところです。  
 
 また他の件で何かあれば，いつでも連絡くださ
い。今回のように，がっかりさせてしまう結果に
なるかもしれませんが，案外お役に立てるかもし
れないので…。  
論文進んでるみたいやね。それで，今回の依頼やね
んけど，めっちゃ手伝いたいねんけど，ちょっと今
お願いできそうなロシア人がおらんねん。いること
はいるねんけど，みんな働いてるし，もともと○○
ってそんなにロシア人おらんやん？いいで～って
言うてもいいんやけど，結局後でごめんな～ってこ
とになるんも悪いし。先断っとくな。ほんまごめん。  
 
 
 
 
 
いろいろ大変やろけど，体だけは大事にね。休むと
きはしっかり休むんやで。  
今回は力になれんかったけど，またなんかおねえち
ゃんにできることがあったら，いつでも連絡して。 
 では，次お会いできるのは文法研究会の総会で
しょうか。  
楽しみにしています。  
 
JG8(フルネーム：漢字) 
JG8(フルネーム：英語) 
メールアドレス 
ほなまたね。暇があったら最近どうしとんか教えて
な～( ^ v ^ )  
        
おねえちゃんでした。  
 
JG8と JGS8の「断り」のＥメールをみると、内容や構成に大きな変化は見られないが、
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JGS8では、｢依頼主体｣の健康を気にする表現など、[気遣いの表現]が見られる。今までの
データの分析と同様に、親しい関係の相手に断る場合、[事情説明]や[断り]が短くなってお
り、自分の状況をストレートに伝えていることが分かる。また、親しい関係の相手に対す
る｢断り｣の Eメールの方が、話しことばでよく使われる表現などが多く含まれており、よ
り会話的とと感じられるものになっている。 
 
(４) 資料 37 JGS9の「断り」のＥメール 
資料 37は、JG9が親しい相手から資料 9と同じ内容で依頼された場合を想定して、書
いてもらった｢断り｣のEメールである。次表は、JG9と JGS9の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG9 の「断り」のＥメール(1) JGＳ9の「断り」のＥメール 
 想定する相手：大学時代からの友達。 
JI9(苗字：漢字)様 
 
JG9(苗字：漢字)です。御返事遅くなりまして、
大変申し訳ございませんでした。  
○○（彼女のニックネーム）へ 
 
メール見ました。 
早速本題の調査の件ですが、何時ごろロールプレ
イを行う予定ですか？  
実は、7 月末は、下記集中講義の授業をとってい
るため毎日学校に  
行ってはいるのですが、その授業の後、ボランテ
ィアの日本語レッスンの予定が入っております。
ですので、朝の 2限の前、あるいは夜しか空いて
いないんです。8 月初めは、実家の方で予定があ
りまして・・・。  
 
もし、朝あるいは夜でもいいということでしたら、
もちろん喜んで協力させていただきます。本当に
役立たずで申し訳ございません。 
早速、調査のことだけど、大変申し訳ないんだけど、
ちょっと私も忙しくて、都合がつきません。  
本当に、ごめんなさい。今回は、許して。  
 
 
 
 
 
 
 
相手がみつからないようだったら、知り合いに声を
掛けてみるので、遠慮なく言ってきてください。何
人か、心当たりがいるので。（本当に） 
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それでは、よろしくお願いいたします。  
 
JG9(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
ではでは、また連絡します。その調査が終わったら、
遊びに行きましょう！！！  
 
JGＳ9(フルネーム：ひらがな) 
 
JG9と JGS9の｢断り｣のＥメールをみると、JGS9では JG9に比べて、断りの前置きも
なく、すぐ｢ちょっと私も忙しくて、都合がつきません｣とはっきり断っている。JG9 は、
１回目の断りで、曖昧に断ったため、もう一度｢依頼主体｣から依頼され、2 回目も断るこ
とになった。一方、JGS９の｢断り｣のＥメールをみると、JGS9 は最初から自分の状況を
ストレートに伝えており、JG9と違って、自分の代わりに人を紹介すると代案を提示して
いることが分かる。そのため、依頼を引き受ける可能性が高くなり、結果的には「協力で
きる可能性は０に近い場合」から｢自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場
合｣になっているといえる。このように相手との「人間関係」に対する認識の変化によって、
協力できる可能性の高低も変わり、[代案提示]の面でもより積極的になる場合がみられる
のではないだろうか。また、親しい相手の方が、自分の意思をはっきり、ストレートに伝
えても理解してくれると思い、本題の部分ははっきり表明しているが、「食事の誘い」や「相
手の健康を祈ることば」などの[気遣いの表現]を付け加えることによって、断りによって
害してしまった相手の心情の部分を補おうとしているのではないと思われる。 
 
(５) 資料 38  JGS10の「断り」のＥメール 
資料 38は、JGS10が親しい相手から資料と同じ内容で依頼された場合を想定して、書
いてもらった｢断り｣の Eメールである。次表は、JG10と JGS10の｢断り｣のＥメールであ
る。 
 
JG10の「断り」のＥメール(2) JGＳ10の「断り」のＥメール 
 想定する相手：○○…小学校から付き合いのある日
本語教師の女性（親友） 
JI10(苗字：漢字)さん 
 
○○（彼女のニックネーム）へ  
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こんばんは。  ひさしぶり！元気？  
もうデータ取りか…。早いね。 
授業のデータ取りの件ですが…  
    
そこで、改めて もし、よろしかったら、１
０月の授業での データ取りをお願いできな
いでしょうか？  
 
ぜひ、どうぞと申し上げたかったのですが、  
今日、教務主任にそれとなく話をしてみたら  
どうやら難しそうです。  
学生に関するデータが研究のためであるとはいえ  
外部に出るのは困るとの事です。  
 
他の先生にも意見をきいてみたところ  
自分の研究のためにデータ取りをした先生が  
過去にいたそうですが、今度の場合は  
無理だろうということでした。  
 
というわけで、  
いいかげんなお返事もできないので、  
現時点では残念ながらお断りするしかなさそうで
す。  
 
教室内のデータ取りは大変そうですね。  
さて、私のクラスでのデータ取りの件ですが…  
うちの日本語学校は厳しくて、教務主任が許してく
れないの。 
学生のデータを外に持ち出すことに関してとても
神経質。  
 
他の先生にも聞いてみたけど、  
過去に自分の研究のために自分のクラスのデータ
を取った人はいたみたいなんだ。でも今回の場合は
難しいだろうって。  
 
いいかげんな返事もできないから、ここでお断りさ
せてください。  
お役に立てずにごめんね。  
 
 
 
 
教室内のデータ取りって許可もらうの大変だと思
うけど 
頑張れ！私の周りでよさそうな人見つけたらすぐ
連絡するね。 
お役に立てなくて申し訳ございませんでした。  
それでは、来週合宿で。  
 
JG10(フルネーム：漢字) 
それでは、また近いうちに会って研究についていろ
いろ聞かせてください。  
 
○(名前の一文字：漢字) 
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JG10と JGS10の｢断り｣のＥメールを比較してみると、全体の構成はあまり変わらない
が、JGS10の方が、自分の状況をストレートに伝えて断っている。また、資料 37（JGS9）
と同様に、親しい相手に対する｢断り｣では、自分の代わりに紹介できそうな人を探して連
絡すると提示しており、相手との｢人間関係｣に対する認識の変化によって、協力できる可
能性の高低も変わり、より積極的になっていると思われる。 
 
(６) 資料 39 JGS12の「断り」のＥメール 
資料 39は、JG12が親しい相手から資料 12と同じ内容で依頼された場合を想定して、
書いてもらった｢断り｣の Eメールである。次表は、JG12と JGS12の｢断り｣のＥメールで
ある。 
 
JG12の「断り」のＥメール JGＳ12の「断り」のＥメール 
 想定する相手：長年の友人(他の大学院で研究して
いる） 
JI12(苗字：漢字)さん、こんにちは。  
合宿でのお世話係、お疲れ様でした。  
 
さて、合宿前にいただいていたメール拝見しまし
た。メールチェックができなくかったため、返事
も遅れてしまいました。急いでいるのに本当にご
めんなさい。 
 
 
 
メールありがとう。  
研究いよいよ大変になってきたようですね。  
教室内でのインターアクションのデータ収集です
よね。  
実は私自身もデータ収集をしようと思い、現在教
えている日本語学校の主任に聞いてみたのです
が、簡単ではないことがわかりました。  
内部で働いている私がこういう状況なので、外部
からの依頼となると容易ではないと思います。 
私自身の裁量で決められるといいのですが、組織
お願いされたデータ取りのことだけど、申し訳ない
けどちょっと難しいです。  
というのは私も前にお願いしたことがあって、やは
り学校側として検討しなければならないと言われ
たからです。  
中で働いている私でさえこんな状況だから、外部の
人を入れるというのは無理だと思う。  
私の一存で決められればいいけど、そうはいかない
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に属している以上、一応許可をとらなければなり
ません。  
協力できなくて本当に申し訳ないです。ほかのこ
とで協力できることはしますので、また何なりと
お尋ねください。  
JI12(苗字：漢字)さんの研究が進むと、私の研究
も進みそうだし、協力できるところはいっしょに
やっていけるといいですね。  
また、いろいろ情報交換等しましょうね。  
からねえ。  
 
 
今回は協力できないけど、またなんかあったら言っ
て！  
できることは協力したいから・・・・ 
 
 
 
では、また学校で。  
 
○期生 JG12(フルネーム：漢字)  
じゃ、また時間があったら連絡して。  
たまにはおいしいものでも食べに行こうよ！根詰
めて勉強しているとよくないよ。  
では、また。  
   
JGＳ12(フルネーム：ひらがな) 
 
JG12と JGS12の｢断り｣のＥメールをみると、全体的な構成は余り変わらないが、今ま
でと同様に最初からストレートにはっきり断っている。JG12の FUIのコメントにもあっ
たが、親しくても内容にはあまり変わりはなく、少しことば遣いがくだけた感じになって
いる。また、JGS12 の場合、本題とは関係のない内容｢食事の誘い｣など[気遣いの表現]
が見られる。 
 
(７) まとめ（協力する可能性が０に近い場合） 
 日本語母語話者による、親しい関係の相手に対する｢断り｣の中で、協力する可能性が 0
に近い場合について、記述してきた。その結果、以下のようなことが分かった。 
 
(１) JG と JGS の｢断り｣のＥメールを比較すると、全体的な構成や内容にはあまり変わ
りはないが、JGSの場合、少しことば遣いがくだけた感じになっており、｢ね｣｢よ」
｢よね｣のような親しみを表す終助詞や話しことばでよく使われる表現などが多く含
まれており、より会話的と感じられる。 
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(２) JGSの場合、JGに比べて、断りの前置きが短く、最初から自分の状況をストレート
にはっきり伝えて断っている。断りを表明する時は、｢だ体｣から｢です・ます体｣に
変えるなど部分的にスピーチレベルをシフトしている。 
 
(３) JGSでは、本題とは関係ない内容として｢食事の誘い」や｢相手の健康を祈ることば」
など、[気遣いの表現]が多く見られた。親しい相手の方が、自分の意思をはっきり、
ストレートに伝えても理解してくれると思い、本題の部分ははっきり表明するが、
｢食事の誘い｣や｢相手の健康を祈ることば｣などの[気遣いの表現]を付け加えること
によって、断りによって害してしまった相手の心情の部分を補おうとしているので
はないかと思われる。 
 
(４) JGSでは、自分の代わりに紹介できそうな人を探して連絡すると提示しており、｢協 
力できる可能性は 0に近い場合｣から｢自分はできないが、代わりに他の人が紹介で 
きそうな場合｣になっている例があった(JGS9、JGS10)。これは、相手との｢人間関
係｣に対する認識の変化によって、協力できる可能性の高低も変わり、[代案提示]の
面でもより積極的になる場合があるのではないかと思われる。 
 
分析結果から、宛先の部分(呼称)と署名、本文に現れる文末表現、｢ね｣のような親しみ
を表す終助詞の有無が、相手との人間関係に対する認識が分かるような手がかりになると
いえよう。 
 
３．１．２ 自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合 
(１) 資料 32 JGS4の「断り」のＥメール 
資料 32は、JG4が親しい相手から資料 4と同じ内容で依頼された場合を想定して、書
いてもらった｢断り｣のEメールである。次表は、JG4と JGS4の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG4の「断り」のＥメール（下線は筆者） JGＳ4の「断り」のＥメール（下線は筆者） 
 想定する相手：同級生、同じ研究室、年齢の差は
あるが、気楽に話している相手 
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JI4(苗字：漢字)さん 
 
先日は、お忙しいのに送別会に顔を出していただい
て、ありがとうございました。あまりお話できなく
て、すみませんでした。それから、無事、合宿から
お帰りになったようですね。お疲れ様でした。 
○○(名前：ひらがな)さん  
 
調査の件のメール読みました。   
 
振り返ると、私も○期目が終わった春休みは談話調
査のことで頭がいっぱいでした。  
焦りもあり、しかし、相手の都合に合わせてスケジ
ュール調整などをしなければならないので、精神的
に大変ですよね。  
そんな JI4(苗字：漢字)さんの立場はとてもよくわ
かるので、ぜひお手伝いさせて欲しいといいたいと
ころなのですが・・・  
渡米日の 18 日まで 1 週間もない状況で、しかも、
私もぎりぎりでバタバタと準備をしていて、思わぬ
ところでしておかなければならないこともあり、な
おかつ、母に Eメール講習を行っていて、これが結
構大変な作業なのです。  
というわけで、こんな状態で○○(国名)に行けるの
だろうかと心配になっている次第です。  
ですので、お手伝いする時間がないのです。本当に
ごめんなさい。  
 
でも、私が談話調査をしたときの方の中で、お願い
できるような方がいるかもしれません。  
調査対象はどんな方をご希望なのでしょうか？  
私が付き添うことができず、JI4(苗字：漢字)さんに
調査って本当に大変だよね。私も先学期の今ごろ
は本当にこのままで修論が終わるのだろうかと
思うくらい焦っていたから、本当に○○○さんの
大変さがひしひしと伝わってくるよ～。 
 
遠慮なく、もっと早く言ってくれればよかったの
に～。  
すっごく手伝いたい気持ちはあるんだけど、今、
私も本当にバタバタしていて・・・  
特に、コンピューターを○○に持っていくこと
が、目下の大きな課題で、それ  
と、持ち物に関しても、まだまだ買い揃えていな
いものとかもあって、頭がパニック  
状態で、ちょっと時間がとれなそうなの。  
状況がすごくわかるだけに、心苦しいんだけど。  
 
 
 
 
○○さんとかはどうかしら？  
研究対象としてはどんな人がいいのか教えても
らえれば、誰か考えてみるよ。  
私は直接立ち合えないけど、大丈夫そうな人にメ
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とって全くの初対面の人になると思いますし、ま
た、時間の都合などでご協力できるかどうかわかり
ませんが、一応、心当たりを考えておきますので、
状況をお聞かせください。  
ールを出してみるけど。  
○○(名前：ひらがな)さんの都合を教えてね。（で
も、早めによろしく。） 
 
JG４(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
 
JGＳ4(名前：ひらがな) 
 
 JG4と JGS4の「断り」のＥメールをみると、全体の内容にあまり変わりはないが、JGS4
の場合、「遠慮なく、もっと早く言ってくれればよかったのに～」「でも、早めによろしく」
のように自分の思いをはっきりことばにして伝えている。また、宛先の部分と署名の部分
では、フルネームではなく、名前をひらがなで書いており、そこからも JGS4の相手に対
する人間関係の認識が分かる。 
 
(２) 資料 35(1) JGS7の 1回目の「断り」のＥメール 
資料 35は、JG７が親しい相手から資料７と同じ内容で依頼された場合を想定して、書
いてもらった｢断り｣の E メールである。次表は、JG７(1)と JGS７(1)の 1 回目の｢断り｣
のＥメールである。 
 
JG７の「断り」のＥメール(1) （下線は筆者） JGＳ7の「断り」のＥメール(1) （下線は筆者） 
 想定する相手：１０年以上付き合っている友達 
JI7(苗字：漢字)さん  
 
ご無沙汰しております。お元気でしょうか。  
○○ちゃん  
早速ですが、ご依頼の件について、このような「大
事」に私を思い出してメールをくださり、うれし
いです。  
こんなときこそお力になりたいのですが、  
残念ながら、今、私が作文の授業を担当していな
ごめんね。ご存知のとおり、クラスで作文の授業
やっていないから、○○ちゃんの条件該当しないん
だけれど、どうしたらいいかな。  
 研修コースの受講生さんたちか、この間の教師研
修の先生方にきいてみようか？  
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い上に、一クラスは０ベースでスタートしひらが
なの段階、もう一つは会話のクラスで、しかも人
数が３名なので、データをそろえることができま
せん。  
 
このデータ検証の焦点は、（中略）ですね。  
条件は、（中略）が「至急」必要なのですね。  
 
そこで、周りで上記条件に合いそうな人を探して
みましたところ、残念ながら、上記条件にぴった
り合う人はいませんでした。  
独断ですが、多少条件を譲歩していただければ
JI7(苗字：漢字)さんの調査協力者になりそうか
な？思った人は・以下の３名の方でした。(中略) 
上記３名の方のうち、調査協力者になれそう人は
いますか？ 協力者になれそうな人がいましたら、
最終期限、作文の字数など、詳細をお知らせくだ
されば、まず私からその方に依頼してみますが、
いかがでしょうか？  
また、私で何かできることがありましたら、おっ
しゃってください。  
 字数とか締め切りはいつまでか詳細をおしえて
くれれば、誰か探してみるから。  
 そうでなければ、この条件ってどれも譲歩できな
いの？  
 たとえばクラスでなくても、作文だけもらって５
名の訂正をするとか・・ていう手もあるよね。  
 代替案がこんなとこぐらいしか思い当たらない
ので、できそうなことなら何でも指示してね。 
まずは取り急ぎ。  
 
JG7(フルネーム：漢字) 
書くのめんどうだったら遠慮せず電話してね～。  
JGＳ7(フルネーム：漢字)  
 
JG７(1)と JGS７(1)の Eメールをみると、宛先の部分と文末表現に違いがあるが、全体
的な内容には変わりはない。JG７(1)と JGS７(1)の｢断り｣のＥメールを比較してみると、
本題の内容の順序は以下のようになっている。 
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【E メールの展開】 
 開始部 本題 終了部 
JG7(1)  [気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→[事情説明]→[代案提示]  
JGS7(1)  [詫び]→[事情説明]→[断り]→[代案提示] [気遣い
の表現] 
 
JG7(1)では、最初に挨拶として、相手の安否が見られ、｢断り｣の前置きには、依頼され
たことに対しての感謝のことばがある。これに対して、JGS7(1) では、挨拶はなく、すぐ
に[詫び]があり、その後、本題に入って、自分の意思を伝えていることが分かる。また、
JG7(1)では、[断り]の後、もう一度[事情説明]が来ているが、JGS7(1)には見られない。
JG7(1)の場合、｢依頼主体｣と接する機会が多くなく、自分の状況を理解してもらうために
は、｢依頼主体｣の依頼に対する自分の思いや断る理由を丁寧に説明する必要があると思っ
ていたのではないだろうか。その反面、JGS7(1)では、｢依頼主体｣と親しい関係であり、
最初から詳しく説明しなくても、お互いの状況がある程度分かっている関係であると認識
しているため、前置きの部分を短くして自分の意思をストレートに伝えており、その後、[気
遣いの表現]を付け加えることで、相手に配慮していると考えられる。 
 
３．２ 条件変更が可能な「断り」 
３．２．１ 再依頼されたら、協力できそうな場合 
(１) 資料 33 JGS5の「断り」のＥメール 
資料 33は、JG5が親しい相手から資料 5と同じ内容で依頼された場合を想定して、書
いてもらった｢断り｣のEメールである。次表は、JG5と JGS5の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG5の「断り」のＥメール（下線は筆者） JGＳ5の「断り」のＥメール（下線は筆者） 
 想定する相手：大学時代の友達（女）からアンケー
トの依頼を受ける。 
JI5(苗字：漢字)様 
 
 合宿お疲れさまでした。疲れはもうとれました
○○ちゃん(原稿ママ) 
     
メールありがとう。  
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でしょうか。  最近、仕事はどう？（自分の近況報告など簡単に）  
 調査依頼の件ですが、実は、私自身の修論の研
究も、思ったようにはあまり進んでおらず、焦り
などがあるため、精神的に余裕がないというのが
現状です。  
 ですので、大変申し訳ないのですが、今回はお
断りさせていただいてもよろしいでしょうか。  
 
 ぜひ、お手伝いしたいという気持ちはあるので
すが、本当に申し訳ありません。私自身の修論が
終わり次第（遅いですか？）、協力できる点があり
ましたら、ぜひ協力させていただきたいと思いま
す。その時は、ご遠慮なくお声をかけてください。  
実はお願いの件なんだけど、ちょっと今自分の修論
が忙しくて  
協力できそうにないの。悪いんだけど、また今度協
力させてね。  
必要な時は遠慮なく連絡してね。  
 それでは、お身体に気をつけてください。  
************************  
 JG5(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
************************  
じゃ、体に気をつけて夏を乗り切ってね。私も修論
がんばるね。  
 
○○ ○○（名前：原稿ママ） 
 
JG5 と JGS5の｢断り｣のＥメールもこれまでのデータと同様に、宛先(呼称)と署名、文
末表現には変わりがあるが、構成や内容にはあまり変わりがない。しかし、JGS5では、｢断
りの結び(関係修復)｣が、短くなっており、｢また今度協力させてね。｣と淡々と書いている
のに対して、JG5 では、[代案提示]の部分が少し長くなっており、今はできないが再依頼
されたらできそうだと伝えている。このことによって、今回の断りに対する申し訳なさを
表そうとしていたのではないかと思われる。JG5は FUIで、JGS5のメールの作成につい
て、以下のようにコメントした。 
 
｢友達だから断る理由も｢また連絡ください｣という必要もないんだけど、でもやっぱり
そういう気持ちがあることを表現したいから書くが、その時、やはり親しみを出した
いから終助詞を使っているかな。｣（JG5のコメントの一部） 
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３．２．２ 条件を変えることで、協力できそうな場合 
(１) 資料 30 JGＳ2の「断り」のＥメール 
資料 30は、JG2が親しい相手から資料 2と同じ内容で依頼された場合を想定して、書
いてもらった｢断り｣の Eメールである。次表は、JG2と JGS2｢断り｣のＥメールである。 
 
JG2の「断り」のＥメール（下線は筆者） JGＳ2の「断り」のＥメール（下線は筆者） 
 想定する相手：同じ研究科の友人 
JI2 (苗字：漢字)様 
 
メール拝見しました。  
○○(苗字：漢字)氏  
 
メール読みました。  
談話収録の大変さは、私もやっと感じてきていま
す。 
同じ研究室でもあり、先生にも協力しなさいとよ
くいわれてますので、ぜひご協力したいところで
すが、実は、25日はどうしても都合が悪く、ご協
力することができません。。。  
 
というのも、ちょうど友人が久々に東京に来る日
で、前から会う約束をしているんです。  
久しぶりに会えることをとても楽しみにしていま
したので、キャンセルもできません。  
本当に申し訳ありませんが、どなたか別の方を探
していただけますようお願いいたします。  
 
または、25日以外の日でしたら、月曜などは都合
がつきますので、その日に変えていただけたら、
ご協力できると思います。  
どうかご検討ください。  
 
 
 
25 日（日）ってことだけど、その日はどうしても
断れない用事があるんで、  
申し訳ないけど、協力できそうもありません…  
ごめんね。  
 
 
 
 
 
 
 
ただ、25日以外の日なら（月曜とか土曜とかなら）、
都合がつくんで、そっちにしてくれればいくらでも
協力しまっせ!!!! 
 
それでは、申し訳ありませんが、よろしくお願い どうでしょう？ 
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いたします。  
 
JG2(苗字：ひらがな) 
 
JG2と JGS2｢断り｣のＥメールを比較してみると、JG2の場合、｢依頼主体｣の依頼に共
感しているという[気遣いの表現]を先に書いてから、断りを表明しており、[事情説明]が長
くなっている。その反面、JGS2 では、｢その日はどうしても断れない用事があるんで、」
と断る理由を短く説明して断っており、その代わり積極的に代案を提示している。また、
断った後に続く｢ごめんね｣によって、ストレートに断っていても、｢断り主体｣の申し訳な
さが伝わってくるのではないかと思われる。 
 
(２) 資料 40 JGＳ13の「断り」の Eメール 
資料 40は、JG13が親しい相手から資料 13と同じ内容で依頼された場合を想定して、
書いてもらった｢断り｣の Eメールである。次表は、JG13と JGS13の｢断り｣のＥメールで
ある。 
 
JG13の「断り」のＥメール（下線は筆者） JGＳ13の「断り」のＥメール（下線は筆者） 
 想定している相手：違う研究室の同期生、年齢は違
うが比較的親しい 
JI13(名前：漢字)さん 
 
メールありがとうございました。  
ほんと、久々の研究室のみかなり楽しかったです。  
JI13(名前：漢字)さんと遠い席になってしまった
ので、ほとんど話せなかったのが残念でした
が・・・。  
○○(苗字：漢字)氏  
 
こんにちは。生きてますか？  
私は相変わらず時間に追われて泣きそうです。卒業
できんのかなぁ・・・。  
さて、例の件ですが、ついに学会デビューへの第
一歩！ですね。  
冷静沈着な JI13(名前：ひらがな)さんなら、絶対
さて、お願いされた調査協力の件ですが、ほんとに
申し訳ないんだけど、ちょっと無理かもしれませ
ん・・・。  
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いい研究者になるだろうなあ、といつも思ってい
ます。（いやほんとに！）  
ほんとに応援したいし、協力させてもらいたいの
ですが、今月中はちょっと時間的にむずかしいか
なぁと・・・。  
 
来週○○(苗字：漢字)先生の理論のテストがあっ
て、その次には○○(科目名)のレポートの締め切
りが・・・。  
 
来月だったら比較的都合がつけやすいと思うので
すが、それじゃあやっぱり遅すぎますか？  
 
条件をつけてしまってほんとにすみませんが、８
月に入ってからでよければ喜んで参加させてもら
いたいと思っています。 どうでしょうか。  
もしよければ、また連絡ください。よろしくお願
いします！  
今は木曜以外は学校に行って無いし、  
正直自分の修論も危うい状況なので・・・。  
 
 
 
 
 
 
 
 
私の研究室の、まだ修論が切羽詰ってない、一期目
か二期目の人たちに代わりにやってくれる人がい
ないか当たってみるよ。  
Ｐ．Ｓ．  
(中略)個人的な誘い 
 
JG13(フルネーム：漢字) メールアドレス 
ほんとにごめんね。  
見付かり次第連絡します。  
ではまた。  
JGＳ13(フルネーム：漢字) メールアドレス 
 
JG13と JGS13の｢断り｣のＥメールの本題の内容を比較してみると、以下のようになっ
ている。両方とも｢断り｣の表明と｢断り｣の終わりは、<[断り]→[事情説明]→[代案提示]>
になっている。しかし、JG13では、｢依頼主体｣に対する誉めことば([気遣いの表現])と[願
望]があるが、JGS13では、[詫び]の後、すぐ｢断り｣を表明していることが分かる。また、
JGSでは、Eメールの最後の部分に<[詫び]→[気遣いの表現]>を付け加えている。 
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【E メールの展開】 
 開始部 本題 終了部 
JG13  [気遣いの表現]→[願望]→[断り]→[事情説明]→[代案提示]  
JGS13  [詫び]→[断り]→[事情説明]→[代案提示] [詫び] → 
[気遣いの表現] 
 
(３) 資料 31 JGS3のの「断り」のＥメール 
資料 31は、JG3が親しい相手から資料 3と同じ内容で依頼された場合を想定して、書
いてもらった｢断り｣のEメールである。次表は、JG3と JGS3の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG3の「断り」のＥメール（下線は筆者） JGＳ3の「断り」のＥメール（下線は筆者） 
 想定する相手：大学時代の同級生（女性）である親
友。 
JI3(苗字：漢字)さま：  
 
 メール拝見しました。  
 本当に毎日暑いですね。レポートや修論さえな
ければ、あのままずっと○○○にいたかたです。
そういえば、○○(JI3 の指導教授の苗字：漢字)
先生の○○に行かれたのですよね？いかがでした
か？ 
ハーイ、○○(苗字：カタカナ)：  
 
 メールどうもありがとう。相変わらず忙しそうだ
ね。私も相変わらずです。レポートやら修論やらに
追われてまして…。ユーも言っていたけど、研究者
の生活ってほんと 365日休みなしだよね（私はほん
の入り口だが）。キミはよく○年も○○でがんばっ
たよ。私はやっぱり現場向きだなってつくづく最近
実感してます。  
 さて、○○のリストの件ですが、実は私が作成
したリストはあまり精度が高くないのです。  
 私が○○(国名)で入手したものや（日本では売
っていない）、もうすでに絶版になっているものも
入っていまして、再度リスト自体をチェックしな
おさなければならないと思っていたところなので
す。○○先生が目通しされたり、他の院生の方に
 さて、○○のリストの件なんだけど、今はいろい
ろ立て込んでいて、来週までに渡すというのはちょ
っと難しいです。リストの内容がいまいちなので見
直さなければいけないし、9月の頭に○○へ行くの
で、時間がとれないんですね。  
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配布するとなると、きちんとしたものをお渡しし
なければならないかなと思います。  
 ですから、再度リストを見直して整理した上で
お渡ししたいと思います。ただ、8 月いっぱいは
レポートが残っていまして、また、9 月の頭には
○○ゼミで○○(国名)の学会に参加することにな
っています。そうなると、来週中にお渡しするの
は 難しいのです。お急ぎのところ、申し訳ない
のですが…。  
 もし来学期に入っても間に合うようでしたら、
リストはお渡しできると思います。  
 それから、たしか○○先生のゼミの○○さんも、
○○関係のリストを持っているというお話を聞い
たことがあります。何でしたら彼女にも聞いてみ
ましょうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
もし来学期に入ってからでよければ、何とかなると
思うんだけど…。  
 あと、○○先生のゼミの○○さんが、リストを持
っているという話を聞いたことがあるので、何なら
彼女に私から聞いてみようか。 
 すぐにお役に立てなくて申し訳ないです。今は
こんな状況なのですが…。どうすればよいか、ま
たご連絡いただけますか。  
 それではまた。  
 
JG3(フルネーム：漢字) 
 すぐに力になれなくて悪いね。どうしたらいい
か、また連絡ください。 
 
ではまた。  
 
JGＳ3(苗字：カタカナ) 
 
JG3と JGS3の｢断り｣のＥメールを比較してみると、次のような構成になっている。 
 
【E メールの展開】 
 開始部 本題 終了部 
JG３  [事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示] [詫び] 
JGS３ [気遣い
の表現] 
[事情説明]→[断り]→[事情説明]→[代案提示] [詫び] 
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全体的な内容や構成にはあまり変わりはないが、JG3 の方が[事情説明]を長く書いてお
り、｢依頼主体｣の理解を求めていることが分かる。また、JGS3の[気遣いの表現]は、Eメ
ールに対する感謝を表している。 
 
(４) 資料 3４ JGＳ6の「断り」のＥメール 
資料 34は、JG6が親しい相手から資料 6と同じ内容で依頼された場合を想定して、書
いてもらった｢断り｣のEメールである。次表は、JG6と JGS6の｢断り｣のＥメールである。 
 
JG6の「断り」のＥメール（下線は筆者） JGＳ6のＥメール（下線は筆者） 
 想定する相手：T（親友） 
 JI6(苗字：漢字)さん T 
申し訳ないのですが（それに論文を読んでくださ
るということを大変感謝しているのですけれど）、
一週間ほどお待ちいただけないでしょうか？  
 
というのも、ふだん論文用に使用しているパソコ
ンが突如奇声を発し、一切の労務を放棄してしま
ったからなんです（T0T）。  
 
いまメールを送っているパソコンには、論文デー
タは古いものしかなくて駄目で。  
 
三日前から弟がインターンシップで一時的に○○
(会社名)の寮に入っているのですが、  
土日に帰ってくれば、なんとか直してもらえると
思います。土日に帰って来次第、添付送信すると
いうことでよろしいでしょうか？  
ごめん、いまデータが保存してあるパソコンが壊れ
ちゃってるんだ。週末には○○(弟の名前)が研修先
から帰ってくるから、そしたら送れると思う。ちょ
っと待ってね。 
   JG6(名前：漢字) JGＳ6(名前：ひらがな) 
 
JG6と JGS6の｢断り｣のＥメールを比較してみると、本題の内容の順序は以下の通りで
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ある。 
 
【E メールの展開】 
 開始部 本題 終了部 
JG6  [詫び]→[気遣いの表現]→[断り](保留)→[事情説明]→[代案提示]  
JGS6  [詫び]→[事情説明]→[代案提示]  
 
本題の内容の順序をみると、全体的に大きく変わりはないと思われる。しかし、Eメー
ルの本文を比較してみると、JG6 の方が長くなっており、[事情説明]の部分でも詳しく説
明していることが分かる。というのは、JGS６が想定する Tには、普段論文用に使ってい
るパソコンがあることや弟が会社のインターンシップに入ったことを一々説明しなくても、
自分が置かれた状況(パソコンが壊れた)を伝えるだけで充分伝わると思ったからだと考え
られる。また、JG6は、JGS6の Eメールについて、以下のようなコメントした。 
 
  ｢このほかに、依頼内容と関係のないことをいくつか書くだろうはずです。○○(実際
には名前を書いた：筆者補足)というのは、弟の名前で、Tはそのことを知っているの
で、｢弟｣を使わず｢○○(実名：筆者補足)｣で書きました。｣(JG6のコメントの一部) 
 
３．３ まとめ 
以上、日本語母語話者による、親しい関係の相手に対する｢断り｣(検証資料③)について、
Eメールの展開と構成、表現を記述してきた。それをまとめると、以下の通りである。(<
表 9><表 10>) 
 
<表 9> JGSによるＥメールにおける｢断り｣の展開 
 開始部 本題 終了部 
協力する可能性が０に近い場合 
JGS1 [気遣いの
表現] 
[断り]→[事情説明]→[断り]→[詫び]→[気遣いの表現] [詫び] 
JGS7(2)  [事情説明]→[詫び]→[次回の約束]  
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JGS8   [願望]→[事情説明]→[断り]→[詫び]→[気遣いの表現]→[次回の約
束] 
 
JGS9(2)  [詫び]→[事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]  
JGS10(1)  なし  
JGS10(2)  [事情説明]→[断り]→[詫び]→[気遣いの表現]→[代案提示]  
JGS12  [詫び]→[断り]→[事情説明]→[次回の約束] [気遣い
の表現] 
自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合 
JGS7(1)  [詫び]→[事情説明]→[断り]→[代案提示] [気遣い
の表現] 
JGS4  [気遣いの表現]→[願望] →[事情説明]→[断り]→ [代案提示]  
再依頼されたら、協力できそうな場合 
JGS5 [気遣いの
表現] 
[事情説明]→[断り]→[詫び]→[次回の約束]  
条件を変えることで、協力できそうな場合 
JGS２  [事情説明]→[詫び]→[断り]→[代案提示]  
JGS13  [詫び]→[断り]→[事情説明]→[代案提示] [詫び]→ 
[気遣い
の表現] 
JGS３ [気遣いの
表現] 
[事情説明]→[断り]→[事情説明]→[代案提示] [詫び] 
JGS6  [詫び]→[事情説明]→[代案提示]  
 
<表 9>をみると、次のようなことが分かった。 
(１) [事情説明]は、｢断り｣の Eメールの構成において、必須である。 
(２) 協力する可能性が 0に近い場合でも、JGSでは[代案提示]が見られる。 
(３) Eメールの終了部に[気遣いの表現]が来る場合が多い。 
(４) 構成要素のうち、<[事情説明]→[断り]→[詫び]>のパターンが多く見られており、 
  本題が[詫び]から始まる場合、<[詫び]→[断り]→[事情説明] >のパターンが見られる。 
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(５) <[事情説明]→[断り]→[詫び]→[気遣いの表現]→([代案提示] or[次回の約束]) >の 
パターンが共通的に見られる。 
 
以上のことから、日本語における｢断り｣の Eメールの内容の展開として、次のパターン
が考えられるといえよう。 
 
・親しい関係の相手に対する｢断り｣の場合 
<[事情説明]→[断り]→[詫び]→[気遣いの表現]→([代案提示] or[次回の約束])>型 
 
<表 10> JGSによるＥメールにおける｢断り｣の構成と表現 
Eメールの構成 表現 
・(苗字：漢字)氏 
・ハーイ (苗字：カタカナ)： 
・○○ちゃん 
・(名前：ひらがな)さん  
・(名前：ひらがな)へ 
①宛先 
・(親友のニックネーム）へ 
②送信者 ・なし 
・メール読んだよ。 
・メール読みました。 
・調査の件のメール読みました。 
・メール見ました。 
・メールどうもありがとう。+相手と自分の安否 
・メールありがとう。研究いよいよ大変になってきたようですね。 
・こんにちは。 
 
 
  
開
始
部 
③挨拶 
・相手と自分の安否（最近、仕事はどう？+自分の近況報告など） 
 
 
 
④断りの前置き(切り出し) ・さて、お願いされた調査協力の件ですが、 
・さて、調査協力のことだけど、 
・さて、○○の件ですが… 
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・さて、○○の件なんだけど、 
・実はお願いの件なんだけど、 
・早速、調査のことだけど 
・○日ってことだけど、 
・それで，今回の依頼やねんけど， 
・お願いされたデータ取りのことだけど、 
・ごめんね。 
[気遣いの表現] 
・調査って本当に大変だよね。私も○○っていたから、本当に○
○○さんの大変さがひしひしと伝わってくるよ～。遠慮なく、
もっと早く言ってくれればよかったのに～。 
[事情説明]  
・知っている通り、○○ので、調査に協力する時間は取れないと
思うので。 
・ご存知のとおり、○○から、○○の条件該当しないんだけれど、
どうしたらいいかな。 
・なんと○○んだって。 
・って。 
・○○していて・・・ 
・というのは○○からです。 
・○○し、○○なので・・・。 
・○○ので、○○んですね。 
・状況を述べる 
・その日はどうしても断れない用事があるんで、 
[願望] 
・すっごく手伝いたい気持ちはあるんだけど、 
 
 
 
本
題 
 
⑤断りの表明 
[断り] 
・正直言って、難しいと思います。 
・申し訳ないけどちょっと難しいです。 
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・○○するのはちょっと難しいです。 
・本当に申し訳ないんだけど、ちょっと無理かもしれません・・・。  
・申し訳ないけど、協力できそうもありません…  
・(ちょっと今自分の修論が忙しくて)協力できそうにないの 
・先断っとくな。 
・いいかげんな返事もできないから、ここでお断りさせてくださ
い。 
・大変もうしわけないんだけど、ちょっと私も忙しくて、都合が
つきません。 
・ちょっと時間がとれなそうなの。 
・○○さんに依頼してみたけど、だめだった。 
・○○の条件該当しないんだけれど、どうしたらいいかな。 
 
[詫び] 
・すみません。 
・ほんまごめん。 
・本当に、ごめんなさい。今回は、許して。 
・期待もたせたうえに、力になれず本当にごめんね。 
・お役に立てずにごめんね。 
・ごめんね。 
[気遣いの表現]（共感・励ましのことば） 
・修論の調査って大変だよね。私も苦労したので、気持ちは分か
るよ。お互いがんばりましょう。 
・いろいろ大変やろうけど、体だけは大事にね。休むときはしっ
かり休むんやで。 
・データ取りって許可もらうの大変だとおもうけど、頑張れ！  
 
⑥断りの結び 
[代案提示] 
・相手がみつからないようだったら、知り合いに声を掛けてみる
ので、遠慮なく言ってきてください。何人か、心当たりがいる
ので。(本当に) 
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・私の周りでよさそうな人みつけたらすぐ連絡するね。 
・私は直接立ち合えないけど、大丈夫そうな人にメールを出して
みるけど。○○さんの都合を教えてね。（でも、早めによろし
く。） 
・代替案がこんなとこぐらいしか思い当たらないので、できそう
なことなら何でも指示してね。 
・私の研究室の、まだ修論が切羽詰ってない、一期目か二期目の
人たちに代わりにやってくれる人がいないか当たってみるよ。 
・ただ、○日以外の日なら(月曜とか土曜とかなら)、都合がつく
んで、そっちにしてくれればいくらでも協力しまっせ!!!! 
・もし来学期にはいってからでよければ、何とかなるとおもうん
だけど…。あと、○○ので、何なら彼女に私から聞いてみよう
か。 
  
[次回の約束] 
・でも、代替案でなにか私ができることがあったらなんでもいっ
てね！ 
・今回は力になれんかったけど、またなんかおねえちゃんにでき
ることがあったら、いつでも連絡して。 
・今回は協力できないけど、またなんかあったら言って！できる
ことは協力したいから・・・・ 
・悪いんだけど、また今度協力させてね。必要な時は遠慮なく連
絡してね。 
・今回はごめんなさい。ではね。 
・[詫び](すぐに力になれなくてごめんね)どうしたらいいか、ま
た連絡ください。ではまた。 
・ほんとにごめんね。見付かり次第連絡します。ではまた。 
・どうでしょう？（代案提示のことについて聞く、筆者補足） 
 
 
 
 
 
終
了
⑦結び 
・書くのめんどうだったら遠慮せず電話してね～。まずはご報告
まで・・ 
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・ほなまたね。暇があったら最近どうしとんか教えてな～( ^  v ^  ) 
・じゃ、体に気をつけて夏を乗り切ってね。私も修論がんばるね。 
 
・じゃ、また時間があったら連絡して。たまにはおいしいもので
も食べに行こうよ！根詰めて勉強しているとよくないよ。で
は、また。 
・それでは、また近いうちに会って研究についていろいろ聞かせ
てください。 
・ではでは、また連絡します。その調査が終わったら、遊びに行
きましょう！！！  
・なし 
・(苗字：カタカナ)  
・(名前：ひらがな) 
・(名前の一文字：漢字) 
・(フルネーム：漢字) 
・(フルネーム：ひらがな) 
部 
⑧署名 
・おねえちゃんでした。 
 
 <表 10>をみると、送信者(②)を書いた場合がなく、すぐ挨拶(③)や本題に入っている傾
向が見られた。断りの前置き(④)が短く、最初から自分の状況をストレートにはっきり伝
えて断っている。また、断りを表明(⑤)する時、｢だ体｣から｢です・ます体｣に変えるなど
部分的にスピーチレベルをシフトしている場合もある。JGSでは、本題とは関係ない内容
として｢食事の誘い｣や｢相手の健康を祈ることば｣など、[気遣いの表現]が多く、積極的に
代案を提示していることが分かった。宛先(①)の呼称と署名(⑧)に色々な表現が見られる。
全体的にことば遣いが少しくだけた感じになっている。また、｢ね｣｢よ｣｢よね｣のような親
しみを表す終助詞や話しことばでよく使われる表現などが多く含まれており、より会話的
と感じられる。 
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４．第１節のまとめ 
 
第１節では、検証資料の中で、日本語母語話者による、まだ親密な関係が形成されてい
ない相手に対する｢断り｣(検証資料①)と、親しい関係の相手に対する｢断り｣(検証資料③)
をもとに、(１)どのような要素によって構成されているのか、(２)その要素は、全体の展開
においてどのように位置づけられるのか、(３)各要素はどのような順序で、相互にどのよ
うな関係にあるのかを中心に分析し、記述してきた。その結果、以下のようなことが分か
った。 
 
【日本語母語話者のＥメールにおける｢断り｣の展開】 
(１) [事情説明]は、｢断り｣の Eメールの構成において、必須である。 
(２) 構成要素のうち、<[事情説明]→[断り]→[詫び]>のパターンが多く見られる。 
(３) [代案提示]は、協力する可能性が 0に近い場合には見られないが、その他の場合は全
部見られる。ただし、JGSでは、協力する可能性が 0に近い場合でも、[代案提示]
が見られる。 
(４) JGの場合、Eメールの始めに[気遣いの表現]が、JGSの場合、Eメールの終了部に、
[気遣いの表現]が来る場合が多い。 
(５) JGの場合、自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合と、条件を変
えることで、協力できそうな場合、｢断り｣の Eメールの構成に見られる内容の展開
として、<[気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→([事情説明]or[詫び]）
→[代案提示] >のパターンが共通的に見られた。 
(６) JG の場合、協力する可能性が 0 に近い場合では、<[気遣いの表現]→[願望]>から始
まるパターンは余り見られず、<[事情説明]→[断り] or[詫び] >から始まる場合が多
く見られた。JGS の場合、構成要素のうち、<[事情説明]→[断り]→[詫び] >のパタ
ーンが多く見られており、本題が[詫び]から始まる場合、<[詫び]→[断り]→[事情説
明] >のパターンが見られる。 
(７) 以上のことから、日本語における｢断り｣の Eメールの構成要素の展開として、次の 3
つのパターンが考えられるといえよう。 
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①「依頼主体」の依頼を引き受ける可能性が 0に近い場合 
<[事情説明]→（[断り] or[詫び]）→([次回の約束] or[気遣いの表現])>型 
② 時期など条件を調整することで、「依頼主体」の依頼を引き受ける可能性がある場
合 
 <[気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→（[事情説明]or[詫び]）→[代案
提示]>型 
③ 親しい関係の相手に対する「断り」の場合 
<[事情説明]→[断り]→[詫び]→[気遣いの表現]→([代案提示] or[次回の約束])>型 
 
 
【日本語母語話者のＥメールにおける｢断り｣の構成と表現】 
(１) JG と JGS の｢断り｣のＥメールを比較してみると、全体的な構成や内容にはあまり
変わりはないが、JGSの場合、ことば遣いが少しくだけた感じになっている。また、
｢ね｣｢よ｣｢よね｣のような親しみを表す終助詞や話しことばでよく使われる表現など
が多く含まれており、より会話的と感じられる。 
(２) JGSの場合、JGに比べて、断りの前置きが短く、最初から自分の状況をストレート
にはっきり伝えて断っている。また、断りを表明する時、｢だ体｣から｢です・ます体」
に変えるなど部分的にスピーチレベルをシフトしている場合もある。 
(３) JGSでは、本題とは関係ない内容として｢食事の誘い｣や｢相手の健康を祈ることば」
など、[気遣いの表現]が多く見られる。親しい相手の方が、自分の意思をはっきり、
ストレートに伝えても理解してくれると思い、本題の部分は短くはっきり表明して
いる反面、｢食事の誘い｣や｢相手の健康を祈ることば｣などの[気遣いの表現]を付け
加えることで、断りによって害してしまった相手の心情の部分を補おうとしている。 
(４) JGSの中には、JGでは、｢協力できる可能性は 0 に近い場合｣だったのが、JGS 宛
ての Eメールでは、自分の代わりに紹介できそうな人を探して連絡すると提示して
おり、｢自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合｣に変わっている
例があった(JGS9、JGS10)。これは、相手との｢人間関係｣に対する認識の変化によ
って、協力できる可能性の高低も変わり、[代案提示]の面でもより積極的になる場
合と考えられる。 
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次表は、JGと JGSによる Eメールにおける｢断り｣の構成と表現を比較してまとめたも
のである。 
 
Eメールの構成と表現（開始部：①宛先、②送信者、③挨拶） 
 JG JGS 
・(苗字：漢字)さん ・(苗字：漢字)氏 
・(苗字：漢字)様 ・ハーイ (苗字：カタカナ)： 
・(苗字：漢字)さま ・○○ちゃん 
 ・(名前：ひらがな)さん  
・(名前：ひらがな)へ 
 
①
宛
先 
 ・(親友のニックネーム）へ 
・なし ・なし ②
送
信
者 
・(苗字：漢字)です  
・メール読みました。 
・メールを拝受いたしました。 
・メール拝見しました。 
・メール読んだよ。 
・メール読みました。 
・調査の件のメール読みました。 
・メール見ました。 
・メールありがとうございました。 ・メールどうもありがとう。+相手と自分の安    
 否 
・メールありがとう。研究いよいよ大変になっ
てきたようですね。 
・御返事が遅くなってしまい、大変申し訳ござ
いません。 
・お返事遅くなりまして、大変申し訳ございま
せんでした。 
 
・こんばんは。こんにちは。 ・こんにちは。 
 
 
 
 
③
挨
拶 
・自分と相手の安否 ・相手と自分の安否（最近、仕事はどう？+自
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・相手の近況に対する言及(～ようですね。お疲
れ様でした。) 
・ご無沙汰しております。お元気でしょうか。 
分の近況報告など） 
・相手の Eメール(挨拶)に書かれていた内容に
対する反応 
 
 
・ご依頼の件です。  
 
JGに比べ、JGSの場合、例えば、｢メール拝見しました｣と｢メール読んだよ」、｢メール
ありがとうございました｣と｢メールありがとう｣のように、言葉遣いが少しくだけた感じに
なっている。また、宛先(①)の呼称も含めて、｢ね｣｢よ｣｢よね｣のような親しみを表す終助
詞や話しことばでよく使われる表現などが多く含まれており、より会話的と感じられる。 
 
Eメールの構成と表現（本題：④断りの前置き） 
 JG JGS 
・○○の件ですが、 
・さて、○○の件ですが、 
・さて、例の件ですが、 
・さて、○○のリストのけんですが、 
・○○に関する件ですが、 
・早速本題の調査の件ですが、 
・さて、お願いされた調査協力の件ですが、 
・さて、調査協力のことだけど、 
・さて、○○の件ですが… 
・さて、○○の件なんだけど、 
・実はお願いの件なんだけど、 
・早速、調査のことだけど 
・○日ってことだけど、 
・それで，今回の依頼やねんけど， 
・お願いされたデータ取りのことだけど、 
・早速ですが、ご依頼の件について、このよう
な「大事」に私を思い出してメールをくださ
り、うれしいです。 
 
④
断
り
の
前
置
き
(切
り
出
し) 
・申し訳ないのですが(それに論文を読んでくだ
さるということを大変感謝しているのですけ
れども)、 
・ごめんね。 
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・[気遣いの表現](共感示し) [気遣いの表現] 
・調査って本当に大変だよね。私も○○ってい
たから、本当に○○○さんの大変さがひしひ
しと伝わってくるよ～。遠慮なく、もっと早
く言ってくれればよかったのに～。 
・依頼内容の確認(～ですよね)  
 
・[事情説明]  
 
JGSの場合、JGに比べて、断りの前置き(④)が短くなっており、すぐ断りの表明(⑤)に
入る傾向が見られる。 
 
Eメールの構成と表現（本題：⑤断りの表明） 
 JG JGS 
[事情説明]  
・実は、 
・実は、○○んです。 
・実は、○○のです。 
・というのは、○○からです。 
・というのも、○○んです。 
・というのも、○○からなんです。 
・○○は、○○て、ちょっとバタバタしそうな
ので・・・。 
・状況を述べる 
[事情説明]  
・知っている通り、○○ので、調査に協力する
時間は取れないと思うので。 
・ご存知のとおり、○○から、○○の条件該当
しないんだけれど、どうしたらいいかな。 
・なんと○○んだって。 
・って。 
・○○していて・・・ 
・というのは○○からです。 
・○○し、○○なので・・・。 
・○○ので、○○んですね。 
・状況を述べる 
・その日はどうしても断れない用事があるん
で、 
 
 
 
⑤
断
り
の
表
明 
[願望] 
・ぜひ協力したいところですが、 
[願望] 
・すっごく手伝いたい気持ちはあるんだけど、 
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・（依頼主体の依頼）ですから，ぜひ協力したい
のですが， 
・そんな(依頼主体)の立場はとてもよくわかる
ので、ぜひお手伝いさせて欲しいといいたい
ところなのですが・・・ 
・ぜひ(依頼主体)の研究を応援したいし、また
自分の勉強のためにも協力させて欲しいと思
うんだけど、 
・ぜひ、お手伝いしたいという気持ちはあるの
ですが、 
・ほんとに応援したいし、協力させてもらいた
いのですが、 
・こんなときこそお力になりたいのですが、 
・(依頼内容)ぜひ、どうぞと申し上げたかった
のですが、 
[断り] 
・とにかく現状としては難しいものがあります。 
・○○ので、○○では協力が難しいと思います。 
・申し訳ないのですが、正直言って難しいです。 
・○○まではちょっと時間を作るのが難しいか
もしれません・・・。 
・○○はちょっと時間的にむずかしいかなぁ
と・・・。 
・そうなると、来週中にお渡しするのは難しい
のです。 
[断り] 
・正直言って、難しいと思います。 
・申し訳ないけどちょっと難しいです。 
・○○するのはちょっと難しいです。 
・本当に申し訳ないんだけど、ちょっと無理か
もしれません・・・。  
・ちょっと都合が悪くなってしまいました。 ・申し訳ないけど、協力できそうもありません  
・(ちょっと今自分の修論が忙しくて)協力でき
そうにないの 
 
・どうやら難しそうです(事情説明) ・先断っとくな。 
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というわけで、いいかげんなお返事もできな
いので、現時点では残念ながらお断りするし
かなさそうです。 
・いいかげんな返事もできないから、ここでお
断りさせてください。 
・今回は○○ので、お断りするしかありません。 ・大変もうしわけないんだけど、ちょっと私も
忙しくて、都合がつきません。 
・ちょっと時間がとれなそうなの。 
・ですので、お手伝いする時間がないのです。 ・○○さんに依頼してみたけど、だめだった。 
・残念ながら、○○で、しかも○○なので、デ
ータをそろえることができません。 
・○○の条件該当しないんだけれど、どうした
らいいかな。 
・実は、○○はどうしても都合が悪く、ご協力
することができません。。。(事情説明)本当に
申し訳ありませんが、どなたか別の方を探し
ていただけますようお願いいたします。 
 
・一週間ほどお待ちいただけないでしょうか？  
・今回はお断りにさせていただいてもよろしい
でしょうか。 
 
[詫び] 
・すみません。 
・本当にごめんなさい。 
・本当に申し訳ありませんでした。 
・御協力できずに本当に申し訳ございません。 
・協力できなくて本当に申し訳ないです。 
[詫び] 
・すみません。 ・ごめんね。 
・ほんまごめん。 
・本当に、ごめんなさい。今回は、許して。 
・期待もたせたうえに、力になれず本当にごめ
んね。 
 
・お役に立てなくて申し訳ありません。 ・お役に立てずにごめんね。 
 
JGSの場合、JGに比べて、[願望]はあまり見られず、最初から自分の状況をストレート
にはっきり伝えて断っている。また、[事情説明]では、｢知っている通り、○○ので｣と｢ご
存知のとおり、｣のような表現も見られる。さらに、断りを表明する時、｢だ体｣から｢です・
ます体｣に変えるなど部分的にスピーチレベルをシフトしている場合もある。 
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Eメールの構成と表現（本題：⑥断りの結び） 
 JG JGS 
[気遣いの表現]（共感・励ましのことば） [気遣いの表現]（共感・励ましのことば） 
・修論の調査って大変だよね。私も苦労したの
で、気持ちは分かるよ。お互いがんばりまし
ょう。 
・いろいろ大変やろうけど、体だけは大事にね。
休むときはしっかり休むんやで。 
・データ取りって許可もらうの大変だとおもう
けど、頑張れ！  
[代案提示] 
・調査対象はどんな方をご希望なのでしょう
か？(略)一応、心当たりを考えておきますの
で、状況をお聞かせください。 
・上記３名の方のうち、調査協力者になれそう
人はいますか？(略)また、私で何かできるこ
とがありましたら、おっしゃってください。 
[代案提示] 
・相手がみつからないようだったら、知り合い
に声を掛けてみるので、遠慮なく言ってきて
ください。何人か、心当たりがいるので。(本
当に) 
・私の周りでよさそうな人みつけたらすぐ連絡
するね。 
・私は直接立ち合えないけど、大丈夫そうな人
にメールを出してみるけど。○○さんの都合
を教えてね。（でも、早めによろしく。） 
・代替案がこんなとこぐらいしか思い当たらな
いので、できそうなことなら何でも指示して
ね。 
・私の研究室の、まだ修論が切羽詰ってない、
一期目か二期目の人たちに代わりにやって
くれる人がいないか当たってみるよ。 
 
 
 
⑥
断
り
の
結
び 
・もし来月半ばでよかったら、本当にやらせて
ほしいと思っているのでぜひ連絡ください。 
・ただ、○日以外の日なら(月曜とか土曜とか
なら)、都合がつくんで、そっちにしてくれ
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・もし、朝あるいは夜でもいいということでし
たら、もちろん喜んで協力させていただきま
す。 
・条件をつけてしまってほんとにすみませんが、
８月に入ってからでよければ喜んで参加させ
てもらいたいと思っています。どうでしょう
か。もしよければ、また連絡ください。よろ
しくお願いします！ 
・もし来学期に入っても間に合うようでしたら、
リストはお渡しできると思います。それから、
たしか○○(教授の苗字：漢字)先生のゼミの
○○(他の院生の苗字：漢字)さんも、○○関
係のリストを持っているというお話を聞いた
ことがあります。何でしたら彼女にも聞いて
みましょうか。 
・土日に帰って来次第、添付送信するというこ
とでよろしいでしょうか？ 
ればいくらでも協力しまっせ!!!! 
・もし来学期にはいってからでよければ、何と
かなるとおもうんだけど…。あと、○○ので、
何なら彼女に私から聞いてみようか。 
[次回の約束] 
・他の手立てで私でできることがありましたら、
遠慮なくおっしゃってください。 
・また他の件で何かあれば，いつでも連絡くだ
さい。今回のように，がっかりさせてしまう
結果になるかもしれませんが，案外お役に立
てるかもしれないので…。 
・また他に何か、私で御協力できることがあり
ましたら、何でもおっしゃってください。 
・ほかのことで協力できることはしますので、
また何なりとお尋ねください。 
[次回の約束] 
・でも、代替案でなにか私ができることがあっ
たらなんでもいってね！ 
・今回は力になれんかったけど、またなんかお
ねえちゃんにできることがあったら、いつで
も連絡して。 
・今回は協力できないけど、またなんかあった
ら言って！できることは協力したいか
ら・・・・ 
・悪いんだけど、また今度協力させてね。必要
な時は遠慮なく連絡してね。 
 
・私自身の修論が終わり次第(遅いですか？)、  
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 協力できる点がありましたら、ぜひ協力させ
ていただきたいと思います。その時は、ご遠
慮なくお声をかけてください。 
 
JGSの場合、[気遣いの表現]も多く、積極的に代案を提示している。JGSの中には、JG
では、｢協力できる可能性は０に近い場合｣だったのが、JGS宛ての Eメールでは、自分の
代わりに紹介できそうな人を探して連絡すると提示しており、｢自分はできないが、代わり
に他の人が紹介できそうな場合｣に変わっている例があった(JGS9、JGS10)。これは、相
手との｢人間関係｣に対する認識の変化によって、協力できる可能性の高低も変わり、[代案
提示]の面でもより積極的になる場合と考えられる。 
 
Eメールの構成と表現（終了部：⑦結び） 
 JG JGS 
・今回は、本当に申し訳ございませんでした。 ・今回はごめんなさい。ではね。 
・[詫び](今回は申し訳ないです)では、また。 
・[詫び](お役に立てなくて申し訳ございません
でした)それでは、来週○○で。 
・[詫び](すぐにお役にたてなくて申し訳ないで
す)今はこんな状況なのですが…。どうすれば
よいか、またご連絡いただけますか。それで
はまた。 
・[詫び](すぐに力になれなくてごめんね)どう
したらいいか、また連絡ください。ではまた。 
・ほんとにごめんね。見付かり次第連絡します。
ではまた。 
・それでは、申し訳ありませんが、よろしくお
願いいたします。 
・それでは、よろしくお願いいたします。 
・よろしくお願いします！ 
・どうでしょう？（代案提示のことについて聞
く、筆者補足） 
⑦
結
び 
・では，次お会いできるのは○○の○○でしょ
うか。楽しみにしています。 
・では、また○○で。 
・じゃあまたねー。 
・ほなまたね。暇があったら最近どうしとんか
教えてな～( ^ v ^ ) 
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・まずはとりいそぎ。報告とお詫びまで 
・まずはとりいそぎ。 
・書くのめんどうだったら遠慮せず電話してね
～。まずはご報告まで・・ 
・それでは、お身体に気をつけてください。 ・じゃ、体に気をつけて夏を乗り切ってね。私
も修論がんばるね。 
 
なし ・じゃ、また時間があったら連絡して。たまに
はおいしいものでも食べに行こうよ！根詰
めて勉強しているとよくないよ。では、また。 
・それでは、また近いうちに会って研究につい
ていろいろ聞かせてください。 
・ではでは、また連絡します。その調査が終わ
ったら、遊びに行きましょう！！！ 
 
JGSでは、本題とは関係ない内容として｢食事の誘い｣や｢相手の健康を祈ることば｣など、
[気遣いの表現]が多く見られる。親しい相手の方が、自分の意思をはっきり、ストレート
に伝えても理解してくれると思い、本題の部分は短くはっきり表明している反面、｢食事の
誘い｣や｢相手の健康を祈ることば｣などの[気遣いの表現]を付け加えることで、断りによっ
て害してしまった相手の心情の部分を補おうとしているのではないかと思われる。 
 
Eメールの構成と表現（終了部：⑦署名） 
 JG JGS 
・なし 
・(苗字：カタカナ)  
・(名前：ひらがな) 
・(名前の一文字：漢字) 
・(フルネーム：漢字) 
・(フルネーム：ひらがな) 
⑧
署
名 
・(フルネーム：漢字) 
・おねえちゃんでした。 
 
 宛先(①)と同様に JGSの方が表現のバリエーションが多く見られる。 
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第２節 韓国人日本語学習者による「断り」のＥメール 
 
１．はじめに 
 
以下の内容では、まだ親密な関係が形成されていない相手に対する｢断り｣で、韓国人日
本語学習者による、日本語における｢断り｣(検証資料②)をもとに、以下の 3 点を中心に分
析・考察していく。 
 
(１) どのような要素によって構成されているのか。 
(２) その要素は、全体の展開においてどのように位置づけられるのか。 
(３) 各要素はどのような順序で、相互にどのような関係にあるのか。 
 
本稿では、Ｅメールにおける｢断り｣の展開を大きく、｢開始部｣｢本題｣｢終了部｣という３
つの段階に分けており、①宛先、②送信者、③挨拶、④断りの前置き、⑤断りの表明、⑥
断りの結び、⑦結び、⑧署名、というような構成になっていると捉えている。Ｅメールの
本文の中では、便宜的に番号で略して表示することにする。また展開は、<開始部⇒本題⇒
終了部>のように｢⇒｣とし、各段階で見られる内容は、[詫び]→[断り]のように｢→｣で表示
する。 
 
２．まだ親密な関係が形成されていない相手に対する「断り」 
 
韓国人日本語学習者による、まだ親密な関係が形成されていない相手に対する｢断り｣(検
証資料②)を分析した結果、Eメールの内容は、｢断り主体｣が｢依頼主体｣の依頼を引き受け
る可能性の高低によって、以下のように分けられた。 
 
(１) 不可能を示す「断り」 
 ① 協力する可能性が０に近い場合 
 ② 自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合 
(２) 条件変更が可能な「断り」 
 ① 再依頼されたら、協力できそうな場合 
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  ② 条件を変えることで、協力できそうな場合 
 
本稿では、｢断り主体｣の Eメールを上記のように４つに分けて、内容の構成と、その順
序、そこに現れている表現を中心に分析していく。 
 
２．１ 不可能を示す「断り」 
２．１．１ 協力する可能性が０に近い場合 
(１) 資料 17 JI17⇔KG4 
資料 17は、｢依頼主体｣(以下、JI17)と、｢断り主体｣(以下、KG4)の Eメールのやりとり
で、JI17と KG４は、ゼミは違うが、同じ大学院の先輩・後輩の関係である。 
JI17 は、KG４より先輩で、KG4 のことを、｢相手の調査に一度協力したことがあり、
そのときに少し話したことがある。話しやすそうな人だという良い印象は持っているが、
親しいとは認識していない相手｣と述べている。また、自分の依頼内容について、以前相手
の調査に協力したということから、自分の依頼を引き受けてくれる可能性が高くなってい
るとは思うが、相手の状況を考えると、断れる可能性もあると思ったそうである。次表は、
JI17の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI17の「依頼」のＥメール（JI17⇒ＫG4） 
From: JI17 To: KG4 
Subject: ○○(指導教授の苗字：漢字)研の JI17(苗字：漢字)です。お願いがあって・・。  
Date: Fri, 22 Aug 2003 00:31:18 +0900 
KG4(苗字：カタカナ)さん 
 
ご無沙汰しています。○○(指導教授の苗字：漢字)研の JI17(フルネーム：漢字)です。  
お休み中、突然で申し訳ないのですが、お願いしたいことがあって、 メール致しました。  
 
お願いしたいことというのは、私がこれから書く論文のための調査に  
御協力いただけないかということなんです。  
修論自体は提出したのですが、いくつかの研究誌に投稿するため、  
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修論の延長のような調査を行わなければならなくなりました。  
具体的には、日本語学習者がロールプレイをしているビデオが既にあるのですが、 
それを日本語非母語話者の方に見ていただいて、  
「その場や人間関係に適切なコミュニケーションを行っているか」  
という観点で、気がついたことを自由にコメントしていただくという調査です。  
修論では日本語母語話者に調査をお願いしたのですが、  
今回は日本語非母語話者の方にお願いすることになりました。  
自分の研究室の留学生の方にも声をかけてはいるのですが、  
なかなかうまくいかなくて・・。  
 
調査の場所は大学の○○研究室、時間は約２時間を予定しています。  
投稿の締め切りが 9月中旬のため、調査自体は 8月中に終えたいと思っているのですが・・。  
御自身の研究でお忙しいところ、本当に申し訳ないのですが、  
御協力お願いできないでしょうか。  
よろしくお願い致します。  
 
----  
○○大学大学院○○○科 M2  
○○研究室  
JI17(フルネーム：漢字)／(フルネーム：英語) 
E-mail: メールアドレス 
携帯: 電話番号 
 
次は、JI17の Eメールに対する KG4の理解である。 
KG4は、｢依頼主体｣と同じ大学院の後輩(半年)で年上(3歳)である。相手のことについ
て、｢初対面ではない。調査の協力をしてもらったことがあるので好意をもっている｣と認
識している。また、｢依頼主体｣の依頼は、依頼を引き受ける必然性が高いと思っており、
断ることにかなり負担を感じたそうである。次表は、KG4の｢断り｣のＥメールである。 
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KG4の「断り」のＥメール（KG４⇒JI17、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: KG4 To: JI17 
Subject: 申し訳ございません Date: Tue, 26 Aug 2003 13:18:55 +0900 
  
JI17(苗字：漢字)さん  
 
こんにちは。  
KG4(苗字：カタカナ)です。  
 
先日、修論のデータのご協力を有難うございました。  
合宿から帰ってきて、最終のレポートが 18 日にまであったのですが、それが
終わってから気が抜けてしまったというか、修論のことは心配ばかりで、何も
やる気がないでいます。  
 
という私ですが、JI17(苗字：漢字)さんのほうは、修論の調査の延長というこ
とですね。  
メールを拝見いたしました。  
とても羨ましく思いました。  
開始部 
① 
③ 
② 
 
③ 
 
 
メールの確認が遅れ、返事が遅くなりまして申し訳ありません。  
実は、従妹が韓国から来ていまして、３日間旅行をして只今、帰ってきたばか
りです。  
いつも遊んでばかりしていますが、８月中には、従妹の世話をするしかないか
なと思っています。８月の３１日にはソウルに戻られるのですが、日本にいる
間、大阪にいる友達に会いたいと言っています。彼女の友達の都合もあって、
まだ日にちとかは決めていませんが、今週あたりですよね。まだ予定だけの話
ですが、彼女にとって日本ははじめてなので、一人で行かせるのは、私もちょ
っと不安で心細くて・・・。  
 
JI17(苗字：漢字)さんの調査に協力できればと思っていますが、８月中には少
本題 
④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 
 
[事情説明] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[願望] 
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し難しいかもしれません。また、９月 11 日には、大学（出身校）の卒業生の
集いを企画しています。そのため、10 日までは色んな準備をしなければなら
ない状況で・・・、本当に申し訳ございません。  
 
「○○○」という JI17(苗字：漢字)さんの調査は、観察者の立場としても、
とても面白いと思いました。  
今回は本当に申し訳ございませんが、次回、まだ機会がありましたら、ぜひ声
かけてください。  
JI17(苗字：漢字)さんの調査には、微力ながら協力できればと思っています。  
 
 
 
 
⑥ 
[断り] 
 
[詫び] 
 
[気遣いの
表現] 
 
[詫び] 
[次回の約
束] 
 
○○年○月○日  
KG4(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
終了部 
 
⑧ 
 
 
 
本題の内容の順序は、<[事情説明]→[願望]→[断り]→[詫び]→[気遣いの表現]→[詫び]
→[次回の約束]>のようになっている。KG4 は、メールの返信が遅れた理由を説明しなが
ら、それを自分のおかれた状況の説明につなげて、その後、断りの表明(⑤)をしている。[事
情説明]が細かく非常に長く書かれており、自分の状況を理解してもらおうとしていること
がうかがえる。これには、以前｢依頼主体｣に調査の協力をしてもらったことも関わってい
るのではないかと思われる。また相手の依頼を断った後、｢依頼主体｣の論文に対する共感
を示す[気遣いの表現]が見られた。｢です・ます体｣がベースになっており、[詫び]の部分で
は、返信が送れたことに対しては｢申し訳ありません｣を、｢断り｣と関連しては｢申し訳ござ
いません」を使い分けているように見える。協力する可能性が 0に近いということもあり、
断りの結び(⑥)では、[次回の約束]が見られる。 
 
(２) 資料 18 JI18⇔KG5 
資料 18は、｢依頼主体｣ (以下、JI18)と、｢断り主体｣(以下、KG5)の Eメールのやりと
りで、JI8と KG5は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI18 は、KG5 より後輩で、KG５のことを、｢ゼミの先輩で、忙しい指導教官に代わっ
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て直接指導をしてくださっている、頼りになる先輩｣と認識している。また、自分の依頼内
容について、引き受けてもらう可能性が低いと予想していたため、KG5は断りやすいだろ
うと思ったそうである。次表は、JI18の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI18の「依頼」のＥメール（JI18⇒ＫG5） 
From: JI18 To: KG5  Subject: お願い  Date: Sun, 17 Aug 2003 14:53:17 +0000 
KG5(苗字：カタカナ)さま 
 
 ご無沙汰しております。さっぱり、夏らしくないというか、過ごしやすく快適な夏休み、いかがお過
ごしでしょうか。  
 以前ご連絡いただいていた送別会は、出欠のお返事すら申し上げず、大変失礼致しました。突然、実
家の者が癌で入院することになり、動転のあまり、すっかり KG5(苗字：カタカナ)さんへのお返事を失
念しておりました。おかげさまで、幸いその後事なきを得、今は私も安心して日々のアルバイトに精を
出しております。  
   
 さて、今日メールさせていただいたのは、お願いがあってのことなのです。  
 
 あのう、唐突ですが、KG5(苗字：カタカナ)さん、日本語学校に在籍している中国人学習者にお知り
あいはいらっしゃいませんでしょうか。  
 というのは、演習の時に聞いていただいた通り、私の研究テーマは「中国人就学生のネットワーク」
でして、その調査に協力してくださる方を探しているのです。  
できれば１、２ヶ月に一度、２時間ずつくらい会って、お話を聞かせてくださる中国人就学生にお心当
たりがあれば、ご紹介いただけないでしょうか。  
 ８月も半ばに入り、合宿が近づいてきたので、「なにかやらにゃあ」とあせっているのですが、いかん
せん、私一人があせっても肝心の調査協力者が集まらなければお話にならないので、困っています。突
然の不躾なお願いで心苦しいのですが、KG5(苗字：カタカナ)さんなら顔も広いし、あるいはどなたか
ご存知かもと思い、相談させていただくことに致しました。もちろん、どなたか、たまたまご存知で、
しかも、ご紹介いただけるぐらい親しい方がいらっしゃれば、のお話で結構です。ほかにも、ゼミの諸
先輩の方々にも伺ってみようと思っています。  
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 毎度毎度、KG5(苗字：カタカナ)さんには甘えたり頼ったりしてばかりで本当に申し訳ないのですが、
これに懲りず、今後とも何卒、お見捨てなきよう、よろしくお願いいたします。  
 
   ○期生 JI18(フルネーム：漢字) 
 
追伸：韓国語の授業の方はいかがですか？  
   また、是非お話聞かせてください。  
 
次は、JI18の Eメールに対する KG5の理解である。 
KG5は、「依頼主体」と同じゼミの先輩(2年)で年下(7歳)である。相手のことについて、
｢親疎関係の程度(親が 10で、疎が１としたら)私と相手の場合は 5～6の程度。関係性は、
完全に私的でも公的でもない中間的性向で、持続性は、今後少なくとも一定期間持続性が
求められる関係｣と認識している。｢依頼主体｣の依頼について、それを引き受ける可能性が
ほとんどないと思いつつも、｢もしかしたら？｣とも思っているが、断る十分な理由がある
ため、断るのにあまり負担を感じなかったそうである。次表は、KG5の｢断り｣のＥメール
である。 
 
KG5の「断り」のＥメール（KG5⇒JI18、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: KG5 To: JI18  
Subject: Re) お願い    Date: Fri, 22 Aug 2003 16:19:56 +0900 
  
JI18(苗字：漢字)様  
 
7月のゼミ以来、大変ご無沙汰しております。梅雨明けとなり、大変蒸し暑く
なりましたが、その間、如何お過ごしでしたか。  
 
先日は、メールを頂き、大変ありがとうございました。返事が遅くなってしま
い、ご迷惑をおかけ致しました。心よりお詫び申し上げます。実は私事ですが、
先週引越をしまして、引越の準備から荷物の整理まで予想以上時間と体力を消
耗してしまったのです。自宅でメールを読めない環境であるため、学校に行か
開始部 
① 
③ 
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なければいけなかったのですが、引越でバタバタしていたら学校にも行けず、
お盆休みとなってしまいました。 
 
さて、メールを頂いた中国人日本語学習者の件ですが、実は自分の場合、ご存
知の通り、日本滞在が未だ短いほうであり、日本語学校で勉強した経験があり
ません。そのため、国籍を問わず、日本語学校に在学中の知り合いが全く居な
いのです。  
 
ゼミでも研究計画を伺っており、大変独自性と展開性のある JI18(苗字：漢字)
さんの御研究に少しでもお役に立てるのであれば、私にもこれ以上ない嬉しい
ことでありますが、この件に関しましては、ご期待にお応えすることが不可能
であると思われます。せっかくお話を頂いたのにも関わらず、実際には何もお
手伝いできなくて、本当にごめんなざい。  
 
私の直接知り合いは居ませんので、とりあえず友人や知人にも声をかけてみま
すが、現時点として確実にお答えできることができないと思います。また他の
ことで、私に何かできることが御ありでしたら、いつでも遠慮なさらずお気軽
にお声をかけて頂けたらと思います。  
本題 
④ 
 
 
 
 
 
 
⑤ 
 
 
 
⑥ 
 
[事情説明] 
 
 
 
 
 
[願望] 
 
[断り] 
[詫び] 
 
[次回の約
束] 
 
 
 
今回は何もお役に立てることができませんでしたが、JI18(苗字：漢字)さんの
更なるご健闘を心よりお祈り申し上げます。では、またお会いできることを楽
しみにしております。猛暑の中、お体にお気をつけながら、頑張って下さい。
陰ながら応援しております。  
 
D1 KG5(フルネーム：漢字) 
終了部 
⑦ 
 
 
 
 
⑧ 
 
[気遣いの
表現] 
 
本題の内容の順序は、<[事情説明]→[願望]→[断り]→[詫び]→[次回の約束]→[気遣いの表
現]>のようになっている。KG4と同様にメールの返信が遅れた理由を説明しながら、それ
を自分のおかれた状況の説明につなげて、その後、断りの表明(⑤)をしている。[事情説明]
が細かく非常に長く書かれており、これは自分の状況を相手に理解してもらおうとしてい
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ると思われる。断りの結び(⑥)では、[次回の約束]とともに自分の代わりになれる人を探し
てみるという内容も書いてある。しかし、確実にできるということではないため、[代案提
示]とは思えない.内容も堅苦しい表現が多く、文末表現でも非常に敬度の高い表現を使っ
ている。署名の部分でも、｢D1 KG5(フルネーム：漢字)｣のようになっており、ここから
も KG5 が｢依頼主体｣との人間関係をどう認識しているかがうかがえるのではないだろう
か。 
 
(３) 資料 19 JI19⇔KG6 
資料 19は、｢依頼主体｣(以下、JI19)と、｢断り主体｣(以下、KG6)の Eメールのやりとり
で、JI19と KG６は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI19 は、KG６より先輩で、KG6 のことを、｢授業以外のことでおしゃべりしたいとい
う時間を持った人ではないので、私の中ではあまり親しくはないと思っている相手｣と認識
している。また、自分の依頼内容について、一回目でダメじゃなく、相手は依頼内容を見
せてくださいといって、決めるのではと思ったそうである。次表は、JI19 の｢依頼｣の E
メールである。 
 
J19の「依頼」のＥメール（JI19⇒ＫG6） 
From: JI19 To: KG6 Subject: お願いです。 Date: Sat, 24 May 2003 20:18:50 +0000 
KG6(苗字：漢字)さん  
 
こんばんは。  
突然のメール、ごめんなさい。  
 
お願いしたいことがあり、メールしました。  
実は、先日、データ取りをしたのですが  
その際の韓国語の翻訳をお願いしたいのですが・・・  
（母語話者の方からの正確さを期したいと思い）  
 
学習者の方が、時々使った韓国語の文字と音声で  
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量としては、そんなに多くはありません。  
 
非常に個人的なことで申し訳ないのですが、  
もし、よろしければお返事下さい。  
よろしくお願いします。  
 
他、疑問等ありましたら、ご連絡下さい。  
 
○期・JI19(フルネーム：漢字) 
 
次は、JI19の Eメールに対する KG6の理解である。 
KG6は、「依頼主体」と同じゼミの後輩(半年)で年下(5歳)である。相手のことについて、
｢そんなには親しくないけれど、たまには顔を合わせている先輩だと認識している。普通の
会話では｢です・ます体｣を使っている。同じ研究室の先輩であり、親しく感じているが、
まだたくさん話したことがないため、JI19さんに対して、もっと知りたい」と思っている。
｢依頼主体｣の依頼は、｢すごく緊急なことならやらなければいけないけれど、この程度の内
容なら、自分ができない場合断ってもいいくらいだと感じていた｣と FUIで述べており、
相手との関係のことを気にして、断ることに負担を感じたそうである。次表は、KG6の｢断
り｣のＥメールである。 
 
KG6の「断り」のＥメール（KG6⇒JI19、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: KG6 To: JI19 
Subject: Re:お願いです。Date: Sun, 25 May 2003 12:20:00 +0000 
 
 
JI19(苗字：漢字)さん  
 
こんにちは。  
メールありがとうございました。  
開始部 
① 
③ 
 
 
[気遣いの
表現] 
私ができることなら、役に立ちたいと思いますが、  
最近授業のレポートが重なってしまい、あまり  
本題 
④ 
[願望] 
[事情説明] 
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時間がなさそうです．．．本当にごめんなさい。  
後でまた翻訳のことが必要でしたら、声がけくださいね。  
その時は、ちゃんとやってみます。  
⑤ 
⑥ 
[断り] 
[詫び] 
[次回の約
束] 
それじゃ、また。  
 
KG6(名前：漢字)  
終了部 
⑦ 
⑧ 
 
 
 本題の内容の順序は、< [願望]→[事情説明]→[断り]→[詫び]→[次回の約束]>のようにな
っている。｢依頼主体｣との人間関係を意識しているというコメントがあったが、全体的に
親しい関係の相手に送っているような Eメールになっている。KG6の Eメールでは、自
分の状況をはっきりストレートに伝えており、署名の⑧では、｢名前｣を書いている。 
 
(４) 資料 20 JI20⇔KG7 
資料 20は、｢依頼主体｣(以下、JI20)と、｢断り主体｣(以下、KG7)の Eメールのやりとり
で、JI20と KG７は、ゼミは違うが、同じ大学院の先輩・後輩の関係である。 
JI20 は、KG７より先輩で、KG７との関係について、｢あまり親しくないが、でも話し
たことはあるから、お願いしたらお願いできるだろうと思ったし、実際以前 KG7 さんか
ら一回頼まれたことがあって、それに協力したこともあるから。（お願いできるのではと思
った）｣と答えた。また、自分の依頼について、少し期待が大きかったようで、引き受けて
もらう可能性が高いだろうと思ったそうである。次表は、JI20 の｢依頼｣の E メールであ
る。 
 
JI20の「依頼」のＥメール（JI20⇒ＫG7） 
From: JI20  To: KG7  
Subject:調査協力のお願い<○○(指導教授の苗字：漢字)研 ○期生の JI20(苗字：漢字)です> 
Date: Wed, 3 Sep 2003 12:21:09 +0900  
KG7(苗字：漢字)様  
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突然のメールで、失礼いたします。  
○○○(研究室名)研究室、○期生の(フルネーム：漢字)と申します。  
先日（８月の終わり頃）、○階の○○○でお会いしたのですが、  
覚えていてくだされば、うれしく思います。  
<○(苗字：漢字)さんとお話しているところを、お邪魔しました・・・。> 
 
実は、お願いがあってメールをいたしました。  
私は、７月に修士論文を書き終わったのですが、  
今回、紀要にその論文を投稿することにいたしました。  
そこで、せっかくなので修士論文の内容から一歩踏み込んだ内容を盛り込めればと思い、  
そのために、追調査をしようと考えています。  
 
もし、KG7(苗字：漢字)さんのご都合がよろしければ、  
調査に協力していただけませんでしょうか。  
 
私は、修士論文で、韓国語母語話者と○○語母語話者の中級学習者を対象に、  
○年間、「○○○○の習得」について○○的に調査しました。  
その調査で学習者に数回ロールプレイをしてもらったのですが、  
KG7(苗字：漢字)さんに、その学習者のロールプレイのビデオを見てもらって、  
韓国語話者としての意見をいただけたらと思っています。  
 
２時間ぐらいかかる調査になってしまいそうで、  
修士論文でお忙しい時期に、本当に申し訳ないのですが、  
お願いできる韓国語母語話者の方が少なく、困っています。  
 
調査時期としては、９月中（できれば半ば頃）に行ないたいと考えているのですが、  
日時は KG7(苗字：漢字)さんのご都合に合わせて、調整いたします。  
１０月末締め切りの紀要へ投稿したいと思っているので、  
調査の時期が急になってしまい、すみません。  
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もし、ご都合がつくようで、協力していただけるならば、 ご連絡いただけますか？  
本当に、突然、勝手なメールを送ってしまい、申し訳なく思っています。  
どうぞ、よろしくお願いいたします。  
 
                   JI20(フルネーム：漢字) 
     電話番号 
                     メールアドレス 
 
次は、JI１20の Eメールに対する KG7の理解である。 
KG7は、｢依頼主体｣と同じ大学院の後輩(半年)で年上(8歳)である。相手のことについて、
｢ただ、学校の知り合い。3～４回ぐらいしか話してない。だが、遠く感じられないし、会
ったら話せる人、特に距離感を感じられる相手ではない｣と認識している。また、｢依頼主
体」の依頼は、時期さえ合えば当然引き受けられると思っており、断ることに非常に負担
を感じたそうである。次表は、KG7の｢断り｣のＥメールである。 
 
KG7 の「断り」のＥメール（KG7⇒JI20、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: KG7 To: JI20 Subject: 調査協力の件  
Date: Wed, 03 Sep 2003 17:44:19 +0900 
 
 
JI20(苗字：漢字)様 今日は！  
 
○○(指導教授の苗字：漢字)研究室の KG7(フルネーム：漢字)です。  
勿論覚えてますよ。若くてきれいな方でしだよね＾＾  
面接はどうでしだか。  
JI20(苗字：漢字)さん はきっといい先生になるに違いないと思います。 
開始部 
①③ 
② 
 
 
 
 
 
[気遣いの
表現] 
 
さて、調査協力の件なんですが、本当に申し訳ございません。  
実は私来週の月曜日に国へ帰るつもりなので、しばらくの間日本にいないと思
います。  
本題 
⑤ 
 
 
 
[詫び] 
[事情説明] 
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そして日本に戻ってくるのが 9月の末頃になると思います。  
そうすると締め切りには間に合わないですよね。  
今週はあいてるのはあいてますが、いろんな準備とかで忙しくて。。。。  
本当に申し訳ございません。  
今度また何かありましたらそのときは是非つかわさせて頂きたいと思います。  
 
 
 
 
⑥ 
 
 
 
[詫び] 
[次回の約
束] 
こちらこそ役に立てられなくて本当にごめんなさい。                        
KG7(フルネーム：漢字) 
⑦ 
⑧ 
[詫び]
 
 本題の内容の順序は、<[詫び]→[事情説明]→[詫び]→[次回の約束]>のようになってい
る。[事情説明]前後に何回も謝っており、[詫び]では、「本当に申し訳ございません」が見
られる。KG7 の E メールでは、開始部で｢JI20(苗字：漢字)様 今日は！｣と書いている
一方、本題部分で「さて、調査協力の件なんですが」、｢あいてるのはあいてますが」、｢是
非つかわさせていただきたい｣のような表現が見られた。このように、文章的で硬い表現と
ともに、会話的な表現も使われているのが、印象的であった。 
 
(５) 資料 21 JI21⇔KG8 
資料 21は、｢依頼主体｣(以下、JI21)と、｢断り主体｣(以下、KG8)の Eメールのやりとり
で、JI21と KG8はお互いに友人の友人の関係である。 
JI21は、KG8のことを、｢友人の友人でめったに会うことは無いが、好意を持っている。
年齢は上であるが、近く、親しみのもてる人｣と認識している。また、自分の依頼内容につ
いて、断られる可能性が高いと思ったそうである。次表は、JI21 の｢依頼｣の E メールで
ある。 
 
JI21の「依頼」のＥメール（JI21⇒ＫG8） 
From: JI21 To: KG8 Subject:お願いです。Date: Wed, 3 Sep 2003 23:15:23 +0900  
KG8(名前：ひらがな)さん 
 
突然のメール、許してください。  
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○○○研究科の JI21(フルネーム：漢字)です。私のこと、わかりますか？  
同じ○○○研究科で一緒に勉強していた○○○(フルネーム：カタカナ)さんの友人です。  
 
実は今日は KG8(名前：ひらがな)さんにお願いがあってメールさせてもらっています。  
なんだか初めて出すメールがお願いのメールで大変申し訳ないのですが、  
私の調査に協力していただけないでしょうか。  
内容は、韓国語の文を読んで、  
それらがどの程度自然かというものを母語話者の直感で判断するもので、  
あまり時間はかかりません。  
なるべく多くの韓国語母語話者の方にお願いできればと思っています。  
そこで、お忙しいとは思うのですが、どうか、協力していただけないでしょうか。  
 
ご連絡お待ちしております。  
 
JI21(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
 
次は、JI21の Eメールに対する KG8の理解である。 
KG8は、｢依頼主体｣より年上(1歳)である。相手のことについて、｢友達の友達、つまり
私の友達ではないので親密な関係ではない」｣認識している。また｢依頼主体｣の依頼につい
て、依頼した本人は友達ではないが、紹介した友達の立場を考えて、できれば依頼に応じ
ようとしていたと述べた。相手に悪いと思い、断ることに負担を感じたそうである。次表
は、KG8の｢断り｣のＥメールである。 
 
KG8の「断り」のＥメール（KG8⇒JI21、下線は筆者） 
構成 構成要素 
From: KG8 To: JI21 Subject: Re: KG8(名前：ひらがな)です 
Sent: Friday, September 05, 2003 11:56 AM 
  
JI21(名前：漢字)さん  
 
開始部 
① 
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お久しぶりです。  
JI21(名前：漢字)さんのことは勿論覚えています。元気そうで何よりですね。  
メールの返事が送れて申し訳ございません。論文の締め切りが  
昨日までだったので、この一週間はメールのチェックもできませんでした。  
③ 
 
調査の件ですが、実は私、明日には学会に参加するために韓国に行くので、  
その準備で時間的にも精神的にも余裕がありません。  
大変申し訳ございませんが、今回の依頼には協力すること  
ができないと思います。どうかご理解をお願いします。  
また、後日何かありましたら連絡ください。そのときには是非  
協力したいと思います。 
本題 
④ 
⑤ 
 
⑥ 
[事情説明] 
 
[詫び] 
[断り] 
[次回の約
束] 
 
厳しい残暑が続いています。体調をくずさないよう、くれぐれ  
もご自愛くさい。  
とり急ぎご返事まで。  
 
KG8(フルネーム：かたかな) 
 <相手からのメール（依頼の Eメール）の添付有り＞  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
KG8(フルネーム：漢字)<(フルネーム：カタカナ)> 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
終了部 
⑦ 
 
 
 
⑧ 
 
[気遣いの
表現] 
 
 
 
 本題の内容の順序は、<[事情説明]→[詫び]→[断り]→[次回の約束]>のようになってい
る。KG8は断ることに対する負担を感じていたとコメントしたが、Eメールの内容を見る
と、自分が置かれた状況をしっかり伝えながら、断っており、自分の意思を淡々と伝えて
いるように見える。しかし[次回の約束]だけで終わるのではなく、Eメールの結び(⑦)では、
｢相手の健康を祈ることば｣([気遣いの表現])を付け加えている。また[詫び]には、｢申し訳ご
ざいません」が使われており、宛先(①)が、｢(名前：漢字)さん｣になっている。「依頼主体」
(JI21)の宛先の部分を確認してみた結果、｢(名前：ひらがな)さん｣になっており、相手に合
わせて、KG8 も｢(名前：漢字)さん｣のように書いたのではないかと思われる。[詫び]の部
分以外は、文体に関しては、｢です・ます体｣がベースになっている。 
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(６) 資料 22 JI22⇔KG9 
資料 22は、｢依頼主体｣(以下、JI22)と、｢断り主体｣(以下、KG9)の Eメールのやりとり
で、JI22と KG9は会社関係のことで会って、少し話したことがある関係である。 
JI22 は、KG9 のことを、｢知り合ったばかりの仲の相手｣と認識している。また、自分
の依頼内容について、まだ知り合ったばかりということもあり、依頼内容は少々個人的す
ぎたということから、引き受けてもらう可能性は半々だろうと思ったそうである。次表は、
JI22の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI22の「依頼」のＥメール（JI22⇒ＫG9） 
From: JI22 To: KG9  
Subject: ○(調査者の苗字：カタカナ)の調査  Date: Tue, 09 Sep 2003 13:45:48 +0000  
KG9(苗字：漢字)様  
 
こんにちは。お世話になっております。今回、メールをお送りしましたのは、現在大学で行っている研
究へのご協力をお願い申し上げたいと思ったからです。  
 
研究と申しますのは、在日・訪日外国人の日本・日本人に対する意識調査です。私は、○○大学○○○
学部○○学科で異文化研究を行っております。昨年、アメリカへ一年間留学したのですが、私自身、ア
メリカという国・人への固定観念を何度も打ち破られる、又は、固定観念はあながち間違っていなかっ
たと感じることが多々ありました。そして、今、日本に帰国してみて、日本にいる外国人の方々は、日
本・日本人に対してどのような感情・理解を抱いているのかということに興味を持つようになりました。  
 
先日、日本での生活の長い KG9(苗字：漢字)さんにお会いし、是非お話を伺いたいと思いました。この
ようなメールをお送りするのは初めてとなり、突然のことでお驚きのことかと思います。本来ならば、
足をお運びするべきなのですが、この研究発表の期日が１ヶ月と迫っておりますので、恐縮ですがメー
ルでお願いする運びとなりました。ご協力頂けますでしょうか？  
 
ご協力頂けるようでしたら、詳細をお送りいたします。お忙しい中申し訳ありませんが、よろしくお願
い致します。  
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JI22(フルネーム：漢字) 
 
次は、JI22の Eメールに対する KG9の理解である。 
KG9は、｢依頼主体｣より年上(9歳)である。相手のことについて、｢知ったばかりで何と
も言えないが、ただの知り合い｣と認識している。また、｢依頼主体｣の依頼について、時期
さえ合えば引き受けたいと思っており、断ることに非常に負担を感じたそうである。 
次表は、KG9の｢断り｣のＥメールである。 
 
KG9の「断り」のＥメール（KG9⇒JI22、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: KG9 To: JI22 Subject: （件名なし） 
Date: Wed, 10 Sep 2003 13:36:56 +0900 (JST) 
  
JI22(名前：漢字)さん、こんにちは！  
いかがお過ごしてますか、色々忙しそうですね、  
卒業論文もあるし、就職活動もあるし、でも、JI22(名前：漢字)さんは  
最善を尽くして行きそうですね。  
開始部 
① 
③ 
 
 
[気遣いの
表現] 
私も一日一日頑張らなきゃならないですか、学校の作品が  
なかなかうまくいかないですね、  
 
それで、本当にすみませんですが、最近学校の課題が結構  
大きい課題が出て心と時間の余裕がないのです。  
せっかく、頼まれたんですが、  
JI22(名前：漢字)さんに協力に成れなくてごめんなさい。  
でも、今度時間を合わせて食事でもしませんか。  
本題 
④ 
 
⑤ 
 
 
 
⑥ 
[事情説明] 
 
 
[詫び] 
[事情説明] 
 
[詫び] 
[気遣いの
表現] 
それでは、お元気にしてください。 
終了部 
⑦ 
 
 
 本題の内容の順序は、<[事情説明]→[詫び]→[事情説明]→[詫び]→[気遣いの表現]>の
ようになっている。「依頼主体」を誉め([気遣いの表現])ながら、それを[事情説明]につな
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げて、断っていることが分かる。断りの結び(⑥)には[次回の約束]ではなく、｢食事の誘い｣
([気遣いの表現])がきており、Eメールの結び(⑦)では、｢相手の健康を祈ることば｣([気遣
いの表現])を付け加えている。JG8と同様に、宛先(①)が｢(名前：漢字)さん｣になっている
のが、印象的である。そこで｢依頼主体｣(JI22)の宛先の部分を確認してみた結果、｢(苗字：
漢字)様｣になっていた。文体については、相手への [詫び]の部分以外は、｢です・ます体」
がベースになっている。 
 
(７) 資料 25 JI25⇔KG12 
資料 25は、｢依頼主体｣(以下、JI25)と、｢断り主体｣(以下、KG12)の Eメールのやりと
りで、JI25と KG12は、ゼミは違うが、同じ大学院の同期である。 
JI25は、KG12のことを、｢大学院の同期として親しい関係の相手｣と認識している。ま
た、自分の依頼内容について、引き受けてもらう可能性が高いと思っており、相手の事情
が許せば引き受けてくれるだろうと思ったそうである。次表は、JI25 の｢依頼｣の E メー
ルである。 
 
JI25の「依頼」のＥメール（JI25⇒ＫG12） 
From: JI25 To: KG12  Subject: お願い Date: Wed, 10 Sep 2003 00:39:45 +0900  
KG12(名前：カタカナ)さま 
 
JI25(苗字：漢字)です。  
御無沙汰しましたが、お元気ですか？  
もう韓国からはお帰りになっているのでしょうか？  
ご家族と楽しい夏休みをお過ごしになったことと思います。  
 
私は８月中はなんだかんだと忙しく、９月になって子どもが学校に行ってしまったので、 
やっと少しホッとした所です。いよいよ秋学期もすぐ始まりますね。  
それで、ちょっとお願いしたいことがあってメールを書いています。  
 
私の研究テーマである「○○」に関して、日本人と留学生の対照的な意識調査を行ってみたいと計画し
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ています。いろいろお忙しいところ恐縮なのですが、できれば KG12(名前：カタカナ)さんにも協力し
ていただけないかと考えました。  
調査の方法は対面での口頭質問に回答してもらう…というものです。  
時間は２０分程度になると思います。  
収集したデータは、もちろん個人名などを特定できないように統計処理して修士論文と、 
その関連研究だけに使うつもりでおります。  
 
教務の方から、秋学期の履修についてメールが来ていましたが、来週中に大学にいらっしゃる予定があ
りますか？ もし、成績等取りにいらっしゃるついでがあったら、その時に少しお時間を頂きたいのです
が…。 突然の勝手なお願いですが、承知していただけたら本当に嬉しいです。  
 
では、お返事をお待ち致します。  
 
_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/  
JI25(フルネーム：漢字) 
E-mail      メールアドレス 
tel&fax      電話番号 
 
次は、JI25の Eメールに対する KG12の理解である。 
KG12は、｢依頼主体｣と大学院の同期で年下(14歳)である。相手のことについて、｢年上
の親しい同僚だと思っているが、相手は、メールだから、またお願いのメールだから、あ
らたまりと丁寧さが感じられた｣と述べた。また、｢依頼主体｣の依頼は、時期さえ合えば引
き受ける可能性が高いと思っており、断ることにかなり負担を感じたそうである。次表は、
KG12の｢断り｣のＥメールである。 
 
KG12の「断り」のＥメール（KG12⇒JI25、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: KG12 To: JI25  
Sent: Tuesday, September 16, 2003 2:31 AM  Subject: 件名なし 
  
JI25(フルネーム：漢字)さま  
開始部 
 
 158 
 
KG12(名前：カタカナ)です。  
メールありがとうございます。ⓐ私はおかげさまで元気です。  
今韓国で楽しい夏休みを過ごしておりますが、勉強は全然していないので、秋
学期が始まることを大変ⓑ怖がっております。^^  
JI25(苗字：漢字)さんは休みの間にも調査など、論文のこと、順調に進めてい
らっしゃるようで、  
本当にすばらしいと ⓒ 思われます。私もこれからは少し頑張りたいと思いま
す。 
① 
② 
③ 
 
 
 
 
 
 
 
[気遣いの
表現] 
 
それで、意識調査の件ですが、私は９月２３日に日本へ帰ることになっていま
すので、 
 来週中には学校へ行けないと思います。JI25(苗字：漢字)さんの研究テーマ
である「○○○」に関しては、私も興味を持っておりますので、私でよければ、
是非、協力させていただきたいと思っておりますが、今回は時間の問題で少し
難しいと思います。大変申し訳ありません。でも、これから、また、何かあっ
たら、是非協力したいと思っておりますので、また声をかけてください。  
本題 
④ 
 
⑤ 
 
 
 
⑥ 
 
[事情説明] 
 
[断り] 
[気遣いの
表現] 
[願望] 
[断り] 
[詫び] 
[次回の約
束] 
それでは、残りの夏休みもお元気で楽しんでください。  
学校で JI25(苗字：漢字)さんに会うことを楽しみにしております。  
 
KG12(フルネーム：漢字)<（フルネーム：カタカナ）>  
終了部 
⑦ 
 
⑧ 
 
 
 本題の内容の順序は、<[事情説明]→[断り]→[気遣いの表現]→[願望]→[断り]→[詫び]→
[次回の約束]>のようになっている。本文の内容をみると、断りの前置き(④)と断りの表明
(⑤)は、短くなっており、断りの結び(⑥)が比較的長くなっていることが分かる。誉め、興
味示しなど[気遣いの表現]が韓国人日本語学習者のメールの中では多い方で、Eメールの
結び(⑦)では、｢相手の健康を祈ることば｣([気遣いの表現])を付け加えている。本文の中に
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は、ⓐⓑⓒのような表現の間違いも見られた。 
 
(８) まとめ（協力する可能性が０に近い場合） 
韓国人日本語学習者による、まだ親密な関係が形成されていない相手に対する｢断り｣の
中で、協力する可能性が 0に近い場合は、KG4、KG5、KG6、KG7、KG8、KG9、KG12
の｢断り｣のＥメールであった。Eメールの展開と構成、表現をまとめると、以下の通りで
ある。 
 
【E メールの展開】 
 開始部 本題 終了部 
KG4  [事情説明]→[願望]→[断り]→[詫び]→[気遣いの表現]→[詫び]→[次回
の約束] 
 
KG5  [事情説明]→[願望]→[断り]→[詫び]→[次回の約束]→[気遣いの表現]  
KG6 [気遣い
の表現] 
[願望]→[事情説明]→[断り]→[詫び]→[次回の約束]  
KG7 [気遣い
の表現] 
[詫び]→[事情説明]→[詫び]→[次回の約束] [詫び] 
KG8  [事情説明]→[詫び]→[断り]→[次回の約束] [気遣い
の表現] 
KG9 [気遣い
の表現] 
[事情説明]→[詫び]→[事情説明]→[詫び]→[気遣いの表現]  
KG12 [気遣い
の表現] 
[事情説明]→[断り]→[気遣いの表現]→[願望]→[断り]→[詫び]→[次回の約
束] 
 
 
本題の内容の順序をみると、共通的に入っているのは、[事情説明]と[詫び]と[気遣いの
表現]で、KG9 以外は、[次回の約束]も見られる。全体的に<[事情説明]→[断り]or[詫び]>
のパターンが多く、特に KG４と KG5では、<[事情説明]→[願望]→[断り]→[詫び]→[次
回の約束]>のようなパターンになっている。 
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【本題の内容と表現】 
内容 表現 
・８月中には少し難しいかもしれません。 
・来週中には学校へ行けないと思います。(願望略)今回は時間の問題で少し難しい
と思います。 
・この件に関しましては、ご期待にお応えすることが不可能であると思われます。 
・今回の依頼には協力することができないと思います。どうかご理解をお願いしま
す。 
・あまり時間がなさそうです．．． 
・時間的にも精神的にも余裕がありません。 
[断り] 
・本当に申し訳ございません 
[事情説明] ・メールの確認が遅れ、返事が遅くなりまして申し訳ありません。実は、○○(事
情説明) 
[詫び] ・せっかくお話を頂いたのにも関わらず、実際には何もお手伝いできなくて、本当
にごめんなさい。  
・せっかく、頼まれたんですが、○○さんに協力に成れなくてごめんなさい。  
・本当にごめんなさい。 
・本当に申し訳ございません。 
・大変申し訳ありません。 
<本題の場合> 
・○○さんの調査に協力できればと思っていますが、 
・ゼミでも研究計画を伺っており、大変独自性と展開性のある○○さんの御研究に
少しでもお役に立てるのであれば、私にもこれ以上ない嬉しいことであります
が、 
・○○さんの研究テーマである「○○○」に関しては、私も興味を持っております
ので、私でよければ、是非、協力させていただきたいと思っておりますが、 
[願望] 
<結びの挨拶の場合>・こちらこそ役に立てられなくて本当にごめんなさい。 
[代案提示] なし 
[次回の約束] ・今回は本当に申し訳ございませんが、次回、まだ機会がありましたら、ぜひ声か
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けてください。○○さんの調査には、微力ながら協力できればと思っています。 
・後でまた翻訳のことが必要でしたら、声がけくださいね。その時 
は、ちゃんとやってみます。 
・今度また何かありましたらそのときは是非つかわさせて頂きたいと思います。 
・また、後日何かありましたら連絡ください。そのときには是非 
協力したいと思います。 
・これから、また、何かあったら、是非協力したいと思っておりますので、また声
をかけてください。 
[気遣いの表現] 食事の誘い、誉め、相手の健康を祈ることば 
 
【Ｅメールの構成と表現】（開始部） 
Eメールの構成 表現 
・(苗字：漢字)さん 
・(苗字：漢字)様 
・(フルネーム：漢字)さま 
①宛先 
・(名前：漢字)さん 
・(苗字：カタカナ)です。 ②送信者 
・(名前：カタカナ)です。 
・こんにちは。 
・メールありがとうございました。 
・メールありがとうございます・自分の安否・誉め 
・相手の安否 
・自分の安否 
・相手の安否・自分の安否・メールを拝見いたしました・[気遣い
の表現] 
・相手の安否・メールに対する感謝・返信が遅れたことのお詫び・
自分の安否 
・お久しぶりです。 
 
 
 
開
始
部 
③挨拶 
・相手の Eメール(挨拶)に書かれていた内容に対する反応、・誉め 
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｢Eメールの構成と表現｣の中で｢開始部｣をみると、宛先(①)の場合、JGの Eメールでは
見られなかった｢(名前：漢字)さん｣と｢(フルネーム：漢字)さま｣が見られる。また、開始
部の挨拶(③)では、｢こんにちは｣と｢相手の安否」・「自分の安否」が入っている場合が多い
方で、｢相手の安否｣と｢自分の安否｣は、｢相手の安否・自分の安否・メールを拝見いたしま
した・[気遣いの表現]｣や｢相手の安否・メールに対する感謝・返信が遅れたことのお詫び・
自分の安否｣のように他の挨拶と一緒に使われる場合が多かった。 
 
【Ｅメールの構成と表現】（本題） 
Eメールの構成 表現 
・さて、メールを頂いた○○の件ですが、 
・さて、調査協力の件なんですが、 
・調査の件ですが、 
・それで、○○調査の件ですが、 
・実は、 
④断りの前置き(切り出し) 
・私ができることなら、役に立ちたいと思いますが、[願望] 
[事情説明] 
・メールの確認が遅れ、返事が遅くなりまして申し訳ありません。
実は、○○(事情説明) 
[願望] 
・○○さんの調査に協力できればと思っていますが、 
・ゼミでも研究計画を伺っており、大変独自性と展開性のある○○
さんの御研究に少しでもお役に立てるのであれば、私にもこれ以
上ない嬉しいことでありますが、 
・○○さんの研究テーマである「○○○」に関しては、私も興味を
持っておりますので、私でよければ、是非、協力させていただき
たいと思っておりますが、 
 
 
 
 
 
 
本
題 
⑤断りの表明 
[断り] 
・８月中には少し難しいかもしれません。 
・来週中には学校へ行けないと思います。(願望略)今回は時間の問
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題で少し難しいと思います。 
・この件に関しましては、ご期待にお応えすることが不可能である
と思われます。 
・今回の依頼には協力することができないと思います。どうかご理
解をお願いします。 
・あまり時間がなさそうです．．． 
・時間的にも精神的にも余裕がありません。 
・本当に申し訳ございません 
 
[詫び] 
・せっかくお話を頂いたのにも関わらず、実際には何もお手伝いで
きなくて、本当にごめんなさい。  
・せっかく、頼まれたんですが、○○さんに協力に成れなくてごめ
んなさい。  
・本当にごめんなさい。 
・本当に申し訳ございません。 
・大変申し訳ありません。 
[次回の約束] 
・今回は本当に申し訳ございませんが、次回、まだ機会がありまし
たら、ぜひ声かけてください。○○さんの調査には、微力ながら
協力できればと思っています。 
・後でまた翻訳のことが必要でしたら、声がけくださいね。その時 
は、ちゃんとやってみます。 
・今度また何かありましたらそのときは是非つかわさせて頂きたい
と思います。 
・また、後日何かありましたら連絡ください。そのときには是非 
協力したいと思います。 
・これから、また、何かあったら、是非協力したいと思っておりま
すので、また声をかけてください。 
 
⑥断りの結び 
｢食事の誘い｣ 
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・でも、今度時間を合わせて食事でもしませんか。   
｢誉め｣ 
・「○○○」という○○さんの調査は、観察者の立場としても、と
ても面白いと思いました。 
 
 ｢E メールの構成と表現｣の中で｢本題｣をみると、開始部の挨拶(③)でメールの返信が遅
れた理由を説明しながら、それを自分のおかれた状況の説明につなげて、その後、断りの
表明(⑤)をしている場合や｢依頼主体｣を誉め([気遣いの表現])ながら、それを[事情説明]
につなげて、断っている場合が見られた。その中には、[事情説明]が細かく非常に長く書
かれており、自分の状況を理解してもらおうとしている場合もあった。また、断りの結び
(⑥)が比較的長くなっていることが多く、｢協力する可能性が 0 に近い場合｣ということも
あり、 [代案提示]ではなく[次回の約束]が多く見られた。さらに、断りの結び(⑥)には[次
回の約束]の他に、｢食事の誘い｣や｢誉め｣など[気遣いの表現]も見られる。 
JG の E メールでは、[願望]の場合、｢協力したいのですが｣から始まる傾向があるが、
KG の場合、[願望]の前に｢○○さんの調査に｣や｢誉め｣などを述べながら、[協力したいの
ですが、]につなげる場合が見られた。また、JGの Eメールでは、｢断り｣と関連して使わ
れる[詫び]では、｢申し訳ございません｣が多く見られるが、KG の E メールでは、[詫び]
に他の表現より｢ごめんなさい｣が少し多い方である。 
 
【Ｅメールの構成と表現】（終了部） 
Eメールの構成 表現 
 
 
 
 
 
終
了
部 
⑦結び ｢相手の健康を祈ることば｣ 
・猛暑の中、お体にお気をつけながら、頑張って下さい。陰ながら
応援しております。 
・厳しい残暑が続いています。体調をくずさないよう、くれぐれ
もご自愛くさい。とり急ぎご返事まで。 
・それでは、残りの夏休みもお元気で楽しんでください。  
学校で○○さんに会うことを楽しみにしております。 
・それでは、お元気にしてください。 
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・こちらこそ役に立てられなくて本当にごめんなさい。  
・それじゃ、また。 
(フルネーム：漢字) 
(フルネーム：カタカナ) 
(フルネーム：漢字)<（フルネーム：カタカナ）> 
(名前：漢字) 
 
⑧署名 
なし 
 
｢Eメールの構成と表現｣の中で｢終了部｣をみると、Eメールの結び(⑦)では｢相手の健康
を祈ることば｣([気遣いの表現])を付け加えており、署名(⑧)では、｢名前｣を書いている場合
もあった。 
 
２．１．２ 自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合 
(１) 資料 24 JI24⇔KG11 
資料 24は、｢依頼主体｣(以下、JI24)と、｢断り主体｣(以下、KG11)の Eメールのやりと
りで、JI24と KG11は、ゼミは違うが、同じ大学院の同期である。 
JI24 は、KG11 のことを、｢親しい間柄とまではいかないが、会えば挨拶をしたり、必
要な情報交換をしたりする仲間｣と認識している。また、自分の依頼内容について、引き受
けてもらう可能性は半々だと思ったそうである。次表は、JI24 の｢依頼｣の E メールであ
る。 
 
JI24の「依頼」のＥメール（JI24⇒ＫG11） 
From: JI24  To: KG11 
Subject: ご無沙汰してます、JI24(苗字：漢字)です Date: Sun, 14 Sep 2003 14:38:20 +0900  
KG11(フルネーム：カタカナ)さま 
 
 こんにちは。夏休み、いかがお過ごしですか。発表やお引越しの後で、お忙しいことと思います。  
 
 さて、実は今回メールしたのは、ちょっと KG11(名前：カタカナ)さんにお願いしたいことがありま  
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して…。  
 
 以前○○(苗字：漢字)先生の実践の時間にちらっとお話したことがあるのですが、私の修論でアン  
ケート調査がありまして、今度日本語学校に調査に行くことになったのです。  
 そこの学校の学生は中国人と韓国人なので、アンケート用紙に中国語と韓国語の説明をつけることに
しました。  
 韓国語訳はもう○○(苗字：漢字)研の○○○(フルネーム：カタカナ)さんにやっていただいたのです
が、ネイティブの方もうお一人にチェックをお願いしたく、KG11 (名前：カタカナ)さんにお願いでき
たらと思っているのですが…。とても短い文章（すでに韓国語に訳されているものが 5行位）です。  
 
 学校に調査に行くのを 10月初めに予定しておりまして、9月いっぱいくらいまでにお目通しいただけ
たら大変ありがたいのですが…。（こちらの都合を言ってしまってすみません）  
 
 こちらの勝手な都合でお願いしてしまって本当に申し訳ありません。もし KG11 (名前：カタカナ)
さんがご迷惑でなければ、メールに韓国語訳の文書のファイルを添付してお送りしてもよろしいでしょ
うか。KG11 (名前：カタカナ)さんもお忙しいと思いますので、もしご都合がついたらということで、
お願いできればありがたいです。  
 
 どうぞよろしくお願いいたします。  
 
9月１４日  
JI24 (フルネーム：漢字) 
 
次は、JI24の Eメールに対する KG11の理解である。 
KG11は、｢依頼主体｣と大学院の同期で年下(7歳)である。相手のことについて、｢同じ
研究科の同士、お互いに助け合い関係｣と認識している。また、｢依頼主体｣の依頼は、引き
受ける可能性が高いと思っており、断ることに非常に負担を感じたそうである。次表は、
KG11の｢断り｣のＥメールである。 
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KG11の「断り」のＥメール（KG11⇒JI24、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: KG11 To: JI24 
Subject: 今日は。○○(苗字：漢字)ゼミの KG11(苗字：カタカナ)です。  
Date: Mon, 15 Sep 2003 19:49:22 +0900 (JST) 
  
JI24（苗字：漢字)さん 
 
今日は。○○(苗字：漢字)ゼミの KG11(苗字：カタカナ)です。  
厳しい残暑が続いている日々、いかがお過ごしでしょうか。  
夏休みもあと２週で終わりですね。夏休みが始まる前には、夏休みのうちに修
士論文書き始めようと、  
根拠なしのやる気でいっぱいでしたが、今はやる気だけでは論文が書けないと
いう現実をしみじみに感じています。＾＾；  
ということから、今週からはちゃんと学校に出て勉強しようと思っています。  
学校でお会いしたら、食事でもご一緒にしましょう。  
開始部 
① 
③② 
③ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[気遣いの
表現] 
さて、送っていただいたメールでの韓国語訳件ですが、ご存知のように○○(苗
字：漢字)研の○○○(名前：カタカナ)さんと同じく、  
私も韓国人なんですけど、韓国語訳はいまだにやったことがありません。  
現在、○○○(名前：カタカナ)さんは韓国語を教えていますので、おそらく完
璧な訳ができると思いますが、  
私はそのような経験とか知識がありませんので、訳はちょっと無理そうです。  
私が十分な実力を持っていないせいで、お願いをお断りしてしまって、本当に
申し訳ありません。  
もし、私の知り合いでもよろしければ、ご紹介します。  
彼女も韓国人で、今韓国語を教えていますので、訳ができると思います。  
今度の調査に何も訳に立たなくて、どうもすみません。  
もし、他に私がやることがあれば、気軽に声をかけてください。 
本題 
④ 
 
 
 
⑤ 
 
 
⑥ 
 
[事情説明] 
 
 
 
 
[断り] 
[詫び] 
 
[代案提示] 
[詫び]  
[次回の約
束] 
 
それでは、また。  
終了部 
⑦ 
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KG11(フルネーム：カタカナ) 
メールアドレス 
電話番号 
 
⑧ 
 
 本題の内容の順序は、< [事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]→[詫び]→[次回の約束]>
のようになっている。開始部の挨拶(③)では、相手の安否と自分の安否を語っており、｢食
事の誘い｣([気遣いの表現])が見られる。また断りの前置き(④)では、自分がなぜ断るのかを
丁寧に書いている。[代案提示]とともに[次回の約束]も見られる。[断り]の後に続く[詫び]
では、｢本当に申し訳ありません｣を、断りの結び(⑥)では、｢すみません｣を使っている。 
 
(２) 資料 27 JI27⇔KG14 
資料 27は、｢依頼主体｣(以下、JI27)と、｢断り主体｣ (以下、KG14)の Eメールのやりと
りで、JI27と KG14は同じゼミの同期である。 
JI27 は、KG14 のことを、｢年齢は相手が少し上だが、親しい友人であり、研究室の仲
間｣と認識している。また、自分の依頼内容について、引き受けてもらう可能性が比較的高
いと思ったそうである。次表は、JI27の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI17の「依頼」のＥメール（JI27⇒ＫG14） 
From: JI27 To: KG14 Subject: 調査に関するお願い Date: Tue, 7 Oct 2003 0:27:56 +0900 
KG14(苗字：漢字)さん 
 
こんばんは。JI27(苗字：漢字)です。  
この前は、○○を引き受けてくれて、ありがとう！！  
助かりました。よろしくお願いします。  
 
今日は、調査に関するお願いがあってメールしました。  
修論では、日本人を被調査者にして「○○○調査」を行なったのですが、 
次は、留学生に区分してもらうことを考えています。  
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何人かの留学生に「○○○調査」をしたいと思っているのですが、 
できれば、KG14(苗字：漢字)さんにお願いできないでしょうか？  
 
調査は、KG14(苗字：漢字)さんの都合のよい日に、大学の教室を借りて行ないたいと思っています。
時間は、１時間ぐらいです。ただ、今月締め切りの紀要にデータを使用したいので、  
来週中までに調査を終えたいと思っているのですが、いかがでしょうか？  
もし、お時間があるようでしたら、ぜひお願いします。  
 
また、KG14(苗字：漢字)さんの周りに、他に調査に協力してくれる留学生がいれば、 
ぜひ紹介していただきたいと思います。  
 
お忙しいところ、急なお願いをしてしまい、申し訳ないのですが、  
よろしくお願いします。  
もし無理だったら、遠慮しないで言ってくださいね！  
 
今週、○○(科目名)の発表だよね。頑張ってね。  
 
JI27(フルネーム：漢字)<(フルネーム：英語)> 
○○大学大学院○○○科  
○○課程○年  
メールアドレス 
 
次は、JI27の Eメールに対する KG14の理解である。 
KG14 は、｢依頼主体｣と同じゼミの同期で年上(2歳)である。相手のことについて、｢研
究室の同期生で親しい。年は私のほうが 2つ上だが、相手のほうがしっかりしていて頼れ
る友だちのような感じ。今までいろんなこと（大学院生活や私生活）に世話になっており、
ありがたい存在｣と認識している。また、｢依頼主体｣の依頼は、引き受ける必然性は高いと
思っており、断ることに対する負担が大きいため、自分の代わりに他の被験者を紹介した
いと思ったそうである。次表は、KG14の｢断り｣のＥメールである。 
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KG14の「断り」のＥメール（KG14⇒JI27、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: KG14 To: JI27 
Subject: Re: 調査に関するお願い Date: Wed, 8 Oct 2003 19:50:09 +0900 
  
JI27(苗字：漢字)さん 
 
こんばんは。  
○○の件は、これからお世話になると思うので、こちらこそよろしくお願いし
ます。  
開始部 
① 
③ 
 
 
ところで、修論終わったばかりなのに、もう新しい調査を始めるなんて、さす
が優等生の JI27(苗字：漢字)さんらしい。私はこの半年、何にも進んでなく
て焦るばかりですが。。。  
学習者の○○○調査っておもしろそう。どんな結果が出るか楽しみですね。  
私も是非協力したいところですが、来週まではバイトがあって到底無理そうで
す。実は、バイトの 1人が急に休むことになって、来週まで私が代わりに入る
ことになってしまって。。。授業日以外は学校に行けなさそうです。来週以降は
大丈夫そうですが、紀要に間に合わないよね。  
 
私は駄目だけど、○(苗字：カタカナ)さんとかその周辺の留学生に頼んでみま
しょうか。仲のいい韓国人留学生が 4人ぐらいいるので、そのうち何人かはや
ってくれるかもしれません。留学生なら、誰でもいいですか。他の条件がなけ
れば、私から頼んでみます。  
 
JI27(苗字：漢字)さんにはいつもお世話になっているのに、必要な時に協力で
きなくて、本当にごめんなさい。他の協力者が見つかり次第、また、連絡しま
すね。  
本題 
④ 
 
 
 
⑤ 
 
 
 
 
⑥ 
 
 
[気遣いの
表現] 
 
 
[願望] 
[断り] 
[事情説明] 
 
 
[代案提示] 
 
 
 
 
 
[詫び] 
では、論文頑張ってください。  
 
KG14(フルネーム：漢字)  
終了部 
⑦ 
⑧ 
[気遣いの
表現] 
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**********************************  
○○大学大学院○○○科  
KG14(フルネーム：漢字) 
(フルネーム：英語) 
メールアドレス 
********************************** 
 
 本題の内容の順序は、<[気遣いの表現]→[願望]→[断り]→[事情説明]→[代案提示]→[詫
び]>のようになっている。挨拶後すぐ断りの表明に入るのではなく、｢依頼主体｣に対する
誉めなど断りの前置き(④)が少し長くなっていることが分かる。断ることに対する負担が
大きいため、自分の代わりに他の被験者を紹介したいと思ったという本人のコメント通り、
本文の中では積極的に代案を提示している。 
 
(３) まとめ（自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合） 
韓国人日本語学習者による、まだ親密な関係が形成されていない相手に対する｢断り｣の
中で、自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合は、KG11、KG14の｢断
り｣のＥメールであった。Eメールの展開と構成、表現をまとめると、以下の通りである。 
 
【E メールの展開】 
 開始部 本題 終了部 
KG11 [気遣い
の表現] 
[事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]→[詫び]→[次回の約束]  
KG14  [気遣いの表現]→[願望]→[断り]→[事情説明]→[代案提示]→[詫び] [気遣い
の表現] 
 
 本題の内容では、共通的なパターンは見られないが、両方とも[気遣いの表現]から始め
ている。また他に、[気遣いの表現]と[事情説明][詫び][断り][代案提示][詫び]が共通的
に見られる。 
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【本題の内容と表現】 
内容 表現 
[断り] ・○○はちょっと無理そうです。  
・到底無理そうです。 
[事情説明] ・実は、 
<本題の場合> 
・お願いをお断りしてしまって、本当に申し訳ありません。 
・今度の調査に何も訳に立たなくて、どうもすみません。 
・○○さんにはいつもお世話になっているのに、必要な時に協力できなくて、本当
にごめんなさい。 
[詫び] 
<結びの挨拶の場合> なし 
[願望] ・私も是非協力したいところですが、 
[代案提示] ・もし、私の知り合いでもよろしければ、ご紹介します。 
・私は駄目だけど、○(苗字：カタカナ)さんとかその周辺の留学生に頼んでみまし
ょうか。 
[次回の約束] ・もし、他に私がやることがあれば、気軽に声をかけてください。 
[気遣いの表現] 励ましのことば 
 
【Ｅメールの構成と表現】 
Eメールの構成 表現 
①宛先 ・(苗字：漢字)さん 
②送信者 ・○○ゼミの(苗字：カタカナ)です。 
・今日は。 自分と相手の安否・[気遣いの表現](食事の誘い) 
開
始
部 
③挨拶 
・こんばんは。相手の E メール(挨拶)に書かれていた内容に対す
る反応 
④断りの前置き(切り出し) ・さて、送っていただいたメールでの○○○件ですが、 
・ところで、（誉め） 
 
 
 
 
⑤断りの表明 [事情説明]  
・実は、 
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[願望] 
・私も是非協力したいところですが、 
[断り] 
・○○はちょっと無理そうです。  
・到底無理そうです。 
 
[詫び] 
・お願いをお断りしてしまって、本当に申し訳ありません。  
・今度の調査に何も訳に立たなくて、どうもすみません。 
・○○さんにはいつもお世話になっているのに、必要な時に協力で
きなくて、本当にごめんなさい。 
[代案提示] 
・もし、私の知り合いでもよろしければ、ご紹介します。 
・私は駄目だけど、○(苗字：カタカナ)さんとかその周辺の留学生
に頼んでみましょうか。 
 
 
本
題 
⑥断りの結び 
[次回の約束] 
・もし、他に私がやることがあれば、気軽に声をかけてください。 
・それでは、また。  ⑦結び 
・では、論文頑張ってください。 
・(フルネーム：漢字) 
終
了
部 
⑧署名 
・(フルネーム：カタカナ) 
 
２．２ 条件変更が可能な「断り」 
２．２．１ 再依頼されたら、協力できそうな場合 
(１) 資料 15 JI15⇔KG2 
資料 15は、｢依頼主体｣(以下、JI15)と、｢断り主体｣(以下、KG2)の Eメールのやりとり
で、JI15と KG2は、ゼミは違うが同じ大学院の同期である。 
JI15 は、KG2 のことを、｢同期で個人的にはとても親しみを感じている相手｣と認識し
ている。また、自分の依頼内容について、負担を与える内容ではないと考えていたので、
相手との関係から考えて、当然受け入れてもらえると思ったそうである。次表は、JI15の
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｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI15の「依頼」のＥメール（JI15⇒ＫG2） 
From: JI15  To: KG2  Subject: 調査協力のお願い<○さん(調査者の苗字：カタカナ)のデータ>   
Date: Tue, 19 Aug 2003 11:50:45 +0900  
KG2(名前：カタカナ)さん 
 
○○研究室の JI15(苗字：漢字)です。  
8月とは思えない肌寒い日が続いておりますが、いかがお過ごしですか？  
合宿ではいろいろ楽しかったですね。  
○○研(KG2の研究室)の懇親会（？）、ホントに面白かったです。  
 
さて、早速ですが、実はちょっとお願いしたいことがありましてメールを書いています。  
実は、私の研究の一環で、かねてよりアンケート調査を実施したいと考えていました。  
諸々の事情からその時期を繰り上げて、なんとか夏休みに中にまとめなければならないと思っています。  
それで、留学生としての立場から、KG2(名前：カタカナ)さんに是非アンケートにご協力いただけたら
…と思いました。  
内容は「駅アナウンスの「○○表現」」に関する簡単なものです。   
もしお願いできるようでしたら、メールで質問事項を送信しますので、 
メールにて回答してくだされば幸いです。  
ご回答いただいた内容は統計処理し、実名や個人的な内容は一切明らかにいたしませんし、 
論文以外の目的では使用しません。  
 
お忙しいところ急なお願いで、本当に恐縮です。  
お返事をお待ちいたします。  
 
JI15(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
 
次は、JI15の Eメールに対する KG2の理解である。 
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KG2は、｢依頼主体｣と大学院の同期で年下(１6歳)である。相手のことについて、｢大学
院での同期生ではあるが、年上だし、常にいろいろお世話になっていて、親密さを感じて
いる先輩である。普段は頻繁に連絡を取っている関係ではないが、学校の日本人の知り合
いの中では信頼できる人でもある｣と認識している。断ることに非常に負担を感じたそうで
ある。次表は、KG2の｢断り｣のＥメールである。 
 
KG2の「断り」のＥメール（KG2⇒JI15、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: KG2 To: JI15 
Subject: Re: 調査協力のお願い<○さん(調査者の苗字：カタカナ)のデータ>  
Date: Tue, 19 Aug 2003 04:34:48 +0000 
 
 
JI15(苗字：漢字)さん  
 
こんにちは。KG2(苗字：漢字)です。  
そうですね～どうしても夏とは思えない日々です。  
JI15(苗字：漢字)さんもご家族の皆さんとも元気でいらしゃると存じます～  
夏バテの私はこの天気のお陰で、去年に比べてはゼンゼンルンルンしながら過
ごしています。  
でも、クーラー必要なしっていいですけど、このまま夏が終わってしまうなん
て、なんかさびしいですよね。  
開始部 
① 
③② 
③ 
 
 
さて、依頼のアンケートの件ですが、実は私あいにく、明から国で行われるビ
ジネス日本語講座に出る予定でありまして、その準備や修論の調査のことで今
のところはとても手がはなせない悪状況でおります。  
いつもお世話になっておる JI15(苗字：漢字)さんからのせっかくのご依頼な
ので、できるだけご協力させていただきたいという気持ちは溢れていますが、
今回だけはご理解をお求めしたいと思います。  
大変ご恐縮でございますが、今回にかぎり、ご依頼には承りかねますと申し上
げます。  
 
本題 
④ 
 
 
 
⑤ 
 
 
 
 
 
[事情説明] 
 
 
 
[願望] 
[断り] 
[詫び] 
[断り] 
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国から帰ってきたからはもう夏休みは終わるところなので、今回の調査には間
に合わないと思われますが、もしその後引き続き何かありましたら、そのとき
は絶対ご協力させていただきたいと思います。   
⑥ 
[次回の約
束] 
 
 
ご調査のことで大変だろうと思われますが、何卒ご元気でいらしてください。  
せっかくのご依頼に応じられず、申し訳ございません。 
では、私は国に行ってまいります。  
 
KG2(名前：カタカナ) 
終了部 
⑦ 
 
 
 
⑧ 
 
[気遣いの
表現] 
[詫び] 
 
本題の内容の順序は、<[事情説明]→[願望]→[断り]→[詫び]→[断り]→[次回の約束]>のよ
うになっている。自分の状況を丁寧に説明しながら、断りの表明(⑥)に続いている。｢です・
ます体｣より敬度の高い表現を使っており、相手の安否と自分の安否から始め、Eメールの
結び(⑦)では、｢相手の健康を祈ることば｣が続いている。署名(⑧)が｢(名前：カタカナ)｣に
なっている。 
 
(２) 資料 26(1)(2) JI26⇔KG13 
資料 26(1)と(2)は、｢依頼主体｣(以下、JI26)と、｢断り主体｣(以下、KG13)の Eメールの
やりとりで、JI26と KG13は、ゼミは違うが、同じ大学院の先輩・後輩の関係である。 
JI26 は、KG13 より先輩で、KG13 との関係を、｢相手は大学院の一期後輩であるとと
もに年齢も若いので、私は少｢上｣に位置すると思う。普段からプライベートな話もするの
で、大学院の友人の中では親しさを感じている｣と認識している。また、自分の依頼内容に
ついて、事情が許せば、自分の依頼を受け入れてくれる相手だと思うので、引き受けても
らう可能性があると思ったそうである。次表は、JI26 の 1 回目の｢依頼｣の E メールであ
る。 
 
JI26の１回目の「依頼」のＥメール（JI26⇒ＫG13） 
From: JI26 To: KG13  Subject: お願い Date: Wed, 10 Sep 2003 00:37:53 +0900 
KG13(苗字：カタカナ)さま  
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JI26(苗字：漢字)です。  
御無沙汰しましたが、お元気ですか？  
韓国のご家族はもうお帰りになったのでしょうか？  
みなさまと楽しい夏休みをお過ごしになったことと思います。  
東京ディズニーランドはいかがでしたか？  
 
私は８月中はなんだかんだと忙しく、９月になって子どもが学校に行ってしまったので、 
やっと少しホッとした所です。いよいよ秋学期もすぐ始まりますね。  
それで、ちょっとお願いしたいことがあってメールを書いています。  
 
私の研究テーマである「○○○」に関して、日本人と留学生の対照的な意識調査を行ってみたいと計画
しています。いろいろお忙しいところ恐縮なのですが、できれば KG13(苗字：カタカナ)さんにも協力
していただけないかと考えました。  
調査の方法は対面での口頭質問に回答してもらう…というものです。  
時間は２０分程度になると思います。  
収集したデータは、もちろん個人名などを特定できないように統計処理して修士論文と、 
その関連研究だけに使うつもりでおります。  
 
教務の方から、秋学期の履修についてメールが来ていましたが、来週中に大学にいらっしゃる予定があ
りますか？もし、成績等取りにいらっしゃるついでがあったら、その時に少しお時間を頂きたいのです
が…。 突然の勝手なお願いですが、承知していただけたら本当に嬉しいです。  
 
では、お返事をお待ち致します。  
 
_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/  
JI26(フルネーム：漢字) 
E-mail      メールアドレス 
tel&fax      電話番号 
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次は、JI26の 1回目の｢依頼｣の Eメールに対する KG13の理解である。 
KG13 は、｢依頼主体｣とは大学院の後輩(半年)で年下(12 歳)である。相手のことについ
て、｢大学院にきて初めて知り合った人で、年齢的にも 12歳上の方なので、正直それほど
親しい関係とは言いがたい。でも、授業が同じだったので、定期的に顔は合わせていて、
たまにおしゃべりをしたりする程度の付き合い｣と認識している。また、｢依頼主体｣の依頼
は、時期が合えば引き受ける可能性が高いと思っており、断ることに負担を感じたそうで
ある。次表は、KG13の 1回目の｢断り｣のＥメールである。 
 
KG13の 1回目の「断り」のＥメール（KG13⇒JI26、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: KG13 To: JI26 Subject: お願い Date: Wed, 10 Sep 2003 12:33 PM 
 
 
JI26(苗字：漢字)さま  
 
こんにちは。KG13(フルネーム：漢字)です。  
お元気でしょうか。私は，夏休み中、娘を含めた１０人の家族が  
韓国から遊びに来ていたので、慌ただしい毎日を送っていました。  
パソコンの前に座るのも久しぶりのような気がします。このような状態で、秋
学期についていけるのかどうかとても心配です。  
開始部 
① 
③② 
③ 
 
それから、論文データの件なんですが。  
実は、先週から派遣アルバイトをしていまして、朝から夜まで  
ずっとその会社で働いているんですね。多分９月末までは、学  
校には行けないと思いますが。本当にすみません。お役に立て  
なくて…。でも、１０月からだと全然大丈夫なので、もし１０月に  
入ってからでも構いませんでしたら、また声をかけて下さい。  
本題 
④ 
⑤ 
 
⑥ 
 
[事情説明] 
[断り] 
[詫び] 
[代案提示] 
では、失礼します。  
さようなら。  
終了部 
⑦ 
 
 
 本題の内容の順序をみると、<[事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]>のようになっ
ている。E メールの構成をみると、KG2 と同様に、宛先の後、｢こんにちは→○○です→
相手の安否→自分の安否→事情説明｣がきて、その後自分の意思を表明している。全体的に
｢です・ます体｣がベースになっており、終了部の挨拶が｢では、失礼します。さようなら」
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になっている。 
また、KG13 の｢断り｣の E メールを受けた後、JI26 は、再び依頼しており、次表は、
JI26の 2回目の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI26の 2回目の「依頼」のＥメール（JI26⇒ＫG13） 
From: JI26 To: KG13 Subject: Re:  再度お願い Date: Wed, 10 Sep 2003 22:16:14 +0900 
KG13(苗字：漢字)さま  
 
JI26(苗字：漢字)です。  
お返事をありがとうございました。  
 
夏休み中もアルバイトを頑張っていらして、さすが KG13(苗字：漢字)さんですね。  
お忙しいところ、こんなことを申し上げるのは本当に恐縮なのですが、 
もう一度お願いでメールしました。  
 
実は、韓国人留学生のデータの数が不足していて、なんとか９月中に（秋学期の○○が始まる前に） 
もう数人の方と対面調査を行う必要があるのです。  
私の勝手で申し訳ありませんが、土曜か日曜でも構いませんので、どこか KG13(苗字：漢字)さんの 
お宅の近くの喫茶店のようなところでお目にかかることはできないでしょうか…。  
２０分程で終わると思いますので、もし可能な日がありましたらお願いできませんか？  
本当に御迷惑なお願いですよね…。  
わかっているのですが…すみません。  
お返事をお待ち致します。  
 
_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/  
JI26(フルネーム：漢字) 
E-mail      メールアドレス 
tel&fax      電話番号 
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次表は、1回目の断りの後、再び依頼されて作成した KG13の 2回目の｢断り｣の Eメー
ルである。 
 
KG13の 2回目の「断り」のＥメール（KG13⇒JI26、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: KG13 To: JI26  
Subject: Re: 再度お願い Sent: Monday, September 15, 2003 12:49 PM  
  
JI26(苗字：漢字)さま  
お返事が遅くなりまして本当に申し訳ありません。  
最近はメールをチェックする暇も無く、慌ただしい日々をおくっています。  
開始部 
① 
③ 
 
話が変わりますが、  
この間、頼まれたデータの件なんですが、本当に申し訳ありません。  
いくら時間を作ろうとしても９月はどうも時間があきません。  
１０月なら大丈夫ですけど…  
９月は、土日もスケジュールがいっぱいで…本当にすみません  
でした。何の役にも立たなくて。。。 
本題 
④⑤ 
 
⑥ 
 
 
[詫び] 
[断り] 
[事情説明] 
[詫び] 
では、失礼します。  終了部
⑦ 
 
 
 本題の内容の順序は、<[詫び]→[断り]→[事情説明]→[詫び]>のようになっている。１
回目の Eメールより、開始部の挨拶(③)や事情説明が短くなっている。断りの表明(⑤)で
は、｢どうも時間があきません｣が見られる。KG13の 2回目の｢断り｣の Eメールでは、他
の KGの Eメールで多く見られる[気遣いの表現]は見られず、自分の意思を淡々と伝えて
いる。 
 
(３) 資料 28 JI28⇔KG15 
資料 28は、｢依頼主体｣(以下、JI28)と｢断り主体｣(以下、KG15)の Eメールのやりとり
で、JI28と KG15は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI28 は、KG15 より先輩で、KG15 のことを、｢同じゼミの先輩、後輩として親しい関
係｣と認識している。また、自分の依頼内容について、日程が合えば、依頼を受け入れてく
れると思ったそうである。次表は、JI28の「依頼」の Eメールである。 
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JI28の「依頼」のＥメール（JI28⇒ＫG15） 
From: JI28  To: KG15 
Subject: お願い Re: 調査に関するお願い  Date: Wed, 10 Sep 2003 12:44 AM 
KG15(名前：カタカナ)さま 
 
JI28(苗字：漢字)です。  
御無沙汰しましたが、お元気ですか？  
もう韓国からはお帰りになっているのでしょうか？  
ご家族と楽しい夏休みをお過ごしになったことと思います。  
姪子さんともたくさん遊んできましたか？  
今学期からは本格的に同じゼミの仲間として、どうぞよろしくお願いします。  
 
私は８月中はなんだかんだと忙しく、９月になって子どもが学校に行ってしまったので、 
やっと少しホッとした所です。 いよいよ秋学期もすぐ始まりますね。  
それで、ちょっとお願いしたいことがあってメールを書いています。  
 
私の研究テーマである「○○○」に関して、日本人と留学生の対照的な意識調査を行ってみたいと計画
しています。 いろいろお忙しいところ恐縮なのですが、できれば KG15(名前：カタカナ)さんにも協力
していただけないかと考えました。 調査の方法は対面での口頭質問に回答してもらう…というもので
す。時間は２０分程度になると思います。  
収集したデータは、もちろん個人名などを特定できないように統計処理して修士論文と、 
その関連研究だけに使うつもりでおります。  
 
教務の方から、秋学期の履修についてメールが来ていましたが、来週中に大学にいらっしゃる予定があ
りますか？ もし、成績等取りにいらっしゃるついでがあったら、その時に少しお時間を頂きたいのです
が…。  
突然の勝手なお願いですが、承知していただけたら本当に嬉しいです。  
 
では、お返事をお待ち致します。  
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_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/  
JI28(フルネーム：漢字) 
E-mail      メールアドレス 
tel&fax      電話番号 
 
次は、JI28の Eメールに対する KG15の理解である。 
KG15 は、｢依頼主体｣より後輩(半年)で年下(15 歳)である。｢依頼主体｣(JI28)は KG15
のチューターとして KG15 を世話したことがある。｢依頼主体｣のことについて、｢年の差
もあるし、ゼミの先輩でもあるため目上の人だと認識しているが前学期、毎週１回一緒に
勉強するなど話し合う機会が多かったので、親しみを感じる相手でもある｣と認識している。
また、｢依頼主体｣の依頼は、時期さえ合えば引き受ける可能性は高いと思っており、断る
ことに負担を感じたそうである。次表は、KG15の｢断り｣のＥメールである。 
 
KG15の「断り」のＥメール（KG28⇒JI15、下線は筆者） 
構成 
構成要素 
From: KG15 To: JI28  Subject: ○(調査者の苗字：カタカナ)の調査  
Date: Tue, 16 Sep 2003 21:38:42 +0900 (JST) 
 
 
JI28(苗字：漢字)様 
 
ご無沙汰しております。  
KG15(フルネーム：漢字)です。お元気ですか。  
私は久々に韓国に帰って、家族や友達と楽しい  
時間を過ごしています。特に水遊びが大好きな姪とは  
夏休みの間ほぼ毎日プールで遊んだりしました。  
でも、勉強の方は全然進まなくて、、、  
秋学期がちょっと心配です。  
開始部 
① 
③ 
②③ 
 
さって、データ収集のことですが、是非お手伝いしたい  
ですが、来週までは韓国でいる予定なので、  
どうしてもお手伝い出来ません。  
本題 
④ 
⑤ 
[願望] 
[事情説明] 
[断り] 
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本当に申し訳ありません。  
でも、９月２０日には日本に戻りますので、  
その以後でも宜しければまた連絡ください。  
 
⑥ 
[詫び] 
[代案提示] 
 
KG15(フルネーム：漢字) 
終了部 
⑧ 
 
 
 本題の内容の順序は、<[願望]→[事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]>のようにな
っている。開始部に比べ、終了部が短くなっており、本題は淡々としている印象をうける。
また、KG2、KG13 と同様に開始部の構成は、｢宛先→挨拶→送信者→相手の安否・自分
の安否｣(①→③→②→③)になっている。 
 
(４) まとめ（再依頼されたら、協力できそうな場合) 
韓国人日本語学習者による、まだ親密な関係が形成されていない相手に対する｢断り｣の
中で、再依頼されたら、協力できそうな場合は、KG2、KG13(1)、KG13(2)、KG15の｢断
り｣のＥメールであった。Eメールの展開と構成、表現をまとめると、以下の通りである。 
 
【E メールの展開】 
 開始部 本題 終了部 
KG2  [事情説明]→[願望]→[断り]→[詫び]→[断り]→[次回の約束] [気遣いの表
現]→[詫び]） 
KG13(1)  [事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]  
KG13(2)  [詫び]→[断り]→[事情説明]→[詫び]  
KG15  [願望]→[事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]  
 
 本題の内容の順序の面では、共通的なパターンは見られないが、KG13の 2回目の Eメ
ールを除いて、他の 3例は、[事情説明]から始めている。しかし、実際 Eメールの本文を
みると、開始部の挨拶から自分の今の状況を述べており、その内容に続いて[事情説明]に
繋げていることが分かる。 
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【本題の内容と表現】 
内容 表現 
[断り] ・今回だけはご理解をお求めしたいと思います。 ご依頼には承りかねますと申し
上げます。大変ご恐縮でございますが、今回にかぎり、ご依頼には承りかねます
と申し上げます。 
・多分９月末までは、学校には行けないと思いますが。 
・いくら時間を作ろうとしても９月はどうも時間があきません。 
・どうしてもお手伝い出来ません。 
[事情説明] ・実は、 
・実は、○○んですね。 
・○○なので、 
<本題の場合> 
・本当にすみません。お役に立てなくて…。 
・本当に申し訳ありません。 
・せっかくのご依頼に応じられず、申し訳ございません。 
[詫び] 
<結びの挨拶の場合> なし 
[願望] ・いつもお世話になっておる○○さんからのせっかくのご依頼なので、できるだけ
ご協力させていただきたいという気持ちは溢れていますが、 
・是非お手伝いしたいですが、 
[代案提示] ・でも、１０月からだと全然大丈夫なので、もし１０月に入ってからでも構いませ
んでしたら、また声をかけて下さい。 
・でも、９月２０日には日本に戻りますので、その以後でも宜しければまた連絡く
ださい。 
[次回の約束] ・国から帰ってきたからはもう夏休みは終わるところなので、今回の調査には間に
合わないと思われますが、もしその後引き続き何かありましたら、そのときは絶
対ご協力させていただきたいと思います。 
[気遣いの表現] 相手の健康を祈ることば 
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【Ｅメールの構成と表現】 
Eメールの構成 表現 
・(苗字：漢字)さん 
・(苗字：漢字)様 
①宛先 
・(苗字：漢字)さま 
・(苗字：漢字)です。 ②送信者 
・(フルネーム：漢字)です。 
・こんにちは。  
・ご無沙汰しております。 
・相手の Eメール(挨拶)に書かれていた内容に対する反応 
・相手の安否・自分の安否 
開
始
部 
③挨拶 
・お返事が遅くなりまして本当に申し訳ありません。最近はメール
をチェックする暇も無く、慌ただしい日々をおくっています。 
④断りの前置き(切り出し) ・さて、依頼の○○の件ですが 
・さって、データ収集のことですが、 
・それから、論文データの件なんですが。 
・話が変わりますが、この間、頼まれたデータの件なんですが、 
[事情説明] 
・実は、 
・実は、○○んですね。 
・○○なので、 
[願望] 
・いつもお世話になっておる○○さんからのせっかくのご依頼なの
で、できるだけご協力させていただきたいという気持ちは溢れて
いますが、 
・是非お手伝いしたいですが、 
 
 
 
 
 
 
本
題 
⑤断りの表明 
[断り] 
・今回だけはご理解をお求めしたいと思います。 ご依頼には承り
かねますと申し上げます。大変ご恐縮でございますが、今回にか
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ぎり、ご依頼には承りかねますと申し上げます。 
・多分９月末までは、学校には行けないと思いますが。 
・いくら時間を作ろうとしても９月はどうも時間があきません。 
・どうしてもお手伝い出来ません。 
 
[詫び]  
・本当にすみません。お役に立てなくて…。 
・本当にすみませんでした。何の役にも立たなくて。。。 
・本当に申し訳ありません。 
[次回の約束] 
・国から帰ってきたからはもう夏休みは終わるところなので、今回
の調査には間に合わないと思われますが、もしその後引き続き何
かありましたら、そのときは絶対ご協力させていただきたいと思
います。 
 
⑥断りの結び 
[代案提示] 
・でも、１０月からだと全然大丈夫なので、もし１０月に入ってか
らでも構いませんでしたら、また声をかけて下さい。 
・でも、９月２０日には日本に戻りますので、その以後でも宜しけ
ればまた連絡ください。 
｢相手の健康を祈ることば｣ 
・ご調査のことで大変だろうと思われますが、何卒ご元気でいらし
てください。せっかくのご依頼に応じられず、申し訳ございませ
ん。 
⑦結び 
・では、失礼します。さようなら。 
・では、失礼します。 
・(フルネーム：漢字) 
・(名前：カタカナ) 
終
了
部 
⑧署名 
・なし 
 
KG13の 2回目の Eメールを除いて、他の 3例は、開始部の構成が｢宛先→挨拶→送信
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者→相手の安否・自分の安否｣(①→③→②→③)になっている。開始部の挨拶(③)では、一
つの Eメールに｢こんにちは｣だけにとどまらず、自分・相手の安否や他の挨拶が一緒に来
る場合が多い方である。また、Eメールの中には、終了部の挨拶(⑦)に｢相手の健康を祈る
ことば｣([気遣いの表現])が見られる場合や、署名に「(名前：カタカナ)」を書いた場合もあ
る。 
 
２．２．２ 条件を変えることで、協力できそうな場合 
(１) 資料 14 JI14⇔KG1 
資料 14は、｢依頼主体｣(以下、JI14)と、｢断り主体｣(以下、KG1)の Eメールのやりとり
で、JI14と KG1は同年齢で、学外の研究会で知り合った関係である。 
JI14は、KG1のことを、｢学外の、比較的新しい友人としてはとても親しい。プライベ
ートな話もよくするほうだと思う。ただ、電話をかけて愚痴をこぼすようなことはない相
手｣と認識している。また、自分の依頼内容について、状況に時間さえ都合がつけば、引き
受けてもらう可能性が非常にかなり高いだろうと思ったそうである。次表は、JI14 の｢依
頼｣の Eメールである。 
 
JI14の「依頼」のＥメール（JI14⇒ＫG1） 
From:JI14 To: KG1 Subject: お願い。 Date: Tue, 19 Aug 2003 12:22:07 +0900  
KG1(苗字：カタカナ)さん、  
 
○○大 JI14(苗字：漢字)です。  
突然なんですが、お願いがあるの。  
 
話したことがあったと思うけど、今週末の研究会で 
発表しないといけないのね。  
それで、その発表の予行演習をしたいので  
付き合ってもらえないでしょうか。  
先輩や他のゼミ生は忙しくて、誰も相手をしてくれないの。  
時間は 30分くらいで、原稿は 10ページです。  
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口頭発表なので、分かりにくかったり説明不足のところを  
指摘してもらえるとありがたいんですが。  
 
もう時間がないので、水曜日あたりに会ってもらえると  
助かるんだけど、都合はどうでしょうか。  
場所は○大(JI14の大学)でもいいし、○○大(KG1の大学)でもいいです。  
 
本当に突然で申し訳ないんだけど、お願いします！  
 
                       JI14(フルネーム：漢字) 
 
次は、JI14の Eメールに対する KG1の理解である。 
KG１は、｢依頼主体」と同年齢で博士課程になってから学外の研究会で知り合った関係
である。相手のことについて、｢同級生で、年齢も同じ。友達ではないが、仲のいい知り合
い。親しいと思う｣と認識している。また、｢依頼主体｣の依頼は、引き受ける可能性が高い
と思っており、断ることに負担を感じたそうである。次表は、KG１の｢断り｣のＥメール
である。 
 
KG1の「断り」のＥメール（KG1⇒JI14、下線は筆者） 構成 構成要素 
From: KG1 To:JI14  
Subject: Re: お願い。 Date: Tue, 19 Aug 2003 04:15:12 +0000 
 
 
JI14(苗字：漢字)さん、  
 
こんにちは！  
開始部 
① 
③ 
 
研究会って今週末だったんだね。  
予行演習の件だけど、今週の水曜日はちょっと都合がわるいんです。  
参加できなくて、申し訳ないです。  
友達が広島から遊びに来るので、一緒に京都に行くことになってて。ごめんな
さいね。  
本題 
④⑤ 
 
 
 
 
[断り] 
[詫び] 
[事情説明] 
[詫び] 
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ほかの日でよければ、大丈夫なんだけど、  
時間がよろしくない場合は原稿を送ってくれたら、読ませてもらいます。   
⑥ 
 
[代案提示] 
発表の準備、がんばってください。 終了部 
⑦ 
[気遣いの
表現] 
 
 本題の内容の順序は、<[断り]→[詫び]→[事情説明]→[詫び]→[代案提示]>のようになって
いる。友達ではないが、仲のいい知り合いという KG1のコメントからも分かるように、E
メールの構成を含めて、親しみのある内容になっていることが分かる。[事情説明]の前後
に[詫び]がきており、｢依頼主体｣を励ますことば([気遣いの表現])でEメールを終えている。 
 
(２) 資料 16 JI16⇔KG3 
資料 16は、｢依頼主体｣ (以下、JI16)と、｢断り主体｣(以下、KG3)の Eメールのやりと
りで、JI16と KG3は同じゼミの先輩・後輩の関係である。 
JI16 は、KG3 より後輩で、KG3 のことを、｢先輩の中でも特に親しさを感じている相
手｣と認識している。また、自分の依頼内容について、引き受けてもらう可能性が低いと予
想していたため、KG3はかなり無理をしてでも引き受けようとしてくれるのではないかと
思ったそうである。次表は、JI16の｢依頼｣の Eメールである。 
 
JI16の「依頼」のＥメール（JI16⇒ＫG3） 
From: JI16 To: KG3 Subject: 修論調査ご協力のお願い  Date: Wed, 20 Aug 2003 20:05:05 +0900 
KG3(苗字：漢字)さま  
 
○期生の JI16(フルネーム：漢字)です。  
合宿、本当にお疲れ様でした。  
いろいろとありがとうございました。  
夏休み、その後いかがお過ごしでしょうか？  
 
今日は私の修論の調査の件で、折り入ってお願いがあり、メールいたしました。  
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実は、私の作成したアンケートにお答えいただきたいのですが、調査の関係上、 
それがかなり長いものとなってしまい、A４で 10枚分にもなってしまいました。  
 
夏休み期間中ということ、しかも修論提出直後の束の間のお休みのこの時期に、 
このようなご負担の大きいことを KG3(苗字：漢字)さんにお願いするのは大変心苦しいのですが、 
ぜひ KG3(苗字：漢字)さんにご協力いただければと思い、メールをお送りする次第です。  
 
また、重ねて大変申し訳ないのですが、もしご協力いただけるということであれば、  
アンケートをまとめる都合上、９月の第一週中にアンケート回答用紙をこちらまで 
ご返送いただければと思います。もっと早くお願いすべきところ、アンケート内容の選定に 
手間取ってしまい、このようにぎりぎりになってしまいました。本当に申し訳ありません。  
 
回答結果に関するプライバシーについては固く守り、お約束事等がありましたらそちらに 
ついても必ず遵守いたします。何かご不明な点がおありになりましたら、いつでもご連絡ください。  
 
もしご都合が悪いということでしたら、断っていただいてももちろん構いません。 
もしよろしければご検討いただいた上、JI16(苗字：漢字)までメールにてお返事いただけますか？  
 
いろいろとお手数をお掛けいたしますが、どうぞよろしくお願いいたします。  
 
それでは、また。  
 
JI16(フルネーム：漢字) 
 
次は、JI16の Eメールに対する KG3の理解である。 
KG3は、｢依頼主体｣より先輩(半年)で年下(5歳)である。相手のことについて、｢先輩、
後輩という人間関係よりも同じ研究室に所属する仲間としての認識の方が強い。個人的に
JI16 さんとお話したことはそれ程多くはないが、親しみを感じている｣と認識している。
また、｢依頼主体｣の依頼は、義務ではないので、当然性が高いとは言えないが、人間関係
から考えると可能性は高いと思っており、断ることに非常に負担を感じたそうである。次
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表は、KG3の｢断り｣のＥメールである。 
 
KG3の「断り」のＥメール（KG3⇒JI16、下線は筆者） 
構成 
構成要素 
From: KG3 To: JI16 Subject: Re: 修論調査ご協力のお願い  
Date: Sat, 23 Aug 2003 14:09:38 +0900 
 
 
JI16(苗字：漢字)様  
 
メールの確認が遅くなり返事が遅れました。ごめんなさい。  
修論のアンケートがあると夏休みも休めないですね。  
開始部 
① 
③ 
 
 
[気遣いの
表現] 
 
さて、アンケートの件ですが、JI16(苗字：漢字)さんには私もアンケートでお
世話になりましたし、 
私もアンケートを依頼した経験から、お願いするのが大変なことは分かってい
ますので、 
ぜひとも協力したいと思いますが、こんな時に限って、翻訳の急ぎの仕事が入
っており、  
時間が取れない状態です。９月の第一週中は難しいと思いますが、この翻訳の
仕事が終わり９月の中旬になれば少し時間が作れそうです。  
もし時間を頂けるのであればお引き受け致しますので、ご連絡をお願いしま
す。  
本題 
④ 
 
 
 
⑤ 
 
 
⑥ 
 
 
 
 
 
[願望] 
[事情説明] 
 
 
[代案提示] 
 
お役に立てなくて申し訳ありません。暑い夏、無理をしないで乗り切ってくだ
さい。  
それでは、また。  
 
KG3(フルネーム：漢字) 
終了部 
⑦ 
 
 
 
⑧ 
 
[詫び] 
[気遣いの
表現] 
 
 本題の内容の順序は、<[願望]→[事情説明]→[代案提示]>のようになっている。はっきり
した断りではないが、｢時間が取れない状態です。」というように自分の状況を説明するこ
とで、断りを表明していると思われる。Eメールの結び(⑦)では、｢相手の健康を祈ること
 192 
ば｣を付け加えている。 
 
(３) 資料 23 JI23⇔KG10 
資料 23は、｢依頼主体｣(以下、JI23)と、｢断り主体｣(以下、KG10)の Eメールのやりと
りで、JI23と KG10は、ゼミは違うが、同じ大学院の同期である。 
JI23は、KG10のことを、｢大学院の友人で、研究テーマと年齢が近い相手｣と認識して
いる。また、自分の依頼内容について、あまり難しい質問ではないと思うため、引き受け
てもらう可能性は高いと予想していたそうである。次表は、JI23 の｢依頼｣の E メールで
ある。 
 
JI23の「依頼」のＥメール（JI23⇒ＫG10） 
From: JI23 To: KG10 
Subject:再送：○(調査者の苗字：漢字)さんの調査  Date: Mon, 8 Sep 2003 11:59:14 +0900  
KG10(苗字：漢字)さん  
こんにちは。  
9月に入ってもう一週間ですが、いかがお過ごしでしょうか？  
先日、送って下さったサンゲタンを家族でいただきました。  
とてもおいしかったですよ。家族にも大好評でした。  
ごちそうさまでした！  
うちの近所で、同じものを見つけられるかどうか  
探してみようと思います。  
 
あと、話しは変わりますが、  
もし、可能であれば、１つ教えていただきたいことがあります。  
修論でお忙しいところ大変恐縮なのですが、  
是非、韓国人年少者の教育に携わっている KG10(苗字：漢字)さんの意見を 
聞かせて欲しいなと思って・・・  
 
質問は  
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＜韓国人学校に通っている子どもたちの母語保持と日本語習得について＞です。  
子ども達は、実際のところどれくらい、韓国語と日本語を使い分けているのでしょうか？  
家庭では母語のみ、学校でも韓国語のみで日本語を使わずに生活している児童もいるのでしょうか？  
（韓国へ）帰国予定の児童と定住（もしくは滞在長期）の児童とに日本語力の差がありますか？  
です。  
 
韓国人学校に通っている子どもたちの実状を簡単に教えていただけませんでしょうか？  
今週中にご連絡をいただければ幸いです。  
もし、お忙しいようでしたらその旨をご連絡下さい。  
無理なお願いをしまして申し訳ございません。  
どうかよろしくお願い致します。  
 
JI23(フルネーム：漢字) 
 
次は、JI23の Eメールに対する KG10の理解である。 
KG10 は、｢依頼主体｣と大学院の同期で年上(1 歳)である。相手のことについて、｢同年
齢の距離をおいた友達｣と認識している。また、｢依頼主体｣の依頼は、引き受ける可能性が
非常に高く、断ることに負担を感じたそうである。次表は、KG10 の｢断り｣のＥメールで
ある。 
 
KG10の「断り」のＥメール（JI23⇒KG10、下線は筆者） 
構成 
構成要素 
From: KG10  To: JI23 
Subject: RE:再送：○(調査者の苗字：漢字)さんの調査 
Date: Tue, 9 Sep 2003 10:33:11 +0900  
 
 
JI23(苗字：漢字)さんへ。  
 
お久しぶりです。  
朝晩吹く風も秋を感じさせるくらい涼しくなりました。  
サンゲタンがお口に合ったようで、良かったです。  
開始部 
① 
③ 
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たまに嫌いな人もいるのでどうかなあとは思いましたが、  
JI23(苗字：漢字)さんは韓国の飲食店も良く行くことが分かっていたので… 
 
私の修論の方も JI23(苗字：漢字)さんの修論を送っていただいて  
少しは拍車をかけることができました。ありがとうございます。 
 
 
 
[気遣いの
表現] 
 
ところが、韓国人学校に通っている児童に対しての件ですが、  
私も、まだ研究中で途中でどんな結果になるかまだ分からないところもあって  
質問にあったお答えは今の段階ではまだ言えないです。  
ただ、言えるのは韓国学校では、  
母語維持の問題は発生しないカリキュラムになっていることはいえると思い
ます。  
韓国語で授業が行われ、韓国語を家庭で使う児童がほとんどだということで
す。  
本当に日本内の児童の日本語環境が様々ですな。 
本題 
④ 
 
⑤ 
⑥ 
 
[事情説明] 
 
[断り] 
[代案提示] 
 
 
 
 
 
それでは、また連絡いたします。  
終了部 
⑦ 
 
 
本題の内容の順序は、< [事情説明]→[断り]→[代案提示]>のようになっている。今回の E
メールのやりとりの前にも交流があり、開始部の挨拶では、そのことに触れながら、本題
に入っている。 
 
(４) まとめ（条件を変えることで、協力できそうな場合） 
韓国人日本語学習者による、まだ親密な関係が形成されていない相手に対する｢断り｣の
中で、状況を変えることで、協力できそうな場合は、KG１、KG3、KG10 の｢断り｣のＥ
メールであった。Eメールの展開と構成、表現をまとめると、以下の通りである。 
 
 
 
 
 195 
【E メールの展開】 
 開始部 本題 終了部 
KG1  [断り]→[詫び]→[事情説明]→[詫び]→[代案提示] [気遣いの表現] 
KG3 [気遣い
の表現] 
[願望]→[事情説明]→[代案提示] [詫び]→[気遣いの表現] 
KG10 [気遣い
の表現] 
[事情説明]→[断り]→[代案提示]  
 
本題では、[事情説明]と[代案提示]が共通的に見られており、E メールの結びでは、｢相
手の健康を祈ることば｣([気遣いの表現])がみられた。 
 
【本題の内容と表現】 
内容 表現 
・今週の水曜日はちょっと都合がわるいんです。 
・時間が取れない状態です。 
[断り] 
・質問にあったお答えは今の段階ではまだ言えないです。 
[事情説明]  
<本題の場合>・参加できなくて、申し訳ないです。(状況述べ) ごめんなさいね。 [詫び] 
<結びの挨拶の場合> ・お役に立てなくて申し訳ありません。 
[願望] 私もアンケートを依頼した経験から、お願いするのが大変なことは分かっていま
すので、ぜひとも協力したいと思いますが、 
[代案提示] ・ほかの日でよければ、大丈夫なんだけど、時間がよろしくない場合は原稿を送
ってくれたら、読ませてもらいます。 
・９月の第一週中は難しいと思いますが、この翻訳の仕事が終わり９月の中旬に
なれば少し時間が作れそうです。もし時間を頂けるのであればお引き受け致し
ますので、ご連絡をお願いします。 
・ただ、言えるのは韓国学校では、母語維持の問題は発生しないカリキュラムに
なっていることはいえると思います 
[次回の約束] なし 
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[気遣いの表現] 相手の健康を祈ることば 
 
【Ｅメールの構成と表現】 
Eメールの構成 表現 
・(苗字：漢字)さん、 
・(苗字：漢字)さんへ 
①宛先 
・(苗字：漢字)様 
②送信者 なし 
・こんにちは。  
・メールの確認が遅くなり返事が遅れました。ごめんなさい。 
 修論のアンケートがあると夏休みも休めないですね。 
 
 
 
開
始
部 
③挨拶 
・お久しぶりです。季節の挨拶・相手の Eメール(挨拶)に書かれ
ていた内容に対する反応 
・内容の確認（研究会って今週末だったんだね。） ④断りの前置き(切り出し) 
・さて、○○の件ですが、 
・ところが、○○の件ですが、 
[事情説明] 
[願望] 
私もアンケートを依頼した経験から、お願いするのが大変なこと
は分かっていますので、ぜひとも協力したいと思いますが、 
[断り] 
・今週の水曜日はちょっと都合がわるいんです。 
・時間が取れない状態です。 
・質問にあったお答えは今の段階ではまだ言えないです。 
⑤断りの表明 
[詫び] 
・参加できなくて、申し訳ないです。(状況述べ) ごめんなさいね。 
 
 
 
 
 
 
本
題 
⑥断りの結び [代案提示] 
・ほかの日でよければ、大丈夫なんだけど、時間がよろしくない
場合は原稿を送ってくれたら、読ませてもらいます。 
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・９月の第一週中は難しいと思いますが、この翻訳の仕事が終わ
り９月の中旬になれば少し時間が作れそうです。もし時間を頂
けるのであればお引き受け致しますので、ご連絡をお願いしま
す。 
 
・ただ、言えるのは韓国学校では、母語維持の問題は発生しない
カリキュラムになっていることはいえると思います 
・発表の準備、がんばってください。 
・お役に立てなくて申し訳ありません。暑い夏、無理をしないで
乗り切ってください。 それでは、また。 
⑦結び 
・それでは、また連絡いたします。 
・なし 
 
終
了
部 
⑧署名 
・(フルネーム：漢字) 
 
開始部の構成は、｢宛先→挨拶｣になっており、すぐ本題に入っている。 
 
３．第２節のまとめ 
 
第 2節では、検証資料の中で、韓国人日本語学習者による、まだ親密な関係が形成され
ていない相手に対する｢断り｣(検証資料②)をもとに、(１)どのような要素によって構成さ
れているのか、(２)その要素は、全体の展開においてどのように位置づけられるのか、(３)
各要素はどのような順序で、相互にどのような関係にあるのかを中心に分析し、記述して
きた。その結果、以下のようなことが分かった。 
 
【韓国人日本語学習者による日本語のＥメールにおける｢断り｣の展開】 
(１) [事情説明]は、｢断り｣の Eメールの構成において、必須である。 
(２) 開始部の挨拶から自分の今の状況を述べており、その内容に続いて[事情説明]に繋
げていることが多く見られる。 
(３) 協力する可能性が 0に近い場合は、開始部の挨拶に[気遣いの表現]が来る場合が多く、
<[気遣いの表現]→([願望]or[詫び])→[事情説明]>のパターンから始まる場合が多い。 
(４) 協力する可能性が 0に近い場合は、<[事情説明]→[願望]→[断り]→[詫び]→[次回の約
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束]>のパターンが共通的に見られており、それ以外は、[次回の約束]か[代案提示]が
くる。 
 
以上のことから、韓国人日本語学習者による日本語における｢断り｣の Eメールの内容の
順序として、次のパターンが考えられるといえよう。 
 
<[事情説明]→([願望])→[断り]→[詫び]→[次回の約束] or[代案提示]>型 
 
【韓国人日本語学習者による日本語のＥメールにおける｢断り｣の構成と表現】 
(１) ｢です・ます体」がベースになっている場合が多く、断りと関連して使われる[詫び]
では、｢申し訳ございません｣が多く見られた。 
(２) 開始部の構成が「宛先→挨拶→送信者→相手の安否・自分の安否」(①→③→②→③)
のようになっている場合が多く見られた。 
(３) 宛先(①)には、日本語母語話者の JG では見られなかった｢(名前：漢字)さん｣と｢(フ
ルネーム：漢字)さま｣が見られた。 
(４) 挨拶(③)では、｢こんにちは｣が一番多く、自分の安否と相手の安否に関する内容が日
本語母語話者に比べて多い方である。 
(５) 断りの表明(⑤)では、｢どうしても～｣｢どうも～」「到底～」のような表現が見られる。 
(６) 結び(⑦)では、｢相手の健康を祈ることば｣が一番多く見られた。 
 
<表 11> KGによる日本語のＥメールにおける｢断り｣の展開 
 開始部 本題 終了部 
協力する可能性が０に近い場合 
KG4  [事情説明]→[願望]→[断り]→[詫び]→[気遣いの表現]→[詫び]→[次
回の約束] 
 
KG5  [事情説明]→[願望]→[断り]→[詫び]→[次回の約束]→[気遣いの表
現] 
 
KG6 [気遣い
の表現] 
[願望]→[事情説明]→[断り]→[詫び]→[次回の約束]  
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KG7 [気遣い
の表現] 
[詫び]→[事情説明]→[詫び]→[次回の約束] [詫び] 
KG8  [事情説明]→[詫び]→[断り]→[次回の約束] [気遣い
の表現] 
KG9 [気遣い
の表現] 
[事情説明]→[詫び]→[事情説明]→[詫び]→[気遣いの表現]  
KG12 [気遣い
の表現] 
[事情説明]→[断り]→[気遣いの表現]→[願望]→[断り]→[詫び]→[次回の
約束] 
 
自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合 
KG11 [気遣い
の表現] 
[事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]→[詫び]→[次回の約束]  
KG14  [気遣いの表現]→[願望]→[断り]→[事情説明]→[代案提示]→[詫び] [気遣い
の表現] 
再依頼されたら、協力できそうな場合 
KG2  [事情説明]→[願望]→[断り]→[詫び]→[断り]→[次回の約束] [気遣いの表
現]→[詫び]） 
KG13(1)  [事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]  
KG13(2)  [詫び]→[断り]→[事情説明]→[詫び]  
KG15  [願望]→[事情説明]→[断り]→[詫び]→[代案提示]  
条件を変えることで、協力できそうな場合 
KG1  [断り]→[詫び]→[事情説明]→[詫び]→[代案提示] [気遣いの表現] 
KG3 [気遣い
の表現] 
[願望]→[事情説明]→[代案提示] [詫び]→[気遣いの表現] 
KG10 [気遣い
の表現] 
[事情説明]→[断り]→[代案提示]  
 
次表は、KG による日本語のＥメールにおける｢断り｣の構成と表現をまとめたものであ
る。 
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[E メールの構成と表現（開始部：①宛先、②送信者、③挨拶）] 
Eメールの構成 表現 
・(苗字：漢字)さん 
・(苗字：漢字)さんへ 
・(苗字：漢字)様 
・(苗字：漢字)さま 
・(フルネーム：漢字)さま 
①宛先 
・(名前：漢字)さん 
・(苗字：カタカナ)です。 
・(苗字：漢字)です。 
・○○ゼミの(苗字：カタカナ)です。 
・(フルネーム：漢字)です。 
・(名前：カタカナ)です。 
②送信者 
・なし 
・こんにちは。 
・今日は。 自分と相手の安否・[気遣いの表現](食事の誘い) 
・相手の Eメール(挨拶)に書かれていた内容に対する反応 
・こんばんは。相手の Eメール(挨拶)に書かれていた内容に対す
る反応 
・相手の Eメール(挨拶)に書かれていた内容に対する反応、・誉  
 め 
・相手の安否 
・自分の安否 
・相手の安否・自分の安否・メールを拝見いたしました・[気遣
いの表現] 
・相手の安否・メールに対する感謝・返信が遅れたことのお詫び・
自分の安否 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開
始
部 
③挨拶 
・メールありがとうございました。 
・メールありがとうございます・自分の安否・誉め 
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・お返事が遅くなりまして本当に申し訳ありません。最近はメー
ルをチェックする暇も無く、慌ただしい日々をおくっていま
す。 
・メールの確認が遅くなり返事が遅れました。ごめんなさい。 
 修論のアンケートがあると夏休みも休めないですね。 
  
・ご無沙汰しております。 
・お久しぶりです。 
・お久しぶりです。季節の挨拶・相手の Eメール(挨拶)に書かれ
ていた内容に対する反応 
 
｢Eメールの構成と表現｣の中で｢開始部｣をみると、宛先(①)の場合、JGの Eメールでは
見られなかった｢(名前：漢字)さん｣と｢(フルネーム：漢字)さま｣が見られる。また、開始
部の挨拶(③)では、｢こんにちは｣と｢相手の安否」・「自分の安否」が入っている場合が多い
方で、｢相手の安否｣と｢自分の安否｣は、｢相手の安否・自分の安否・メールを拝見いたしま
した・[気遣いの表現]｣や｢相手の安否・メールに対する感謝・返信が遅れたことのお詫び・
自分の安否｣のように他の挨拶と一緒に使われる場合が多かった。 
筆者は、本稿の第２章(調査の手順)で、<母語(韓国語)の干渉から来る問題などを考え、
韓国人日本語学習者の｢断り主体｣には、｢人間関係」や用件などほぼ同様の状況で韓国人母
語話者に依頼された場合を想定してもらい、韓国語で｢断り｣の Eメールを作成してもらっ
た>と述べた(以下、韓国語の｢断り｣のEメール)。それを見ると、挨拶(③)では、「안녕하세요」
(annyeonghaseyo 6：こんにちは )と、 ｢그동안 잘 지내셨어요? ｣ (geudongan  jal 
jinesyeosseoyo：お元気でしたか)が多く、季節の挨拶から始め、自分の安否と相手の安否
が多く見られた。これが、日本語のEメールにも反映されているのではないかと思われる。 
 
[E メールの構成と表現（本題：④断りの前置き、⑤断りの表明、⑥断りの結び）] 
Eメールの構成 表現 
 
 
④断りの前置き(切り出し) ・さて、メールを頂いた○○の件ですが、 
・さて、送っていただいたメールでの○○○件ですが、 
                                                   
6
 韓国語のローマ字表記は、韓国政府の標準ローマ字表記法(2000.7.7)に従う。 
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・さて、依頼の○○の件ですが 
・さて、調査協力の件なんですが、 
・さって、データ収集のことですが、 
・さて、○○の件ですが、 
・ところが、○○の件ですが、 
・それで、○○調査の件ですが、 
・それから、論文データの件なんですが。 
・話が変わりますが、この間、頼まれたデータの件なんですが、 
・調査の件ですが、 
・ところで、（誉め） 
・実は、 
・内容の確認（研究会って今週末だったんだね。） 
・私ができることなら、役に立ちたいと思いますが、[願望] 
[事情説明] 
・メールの確認が遅れ、返事が遅くなりまして申し訳ありません。
実は、○○(事情説明) 
・実は、○○んですね。 
・○○なので、 
 
 
 
本
題 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤断りの表明 
[願望] 
・○○さんの調査に協力できればと思っていますが、 
・ゼミでも研究計画を伺っており、大変独自性と展開性のある○
○さんの御研究に少しでもお役に立てるのであれば、私にもこ
れ以上ない嬉しいことでありますが、 
・○○さんの研究テーマである「○○○」に関しては、私も興味
を持っておりますので、私でよければ、是非、協力させていた
だきたいと思っておりますが、 
・いつもお世話になっておる○○さんからのせっかくのご依頼な
ので、できるだけご協力させていただきたいという気持ちは溢
れていますが、 
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・私もアンケートを依頼した経験から、お願いするのが大変なこ
とは分かっていますので、ぜひとも協力したいと思いますが、 
・是非お手伝いしたいですが、 
・私も是非協力したいところですが、 
[断り] 
・８月中には少し難しいかもしれません。 
・来週中には学校へ行けないと思います。(願望略)今回は時間の
問題で少し難しいと思います。 
・○○はちょっと無理そうです。  
・到底無理そうです。 
・この件に関しましては、ご期待にお応えすることが不可能であ
ると思われます。 
・今回の依頼には協力することができないと思います。どうかご
理解をお願いします。 
・今回だけはご理解をお求めしたいと思います。 ご依頼には承
りかねますと申し上げます。大変ご恐縮でございますが、今回
にかぎり、ご依頼には承りかねますと申し上げます。 
・多分９月末までは、学校には行けないと思いますが。 
・いくら時間を作ろうとしても９月はどうも時間があきません。 
・どうしてもお手伝い出来ません。 
・質問にあったお答えは今の段階ではまだ言えないです。 
・あまり時間がなさそうです．．． 
・時間的にも精神的にも余裕がありません。 
・今週の水曜日はちょっと都合がわるいんです。 
・時間が取れない状態です。 
・本当に申し訳ございません 
  
[詫び] 
・せっかくお話を頂いたのにも関わらず、実際には何もお手伝い
できなくて、本当にごめんなさい。  
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 ・せっかく、頼まれたんですが、○○さんに協力に成れなくてご
めんなさい。  
・本当にごめんなさい。 
・本当に申し訳ございません。 
・大変申し訳ありません。 
・お願いをお断りしてしまって、本当に申し訳ありません。 
・今度の調査に何も訳に立たなくて、どうもすみません。 
・○○さんにはいつもお世話になっているのに、必要な時に協力
できなくて、本当にごめんなさい。 
・参加できなくて、申し訳ないです。(状況述べ) ごめんなさい
ね。 
[次回の約束] 
・今回は本当に申し訳ございませんが、次回、まだ機会がありま
したら、ぜひ声かけてください。○○さんの調査には、微力な
がら協力できればと思っています。 
・後でまた翻訳のことが必要でしたら、声がけくださいね。その  
 時は、ちゃんとやってみます。 
・今度また何かありましたらそのときは是非つかわさせて頂きた
いと思います。 
・また、後日何かありましたら連絡ください。そのときには是非 
協力したいと思います。 
・これから、また、何かあったら、是非協力したいと思っており
ますので、また声をかけてください。 
・もし、他に私がやることがあれば、気軽に声をかけてください。 
 
⑥断りの結び 
[代案提示] 
・もし、私の知り合いでもよろしければ、ご紹介します。 
・私は駄目だけど、○(苗字：カタカナ)さんとかその周辺の留学
生に頼んでみましょうか。 
・ほかの日でよければ、大丈夫なんだけど、時間がよろしくない
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場合は原稿を送ってくれたら、読ませてもらいます。 
・９月の第一週中は難しいと思いますが、この翻訳の仕事が終わ
り９月の中旬になれば少し時間が作れそうです。もし時間を頂
けるのであればお引き受け致しますので、ご連絡をお願いしま
す。 
・ただ、言えるのは韓国学校では、母語維持の問題は発生しない
カリキュラムになっていることはいえると思います。 
｢食事の誘い｣ 
・でも、今度時間を合わせて食事でもしませんか。 
  
｢誉め｣ 
・「○○○」という○○さんの調査は、観察者の立場としても、
とても面白いと思いました。 
 
｢E メールの構成と表現｣の中で｢本題｣をみると、開始部の挨拶(③)でメールの返信が遅
れた理由を説明しながら、それを自分のおかれた状況の説明につなげて、その後、断りの
表明(⑤)をしている場合や｢依頼主体｣を誉め([気遣いの表現])ながら、それを[事情説明]
につなげて、断っている場合が見られた。その中には、[事情説明]が細かく非常に長く書
かれており、自分の状況を理解してもらおうとしている場合もあった。また、断りの結び
(⑥)が比較的長くなっていることが多く、[代案提示]や[次回の約束]も多く見られた。さら
に、断りの結び(⑥)には[次回の約束]の他に、｢食事の誘い｣や｢誉め｣など[気遣いの表現]
も見られる。 
JGの Eメールでは、[願望]の場合、｢協力したいのですが、｣から始まる傾向があるが、
KG の場合、[願望]の前に｢○○さんの調査に｣や｢誉め｣などを述べながら、[協力したいの
ですが、]につなげる場合が見られた。また、JGの Eメールでは、｢断り｣と関連して使わ
れる[詫び]では、｢申し訳ございません｣が多く見られるが、KG の E メールでは、[詫び]
に他の表現より｢ごめんなさい｣が少し多い方である。 
また、断りの表明(⑤)では、｢どうしても～｣｢どうも～｣｢到底～｣のような表現が見られ
た。韓国語の｢断り｣の E メールをみると、断りの表明(⑤)では、｢아무래도(amulaedo)」
や｢도저히(dojeohi)｣のように、｢どうしても」、｢到底｣という表現が今回の韓国語の Eメー
ルの中で全体的に多い方であった。これが日本語の Eメールにも反映されているのではな
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いだろうか。しかし、韓国語の｢断り｣の Eメールでは、断りの前置き(④)で、｢어떡하죠？｣
(eotteokajyo：どうしましょう)のように、はっきりした[断り]ではないが、このような表
現があることで、次の内容が断りであることが予測される表現(｢予告」）が多く見られたが、
今回の日本語の Eメールには見られなかった。 
 
【E メールの構成と表現（終了部：⑦結びと⑧署名）】 
Eメールの構成 表現 
｢相手の健康を祈ることば｣ 
・猛暑の中、お体にお気をつけながら、頑張って下さい。陰ながら
応援しております。 
・厳しい残暑が続いています。体調をくずさないよう、くれぐれも
ご自愛くさい。とり急ぎご返事まで。 
・それでは、残りの夏休みもお元気で楽しんでください。  
学校で○○さんに会うことを楽しみにしております。 
・それでは、お元気にしてください。 
・お役に立てなくて申し訳ありません。暑い夏、無理をしないで乗
り切ってください。 それでは、また。 
・では、論文頑張ってください。 
・発表の準備、がんばってください。 
・こちらこそ役に立てられなくて本当にごめんなさい。 
⑦結び 
・それじゃ、また。 
・それでは、また。 
・それでは、また連絡いたします。 
・(フルネーム：漢字) 
・(フルネーム：カタカナ) 
・(フルネーム：漢字)<（フルネーム：カタカナ）> 
・(名前：漢字) 
 
 
 
 
 
終
了
部 
⑧署名 
・なし 
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｢Eメールの構成と表現｣の中で｢終了部｣をみると、Eメールの結び(⑦)では、｢相手の健
康を祈ることば｣([気遣いの表現])を付け加えており、署名(⑧)では、｢名前｣を書いている場
合もあった。韓国語の｢断り｣の Eメールをみると、結び(⑦)では、｢また連絡します｣と｢相
手の健康を祈る言葉」、｢今度お会いします｣の３つが今回の韓国語の E メールの中で全体
的に多く見られており、｢相手の健康を祈る言葉｣は Eメールの殆どで見られた。これも日
本語に反映されているのではないかと考えられる。 
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第４章「表現行為」と「理解行為」の相互交流の観点から見た「断り」 
 
第１節 日本語母語話者のＥメールに見られる特色 
 
１．はじめに 
 
以下の内容では、日本語母語話者同士のＥメールのやりとりから得られた 13組(検証資
料①)のＥメールの本文と調査後の FUI の内容を基に、以下の 3点を中心に分析し、考察
していく。 
 
(１) 断る側が｢断り｣のＥメールで、特に気を遣っているのは何か。 
  (２) 依頼する側が｢断り｣のＥメールから受ける印象は何か。 
  (３) 依頼する側の意図と、受ける側の印象のズレが見られる場合とそうでない場合、
その原因として考えられるのは何か。また、そのズレを防ぐためにはどのよう
にすればよいか。 
 
２．分析 
 
２．１ 断る側が｢断り｣のＥメールで特に気を遣ったこと 
｢断り主体」が、｢断り｣の E メールを作成する際に特に気を遣ったこととして挙げたの
は、断る理由をどう表現するか、断る意思をはっきり伝える、代案を提示する、｢依頼主体」
の気持ちに共感する、申し訳なさを伝える、用件のみでなく、前置きの話題や終える時な
ど文全体の流れに気を遣う、文体や表現に気を遣う、早く返信するなどである。その中で
多かった意見は、①代案を提示する②用件のみでなく、前置きの話題や終える時など文全
体の流れに気を遣う③相手に自分の状況を理解してもらえるように断る理由を丁寧に書く
ことであった。 
 
(１) 代案の提示 
気を遣ったこととして代案の提示と答えたのは、JG2、JG3、JG4、JG7、JG10、JG11
である。回答者の多くは、｢依頼主体｣の依頼に協力したい気持ちはあるが都合が悪く、時
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期などを変えることで受けられる可能性があるということであった。以下は、｢断り主体」
の FUIの回答の一部である。 
 
①代替案（日にちを変える提案）を加える。しかたなく断るのであって、協力する気
はあることを伝える。（JG2の回答の一部） 
②自分はすぐに応じられないが、代わりに力になってくれそうな人を紹介する、とい
うように、役に立ちそうな情報を提供するようにした。（JG3の回答の一部） 
③本当に相手の大変さがわかるので、代案として、紹介できる人がいるかもしれない
ことを書いた。（JG4の回答の一部） 
④代案を出してフォローしようとしたところ。できるだけ代案を出そうというのは意
識した。やりたいと思っているし、お愛想で言っているというふうに思われたくな
かったから。（JG11の回答の一部） 
 
また、FUIの回答では気を遣ったこととして代案の提示を挙げていないが、実際作成し
た Eメールでは代案を提示している場合が多く、その殆どが時期などを変えることで、受
けられる可能性があるということであった。 
これに対し、代案の提示がない JG1 と JG8は、｢依頼主体｣の依頼を引き受けられず結
局断るなら、はっきり断った方がいいと思ったそうである。特に JG8の場合、JI8から依
頼された｢調査協力者の紹介｣は、時期を変えることで解決できることではなく、今後、再
依頼されても無理だと思っていたそうで、早く断っておいた方が誠実だと感じたと FUI
で答えた。 
 
(２)「断り」以外の部分 
FUIの回答によると、｢断り主体｣は、｢依頼主体｣の気持ちに共感するということを付け
加えるなど、用件のみではなく、前置きの話題や終える時にも気を遣っていることが分か
る(JG1、JG2、JG8、JG11、JG13)。また、FUI の回答ではないが、JG10 を除いた｢断
り主体｣の殆どが用件とは別に前置きの話題やメールを終える時に気を遣っていることが
分かる。JG10は FUIで、断るべき理由、つまりはっきりした理由があれば相手にも理解
されやすくなると思い、断るべき理由をはっきり伝えることに気を遣ったと答えた。その
反面、JG8と JG11、JG13は用件のみではなく、できるだけ前置きの話題や終える時の話
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題に気を遣っているそうである。以下は、｢断り主体｣の FUIの回答の一部である。 
 
①用件のみでなく、軽く前置きの話題や、終えるときに軽く相手の日常を気遣うなど。
今回であれば、今回の依頼には応えられなかったが、いつでもまた何かあれば言っ
てほしいという内容の一言を添えた点。(JG8の回答の一部) 
②ただ断るのではなくて、相手がそういうふうに依頼するのは当然性が高いですよと
いうことがアピールしたかった。逆にだから自分が断るのは、本当は失礼だとは分
かっているがというのをここでアピールしたかった。（JG11の回答の一部） 
③｢断り方」より、前置き部分に気を使った。前置きをどうするかによって、自分の断
りが儀礼的なものか、心のこもったものになるか分かれると思ったので。（JG13の
回答の一部） 
 
このような違いが見られるのは個人差もあると思うが、お互いが感じる相手との人間関
係にも影響があるようで、実際、｢相手との人間関係をどう認識しているか｣という FUI
の質問に JG10は、｢ゼミの先輩であるが、まだお互いをよく知らないので、疎に近いかも
知れない｣と答えた。その反面、同じ質問に、用件以外にも前置きや手紙の終わりに気を遣
った JG8 と JG11、JG13 は、｢親しみを感じている｣という部分で共通している。以上の
ことからも分かるように、｢断り主体｣が｢断り｣の Eメールを作成する時、相手との人間関
係をどのように認識し、相手をどのように思っているのかが少なくとも関わっていると言
えよう。 
 
(３) その他 
 ｢断り主体｣が｢断り｣の E メールで特に気を遣ったこととして、｢相手も急いでいると思
うので、早く返信するようにする｣(JG2、JG7）、｢文全体の流れに気を使う｣(JG12)という
回答があった。その他の回答には、｢特に丁寧にとは意識していなかった｣というものもあ
り、JG4は、｢とくに「意図」せず、心のおもむくまま書いた。｣（JG4）と答えた。また、
JG5は、｢こんな時期になんで？」という気持ちを相手に強くはぶつけたくなかったので、
軽く且つ切実な気持ちが相手に伝わるようにしたそうである。 
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２．２ 依頼する側が｢断り｣のＥメールから感じること 
｢依頼主体｣が、｢断り｣の Eメールから感じたこととして挙げたのは、断り方、断る理由
の内容、代案の提示、表現、返信までにかかった時間、｢断り主体｣の申し訳なさが伝わっ
てくるかどうか、励ましのことばや共感の有無などであった。その中でも特に多かった意
見は、①｢断り主体｣がどのような表現を使ったか②用件のみでなく、前置きの話題や終え
る時から感じること③代案が提示されたこと④断る理由を含めた断り方に関することであ
った。 
 
(１) 表現 
｢断り｣の Eメールから感じることで意見が多かったのは、｢断り主体｣がどのような表現
を使っているかであった。JI11と JI13のように、自分が認識している相手だからこそ相
手の接し方が自分に合っていて自然で気持ちが良いと感じたという回答もあるが、肯定的
に捉えていないコメントも多く見られた(｢＊｣の表示)。肯定的に捉えていない原因として、
｢ね｣｢よ｣｢よね｣などの終助詞の使用頻度の少なさ、丁寧すぎる表現、詫びの表現の多用な
どが考えられる。以下は、｢依頼主体｣の FUIの内容の一部である。 
 
①＊助詞、終助詞が少ない。すごい事務的なメールみたいという印象を受けた。(JI1
の回答の一部) 
②＊｢いたします」の使用が丁寧すぎる感じがして、距離を感じた。（JI2 の回答の一
部） 
③＊私自身が「申し訳ございません」を普段あまり使わないこともあって、非常に改
まった感じがして、少し距離があるように感じてしまった。また、｢すみません」
｢申し訳ございません｣などのお詫びが何回かあったので、「こちらが無理なことを
お願いしているのに、相手にこんなにすまないと思わせてしまって、こちらこそ
本当に申し訳ない」という感想を持った。(JI12の回答の一部） 
 
これに対して、肯定的に捉えているコメントを見ると、断る時、文末を中間終了文にす
ることで、表現のやわらかさが感じられるようである。また、(５)で JI13が指摘している
｢文体｣というのは、｢です・ます体｣か｢非です・ます体｣という意味より、文章全体におい
て起こるスピーチレベルシフトについて指摘しているのではないかと思われる。以下は、
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｢依頼主体｣の FUIの内容の一部である。 
 
④｢…」があるため、言いにくいが断るということがわかる。直接的にきつく断るので
はなく、「…」が表現を柔らかくしていると感じた。（JI11の回答の一部） 
⑤文体も、自分が認識している相手との｢人間関係」、相手にこう接してほしいと思う
ものにぴったり合うものだったので、自然で気持ちが良いと感じたのだと思う。（特
に敬語を使っているわけではないが、「デス・マス」「～のですが、」などで十分敬意？
は感じられるし、｢ほんと」「（いやほんとに！）」P.S.以降の話題などのところで“親
しみ”も感じられるし）(JI13の回答の一部） 
 
(２)「断り」以外の部分  
｢断り主体｣は、｢断り｣の Eメールで特に気を遣うこととして、｢依頼主体｣の気持ちに共
感するということを付け加えるなど、用件のみでなく、前置きの話題やＥメールを終える
時にも気を遣っていることを挙げた。それと同様に｢依頼主体｣は｢断り｣の Eメールで感じ
ることとして、断るという用件を伝えるだけでなく、断ることに対する申し訳なさなどが
伝わってくるかどうか、本題とは関係ない話題でも親近感が感じられる表現があるかどう
かを挙げている。それらは｢断り｣の Eメールから受ける印象に少なくとも影響を与えてい
るようである。以下は、｢依頼主体｣の FUI の内容の一部である。(｢＊｣の表示は、肯定的
に捉えていないコメント) 
 
①こちらの調査について、興味を示してくれる様子もあり、話しがしやすい感じだっ
た。(JI6の回答の一部） 
②協力や今後についてより具体的に言ってもらえて、励ましのようなものまで感じた。
（JI10の回答の一部） 
③＊相手のメールでは、自分の今日あったこととかをつけ加えが、ないし、そんな親
しくはないという感じがした。（JI1の回答の一部） 
 
(３) その他 
断る理由に関する意見は他にもあったが、その殆どが断る理由がしっかり書いてあるこ
とで納得できたと答えた。また、｢依頼主体｣の中には｢断り主体」の返信までに時間がかか
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った場合、その理由がちゃんと書いてあることで、なぜ遅れたかが理解できるそうである。 
さらに代案が提示されることに「依頼主体」の多くは非常に好意的に思っているようで、
それは｢依頼主体｣が｢断り主体｣のEメールから感じる印象にも大きな影響を与えていると
考えられる。 
 
３．考察
7 
 
３．１ 断る側の意図と受ける側の印象にズレが見られない場合 
｢依頼主体｣と｢断り主体｣のやりとりで、メールの印象のズレが見られなかったのは資料
3(JI3⇔JG3)、資料4 (JI4⇔JG4)、資料6(JI6⇔JG6)、資料7(JI7⇔JG7)、資料8(JI8⇔JG8)、
資料 11(JI11⇔JG11)、資料 12(JI12⇔JG12)、資料 13(JI13⇔JG13)である。この中で、
資料 4(JI4⇔JG4)と資料 7(JI7⇔JG7)は、本調査に協力する前までは会った回数も少なく、
普段話す機会が多いとは言えないため、親しみを感じているという関係ではなかったが、
今回のEメールのやりとりを通して、お互いの人間関係の認識がよくなったケースである。 
以下の内容では、資料４(JI4⇔JG4)を中心に考察したいと思う。 
資料４は、JI4と JG4がお互いにそれほど親しいとは思ってなく、｢断り｣の Eメールから
受ける印象にズレがない例である。JI４と JG４の人間関係への認識は、以下のようであ
る。(<表 12>） 
<表 12> JI４と JG４の人間関係への認識 
JI4 JG4 
客観的に見られる二人の関係 
JI４は JG４の同じゼミの先輩 JG４は JI4の半年後輩で 9歳年上 
お互いが感じる二人の関係 
年齢的にはあまり離れていないが，ゼミの先輩と
いうことで，目上の人としてとらえている。個人
親疎でいえば、「親」と「疎」の真中ぐらいなので、
直接話す場合は、「ですます体」だが、すぐ普通体
                                                   
7
 本稿で引用する E メールの本文と FUI の内容は、調査協力者が作成した原文そのままで、誤字・脱
字もそのまま掲載することにする。また、本文の中で「  」の部分は、「断り主体」が気をつけた部
分と、「依頼主体」の感じたことが、一致している部分である。 
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的に親しく話しをしたことがほとんどないので，
あまり親しい関係とは言えない。しかし，同世代，
同じゼミということで連帯感のようなものはある
ので，そういう点では親しみを感じる。 
が混じるようになるようと思う。が、完全に普通
体にはなりにくいかもしれない。上下関係は同等
レベル。 
 
JI4の｢依頼｣の E メールと JG4の｢断り｣の E メールをまとめると以下の通りである。
(<表 13>) 
<表 13> JI４と JG４の１回目のやりとり(下線は筆者) 
(1) 依頼する側(JI4) ⇒ 断る側(JG4) (2) 断る側(JG4) ⇒ 依頼する側(JI4) 
JG4(苗字：漢字)さん，こんばんは。  
 
○期生の JI4(苗字：漢字)です。お久しぶりです。
お元気ですか？  
ⓐ○○(国名)に行く前の忙しい時期に申し訳ない
のですが，JG4(苗字：漢字)さんにお願いがあり
ます。実は，今，修論作成のためにデータを集め
ているのですが，なかなか思うように人数が集ま
らず，データを取るのに苦戦しています。  
それで，できれば JG4(苗字：漢字)さんにもご協
力をいただきたくメールしました。(中略：依頼内
容) 
①出発前でお忙しい上に，こんな間近になってお
願するのは大変心苦しいのですが，もしお時間を
いただけるようでしたら，ぜひお願い致します。  
 
お手数で申し訳ありませんが，携帯かメールにお
返事ください。  
携帯：JI4の番号 
メール： JI4のメールアドレス 
JI4(苗字：漢字)さん 
 
先日は、お忙しいのに送別会に顔を出していただ
いて、ありがとうございました。  
あまりお話できなくて、すみませんでした。  
それから、無事、合宿からお帰りになったようで
すね。お疲れ様でした。 
 
振り返ると、私も○期目が終わった春休みは談話
調査のことで頭がいっぱいでした。  
焦りもあり、しかし、相手の都合に合わせてスケ
ジュール調整などをしなければならないので、精
神的に大変ですよね。  
そんな JI4(苗字：漢字)さんの立場はとてもよくわ
かるので、ぜひお手伝いさせて欲しいといいたい
ところなのですが・・・  
渡米日の 18日まで 1週間もない状況で、しかも、
私もぎりぎりでバタバタと準備をしていて、思わ
ぬところでしておかなければならないこともあ
り、なおかつ、母に E メール講習を行っていて、
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よろしくお願い致します。  
失礼します。  
 
○○大学大学院○○○科修士課程○年  
JI4(フルネーム：漢字) 
これが結構大変な作業なのです。というわけで、
こんな状態で○○(国名)に行けるのだろうかと心
配になっている次第です。ですので、お手伝いす
る時間がないのです。本当にごめんなさい。  
 
ⓐ でも、私が談話調査をしたときの方の中で、お
願いできるような方がいるかもしれません。  
調査対象はどんな方をご希望なのでしょうか？  
私が付き添うことができず、JI4(苗字：漢字)さん
にとって全くの初対面の人になると思いますし、
また、時間の都合などでご協力できるかどうかわ
かりませんが、一応、心当たりを考えておきます
ので、状況をお聞かせください。 
 
JG４(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
 
<表 13>で JI4は、海外出発まで１週間ぐらいしかない相手に、自分の都合に合わせて時
間を作ってもらうということを依頼する内容だったので、同じゼミの人でなければ頼めな
かったと答えた。かなり依頼しにくい内容で、断られると思い、非常に気を遣って｢依頼｣
の Eメールを書いたということである。これに対して JG4は、JI4の依頼内容が自分も既
に経験したことであり、JI4 の状況が十分分かるので、依頼の必然性はあると思っていた
そうである。それで、<表 13>の(2)で JG4は、特に意識せず心のおもむくままに書いたそ
うである。また、FUI で｢本当に JI4 の大変さが分かるので、代案として、紹介できる人
がいるかもしれないと書いた｣と答えた。この E メールを受け取った JI4は FUI で、｢相
手が忙しいという状況がよく分かるので、あまり期待していなかったが、JG4が依頼を引
き受けられない代わりに、他の人を紹介すると申し出てくれたことに優しさを感じた｣と述
べている。 
次の<表 14>は、JI4の 2回目の返信で、これに対する JG4の返信はなかった。 
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<表 14> JI４の 2回目の返信(下線は筆者) 
(3) 依頼する側(JI4) ⇒ 断る側(JG4) 
JG4(苗字：漢字)さん 
お忙しい中，早速のお返事ありがとうございました。  
○○(国名)出発まで間もないというのに，お心遣い頂いて本当に申し訳ありません。JG4(苗字：漢字)
さんのお友達をご紹介頂けるとのお申し出は大変ありがたいのですが，日にちも迫っていますし，こ
れ以上ご迷惑をかけるわけにはいきませんので，お気持ちだけ頂くことにします。ありがとうござい
ました。 ○○(国名)での生活が落ち着いたら，ぜひ近況をお聞かせ下さい。送別会の時も，あまりお
話できませんでしたが，JG4(苗字：漢字)さんのご活躍をお祈り致します。お体を大切に，○○の下町
パワー全開で，○○(国名)での生活を楽しんで来て下さい！  
では，失礼します。本当にありがとうございました。 
 
1回目の｢依頼｣の Eメールより励ましのことばなども入っており、親しみやすい内容に
なっていることが分かる。当初二人の人間関係は、それほど親しいとは言えず依頼の必然
性への認識にも差が見られたが、JG4の｢断り｣の Eメールから受けた印象によって、JI4
も<表 14>のような内容を作成し、お互いの関係が少し近づくようになったと言えるのでは
ないだろうか。 
 
３．２ 断る側の意図と受ける側の印象にズレが見られる場合 
｢依頼主体｣と｢断り主体｣のメールの印象のズレが見られたのは、資料 1(JI1⇔JG1)と資
料 10(JI10⇔JG10)で、両方とも｢断り主体｣の｢断り｣の Eメールから冷たさを感じている
ようである。 
以下の内容では、資料 1(JI1⇔JG1)を中心に考察したいと思う。 
資料１の調査協力者は同じ研究室の先輩・後輩の関係であるが、あまり接したことがな
いため、お互いにそれほど親しいと思っていない関係である。JG１は、依頼の内容によっ
ては引き受けられる可能性があるが、海外出発が迫っているため、その依頼を自分にする
必然性はあまりないと思っていると FUIで述べている。一方、JI1は親しさの度合いで考
えると依頼の必然性は低いが、研究の面で相手の研究は自分の研究に類似しており、依頼
することを理解してもらえるのではないかと思ったそうである。 
JI1の「依頼」の Eメールと JG1の｢断り｣の Eメールをまとめると以下の通りである。
 217 
(<表 15>) 
 
<表 15> JI1と JG1の 1回目のやりとり(下線は筆者) 
(1) 依頼する側(JI1) ⇒ 断る側(JG1)  (2) 断る側(JG1) ⇒ 依頼する側(JI1) 
JG1（苗字：漢字)さん  
 
ご無沙汰しています。お元気ですか。  
修了式後のパーティでは、いろいろお話したいと
思っていたのですが、行けなくなってしまい本当
に残念でした。  
JG1（苗字：漢字)さんのご出発までまだ間があっ
たので、いつでも会うチャンスがあるだろうと油
断しているうちに８月も半ばに差し掛かってしま
い、本当にもったいなかったなあと後悔していま
す。  
 
JG1（苗字：漢字)さんにぜひ修論のために、調査
協力をお願いしたいと思っていたのですが、  
もうそんな余裕はありませんよね？  
(中略：調査内容の説明)  
調査協力者を探しているうちに、こんな時期にな
ってしましました。もし JG1（苗字：漢字)さんに
ご協力いただけたら、これ以上なくうれしいので
すが、JG1（苗字：漢字)さんのご出発の準備に支
障をきたすようま真似だけは絶対にしたくないの
で、どうかご遠慮なさらずおっしゃってください
ね。  
それでは、お返事をどうぞよろしくお願い致しま
す。  
JI1(苗字：漢字)さん 
 
メール読みました。  
確かに、パーティーのときには話せませんでした
ね。私は飛び入り参加でしたが、JI1(苗字：漢字)
さんを含め、たくさんの人と話す機会がなかった
ので、残念に思っていました。 
 
さて、調査の件ですが、申し訳ないのですが、  
①正直言って難しいです。  
②というのは、JI1(苗字：漢字)さんも気にかけて
くれていたように、私は出発前で、ちょっとばた
ばたとしていて、残念ながら、ゆっくり録音・録
画に協力できる状態ではないからです。すみませ
ん。  
 
海外に渡航するということがなければ、夏休みは
基本的にボンヤリと過ごすので、調査協力できた
のですが、今回は本当に焦って渡航準備をしてい
るので、お断りするしかありません。  
 
③調査のデータに人が必要なことは、私もよくわ
かっています。人が集まるといいですね。  
JI1(苗字：漢字)さんの研究がうまく進むことを願
います。  
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お忙しいところ、長々と読ませてしまい、すみま
せんでした。  
 
JＩ1(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
 
今回は申し訳ないです。  
では、また。  
           JＧ1(フルネーム：漢字) 
 
JI1は FUIで、｢依頼の当然性と期待値は低いと思いながらも、相手(JG1)は、修士論文
の執筆を経験している人だから、断りづらいだろうと思った｣と答えた。しかし、JG1の E
メールがあまりにもあっさりしていて、親しみを感じることができなかったそうである。 
一方、JG1は相手への配慮として今回の調査には協力できないが、｢JI1の気持ちはよく
分かります｣というような表現(③)を付け加えている。しかしそれは、JI1が受ける印象に
はあまり影響を与えていないようである。 
このようにメッセージ受容の相違点が見られた原因としては、｢断り｣に対する負担度が
挙げられるのではないかと思う。実際、FUIの回答で二人が答えた依頼の必然性に対して
は、あまり認識の差が見られないが、断りに対する負担度に大きくずれが見られる。JI1
は JG1が自分と同じことを経験したこともあり、断るのに負担を感じて、｢申し訳ないと
思っているだろう｣と予想していたが、JG1 は、｢無理には引き受けなくてもいい｣と思っ
ており、｢断ることにあまり負担を感じなかった」と答えていることから、認識のずれがあ
ることが分かる。 
このような認識の差から、JI1 は親しみを表すことばや申し訳ない気持ちが伝わってく
る表現などを期待していたかもしれないが、JG1の Eメールではそのような印象を与える
要素が少し足りず、非常に事務的な Eメールとして感じたのではないかと思う。これに対
して JI1は FUIで、｢JG1の Eメールには、①「終助詞」と「助詞」が少ない②相手のメ
ールでは、自分の今日あったこと等のつけ加えがない、ということから、JG1の Eメール
が非常に事務的であるという印象を受けた｣と答えた。 
そこで、JG1が親しい関係の相手に｢断り｣の Eメールを書くとしたら、どのようにする
かを JG１の FUI（10）の回答から確認してみた。JI1 宛ての内容と親しい関係にある人
宛ての内容を比較すると、次の通りである。(<表 16>) 
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<表 16> JI1の｢断り｣の Eメールの比較(下線は筆者) 
JI1(苗字：漢字)さん宛て 親しい関係にある人宛て：大学時代の同級生を想定 
メール読みました。  
確かに、パーティーのときには話せませんでした
ね。私は飛び入り参加でしたが、JI1(苗字：漢字)
さんを含め、たくさんの人と話す機会がなかった
ので、残念に思っていました。  
さて、調査の件ですが、申し訳ないのですが、  
正直言って難しいです。  
というのは、JI1(苗字：漢字)さんも気にかけてく
れていたように、私は出発前で、ちょっとばたば
たとしていて、残念ながら、ゆっくり録音・録画
に協力できる状態ではないからです。  
すみません。 （事情説明有り）略  
調査のデータに人が必要なことは、私もよくわか
っています。人が集まるといいですね。  
JI1(苗字：漢字)さんの研究がうまく進むことを願
います。  
今回は申し訳ないです。  
では、また。  
メール読んだよ。  
こっちこそ○○(名前)と話ができなくて残念だっ
た。  
今度機会があったら、食事でもしましょう。  
 
さて、調査協力のことだけど、正直言って、難しい
と思います。  
知っている通り、私は渡航前で忙しくしているので、
調査に協力する時間は取れないと思うので。  
すみません。  
 
 
修論の調査って大変だよね。  
私も苦労したので、気持ちはわかるよ。  
    
お互いがんばりましょう。  
今回はごめんなさい。  
ではね。 
  
<表 16>をみると、両方とも E メールの展開にはあまり差はないが、JI1 宛ての E メー
ルでは親しみを表す｢食事の誘い｣や｢励ましのことば」があまり書かれていないことがわか
る。そして、文末の待遇表現に｢です・ます体｣を使用していることと終助詞の｢ね｣｢よ｣｢よ
ね｣などの使用頻度が少ないことで、文全体の印象が硬くなってしまっている。それにより、
JI1は JG1に心理的な距離を感じたのではないかと思われる。このような結果は、他の調
査協力者の資料でも多く見られており、相手との関係の度合いに合わせて文末表現を使い
分けていると言えよう。 
 以上のことからも分かるように、｢断り｣の Eメールから受ける印象には、自分と相手の
人間関係の認識と断りに対する負担度、依頼の必然性を含めた｢依頼主体｣の依頼への期待
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度が少なからず関わっているということが言えるのではないかと思う。 
 JI1 と JG1 が 1 回目のやりとり(｢依頼→断り」）の後、｢返信→返信｣という形で、2 回
目のやりとりが続くが、全体的な印象は<表 16>とあまり変わらない。 
資料１での Eメールのやりとりについて、JI1は FUIで、｢自分が書いたメールにあま
り納得がいってなかった｣と述べている。その理由として、JI1は、いつも Eメールを書く
時は本題があり、さらに親密さを表すためにその人だけに言いたいことを書く方だが、JG1
に送る Eメールでは、それができなかったそうである。従って、JI1は自分の Eメールに
点数をつけるのであれば、丁寧さは別にして、自分らしさや自分の好きな書き方というこ
とで採点したら、低い点数をつけると FUI で答えた。実際、JI1 と JG1の 2 回目のやり
とりをみると、JI1の Eメールの展開と JG1の Eメールの展開が似ており、相手の Eメ
ールをみて、それに合わせて、Eメールを作成しているのではないかと思われる。 
このようなことから、｢断り｣の Eメールには｢依頼主体｣の Eメールからも影響を受けて
いることが言えるのではないだろうか。｢断り主体｣は｢依頼主体｣の｢依頼｣のEメールから、
自分と相手との関係を考え、｢断り｣の E メールを作成したということであろう。つまり、
Eメールを媒体とするコミュニケーションにも、｢待遇コミュニケーション｣が大いに関わ
っていると言えるのではないか。 
 
４．第１節のまとめ 
 
以上の内容をまとめると、以下の通りである。 
 
(１）断る側が｢断り｣の Eメールで、特に気を遣っていること 
①代案の提示 
 ②用件のみではなく、前置きの話題やＥメールを終える時にも気をつける 
 ③相手に自分の状況を理解してもらうように断る理由を丁寧に書く 
  
(２) 依頼する側が｢断り｣の Eメールから感じること 
①代案の提示 
②用件のみではなく、前置きの話題やＥメールを終える時から感じること 
③相手との人間関係に合わせた文体や表現などの有無 →スピーチレベルシフト 
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④断る理由を含めた断り方 
    
(３) 断る側の意図と受ける側の印象のズレの原因と、そのズレを防ぐ方法 
 ①ズレが見られず、二人の人間関係がよくなった場合 
・代案が提示されている 
・依頼を断るという本題とは関係ない内容があることで断り方が婉曲になり、親近感
が感じられ今後の関係にも影響を与える 
 ②ズレが見られる場合 
  ・終助詞｢ね｣｢よ｣｢よね｣などの使用度が少ない 
・丁寧すぎる →文末の待遇表現に変化がない 
・依頼を断るという本題とは関係ない内容が｢断り｣の Eメールに含まれていない 
・お詫びの表現の多用 
 
調査協力者の調査後のインタビューをまとめた結果、今回の調査協力者が共通して指摘
したのは、コミュニケーション主体が、自分と相手との人間関係をどのように認識してい
るのか、また、その人間関係に合わせた適切な表現になっているかどうか、ということで
あった。従って｢断り主体｣が｢依頼主体｣に誤解を生まぬよう、相手との人間関係を保ちな
がら適切に表現するためには、相手との人間関係に合わせた表現を使い分けることが必要
であるといえよう。そのほかに、依頼を断るという本題とは関係ない内容を付け加えたり、
丁寧過ぎないようにことばを使い分けるなど、依頼する側の負担を軽減させるような Eメ
ールにすることによってメールの印象のズレ解決できるのではないかと思われる。 
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第２節 韓国人日本語学習者のＥメールに見られる特色 
 
１．はじめに 
 
以下の内容では、日本語母語話者と、日本語能力において日本語母語話者のレベルに達
していると見なされる韓国人日本語学習者とのＥメールのやりとりから得られた 15組(検
証資料②)のＥメールの本文と調査後の FUI の内容を基に、以下の 3点を中心に分析し、
考察していく。 
 
(１) 断る側が｢断り｣のＥメールで、特に気を遣っているのは何か。 
  (２) 依頼する側が｢断り｣のＥメールから受ける印象は何か。 
  (３) 依頼する側の意図と、受ける側の印象のズレが見られる場合とそうでない場合、
その原因として考えられるのは何か。また、そのズレを防ぐためにはどのよう
にすればよいか。 
 
２．分析 
 
２．１ 断る側が｢断り｣のＥメールで特に気を遣ったこと 
断る側が、｢断り｣のＥメールを作成する際に、特に気を遣ったこととして挙げたのは、
①断る理由を丁寧にはっきり書く(11 名)②協力したいという気持ちを表すために、代案(3
名)や次回の約束を提示する(6 名)③用件のみではなく、前置きの話題や終える時などに気
を遣う(5名)④失礼な感じを与えないように表現に気を遣う(4名)ことであった。（<表 17>） 
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<表 17> 断る側が特に気を遣ったこと8 
 項目 FUIの回答者 
回答の内容(一部) 
１ 断る 
理由 
KG1, KG4, 
KG5, KG7, 
KG8, KG9, 
KG11, KG12 
KG13, KG14 
KG15(計 11名) 
①できない理由を相手に理解してもらうためにちゃんと書こうと心が
けた。(KG7の回答の一部) 
②なぜ、その頼みを受け入れられないかに対しての理由（私の立場）
をなるべくはっきり表現したかった。（KG11の回答の一部） 
③是非協力したいがどうしても無理であることを伝えたかった。
（KG14の回答） 
２ 次回の 
約束の 
提示 
KG5, KG7, 
KG10, KG12, 
KG13, KG14 
(計６名) 
①依頼内容によっては実行する余地があることを伝える(今回の依頼
内容はだめだったとしても）（KG5の回答の一部） 
②相手に協力したい気持ちがあることを示したかったので入れた。
(KG13の回答の一部） 
３ ｢断り｣ 
以外の 
部分 
KG5, KG7, 
KG9, KG13,  
KG 15 (計５名) 
①すぐ断る表現を使うのではなく、相手も最初色々個人的なことを書
いてくれたので、それに関して少し述べてから本題に入ろうとした
のである。（KG7の回答の一部） 
②雰囲気を柔らかくするために他の話題から話を展開した後に依頼を
断る。（KG15の回答の一部） 
４ 表現 KG1,KG2,KG3
KG7(計４名) 
①悪いと思って、何回か謝っているとこ（KG1の回答の一部） 
②負担(「普段」の打ちまちがい：筆者の解釈)の場合だったら、絵文
字とか口語体をもっと使ってたかもしれないが、断りのメールだか
ら少し丁寧でやっていたほうがいいと思われて、なるべく遠慮して
たらしい。（KG2の回答の一部） 
５ 代案の 
提示 
KG2, KG14, 
KG15 (計３名) 
①自分はできないが、他の人を紹介するような形でも協力したい。
(KG14の回答の一部） 
②可能な日を提案する。（KG15の回答の一部） 
 
<表 17>をみると、断る側の殆どが、断る理由つまり[事情説明]をどのように表現するか
                                                   
8 本稿で引用するＥメールの本文とＦＵＩの内容は、調査協力者が作成した原文そのままで、誤字・脱字
もそのまま掲載することにする。 
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に気を遣っていることが分かる。回答の内容では、依頼する側の依頼を受け入れることが
できない理由をきちんと説明し、相手に理解してもらうために心掛けているというコメン
トが多く見られた。また、代案や次回の約束を提示することによって、今回の依頼は受け
入れられないが、相手に協力したい気持ちはあることをアピールしようとしていたのでは
ないかと思われる。 
回答者の内容をみると、KG7のように、相手(依頼する側)のＥメールに対する反応を示
したり、雰囲気を柔らかくするために、用件のみではなく前置きの話題や終わり方にも気
を遣っていることが分かる。中には、Ｅメールの終わりに食事を誘う場合もあり、KG9は、
今度時間的に余裕がある時に食事でもしたいと付け加えている。だが、相手の依頼を断っ
ているのに、食事する暇はあるのかと誤解されるのではないかと思い、食事の誘いの部分
を入れるかどうか最後まで悩んだと答えた。この他に、KG11 のＥメールにも食事の誘い
は見られるが(「学校でお会いしたら、食事でもご一緒にしましょう。」(KG11のＥメール
の一部)、開始部の挨拶の部分で見られており、KG11 の FUI の回答では特に気を遣った
とは答えていない。 
最後に表現を見ると、断る側は、依頼する側に不愉快な思いをさせないように、適切な
表現を使おうと気をつけており、謝罪の部分を含め、失礼にならないような表現を選ぼう
としていることが窺える。FUIでは、断る側がＥメールの本文で、特に気を遣った部分と、
その理由について聞いてみた。以下は、断る側の FUIの回答の一部である。 
 
｢もし時間を頂けるのであればお引き受け致しますので、ご連絡をお願いします。｣同
じ意味でも、｢もう少し時間をくれたら、アンケート書きますよ｣という表現よりは丁
寧だと思うから。また、この表現には、時間の余裕があれば、もちろんやりますよ！
という気持ちが表れていると思うし、さらに、私は嫌であなたの依頼を断ってないん
だというニュアンスが相手に伝わると思う。｣(KG3の回答の一部) 
 
｢｢さて、調査協力の件なんですが、本当に申し訳ございません｣この代わりに｢すみま
せん」を書こうかと思ったが、少し軽く感じられ、また私の気持ちを十分表現できな
いと思い、変えてみたのである。」(KG7の回答の一部) 
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２．２ 依頼する側が｢断り｣のＥメールから感じること 
 依頼する側が、｢断り｣のＥメールから感じたこととして挙げたのは、断る理由の内容(9
名)、表現(8 名)、全体の流れ(4 名)、断り方(4 名)、｢断り｣とは直接関係のない内容(4 名)、
次回の約束(3名) 、代案の提示(2名)であった。（<表 18>） 
 
<表 18>「断り」のＥメールから感じたこと 
 項目 FUIの回答者 
回答の内容(一部) 
１ 断る 
理由 
JI15,JI17,JI19
JI20,JI22,JI24 
JI25,JI26,JI28
（計 9名） 
①理由はもっともだと思うので、断られたことには不愉快な感じはな
かった。(JI15の回答の一部) 
②「どうしても」という理由があるので、仕方ないと思った。(JI25の
回答の一部) 
２ 表現 JI14,JI15,JI17 
JI18,JI19,JI21 
JI27,JI28 
(計 8名）  
①留学生である認識はあり、敬語を使わなければ問題ないのに、頑張
って敬語を使っているから少し間違っても悪い印象はなかった。で
も、全然知らない相手だったらマイナスのイメージがあるとは思う。 
(JI15の回答の一部) 
②あまりにも丁寧すぎるので、心理的負担を感じる。時候の挨拶に近
況報告、過度な褒めのことば等々、どこかの教科書にでも載ってい
そうな完璧なお手紙だった。(JI18の回答の一部) 
③スタイル。私は一応これが文章ということで、普段の話体よりスタ
イルが少しかしこまっているし、後頼む側ってこともあるし、でも
一応 KG6が年齢というか、後輩だから(私と)同じスタイルに合わせ
てほしいと思う。(JI19の回答の一部) 
３ 全体の
流れ 
JI19,JI25,JI26 
JI28（計 4名）  
全体的にさらっとした感じがする。話の展開の順序を立てて敬語など
にも気をつけて丁寧に説明することが必要であると感じた。(JI25の回
答の一部) 
４ 断り方 JI15,JI18,JI22 
JI24 （計 4名） 
断り方に関しては、依頼主の状況を加味し、少し持ち上げてから丁寧
に自分の状況を述べ、断っているので感じがいいと思う。(JI22の回答
の一部) 
５ ｢断り｣ JI17,JI20,JI23 調査に協力したい、私の調査に興味を持ってくれているということが
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以外の 
部分 
JI28（計 4名） 感じとれたので、不愉快では全くなかった。(JI17の回答の一部) 
６ 次回の 
約束の 
提示 
JI15,JI21,JI25 
（計３名） 
気を遣ってメールを書いてくれたのだなと感じた。今回は断っても次
回は是非と書いてくれた部分などが特にそのように思われる。(JI21の
回答の一部) 
７ 代案の 
提示 
JI14,JI24 
（計 2名） 
あっさり断るのではなく、代わりの人を紹介してくれると申し出をし
てくれていて、こちらの依頼に何とかべつの形で応じようとしてくれ
ているのがわかった。(JI24の回答の一部) 
 
<表 18>をみると、断る理由に関する回答が多いことが分かる。だが、回答者の殆どは、
断る側の断る理由つまり[事情説明]はもっともで、適切であると納得しており、特に不愉
快とは思わないと FUIで答えた。中には、｢どうしても｣のような絶対｢ダメ｣というはっき
りした理由があって、断られても仕方がないと思ったそうである。 
次に、断りとは直接関係のない内容について、依頼する側を気遣ってくれた内容があっ
て、一方的に依頼する(される)関係ではなく、お互いに助け合う関係であると感じたとい
うコメントが多く見られた。 
その反面、表現と全体の流れに関する印象として、肯定的に捉えていないコメントもあ
り、指摘の多くは、日本語としての不自然な部分や敬語の間違い、必要だと思われる表現
の足りなさに関することであった。断る側が日本語学習者であることと、お互いの関係か
ら考えると、不自然だと感じても悪い印象はないと思うが、全然知らない相手だったら、
マイナスのイメージがあるかもしれないと指摘している。勿論今回の検証資料の全てがこ
のように指摘されたのではなく、KG8 のように[気を遣ってメールを書いてくれたのだな
と感じた。全体的な印象なのだが、丁寧な敬語](JI21の回答の一部)のようなコメントもあ
る。しかし、敬語の間違いではないが、あまりにも丁寧すぎる表現を使うことで、依頼す
る側に心理的に負担を与え、依頼したことを申し訳ないと思わせるようなこともある。こ
こでも、お互いが感じる相手との人間関係の認識に合わせた表現の有無が、依頼する側が
｢断り」のＥメールから受ける印象に少なくとも影響を与えているのではないかと思われる。 
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３．考察 
  
韓国人日本語学習者が作成した「断り」のＥメールの場合、季節の挨拶から相手の安否、
自分の安否、誉めことば、食事の誘い、また、結びの挨拶として、相手の健康を祈ること
ばを付け加えるなど、実際そう思っているかどうかは別として、気持ちのこもる表現が多
く見られた。このような特徴は、日本語母語話者が親しいと思っている相手に送った｢断り｣
のＥメールに多く見られた(第 3章の分析結果) ものである。そのことも影響して、依頼す
る側が｢断り｣のＥメールから受ける印象として、｢冷たい感じがする｣というコメントはあ
まり見られなかったのではないかと思われる。それよりも、むしろ、全体の流れ、すなわ
ち｢断り｣のＥメールの構成と、適切な表現の有無に関する指摘が多く見られた。 
 また、韓国人日本語学習者の中には、断るということの負担度が少なからず影響し、あ
まりにも丁寧、フォーマル過ぎる例が見られた。そのような表現はかえって依頼する側に
とっては、負担になり、依頼したことを申し訳なく思うなど、よそよそしく感じる原因に
もなるようである。さらに、これとは異なり、それほど親しい関係ではないのに、友達に
送るようなＥメールを書いた場合もあり、それも不自然に思わせる原因になることが分か
った。 
 以下の内容では、２の分析の結果を基に、｢断り｣のＥメールで、断る側が特に気を遣っ
た部分と、それを受けた依頼する側の印象にズレが見られない場合と、ズレが見られる場
合について、考察していきたいと思う。本稿で引用するＥメールの本文と FUI の内容は、
調査協力者が作成した原文そのままで、誤字・脱字もそのまま掲載することにする。 
 
３．１ 断る側の意図と受ける側の印象にズレが見られない場合 
 検証資料②を分析した結果、依頼する側と断る側のやりとりで、認識のズレが大きく見
られたのは、資料 18(JI18⇔KG5)と資料 19(JI19⇔JI17)で、他の資料では、認識のズレが
あまり見られなかった。 
 以下の内容では、資料 17(JI17⇔ＫG4)を中心に考察していく。 
 資料 17 は、同じ大学院に所属しているが、研究室が違うこともあり、お互いにあまり
接したことがないため、親しいとは思っていない関係の調査協力者同士のＥメールのやり
とりである。しかし、調査後の FUI の結果、以前 JI17 は、ＫG4 に、研究の調査協力を
依頼されたことがあり、協力したことがあることが分かった。次表は、JI17とＫG4のＥ
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メールのやりとりである。（<表 19>） 
 
<表 19> JI17とＫG4のＥメールのやりとり(下線は筆者) 
(1) 依頼する側(JI17) ⇒ 断る側(ＫG4) (2) 断る側(ＫG4) ⇒ 依頼する側(JI17) 
KG4(苗字：カタカナ)さん 
 
ご無沙汰しています。○○研の JI17(フルネーム：
漢字)です。  
お休み中、突然で申し訳ないのですが、お願いし
たいことがあって、メール致しました。  
 
お願いしたいことというのは、具体的には、日本
語学習者がロールプレイをしているビデオが既に
あるのですが、それを日本語非母語話者の方に見
ていただいて、「○○○」という観点で、気がつい
たことを自由にコメントしていただくという調査
です。  
修論では日本語母語話者に調査をお願いしたので
すが、今回は日本語非母語話者の方にお願いする
ことになりました。  
自分の研究室の留学生の方にも声をかけてはいる
のですが、なかなかうまくいかなくて・・。  
 
調査の場所は(中略) 
投稿の締め切りが 9 月中旬のため、調査自体は 8
月中に終えたいと思っているのですが・・。  
①御自身の研究でお忙しいところ、本当に申し訳
ないのですが、御協力お願いできないでしょうか。  
よろしくお願い致します。  
JI17(苗字：漢字)さん  
 
こんにちは。  
KG4(苗字：カタカナ)です。  
 
先日、修論のデータのご協力を有難うございまし
た。  
合宿から帰ってきて、最終のレポートが１８日に
まであったのですが、それが終わってから気が抜
けてしまったというか、修論のことは心配ばかり
で、何もやる気がないでいます。  
 
という私ですが、JI17(苗字：漢字)さんのほうは、
修論の調査の延長ということですね。  
メールを拝見いたしました。  
とても羨ましく思いました。 
 
ⓐ メールの確認が遅れ、返事が遅くなりまして申
し訳ありません。  
実は、ⓑ 従妹が韓国から来ていまして、３日間旅
行をして只今、帰ってきたばかりです。  
いつも遊んでばかりしていますが、８月中には、
従妹の世話をするしかないかなと思っています。
８月の３１日にはソウルに戻られるのですが、日
本にいる間、大阪にいる友達に会いたいと言って
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----  
○○大学大学院○○○科 M2  
○○研究室  
JI17(フルネーム：漢字)／(フルネーム：英語) 
Ｅ-mail: メールアドレス 
携帯: 番号 
います。彼女の友達の都合もあって、まだ日にち
とかは決めていませんが、今週あたりですよね。
まだ予定だけの話ですが、彼女にとって日本はは
じめてなので、一人で行かせるのは、私もちょっ
と不安で心細くて・・・。  
 
JI17(苗字：漢字)さんの調査に協力できればと思
っていますが、ⓑ８月中には少し難しいかもしれ
ません。また、９月 11 日には、大学（出身校）の
卒業生の集いを企画しています。そのため、10 日
までは色んな準備をしなければならない状況
で・・・、本当に申し訳ございません。  
 
ⓒ「○○○」という JI17(苗字：漢字)さんの調査
は、観察者の立場としても、とても面白いと思い
ました。  
今回は本当に申し訳ございませんが、次回、まだ
機会がありましたら、ぜひ声かけてください。  
JI17(苗字：漢字)さんの調査には、微力ながら協
力できればと思っています。 
 
○○年○月○日  
KG4(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
 
 <表 19>の(１)は、JI17が作成した｢依頼｣のＥメールで、最後の｢署名｣の部分もきちんと
書いてあることなどから、全体的にフォーマルな印象になっている。JI17 は FUI で、相
手との人間関係について、話しやすそうな人だといういい印象は持っているが、まだ少し
しか話したことがなく、親しいと認識していないと答えた。また、自分がＫG4 に依頼す
ることについて、まだ親しいとは言えない相手に、突然調査の依頼をするということには、
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負担を感じたそうである。しかし、以前ＫG4 の調査に協力したことがあるため、他の研
究室の院生からの依頼であっても、受け入れる可能性は低くないと思っており、時間の都
合がつけば協力してくれるのではないかと思っていたと答えた。実際 JI17 の依頼のＥメ
ールを見ると、①のように、相手の都合を気にして、丁寧にお願いしていることが分かる。 
これに対して、ＫG4も、JI17と同様に、以前調査に協力してもらったこともあり、依
頼されたことには、あまり負担を感じなかったが、断ることに非常に負担を感じたそうで
ある。 
ＫG4は、JI17の｢依頼｣のＥメールを見て、調査の時間に余裕がなかったことが気にな
ったので、できるだけ自分の事情を説明する必要があると思い、｢断り｣のＥメールでは、
調査の時間に間に合わないかもしれないということに関して丁寧に書こうとしたと FUI
で答えた。ＫG4 が作成した｢断り｣のＥメール(<表 19>の(2))をみると、Ｅメールの始めの
部分が長く、全体の半分以上が[事情説明]であることが印象的だった。しかし、それは自
分の今の状況を相手に伝えようとしたＫG4の意図からきたもので、これに対して JI17は、
あまり違和感はなかったようである。むしろⓐとⓑのような事情や調査に協力できない
ことの理由が書いてあったので納得したそうである。またⓒを通して、ＫG4が自分の調
査に協力したいと思ったということが感じ取れたので、不愉快ではなかったと答えた。 
ただし、もしこのような｢断り｣のＥメールが、仲のいい関係、遠慮などはあまり必要で
はないと感じている人間関係であれば、かえって、｢本当は依頼を受け入れたくないと思っ
ているのでは｣という誤解を招く恐れがあるようである(筆者が実施したパイロット調査の
結果)。ここでは、二人の人間関係がまだ親しいとは言えないということで、お互いに対す
る理解が足りないため、理解を求める場合にはきちんと、丁寧に状況を説明する必要があ
ったのではないかと思われる。 
また JI17 は、｢断り｣のＥメールの表現について、その中に親しみが感じられる表現が
あることを挙げている。お互いの関係がまだ親しくないということで、ＫG4 は普段より
も丁寧な表現にすることで、申し訳なさを出そうとしているのだと思っており、その中に
｢～よね｣｢～ね｣など、親しみが感じられる表現があることが、自分の認識と合って、印象
がよかったと FUIで答えた。 
以下の内容は、ＫG4の｢断り｣のＥメールに対する、JI17の返信である。（<表 20>） 
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<表 20> JI17の 2回目のＥメール 
(3) 依頼する側(JI17) ⇒ 断る側(ＫG4) 
KG4(苗字：カタカナ)さん 
 
○○研の JI17(フルネーム：漢字)です。メールありがとうございました。  
 
親戚の方が来られてたんですねー。  
①調査の件は、他の方にもお願いしているので、大丈夫です。  
気を遣わせてしまって、こちらこそすみませんでした！ 
また何かあったら、声をかけさせていただくこともあるかと思いますが、よろしくお願いします。 
 
②夏休みとは言っても、修論のプレッシャーは大変でしょう。  
私も春休みは休んだ気がしませんでした・・。  
 
③また私に何かできることがあったら、遠慮なくおっしゃってください。 
（KG4(苗字：カタカナ)さんの先日の調査、とても面白かったです）  
では。 
 
----  
JI17(フルネーム：漢字)／(フルネーム：英語) 
Ｅ-mail: メールアドレス 
 
 <表 20>をみると、JI17は、KG4の状況が十分理解できたので、再び依頼することなく、
忙しい時にお願いしたことへの[詫び]とともに｢感謝の気持ち｣を述べている。また、KG4
の立場(修論で大変だろうということ)への共感を示し、③のような[次回の約束]を書くな
ど、今後の関係のことにも気を遣っていることが分かる。JI17 は、｢同じことで再び依頼
すると思うか｣という質問 (FUIの 9番) に対して以下のように答えた。 
 
｢時期をずらして調査を行うことが可能なら、再び調査協力を打診すると思う。｢相手｣
にはさらに断りにくくなり、負担をかけてしまうかもしれないので、できるだけそう
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いった負担を軽くするためにメールを工夫するとは思うが。」(JI17 のコメントの一
部) 
 
これに対して、KG4 は、JI17 の返信(3)をもらう前までは、JI17 から何度も、｢どうし
ても協力してほしい｣というようなＥメールがくることを想像しており、もし再依頼された
ら、時間を調整してみて、そのようなことを書こうとしていたそうである。しかし、1 回
目のＥメール内容と少し異なり、2 回目のＥメール(JI17 の返信(3))は、｢他の人にも頼ん
でいるので気にしないで｣という内容だったので、無理して返事を書かないことにした、と
答えた。そこで、筆者が KG4に｢そうした内容と関係なく、再び返信をすることは思わな
かったか｣と再び質問してみると、KG4は以下のように答えた。 
 
｢JI17 から続けてメールで依頼されると思ったが、最初のメールで理解してもらった
気がして、特別に返信をしようとは思わなかった。JI17からもらった 2回目のＥメー
ルで、あまり気にしないでほしいという内容が丁寧に書いてあったため、再び返事を
したら JI17に負担を感じさせるのではないかと思い、書かないことにした｣(KG4の
コメントの一部) 
 
JI17の返信(３) をみると、1回目の｢依頼｣のＥメール(１)より全体的に親しみやすい内
容になっていることが分かる。JI17 は、KG4 からもらった｢断り｣のＥメールの表現につ
いて、その中に親しみが感じられる表現があることを挙げている。それが JI17の返信(３)
にも影響があったのではないかと考えられる。KG4の｢断り｣のＥメールから受けた印象に
よって、お互いの関係が最初の人間関係より少し近づけるようになったと言えるのではな
いだろうか。 
 
次のメールは資料 25 からのもので、断る側の意図と受ける側の印象にズレが見られな
い場合であるが、依頼する側である JI25 は、以下のメールについて、少し気にかかる部
分があるそうである。(<表 21>) 
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<表 21> KG12の｢断り｣のＥメール(下線は筆者) 
断る側(ＫG12) ⇔ 依頼する側(JI25) 
JI25(フルネーム：漢字)さま  
 
KG12(名前：カタカナ)です。  
メールありがとうございます。私はおかげさまで元気です。  
今韓国で楽しい夏休みを過ごしておりますが、勉強は全然していないので、秋学期が始まることを大変
怖がっております。^^ JI25(苗字：漢字)さんは休みの間にも調査など、論文のこと、順調に進めてい
らっしゃるようで、それで、意識調査の件ですが、私は９月２３日に日本へ帰ることになっていますの
で、①来週中には学校へ行けないと思います。JI25(苗字：漢字)さんの研究テーマである「○○○」に
関しては、私も興味を持っておりますので、私でよければ、是非、協力させていただきたいと思ってお
りますが、今回は時間の問題で少し難しいと思います。大変申し訳ありません。でも、これから、また、
何かあったら、是非協力したいと思っておりますので、また声をかけてください。本当にすばらしいと
思われます。私もこれからは少し頑張りたいと思います。それでは、残りの夏休みもお元気で楽しんで
ください。学校で JI25(苗字：漢字)さんに会うことを楽しみにしております。  
 
KG12(フルネーム：漢字)<（フルネーム：カタカナ）> 
 
JI25は、<表 21>の Eメールをみて、特に気になることはなく、次の機会には手伝いた
いという申し出もあったので、よい印象であると答えた。しかし、KG12 のメールは全体
的に｢さらっとした｣感じがするそうである。これについて JI25 は、｢さらっとした｣とい
うのは、親しさの仲で理解できることであるが、少し距離のある相手とのやりとりでは、
もっと気をつけたほうがいいと指摘している。また、距離のある相手には、展開や心構え
など丁重である必要があり、丁重であるというのは、話の展開の順序を立てて、丁寧に説
明することであると付け加えている。JI25は、KG12のＥメールの中で、｢さらっと｣と思
った部分として、｢①来週中には学校へ行けないと思います。｣を挙げている。もし自分が
この部分を書くとしたら、｢申し訳ありませんが、行けそうもありません｣のようにすると
答えた。元 (2003b)は、｢日韓両言語において｢行ケナイ｣文と｢中途終了文」は、｢行カナイ」
文よりポライトネスの度合いが高い｣と述べている。しかし、<表 21>で指摘されたのは、｢行
ケナイ」文と｢行カナイ」文のポライトネスの度合いの差に対してではなく、その表現の前
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後に何が来るかの問題であった。<表 21>のように、申し訳ない気持ちを表すことばに関す
る指摘は、他の資料でも見られており、資料 14(JI14⇔ＫG1)で JI14 は、ＫG1 が依頼に
応じることができなかったことをきちんとわびてくれている、ということが「親しき仲に
も礼儀あり」を感じたそうである。 
 以上の内容から、コミュニケーション主体が、自分と相手との人間関係をどのように認
識しているのか、また、その人間関係に合わせた適切な表現になっているかどうかが断る
側の意図と、受ける側の印象に少なくとも影響を与えていると言えるのではないだろうか。 
 
３．２ 断る側の意図と受ける側の印象にズレが見られる場合 
以下の内容では、資料 19 (JI19⇔ＫG6)を中心に分析していきたいと思う。資料 19の調
査協力者は、同じ研究室の先輩と後輩で、お互いにそれほど親しいと思っていない関係で
ある。相手との人間関係について JI19 は、同じゼミの後輩で、授業以外のことでたくさ
ん話したことがないため、気持ち的にはかなり距離感があり、自分の中ではあまり親しく
ないと思っている相手であると答えた。それに対して、KG6は、そんなには親しくないが、
同じ研究室の先輩であり、まだたくさん話したことがないため、JI19に対して、もっと知
りたいと思っていると答えた。次表は、JI19 とＫG6 のＥメールのやりとりである。(<表
22>) 
 
<表 22> JI19とＫG６のＥメールのやりとり(下線は筆者) 
(1) 依頼する側(JI19) ⇔ 断る側(ＫG6) (2) 断る側(ＫG6) ⇔ 依頼する側(JI19) 
KG6(苗字：漢字)さん  
 
こんばんは。  
突然のメール、ごめんなさい。  
お願いしたいことがあり、メールしました。  
実は、先日、データ取りをしたのですが  
その際の韓国語の翻訳をお願いしたいのですが…
(母語話者の方からの正確さを期したいと思い）  
 
JI19(苗字：漢字)さん  
 
こんにちは。  
メールありがとうございました。 
私ができることなら、役に立ちたいと思いますが、  
最近授業のレポートが重なってしまい、あまり  
時間がなさそうです．．．本当に①ごめんなさい。  
ⓐ 後でまた翻訳のことが必要でしたら、声がけく
ださいね。  
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学習者の方が、時々使った韓国語の文字と音声で  
量としては、そんなに多くはありません。  
 
非常に個人的なことで申し訳ないのですが、  
もし、よろしければお返事下さい。  
よろしくお願いします。  
他、疑問等ありましたら、ご連絡下さい。  
 
○期・JI19(フルネーム：漢字) 
その時は、ちゃんとやってみます。 
②それじゃ、また。  
 
③KG6(名前：漢字) 
 
<表 22>の(1)は、JI19が作成した｢依頼｣のＥメールで、JI19はＫG６に依頼することに
対して、お互いがあまり親しくないというところでは負担を感じたが、同じゼミで、依頼
する内容(韓国語のチェック)が JI19には不可能で、ＫG６にはできることであるため、Ｋ
G6 が受け入れる可能性が全くないとは思っていなかったそうである。また、｢依頼｣のＥ
メールを作成する時、一応文章であること、それから頼む側ということを意識して、普段
の話し方より少しかしこまった感じで作成しようとしたと FUIで答えた。 
 ＫG6は、JI19の依頼に対して、忙しくなければ自分でできることなので、受け入れる
可能性が高いと思っていたそうで、依頼されたことには負担を感じなかったが、依頼を断
ることで、JI19との関係がうまくいかないのではないかと、断ることに対して負担があっ
たと答えた。それでＫG6 は、｢断り｣のＥメール(<表 22>の(2))を作成する時、今回は事情
があってできなかったということを JI19 が十分理解できるように、丁寧に説明しようと
したそうである。また、断るだけで終わるのではなく、ⓐのような部分を入れることによ
って、今回の｢断り｣はやりたくないことではなく、やむをえずというのが伝わるように気
を遣ったと FUIで答えた。 
 しかし JI19は、ＫG6が気にしていた断ること、つまり JI19自身が断られたことにつ
いて、時間がない・忙しいという断る理由は、仕方ないことなので、不愉快とは思わなか
ったと答えた。それよりＫG6 の｢断り｣のＥメールの中で、気になる表現がいくつかある
そうで、JI19がこうしてほしいと思っている部分とは少しズレがあったようである。その
ように感じた箇所として、JI19は、ＫG6の｢断り｣のＥメール(<表 22>の(2))の①②③を挙
げている。以下は、JI19がＫG6の｢断り｣のＥメールから感じたことについて、FUIで指
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摘した内容の一部をまとめたものである。 
 
①「ごめんなさい」の部分。JI19が使った「ごめんなさい」は、お願いすることに対し
て使ったのではなく、突然のメールで「ごめんなさい」だったが、KG6のＥメールで
は、断ることに対して使っているので、本当の内容に関する「ごめんなさい」は気に
かかるようで、少しつりあいが合わないのでは、と思ったそうである。 
 
②「それじゃ、また」の部分。JI19自身は、先輩には書かないこともあり、｢それでは、
また」としないのなら、何もない方がかえって落ち着く感じがする、と指摘している。 
 
③下の名前だけを書いたこと。JI19は「依頼」のＥメールを書くとき、公式に頼むとい
う感覚で、所属とフルネームを使ったが、それに対して KG6 は下の名前だけだった
ので、少しつりあいがとれない気がしたと指摘している。JI19は、下の名前だけ使う
というのは、本当に限られた場面で、家族や親しい同年代の友人、恋人に使うという
認識があり、KG6のＥメールを見て、そこまで二人が親したかったのかと思ったとそ
うである。 
 
JI19が指摘したように、確かに JI19が作成した｢依頼｣のＥメールは、少しかしこまっ
ていることが分かる。それで JI19は、後輩であるＫG6も自分のスタイルに合わせてほし
いという気持ちがあったようである。JI19が指摘した表現の部分(①②③)は、初級レベル
の学習者が犯すような敬語や文法の過ちとは少し違うと考えられる。 
それでは、どうして KG6 は以上のような｢断り｣のＥメールを作成したのか。このよう
になった原因はどこにあるのだろうか。その原因を探るために、KG6 には FUIで、JI19
とほぼ同様な人間関係にある韓国人から、全く同じ内容で依頼されたら、どのように｢断り」
のＥメールを作成するかを韓国語で書いてもらった。以下は、KG6が韓国語で作成した｢断
り｣のＥメールとその日本語訳である。(<表 23>) 
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<表 23> ＫG6の韓国語の｢断り｣のＥメールと日本語訳 (下線は筆者) 
ＫGＢ6 
韓国語の「断り」のＥメール 日本語訳(訳は筆者) 
OO언니(선배님?) 
 
안녕하세요. 
이전에 보내주신 메일 잘 받았습니다. 
일본어 번역하는 일은 제 공부에도 도움이 될 
것 같아서 무척이나하고 싶은 일이네요. 
그런데, 요즘 학교 기말 레포트가 너무 밀려 
있어서, 도저히 그번역까지는 시간이 나지 않을 
것 같습니다…①죄송해요…이번 한달동안은 
레포트 이외에는 다른 일을 할 수 없을 것 
같거든요… 
나중에 제가 도움이 될 만한 일이 있으면 다시 
한번 연락 주시겠어요? 
②언제 한번 식사라도 같이 해요~. 
그럼, ③더운데 건강 조심하시구요, 
다음에 뵐게요… 
○○姉ちゃん(先輩さま?) 
 
こんにちは。 
先日送ってくださったメール、拝受いたしました。
日本語を翻訳するのは、私の勉強にもなると思うの
で、とてもやりたいことですね。 
ところが、最近学校の期末レポートが余りにもたま
っているので、到底その翻訳までには時間がなさそ
うです…申し訳ありません。この一ヶ月間はレポー
ト以外に、他の事はできなさそうです… 
 
今度私がお役に立てそうなことがありましたら、も
う一度ご連絡いただけませんか。 
今度一度食事でも一緒にしましょう～ 
それでは、暑いですが、御健康にお気をつけくださ
い。今度お会いします… 
 
<表 23>をみると、ＫG6 が日本語で作成した<表 22>の(2)と違って、｢食事の誘い｣(②)
や｢相手の健康を祈ることば｣(③)など、親しみやすい内容を含めていながらも、[詫び]の部
分などを含め、全体的に少しかしこまっていることが分かる。というのは、ＫG6 が日本
語で作成した「断り」のＥメールに見られたズレの原因は、母語からの影響だといえない
のではないか。 
そこで、もう一度ＫG6 が日本語で作成した<表 22>の(2)に戻ってみよう。JI19 とＫG6
の関係は、客観的に見て、同じ研究室の先輩と後輩で、お互いにそれほど親しいと思って
いない関係である。しかし、お互いが感じている人間関係をまとめてみると、以下のよう
になる。(<表 24>) 
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<表 24> お互いの人間関係に対する認識(下線は筆者) 
JI19の考え ＫG６の考え 
同じゼミの後輩で、授業以外のことでたくさん話
したことがないため、気持ち的にはかなり距離感
があり、自分の中ではあまり親しくないと思って
いる相手である 
そんなには親しくないが、同じ研究室の先輩であ
り、まだたくさん話したことがないため、JI19 に
対して、もっと知りたいと思っている 
 
<表 24>の下線部分からも分かるように、二人の認識に少しズレがあることが分かる。こ
のような認識のズレがお互いのＥメールから受ける印象に影響を与えたのではないかと思
われる。つまり、ここで問題になるのは、コミュニケーション主体が、自分と相手との人
間関係をどのように認識しているのか、その人間関係に合わせた適切な表現になっている
かどうかの問題だと言えよう。 
 以上の内容から、コミュニケーション主体が、自分と相手との人間関係をどのように認
識しているのか、また、その人間関係に合わせた適切な表現になっているかどうかが、断
る側の意図と、受ける側の印象のズレの有無に少なくとも影響を与えており、原因の一つ
として考えられるのではないだろうか。また断る側は、このような人間関係の認識ととも
に、JI19の指摘にもあったが、特に断るという本題に関する部分で使われる表現(例えば、
断る理由、断りの表現、詫びなど)に、気をつける必要があると考えられる。 
 ｢断り｣のＥメールの作成には、断る理由を丁寧に書くことや代案を提示することなども
重要であると思うが、その前に、依頼する側のＥメールから理解した相手と自分との人間
関係の認識と、それに合わせた表現を使い分けながら自分の意思を表現するということが
必要であろう。ただし、ここで気をつけなければならないのは、相手との心理的な距離を
考え、断りとは直接関係のない部分で、親しみが感じられる表現を使うとしても、断ると
いう本題に関する部分、つまり｢断り｣の表明の部分は、丁寧な表現にすることで、本当に
そう思っているかどうかは別として、依頼する側の要求に対して、その意に沿えないとい
うことで感じる申し訳なさを出した方がいいのではないかと思う。 
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４．第２節のまとめ 
 
 以上の内容をまとめると、以下の通りである。 
 
(１) 断る側が「断り」のＥメールで、特に気を遣っていること 
①断る理由を丁寧にはっきり書く 
 ②協力したいという気持ちを表すために、代案や次回の約束を提示する。 
 ③用件のみではなく、前置きの話題や終える時などに気を遣う 
 ④失礼な感じを与えないように表現に気を遣う 
 
(２) 依頼する側が｢断り｣のＥメールから感じること 
 ①断る理由 
  回答者の殆どは、断る理由の内容について納得しており、特に不愉快と思っていない
と答えた。 
 ②表現 
 ③全体の流れ 
 ④断り方 
 ⑤断りとは直接関係のない内容 
 ⑥代案の提示や次回の約束の提示 
 
 断る側と依頼する側、両方とも断る理由に関する指摘が多く、依頼する側が感じること
として、③全体の流れに対する意見が入っていることが、日本語母語話者の特徴(第 4章の
第 1節のまとめ)と異なっている部分である。 
 
(３) 断る側の意図と受ける側の印象のズレの原因と、そのズレを防ぐ方法 
 ①ズレの原因として考えられること 
  ・自分と相手との人間関係をどのように認識しているのか、つまり人間関係に対する
認識のズレ 
  ・相手のＥメールが、自分が思っている相手との人間関係の認識に合わせた適切な表
現になっているかどうか 
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 ②｢断り｣のＥメールの作成する際、ズレを防ぐ方法として考えられること 
  ・依頼する側のＥメールから自分と相手との人間関係を理解する 
  ・自分が理解した、相手との人間関係の認識に合わせて、表現を選び、使い分けなが
ら自分の意図を表現する 
  ・断りとは直接関係のない部分で、親しみが感じられる表現を使うとしても、断ると
いう本題に関する部分、つまり「断り」の表明の部分は、丁寧な表現にすることで、
断ることに対して申し訳なさを出した方がいいのではないか。 
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第５章 Eメールによる「依頼」に対する「断り」の教育 
 
１．はじめに 
 
筆者は、｢人間が他人とコミュニケーションをとるというのは、コミュニケーション主体
が伝えたい、相手に伝わってほしい、という意図を持って、お互いの関係をうまく維持す
るために配慮しながら行うことである」と考えており、そこには｢表現する人」だけでなく、
その表現を受け取る｢相手｣が存在しているため、｢相手｣の｢理解｣の面も考慮しなければな
らないと考えている。 
例えば、｢依頼｣というコミュニケーションを行うためには、まず、｢依頼する側｣と｢依頼
される側｣が存在する。ここで、｢依頼する側｣は、｢自分の利益となる行為を相手に行うよ
うに求めたい｣という意図を持っており、その意図を相手にどのように伝えるか、また自分
の意図が相手にどのように伝わるかを考えながら、自分が持っている表現知識を基に、そ
の中から適切であろうと思う表現形式を選んでいく。また、｢依頼される側｣は、相手から
の意図をどのように理解し、その理解に基づいて自分の意図(承諾・断り・保留)をどのよ
うに伝えるか、また自分の意図が相手にどのように伝わるかを考えながら、自分が持って
いる表現知識を基に、その中から適切であろうと思う表現形式を選んで、意思を表明する
であろう。つまり、｢依頼｣というコミュニケーションを行うためには、｢依頼する側｣と｢依
頼される側｣がいて、そこには｢意図｣と｢表現」、｢理解｣が必要であるといえよう。さらに、
｢意図｣には、｢自分の意図｣と｢自分が予想する相手の意図｣があり、｢理解｣には、｢自分の理
解｣と｢自分が予想する相手の理解｣があると考えられる。 
それでは、｢依頼｣と｢断り｣のコミュニケーションでは、実際どのようなやりとりが行わ
れているのだろうか。 
以下の内容では、Eメール(コンピュータによる電子メール)を媒体としたコミュニケー
ションにおける｢依頼｣と｢断り｣に焦点を置き、｢表現｣と｢理解｣の面を考慮した｢待遇コミュ
ニケーション｣という観点から｢依頼する側｣・｢依頼される側｣相互のやりとりを分析する。
また、｢適切に断る｣ためにはどのような要素が必要であるかを探る。そしてそこから得ら
れた結果を、実際に教育現場で生かすためにはどうしたらいいかを考察し、それを学習者
や教師にどのように伝えるかについて述べていく。 
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２．｢待遇コミュニケーション｣の観点から見た「依頼」と「断り」 
 
 本稿で言及した｢待遇コミュニケーション｣の観点とは、｢ある｢意図｣を持ったコミュニケ
ーション主体｣が、ある｢場面｣(｢人間関係｣と｢場｣の総称)において、｢文話｣(文章・談話の
総称)単位で行う、｢表現｣｢理解｣の｢行為｣｣(蒲谷 2003)として、｢依頼｣と｢断り｣を捉えよう
とするものである。筆者は、第１章の研究目的で、｢待遇コミュニケーション｣の観点から
<｢依頼｣－｢断り｣>を考え、コミュニケーション主体同士のやりとりを、以下のように図式
化して記述した。(<図 1>) 
 
コミュニケーション主体Ａ             コミュニケーション主体Ｂ 
<図 1>「待遇コミュニケーション」の観点から見た<｢依頼｣－｢断り｣> 
 
<図 1>をみると、<｢依頼｣－｢断り｣>のやりとりの中で、コミュニケーション主体Ａ(以下、
Ａ)は、①のように、依頼する側(｢表現主体｣)からコミュニケーション主体Ｂ(以下、Ｂ)
の｢断り｣を理解する側(｢理解主体｣)になっており、Ｂは、②のように、Ａの｢依頼｣を理解
する側(｢理解主体｣)から自分の意図(｢断り｣)を表現する側(｢表現主体」)に変わっていくこ
Ｂの｢断り｣のＥメールを受け
る。ＢのＥメールから表現意
図を推測し、理解する。 
(断られた主体) 
承諾するか断るかを決める。 
Ａとの関係など場面を認識
しながら｢断り｣のＥメール
を作成する。 (断り主体） 
依頼 
断り 
Ａの｢依頼｣のＥメールを受け
る。ＡのＥメールから表現意
図を推測し、理解する。 
（依頼された主体） 
①① ①①
    
②② ②②
    
Ｂに○○を依頼したい。 
Ｂとの関係など場面を認識し
ながら、｢依頼｣のＥメールを
作成する。（依頼主体） 
③③ ③③
    
④④ ④④
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とが分かる。つまり、コミュニケーション主体同士で｢表現行為｣と｢理解行為｣のやりとり
が行われるとともに、同一コミュニケーション主体でも、自ら｢表現行為｣と｢理解行為｣を
行っているといえよう。このようなことは、一回で終わるのではなく、<図 1>の③と④の
ように、同じようなことが繰り返していると考えられる。このように｢依頼｣に対する｢断り｣
を｢待遇コミュニケーション｣の観点から考察するというのは、依頼する側と断る側の｢表
現｣の分析だけでなく、お互いの｢理解｣の面の分析も含めているということである。 
以下では、以上の観点に基づいて、調査協力者の E メールのやりとりと調査後の FUI
の内容から、主体(依頼する側、断る側)が、「場面」をどのように捉え、どのように表現し、
理解していくかを考察する。 
 
２．１ 不可能を示す「断り」 
 以下の内容では、資料８(JI8⇔JG8)を中心に考察したいと思う。 
資料８の調査協力者は、同じゼミの先輩・後輩の関係で、JG8の方が１歳年上で、先輩で
ある。次表は、JI8の｢依頼｣のＥメールと本人の内省である。(<表 25>) 
 
<表 25> JI8の｢依頼｣のＥメールと内省(下線は筆者） 
JI8の内省 （1）JI8 ⇒ JG8 
<人間関係> 
上下関係は院の先輩と後輩
だが、普段から話すことが
多く、親しい感情はある。 
From: JI8   
To: JG8 
Subject: Eメール 調査の件 
Date: Tue, 26 Aug 2003 13:09:52 +0900  
<表現意図> 
論文のために必要な対象者
を紹介してもらいたい。 
 
<JI8の認識> 
依頼内容が複雑だし、受け
入れられる可能性は３０～
４０パーセントぐらいだと
JI8(苗字：漢字)様  
 
毎日本当に暑いですが、いかがお過ごしですか。  
今日は、一つお願いがあってメールしました。  
修士論文の為に、ロシア語母語話者の協力が 
１０名必要なのですが、 
知り合いの方を紹介していただけないでしょうか。 
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思った。 
 
JG8 さんが多忙なため、期
限が迫った依頼に応えにく
いことが分かっていたの
で、依頼にかなりの負担を
感じた。 
 
<JG8に対する予想> 
JG8 も依頼を受け入れられ
る可能性は、３０パーセン
ト程度だと認識しているの
では。 
 
 
急なお願いで申し訳ないのですが、 
９月初めまでに紹介していただけるとうれしいです。  
よろしくお願いします。 
 
JI8は、依頼内容が複雑であることと、相手が仕事で忙しい状況にあることを知ってい 
るため、依頼することに非常に負担を感じており、引き受けてもらう可能性も 30から 40
パーセントぐらいであろうと思い、｢依頼｣の E メールに、｢急なお願いで申し訳ないので
すが｣を書いたそうである。 
次表は、JI8の｢依頼｣のＥメールに対する JG8の理解である。(<表 26>) 
 
<表 26> JI8の｢依頼｣のＥメールに対する JG8の理解(下線は筆者） 
（1）JI8 ⇒ JG8 JG8の内省 
From: JI8  To: JG8 
Subject: Eメール 調査の件 
Date: Tue, 26 Aug 2003 13:09:52 +0900  
 
JI8(苗字：漢字)様  
 
毎日本当に暑いですが、いかがお過ごしですか。  
今日は、一つお願いがあってメールしました。  
<JG8の認識> 
依頼されたことには負担を感じ
たが、依頼しているのができるの
が、JI8の知人の中では私ぐらい
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修士論文の為に、ロシア語母語話者の協力が 
１０名必要なのですが、 
知り合いの方を紹介していただけないでしょうか。 
 
急なお願いで申し訳ないのですが、９月初めまでに紹介していただ
けるとうれしいです。  
よろしくお願いします。 
であろうと予想されるため、JI8
の依頼を引き受ける必然性は高
いと思った。 
 
< JI8に対する予想> 
JI8は、私が年上であることと，
働いているため時間があまりな
いことを気にして、依頼すること
にかなり負担を感じているので
は。 
 
JI8が予想していた通り、JG8は依頼されたことに対して、負担を感じていたようだ。
しかし、JG8は、自分が大切に思っている後輩の依頼で、当然協力したいという気持ちが
あり、依頼しているロシア人被験者の紹介ができるのが、JI8 の知人の中では自分(JG8)
ぐらいであろうと予想されるため、自分が相手の依頼を引き受ける必然性が高いと認識し
ていたそうである。また、JG8は、JI8の Eメールに｢急なお願いで申し訳ないのですが」
が書かれていることから、相手は自分が依頼者という弱い立場であること、また自分の状
況を考え、気を遣っているのだと認識した。両方の理解の予想から、JI8と JG8がお互い
の状況をよく知っていることがうかがえる。 
次表は、JI8の｢依頼｣のＥメールに対する JG8の返信(｢断り｣)と本人の内省である。 
(<表 27>) 
 
<表 27> JG8の｢断り｣のＥメールと内省(下線は筆者） 
（２）JG8 ⇒ JI8 JG8の内省 
From: JG8  
To: JI8 
Subject: Eメール 調査の件  
Date: Tue, 26 Aug 時間不明 
<人間関係> 
同じ日本語教育関係者であるが，
年下であるため，ある程度年下と
しての親しみを感じているが，相
手は仕事もできる人なのであま
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り「下」というふうには応対して
いない。 
JI8(苗字：漢字)様  
 
 おかげさまで私のほうは元気にやっています。  
JI8(苗字：漢字)さんのほうは論文等で着々と進み，活気づいて  
いる頃でしょうか。 
 
先日の，ロシア語母語話者に関する件ですが，  
ご存知のとおり，○○にはあまりロシア人は住んでおらず，  
その中で私が知り合いとなると，非常に限られます。  
JI8(苗字：漢字)さんの修士論文ですから，ぜひ協力したいのですが，  
とにかく現状として難しいものがあります。  
５名ほどならなんとかなるかもしれませんが，皆社会人で，かつ  
有職者で，また，期日的に見ても，私も安請け合いできないところ
です。  
 
 また他の件で何かあれば，いつでも連絡ください。  
今回のように，がっかりさせてしまう結果になるかもしれませんが，  
案外お役に立てるかもしれないので…。 
 
では，次お会いできるのは文法研究会の総会でしょうか。  
楽しみにしています。  
 
JG8(フルネーム：漢字) 
JG8(フルネーム：英語) 
メールアドレス 
<表現意図> 
JI8は、大切に思っている後輩な
ので、当然依頼に協力したい気持
ちはあるが、知り合いが非常に限
られており、期間的に見ても難し
いので、断りたい。 
 
<JG8の認識> 
JI8 が執筆中の大切な論文の完
成に関わるということと、JI8が
依頼しているロシア人被験者の
紹介ができるのが、JI8の知人の
中では私ぐらいであろうという
ことが予想されたため、JI8 の
｢依頼」を断ることにかなり負担
を感じた。 
 
< JI8に対する予想> 
相手のほうが依頼者という弱い
立場であり、お互いの関係と年齢
の面で考えても、待遇的に私を
｢上」だと認識しているだろう。
また、私の今の状況が分かると思
うので、理解してくれるのでは。 
 
JG8にとって JI8は、大切に思っている後輩なので、当然依頼に協力したい気持ちはあ
るが、知り合いが非常に限られており、期間的に見ても難しいので、｢断り｣の Eメールを
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作成したそうである。 
JG8 は、｢安請け合いをして、結局無理になるぐらいなら、早く断っておいたほうが、
誠実だ｣と思い、自分の E メールの中で、｢５名ほどならなんとかなるかもしれませんが，
皆社会人で，かつ有職者で，また，期日的に見ても，私も安請け合いできないところです。 」
のように、少し強めて書いたそうである。また、Eメールの作成において、他に気を遣っ
た部分として、｢用件のみでなく、軽く前置きの話題や、終えるときに軽く相手の日常を気
遣うなど。今回であれば、今回の依頼には応えられなかったが、いつでもまた何かあれば
言ってほしいという内容の一言を添えた点｣を挙げている。実際、JG8の Eメールをみる
と、前置きの話題として、｢おかげさまで私のほうは元気にやっています。JI8(苗字：漢
字)さんのほうは論文等で着々と進み，活気づいている頃でしょうか。｣が、Eメールを終
えるときの話題として、｢では，次お会いできるのは文法研究会の総会でしょうか。楽しみ
にしています。｣が見られる。さらに、断りの結びの部分に｢また他の件で何かあれば，い
つでも連絡ください。 今回のように，がっかりさせてしまう結果になるかもしれませんが，  
案外お役に立てるかもしれないので…。｣を付け加えることで、今回の依頼には応えられな
かったが、次回何かある場合は力になるということをアピールしているように思われる。 
次表は、JG8の｢断り｣のＥメールに対する JI8の理解である。(<表 28>) 
 
<表 28> JG8の｢断り｣のＥメールに対する JI8の理解(下線は筆者） 
JI8の内省 （２）JG8 ⇒ JI8 
 From: JG8  
To: JI8 
Subject: Eメール 調査の件  
Date: Tue, 26 Aug 時間不明 
<JI8の認識> 
依頼に応じられなくて申し
訳ないという感じが伝わっ
てきた。そう感じた部分は
JG8の Eメールの①と②。 
 
JI8(苗字：漢字)様  
 
 おかげさまで私のほうは元気にやっています。  
JI8(苗字：漢字)さんのほうは論文等で着々と進み，活気づいて  
いる頃でしょうか。 
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JG8 の断り方は婉曲だが、
引き受けられないというは
っきりした意思表示 (③ ) 
があり、これ以上頼むのは
無理だということが明らか
だと思うので、同じ内容で
再び依頼することは絶対に
ないと思う。 
 
< JG8に対する予想> 
JG８は依頼されたことよ
りも、それを断ることに大
きく負担を感じたのでは。 
先日の，ロシア語母語話者に関する件ですが，  
ご存知のとおり，○○にはあまりロシア人は住んでおらず，  
その中で私が知り合いとなると，非常に限られます。  
①JI8(苗字：漢字)さんの修士論文ですから，ぜひ協力したいのですが，  
③とにかく現状として難しいものがあります。  
５名ほどならなんとかなるかもしれませんが，皆社会人で，かつ  
有職者で，また，期日的に見ても，私も安請け合いできないところです。  
 
 ②また他の件で何かあれば，いつでも連絡ください。  
今回のように，がっかりさせてしまう結果になるかもしれませんが，  
案外お役に立てるかもしれないので…。 
 
では，次お会いできるのは文法研究会の総会でしょうか。  
楽しみにしています。  
 
JG8(フルネーム：漢字) 
JG8(フルネーム：英語) 
メールアドレス 
 
JI8は、JG8の｢断り｣の Eメールの中で、｢JI8(苗字：漢字)さんのほうは論文等で着々
と進み，活気づいている頃でしょうか。｣と｢また他の件で何かあれば，いつでも連絡くだ
さい。」、｢では，次お会いできるのは文法研究会の総会でしょうか。楽しみにしています。｣
から、JG8の断り方が婉曲だという印象をうけたそうである。これは、JG8が Eメールの
作成において、他に気を遣った部分として挙げたことと一致している。また、JI8は、JG8
の Eメールの中に、｢とにかく現状として難しいものがあります。｣という引き受けられな
いというはっきりした意思表示があるため、これ以上頼むのは無理だと判断したそうであ
る。この部分も JG8 が｢結局無理になるぐらいなら、早く断っておいたほうが、誠実だ｣
と思い、意図して書いた部分で、お互いの｢表現｣とそれに対する｢理解｣が一致している。 
 
JI8と JG8の Eメールのやりとりを意図と表現を中心にまとめると、次の通りである。 
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JI8は、｢論文のために必要な対象者を紹介してもらいたい｣という表現意図を持っており、
普段から話す機会が多い大学院の先輩に｢依頼｣の Eメールを送ろうとする。しかし、相手
は仕事で忙しい状況であることを知っているため、自分の依頼が受け入れられる可能性は
高くないと思っており、依頼に負担も感じる。そのため、｢依頼｣の E メールには、｢急な
お願いで申し訳ないのですが｣と書いた。    その｢依頼」の Eメールをもらった JG8
は、｢急なお願いで申し訳ないのですが｣が書かれていることから、相手は自分が依頼者と
いう弱い立場であること、また自分の状況を考え、気を遣っているのだと認識する。 
JG8は、大切に思っている後輩からの｢依頼｣なので、当然依頼に協力したい気持
ちはあるが、知り合いが非常に限られており、期間的に見ても難しいので、｢断る｣ことに
する。JG8は、結局断るなら、早く断っておいた方が誠実だと思い、Eメールの中で、｢５
名ほどならなんとかなるかもしれませんが，皆社会人で，かつ有職者で，また，期日的に
見ても，私も安請け合いできないところです。」のように、少し強めて書いた。   それ
を見て、JI8は、相手の｢断り｣の Eメールに、引き受けられないというはっきりした意思
表示があるため、これ以上頼むのは無理だと判断する。また、JG8は、断る用件のみでは
なく、前置きの話題と終えるときに相手の日常を気遣う表現を付け加えると共に、今回の
依頼には応えられなかったが、いつでもまた何かあれば言ってほしいという内容を付け加
えた。それを読んで、JI8は、JG8の断り方が婉曲だという印象をうけたそうである。 
以上のことからも分かるように、Eメールによる｢依頼｣と｢断り｣では、お互いの｢表現」
と｢理解｣を認識し、お互いの考えを予想しながら、行っているといえよう。 
 
２．２ 条件変更が可能な「断り」Ⅰ 
以下の内容では、資料 11(JI11⇔JG11)を中心に考察したいと思う。 
資料 11 の調査協力者は、同じゼミの先輩・後輩の関係で、JI11 の方が先輩であるが、2
人は同じ年齢である。次表は、JI11の｢依頼｣のＥメールと本人の内省である。(<表 29>) 
 
<表 29> JI11の｢依頼｣のＥメールと内省(下線は筆者） 
JI11の内省 （1）JI11 ⇒ JG11 
<人間関係> 
年下の女性。後輩。年齢も
From: JI11  
To: JG11 
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近いし、同じゼミであるこ
とから、あまり疎の関係だ
とは思わないが、長い時間、  
二人で話すなどの機会が少
なく、 「かなり親しい関係」
とは思わない。 
Subject: 調査協力のお願い<JI11(苗字：漢字)>  
Date: Wed, 16 Jul 2003 22:11:38 +0900 
<表現意図> 
論文の追加調査にぜひ協力
してもらいたい。 
 
<JI11の認識> 
同じゼミの学生であり、調
査の大変さも分かってもら
えると思うので、JG11に依
頼する可能性がないとは思
わない。しかし、私の調査
は修論を出した後のものな
ので、この時期に調査をす
ることは、かなり私的な勝
手なことである。また、レ
ポート提出時期で忙しく、
また、修論調査で一番忙し
い JG11 に協力してもらう
ということと急なお願いで
あるという点も加えて考え
ると、引き受けてもらえる
可能性は高くないと思っ
た。断られる可能性が高い
と思いながら書いた。 
JG11(苗字：漢字)さんへ  
 
こんにちは。  
○期生の JI11(苗字：漢字)です。  
 
突然のメールでごめんなさい。  
お願いがあってメールしました。  
 
実は、９月１０日締め切りの『○○○○(研究誌名)』に 
修士論文でまとめたことを投稿しようと思ってるんだけど、  
修士論文の内容だけではなく、追調査をすると、  
私の主張がより強く裏付けられるので、  
その結果も踏まえて書こうと思っているのね。  
それで、急遽、追調査をすることにしたんだけど、  
もし、JG11(苗字：漢字)さんの都合が良ければ、その調査に協力しても
らえませんか？  
調査内容は、３名の異なる相手に「依頼」をするというロールプレイで、  
調査時間は１時間ぐらいを予定しています。  
 
投稿締め切りが、９月初めと迫っているので、  
できれば７月中に調査をしたいんだけど、  
もし、調査に協力してもらえるなら、  
JG11(苗字：漢字)さんの都合の良い日にあわせて、８月初めでも大丈夫
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<JG11に対する予想> 
時期が時期であり（レポー
ト締め切り、修論調査をす
る時期）、引き受けにくいと
思うだろう。でも同じ研究
者であることから理解はあ
るのでは。 
です。（レポートを提出しに来た日などにあわせます）  
学期末で、忙しい時期に、本当に申し訳ないんだけれど、検討してもらえ
ませんか？  
 
私の都合で、勝手なお願いをしてごめんなさい。  
よろしくお願いします。  
 
JI11(フルネーム：漢字) 
電話番号 
メールアドレス 
 
 JI11 は、同じゼミの学生であり、調査の大変さも分かってもらえると思うので、JG11
に依頼する可能性がないとは思わないが、かなり私的な勝手なことであることと、相手が
忙しい時期であることを考え、引き受けてもらえる可能性が高くないと認識した。また、
JG11も同じ考えであろうと予想した。JI11は、相手に協力してもらう立場であることと、
急なお願いであるということを考え、｢学期末で、忙しい時期に、本当に申し訳ないんだけ
れど、検討してもらえませんか？ ｣と｢私の都合で、勝手なお願いをしてごめんなさい｣を
書いた。また、JI11は、｢依頼｣の Eメールが、フォーマルすぎると、それが相手の負担に
なると思っており、親しみを出しながらお願いした方が相手も断りやすいと思い、よそよ
そしすぎないように気を配ったそうである。実際、本文の中では、｢突然のメールですみま
せん｣よりはインフォーマルな感じがする｢突然のメールでごめんなさい｣にしており、文末
に終助詞｢～ね｣を入れている。 
次表は、JI11の｢依頼｣のＥメールに対する JG8の理解である。(<表 30>) 
 
<表 30> JI11の｢依頼｣のＥメールに対する JG11の理解(下線は筆者） 
（1）JI11 ⇒ JG11 JG11の内省 
From: JI11 To: JG11 
Subject: 調査協力のお願い<JI11(苗字：漢字)>  
Date: Wed, 16 Jul 2003 22:11:38 +0900 
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JG11(苗字：漢字)さんへ  
 
こんにちは。  
○期生の JI11(苗字：漢字)です。  
 
突然のメールでごめんなさい。  
お願いがあってメールしました。  
 
実は、９月１０日締め切りの『○○○○(研究誌名)』に 
修士論文でまとめたことを投稿しようと思ってるんだけど、  
修士論文の内容だけではなく、追調査をすると、  
私の主張がより強く裏付けられるので、  
その結果も踏まえて書こうと思っているのね。  
それで、急遽、追調査をすることにしたんだけど、  
もし、JG11(苗字：漢字)さんの都合が良ければ、その調査に協力し
てもらえませんか？  
調査内容は、３名の異なる相手に「依頼」をするというロールプレ
イで、  
調査時間は１時間ぐらいを予定しています。  
 
投稿締め切りが、９月初めと迫っているので、  
できれば７月中に調査をしたいんだけど、  
もし、調査に協力してもらえるなら、  
JG11(苗字：漢字)さんの都合の良い日にあわせて、８月初めでも大
丈夫です。（レポートを提出しに来た日などにあわせます）  
学期末で、忙しい時期に、本当に申し訳ないんだけれど、検討して
もらえませんか？  
 
私の都合で、勝手なお願いをしてごめんなさい。  
<JG11の認識> 
同じ研究室なので依頼される可
能性はかなり高いと思った。それ
に同じ研究室だからすべてのこ
とを分かっているし、何月何日に
研究誌が出されることも、予めそ
の情報は持っている。なので、突
然という感じはしなかった。でき
れば時間を合わせて引き受けた
いと思う。 
 
< JI11に対する予想> 
JI11 も私が依頼されること、そ
の依頼を引き受ける可能性があ
ると思うのでは。 
 253 
よろしくお願いします。  
 
JI11(フルネーム：漢字) 
電話番号 
メールアドレス 
 
JI11の｢依頼｣に対して、JG11は、同じ研究室ということもあり、予め研究誌発行の日
時についての情報は持っているので、突然という感じはしなかったそうで、できれば時間
を合わせて引き受けたいと思ったそうである。また、相手も自分と同じ考えであろうと予
想している。JI11の E メールをみて、JG11は、JI11の｢JG11(苗字：漢字)さんへ｣で始
まったのが結構ショックだったようで、JI11 は普段 JG11 を｢○○ちゃん｣と呼んでおり、
｢JG11(苗字：漢字)さん｣と呼ばれないから、JG11としては親しいつもりだったが、相手
はあまりそうではないのかなとショックを受けたそうである。 
次表は、JI11の｢依頼｣のＥメールに対する JG11の返信(｢断り｣)と本人の内省である。
(<表 31>) 
 
<表 31> JG11の｢断り｣のＥメールと内省(下線は筆者） 
（2）JG11 ⇒ JI11 JG11の内省 
From:JG11  
To:JI11  
Subject: Re: 調査協力のお願い<JI11(苗字：漢字)>  
Date: Fri, 18 Jul 2003 15:30:53 +0000 
<人間関係> 
立場的には一応先輩だけど、ほと
んど同い年だし、普段からとても
楽しく気軽に話しているので、友
達という感じ。 
JG11(苗字：漢字)様 
 
メールありがとうございました。  
そして修論完成おめでとうございます！  
うらやましい・・・。  
 
<表現意図> 
テストやレポートなどが重なっ
ていて、しかも自分の論文の調査
も入っているので、協力できな
い。 
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そっかー、例の研究誌に投稿するんだね。  
修論を書き上げるだけに留まらず、それをより広く  
発信していくのは、やっぱり必要なことなんだろうね。  
ぜひ JI11(名前の最初の部分：ひらがな)ちゃんの研究を応援したい
し、また自分の勉強のためにも協力させて欲しいと思うんだけど、  
来月頭まではちょっと時間を作るのが難しいかもしれません・・・。  
 
今月はテストやレポートが重なっているし、来月初めは自分の修論
の調査も入ってて、ちょっとバタバタしそうなので・・・。  
８月中旬ごろにはひと段落すると思うんだけど、  
やっぱりそれじゃ遅すぎる？  
 
お役に立てなくてほんとにごめんね。  
 
もし来月半ばでよかったら、本当にやらせてほしいと思っているの
でぜひ連絡ください。 
 
じゃあまたねー。 
 
JG11(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
<JG11の認識> 
JI11 の依頼に対して、「できま
す」と言いたいけど、事情でしょ
うがないというのがあって、断る
のに非常に負担を感じた。 
 
 
 
 
 JG11 は、相手の依頼をできれば時間を合わせて引き受けたいと思っており、断ること
に非常に負担を感じた。そのため、本当に協力したいと思っている、という気持ちを伝え
ようとしており、申し訳ないとは思ったが、ただの謝罪に終わらせず、これからもいい関
係を保っていけるよう気をつけようと思ったと FUIでコメントした。それでは、JG11の
意図が本文の中でどのように現れているのかをみてみよう。 
まず、JI11の｢依頼｣の Eメールが｢JG11(苗字：漢字)さんへ｣で始まったのにショック
を受けたこともあり、始めは｢JI11(苗字：漢字)様｣としたが、本文では｢(名前の最初の部
分：ひらがな)ちゃん｣(表現)のように下げた。このように書くことで、「私たちはこのぐら
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いの仲だと私は思っているだけどな」という気持ちを相手に伝えたかった(意図)そうであ
る。 
次に、ただ断るのではなくて、相手がそのように依頼するのは必然性が高いですよとい
うことがアピールしたかった(意図)ので、｢修論を書き上げるだけに留まらず、それをより
広く発信していくのは、やっぱり必要なことなんだろうね。｣(表現)と書いた。また、この
ように書くことで、｢逆にだから自分が断るのは、本当は失礼だとは分かっているが｣とい
うことをアピールしたいと思っており、自分が｢断って当然｣と思っているとは思われたく
ない気持ちを間接的な言い方で表現したいと思ったそうである。JG11 は、申し訳ないと
いう気持ちを分かってほしいという気持ちで、ただ｢申し訳ない｣と書くだけでは、形式的
になってしまうので、このような間接的な言い方を使うと FUIでコメントした。 
JG11は、できるだけ代案を出そうというのは意識して、｢今月はテストやレポートが重
なっているし、来月初めは自分の修論の調査も入ってて、ちょっとバタバタしそうなの
で・・・。 ８月中旬ごろにはひと段落すると思うんだけど、 やっぱりそれじゃ遅すぎる？｣
のように書いた。これも自分はやりたいと思っていて、お愛想で言っているのではないで
すよということをアピールし、なるべく JI11が「JG11は本当にやりたいと思っているな」
と思ってくれるようにしたそうである。本文の中では｢もし来月半ばでよかったら、本当に
やらせてほしいと思っているのでぜひ連絡ください。｣のように書いている。 
次表は、JG11の｢断り｣のＥメールに対する JI11の理解である。(<表 32>) 
 
<表 32> JG11の｢断り｣のＥメールに対する JI11の理解(下線は筆者） 
JI11の内省 （2）JG11 ⇒ JI11 
 From:JG11 To:JI11  
Subject: Re: 調査協力のお願い<JI11(苗字：漢字)>  
Date: Fri, 18 Jul 2003 15:30:53 +0000 
<JI11の認識> 
断ることに対して、申し訳
ないという気持ちが伝わっ
てくるメールであると思っ
た。私の調査に対して協力
JG11(苗字：漢字)様 
 
メールありがとうございました。  
そして修論完成おめでとうございます！  
うらやましい・・・。  
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したいが、時間的に難しい
ということが、わかる。  
断りであっても、感じのよ
い断り方であると思った。 
そう思った部分は、本文の
(①～④) 
 
< JG11に対する予想> 
私の調査にできれば協力し
たい気持ちがあると思って
おり、断ることに対して、
申し訳ないと思っているの
では。 
 
そっかー、例の研究誌に投稿するんだね。  
修論を書き上げるだけに留まらず、それをより広く  
発信していくのは、やっぱり必要なことなんだろうね。  
①ぜひ JI11(名前の最初の部分：ひらがな)ちゃんの研究を応援したいし、
また自分の勉強のためにも協力させて欲しいと思うんだけど、  
来月頭まではちょっと時間を作るのが②難しいかもしれません・・・。  
 
今月はテストやレポートが重なっているし、来月初めは自分の修論の調査
も入ってて、ちょっとバタバタしそうなので・・・。  
③８月中旬ごろにはひと段落すると思うんだけど、  
やっぱりそれじゃ遅すぎる？  
 
④お役に立てなくてほんとにごめんね。  
 
もし来月半ばでよかったら、本当にやらせてほしいと思っているのでぜひ
連絡ください。 
 
じゃあまたねー。 
 
JG11(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
 
JI11は、JG11の｢断り｣の Eメールの中で、｢①ぜひ JI11(名前の最初の部分：ひらがな)
ちゃんの研究を応援したいし、また自分の勉強のためにも協力させて欲しいと思うんだけ
ど｣というところで、相手の｢できれば手伝いたい｣という気持ちが分かる。また、｢②難し
いかもしれません・・・。｣のように、文末に｢・・・｣があるため、言いにくいが断るとい
うことがわかったそうで、直接的にきつく断るのではなく、｢・・・｣が表現を柔らかくし
ていると感じたと FUI でコメントした。次に、JI11 は、とても感じがよかった部分とし
て、｢③8 月中旬ごろにはひと段落すると思うんだけど、やっぱりそれじゃ遅すぎる？｣を
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挙げており、時間的に余裕ができる頃を具体的に示すことによって、気持ちの実質性を強
めていると思った。さらに、「④お役に立てなくてほんとにごめんね。もし来月半ばでよか
ったら、本当にやらせてほしいと思っているのでぜひ連絡ください。」も、自分への配慮が
感じられ、「協力できたらしたい」ということが再度強調されているため、心からの言葉で
あると言うこと分かったそうである。 
以上 JI11 が指摘した部分は、JG11 が｢｢断って当然｣と思っているわけではなく、協力
したい気持ちがある」ということをアピールするために意図して書いた部分で、お互いの
｢表現｣とそれに対する｢理解｣が一致しているといえよう。 
また、JI11は、自分が頼む立場であるため、普段よりすこし丁寧な感じで依頼をしたの
だが、相手からのメールは、｢そんなに丁寧にならなくてもいいよ｣というような気さくな
感じがうかがえて、依頼することの負担を軽減させるようなメール内容で、とても親しみ
のこもったメールであると感じたそうである。また、文頭には、｢おめでとうございます」
や｢うらやましい｣など、敬度の違う文体をうまく使い分けて、親しみと丁寧さを上手に表
現していると思ったと付け加えた。 
 
JI11とJG11のEメールのやりとりを意図と表現を中心にまとめると、次の通りである。 
JI11は、｢論文の追加調査にぜひ協力してもらいたい｣という表現意図を持っており、年齢
が近い、同じゼミの後輩に｢依頼｣の Eメールを送ろうとする。同じゼミの学生ということ
から、自分の調査に対する認識はあると思うので、依頼を引き受ける可能性があると思う
が、相手は時期的に忙しいと予想されるので、断られる可能性が高いと思いながら、｢依頼」
の Eメールを作成する。JI11は、本文の中では、急なお願いであるということを考え、｢学
期末で、忙しい時期に、本当に申し訳ないんだけれど、検討してもらえませんか？」と｢私
の都合で、勝手なお願いをしてごめんなさい。｣を書いた。また、JI11は、｢依頼｣の Eメ
ールが、フォーマルすぎると、それが相手の負担になると思っており、親しみを出しなが
らお願いした方が相手も断りやすいと思い、｢突然のメールですみません｣よりはインフォ
ーマルな感じがする｢突然のメールでごめんなさい」にし、文末に終助詞｢～ね｣を入れるな
ど、よそよそしすぎないように気を配った。   その「依頼」の E メールをもらった
JG11 は、同じ研究室ということもあり、予めその情報は持っているので、突然という感
じはしなく、できれば時間を合わせて引き受けたいと思う。   しかし、自分の状況を
考え、断ることにするが、協力したい気持ちがあるため、断ることに非常に負担を感じる。
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そのため、本当に協力したいと思っている、という気持ちを伝えようとしており、申し訳
ないとは思ったが、ただの謝罪に終わらせず、これからもいい関係を保っていけるよう気
をつけようとする。そのため、JG11は、断りを表明する前に、｢修論を書き上げるだけに
留まらず、それをより広く発信していくのは、やっぱり必要なことなんだろうね。」と書く
ことで、JI11が自分に依頼するのは必然性が高いと思っているという気持ちを伝えようと
する。また、このように書くことで、｢逆にだから自分が断るのは、本当は失礼だとは分か
っているが｣ということをアピールしたいと思っており、これは自分が「断って当然」と思
っているとは思われたくない気持ちを間接的な言い方で表現しようとしたことでもある。
さらに、JG11 は、自分は引き受けたいと思っており、お愛想で言っているのではないと
いうことをアピールしたいと思い、相手にも自分の気持ちが伝わるように、できるだけ代
案を出そうというのを意識して書くようにする。   それを読んで、JI11は、断ること
に対して、申し訳ないという気持ちが伝わってくるメールで、自分の調査に対して協力し
たいが、時間的に難しいということがわかる。また、JG11の Eメールが断りであるが、
感じのよい断り方であると感じる。 
以上のことからも分かるように、資料 11も資料 8と同様に、Eメールによる｢依頼｣と｢断
り｣では、お互いの｢表現｣と｢理解｣を認識し、お互いの考えを予想しながら、行っていると
いえよう。 
 
２．３ 条件変更が可能な「断り」Ⅱ 
 次の資料は、第３章と第４章では依頼する側は異なるが、依頼される側が同一調査協力
者(JG9)であるため、分析対象から外したものである。依頼される側の Eメールの構成は
JG９とほぼ同様であるが、依頼する側が異なるということで、文末表現は少し異なる部分
も見られる。ここでは、JG９の｢断り｣の Eメールとしてではなく、依頼する側(N)と依頼
される側(H)という立場で、お互いがどのように表現し、理解していくかを分析する。 
 Nと Hは、同じゼミの先輩・後輩の関係で、Nの方が先輩であるが、1歳年下である。 
次表は、Nの｢依頼｣のＥメールと本人の内省である。(<表 33>) 
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<表 33> Nの｢依頼｣のＥメールと内省(下線は筆者） 
Nの内省 （1）N ⇒ H 
<人間関係> 
相手は１期後輩にあたる
が、相手のほうが年上なの
で、「目上」として認識して
いる。普段は、「です・ます
体」で話しているが、とき
どきくだけた話し方で接し
ていることもあると思う。 
From: N 
To: H 
Subject: 突然のお願いで申し訳ないのですが・・。<N(フルネーム：漢字)> 
Date: Fri, 18 Jul 2003 17:25:52 +0900  
<表現意図> 
論文の結論を補強するため
に実施する追加調査に協力
してもらいたい。 
 
<Nの認識> 
授業の合間に話したことは
あるが、特に親しくゆっく
りと話をしたことはないの
で、このような依頼をする
ときは少し緊張する。 
自分が以前相手の調査に協
力したこともないし、相手
も今忙しく大変な時期なの
で、断られても仕方ないと
思った。 
 
<Hに対する予想> 
普段会話では、私に対して
H(苗字：漢字)さん 
 
○期生の N(苗字：漢字)です。昨日はお疲れ様でした。  
久しぶりの飲み会、楽しかったですねー。  
 
さて、突然で本当に申し訳ないんですが、  
お願いしたいことがあって、メールしました。  
本当は昨日、直接お話しようと思っていたんですが、  
なんだかドタバタしてしまって・・。  
 
お願いしたいことというのは、私の調査の協力者になって  
いただけないかということなんです。  
 
実は、今、これから創刊される「○○○(研究誌名)」に  
投稿することを考えています。といっても、先月提出した修論に少し  
手を加えたものになりそうなのですが、結論を補強するために  
追加調査をすることになり、「○○○(調査する内容)」に関心を持ってい
る母語話者の方に調査協力をお願いしたいと思っています。  
同期には既に以前、同じ調査に協力してもらったという経緯があって、  
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だいたい「です・ます体」
なので、相手はおそらく私
のことを先輩と認識してい
るだろう。 
H は、私が先輩だという認
識があるから、断りにくい
かも知れないが、そんなに
親しくない関係だという認
識からみると、あとくされ
がないから断りやすいので
は。 
今回は、○期生と○期生の方にお願いすることになってしまいました。  
 
調査の内容は、○○○のロールプレイをビデオで見て、それを  
｢○○○(調査する内容)」の観点から評価するというものです。  
評価といっても、実際には印象や気付いたことを自由に語って  
いただくことになると思います。  
調査は、大学の○○研究室で行い、２時間程度を予定しています。  
調査後、分析・考察をすることを考えて、できれば 7月中に終えたいと  
思っています。  
 
○期目の、そしてレポートなどの課題で忙しいこの時期に  
お願いするのはとても心苦しいのですが、ご検討いただけないでしょう
か。よろしくお願いいたします。  
----  
N(フルネーム：漢字)／(フルネーム：英語) 
E-mail: メールアドレス 
携帯: 電話番号 
 
Nは、自分自身が同じ研究室内の先輩に調査協力を依頼されたことがあるので、自分が
後輩である相手に依頼することもありうることだと思うので、Hに依頼する可能性はある
と思った。また、依頼の際に、どうして相手に調査協力を依頼したのかという理由を自分
なりにきちんと説明したつもりなので、Hには、自分が Hにこういった依頼をすることの
必然性はわかってもらえるのではないかと思ったそうである。しかし、相手との関係と状
況を考え、相手に依頼することに非常に負担を感じた。それに、相手は依頼されたことに
対して、どうしてこんな時期にと思い、負担も大きいだろうと思った。それでNは、本文
の中に、｢本当は昨日、直接お話しようと思っていたんですが、なんだかドタバタしてしま
って・・。｣と｢○期目の、そしてレポートなどの課題で忙しいこの時期にお願いするのは
とても心苦しいのですが、ご検討いただけないでしょうか。｣を書いた。 
次表は、Nの｢依頼｣のＥメールに対する Hの理解である。(<表 34>) 
 
 261 
<表 34> Nの｢依頼｣のＥメールに対する Hの理解(下線は筆者） 
（1）N ⇒ H Hの内省 
From: N To: H 
Subject: 突然のお願いで申し訳ないのですが・・。<N(フルネーム：
漢字)> Date: Fri, 18 Jul 2003 17:25:52 +0900  
 
H(苗字：漢字)さん 
 
○期生の N(苗字：漢字)です。昨日はお疲れ様でした。  
久しぶりの飲み会、楽しかったですねー。  
 
さて、突然で本当に申し訳ないんですが、  
お願いしたいことがあって、メールしました。  
本当は昨日、直接お話しようと思っていたんですが、  
なんだかドタバタしてしまって・・。  
 
お願いしたいことというのは、私の調査の協力者になって  
いただけないかということなんです。  
 
実は、今、これから創刊される「○○○(研究誌名)」に  
投稿することを考えています。といっても、先月提出した修論に少
し手を加えたものになりそうなのですが、結論を補強するために  
追加調査をすることになり、「○○○(調査する内容)」に関心を持っ
ている母語話者の方に調査協力をお願いしたいと思っています。  
同期には既に以前、同じ調査に協力してもらったという経緯があっ
て、今回は、○期生と○期生の方にお願いすることになってしまい
ました。  
 
調査の内容は、○○○のロールプレイをビデオで見て、それを  
｢○○○(調査する内容)」の観点から評価するというものです。  
<Hの認識> 
研究室全体の調査だったらかな
り N に依頼される可能性が高い
と思うが、あくまで個人的な論文
なので、微妙な所だと思う。ただ、
｢調査の協力への依頼」だったた
め、調査の大変さを知っている身
としては、なんとか協力したい、
という気持ちは強かった。 
 
< Nに対する予想> 
N は、自分が同じ研究室という
ことで、依頼者も頼みやすいので
は。でも、日時が限られているこ
と、また、同じ研究室と言っても、
さほど親密な関係でないことか
ら、ある程度の負担を感じていた
のではないか、と思う。 
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評価といっても、実際には印象や気付いたことを自由に語って  
いただくことになると思います。  
調査は、大学の○○研究室で行い、２時間程度を予定しています。  
調査後、分析・考察をすることを考えて、できれば 7 月中に終えた
いと思っています。  
 
○期目の、そしてレポートなどの課題で忙しいこの時期に  
お願いするのはとても心苦しいのですが、ご検討いただけないでし
ょうか。よろしくお願いいたします。  
----  
N(フルネーム：漢字)／(フルネーム：英語) 
E-mail: メールアドレス 
携帯: 電話番号 
 
 Hは、Nの｢依頼｣に対して、あくまで個人的な論文なので依頼される可能性が高いと思
わないが、調査の大変さを知っているので、何とか協力したいという気持ちは強かったそ
うである。また、プライベートでの付き合いはないので、特に親しいと感じてはいない相
手でもあり、Nも自分に依頼することに負担を感じているだろうと思った。 
次表は、Nの｢依頼｣のＥメールに対する Hの返信と本人の内省である。(<表 35>) 
 
<表 35> Hの返信と内省(下線は筆者） 
（2）H ⇒ N Hの内省 
From: H 
To: N 
Subject: Re: 突然のお願いで申し訳ないのですが・・。 
Date: Sun, 20 Jul 2003 12:06:04 +0000  
<人間関係> 
研究室の先輩で会えば話はする
が、プライベートでの付き合いは
ないので、特に親しいと感じては
いない。ただ、研究室の中では比
較的話しやすい先輩だと感じて
いる。また、年齢的には自分より
 263 
若いということは分かっている
が、「先輩」ということを意識し
ていると自分では思っている。 
N(フルネーム：漢字)様  
 
H(苗字：漢字)です。メール有難うございました。  
この間の飲み会、本当に久しぶりで、楽しかったですね。  
私も、久しぶりにアルコールに触れて、嬉しかった？です。  
 
さて、調査の件ですが、何時ごろ行う予定ですか？  
私は夏の○○講義を取っているので、7 月中は毎日学校に行っては
いるのですが、講義の後、ボランティアで日本語のレッスンを行う
ことになっています。ですので、2 限の前、あるいは夜、あるいは
日曜日でしたら空いているのですが・・・いかがでしょうか。  
 
もし大丈夫、ということでしたら、喜んで御協力させていただきま
す。  
 
それでは、よろしくお願いいたします。  
 
H(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
<表現意図> 
学校の授業やボランティアなど
で忙しいが、なるべく都合をつけ
て協力したい。 
 
<Hの認識> 
断ること自体が好きではないの
で、どんな場合でも断ることには
負担を感じるし、できれば都合を
つけて、調査に協力したいと思っ
た。 
 
Hは、自分も調査を実施したことがあるため、調査の大変さが分かるので、できれば都
合をつけて、協力したいと思った。そのため、本文の中に、｢さて、調査の件ですが、何時
ごろ行う予定ですか？｣と書いた。これに対して、H は自分ではあまり意識していなかっ
たが、自然にそのように書いたことで、承諾する可能性があるということを、結果として
は意味していると FUIで応えた。しかし、代案として提示されている内容をみると、筆者
としては、これを本当に依頼への承諾として理解してもいいのかどうかと思われる部分で
もある。次表は、Hの返信に対する Nの理解である。(<表 36>) 
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<表 36> Hの返信に対する Nの理解(下線は筆者） 
Nの内省 （2）H ⇒ N 
 From: H To: N 
Subject: Re: 突然のお願いで申し訳ないのですが・・。 
Date: Sun, 20 Jul 2003 12:06:04 +0000  
<Nの認識> 
はっきり断られたという感
じはしなかった。 
期末で忙しいことはわかっ
ていたが、集中講義やボラ
ンティアなどもあるという  
ことを聞いて、本当に忙し
いのだなと実感したが、具
体的に空いている時間を  
挙げてくれていたので、協
力してくれそうだという感
じを持った。  
 
 
N(フルネーム：漢字)様  
 
H(苗字：漢字)です。メール有難うございました。  
この間の飲み会、本当に久しぶりで、楽しかったですね。  
私も、久しぶりにアルコールに触れて、嬉しかった？です。  
 
さて、調査の件ですが、何時ごろ行う予定ですか？  
私は夏の○○講義を取っているので、7月中は毎日学校に行ってはいるの
ですが、講義の後、ボランティアで日本語のレッスンを行うことになって
います。ですので、2限の前、あるいは夜、あるいは日曜日でしたら空い
ているのですが・・・いかがでしょうか。  
 
もし大丈夫、ということでしたら、喜んで御協力させていただきます。  
 
それでは、よろしくお願いいたします。  
 
H(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
 
 Ｎの理解を詳しくみていくと、Nは、Hの返信を読んで、最初は｢あ、忙しそうだけど、
大丈夫な時間もありそうだ｣｢２限の前と夜は無理だから、日曜日だったら大丈夫かも？｣
と、即座に楽観的に解釈した。しかし、よく読んでみたら、日曜日は相手にとって唯一の
休みでもあるようなので、｢日曜日にお願いすること｣は相手にとって非常に負担になるの
ではと躊躇した。それに、7 月中で依頼できる日曜日は、一日しかなく、その日までにも
う数日しかないという状況で、慌しくお願いするのは良くないと思った。ただ、条件など
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もあって、調査協力をお願いできる人が限られていて、できることなら、ぜひこの相手に
協力をお願いしたいという気持ちがあり、相手からのメールに｢もし大丈夫、ということで
したら、喜んで御協力させていただきます｣と書いてあったので、｢無理を承知でお願いし
てみよう｣という気になった。また、期末で忙しいことはわかっていたが、集中講義やボラ
ンティアなどもあるということを聞いて、本当に忙しいのだなと実感したが、Hは、具体
的に空いている時間を挙げてくれていたので、協力してくれそうだと感じた。 
 ただ、自分が無理なお願いをしているのが分かっているので、Hがもう少しくだけてい
てくれたほうが、気が楽かなという感じを持った。しかし、自分の｢依頼｣の E メールも、
緊張もあり、非常に改まった感じになっていたと思うので、普段のお互いの接し方から考
えて、自然なのかなとも思ったそうである。 
次表は、Nの｢再依頼｣のＥメールに対するNとHの内省である。(<表 37>) 
 
<表 37> Nの「再依頼」のＥメールに対する NとHの内省(下線は筆者） 
Nの内省 （3）N ⇒ H Hの内省 
 From: N To: H 
Subject: Re:突然のお願いで申し訳ないのですが・・。 
Date: Wed, 23 Jul 2003 23:11:50 +0900 
 
<表現意図> 
7 月 27 日で、Hの
都合がいい時に、追
加調査に協力して
もらいたい。 
 
<Nの認識> 
Hは、1回目の Eメ
ールで、具体的に自
分の空いている時
間を挙げてくれて
いたので、その日な
H(苗字：漢字)さん  
 
メールありがとうございました。  
お忙しいところお願いしてしまってすみません・・。  
    
2 限の前、あるいは夜、あるいは日曜日でしたら空
いているのですが・・・いかがでしょうか。  
 
調査は２時間ほどかかってしまうので、平日はお願いする
ことはできないかなと思います。  
もし、この日曜日（7 月 27 日）、H(苗字：漢字)さんの御
都合がよろしければ、お願いできたら・・と思うのですが、
いかがでしょうか。  
 
 
 
 
 
 
<Hの認識> 
断ること自体があま
り好きではないの
で、できれば協力し
たいと思った。 
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ら、協力してくれそ
うだろうと思った。 
急な話でしかも、こんなにお忙しいなかしつこくお願いし
てすみません。  
無理なときは遠慮せずおっしゃってください。  
よろしくお願いします。  
----  
N(フルネーム：漢字)／(フルネーム：英語) 
E-mail: メールアドレス 
 
Nは、Hが期末で忙しいことは分かっていたが、集中講義やボランティアなどもあると
いうことを聞いて、本当に忙しいのだなと実感したが、自分の具体的に空いている時間を
挙げてくれていたので、協力してくれそうだと思い、もう一度依頼することにした。でも、
無理なお願いをしているのが分かっているので、｢無理なときは遠慮せずおっしゃってくだ
さい｣という文を入れて、相手が断るとしたら、そのときに負担にならないようにしようと
したそうである。 
Nの Eメールに対して、Hは、1回目の｢依頼｣の返信で、｢2限の前、あるいは夜、ある
いは日曜日でしたら空いているのですが・・・いかがでしょうか。｣と書いたため、できれ
ば協力したいと思ったそうである。しかし、状況が変わって、協力できない状態になって
しまい、次のように｢断り｣の Eメールを書くことになった。次表は、Nの｢再依頼｣のＥメ
ールに対する Hの｢断り｣の Eメールと両方の内省である。(<表 38>) 
 
<表 38> Hの「断り」のＥメールに対するNとH内省(下線は筆者） 
Nの内省 （4）H ⇒ N Hの内省 
 From: H To: N 
Subject: Re: 突然のお願いで申し訳ないのですが・・。 
Date: Thu, 24 Jul 2003 14:00:53 +0000  
 
 
 
 
 
N(フルネーム：漢字)様  
 
H(苗字：漢字)です。  
日曜日ですが、実は今受けている○○集中講義で、  
<表現意図> 
模擬授業の準備など
で忙しくて調査に協
力できない。 
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<Nの認識> 
無理だという理由
がしっかり書いて
あり、模擬授業の準
備に時間がかかる
というのは自分も  
実感していたので、
納得。同時に、本当
に忙しいときに無
理なことをお願い
したのだなと反省、
申し訳なく思った。 
月曜日に模擬授業をやらなくてはならなくなってしまっ
たんです。（レポートの代わりに、模擬授業ということに
なって） 日曜日しか準備する日がなく、ちょっと時間的
にきついというのが正直なところで、私自身、準備ができ
るかどうかちょっと不安で・・・。  
なので、今回はすみません。本当に申し訳ございません。  
 
８月後半は空いていますので、もしまた追加調査等が必要
になりましたら、なんなりとお申し付けください！  
 
協力できずに、本当に申し訳ございません。  
 
H(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
 
<Hの認識> 
どうせ断るなら、最
初にしっかり断らな
いとどんどん断りに
くくなるので、最初
のメールで理由を作
って断ったほうがよ
か っ た の か な 、   
と思った。 
 
 H は、言い訳がましい断りが嫌いで、実際 FUI の調査によると、｢親しい人宛て｣の E
メールでは、事情説明を短く書いている。それで、あまり言い訳をしたくないと思ったが、
今回の場合、相手に状況を説明する必要があると判断し、結局言い訳がましくなると思い
ながらも、事情説明をしてしまった。できれば協力したいと思うが、どうせ断るなら、最
初にしっかり断らないと、どんどん断りにくくなるので、最初のメールで理由を作って断
ったほうがよかったのかな、と思ったそうである。 
 これに対して、Nは、自分が具体的に日を限定して依頼したところ、その日は無理だと
いう２通目のメールが来たが、無理だという理由がしっかり書いてあり、模擬授業の準備
に時間がかかるというのは自分も実感していたので、納得した。また、本当に忙しいとき
に無理なことをお願いしたのだなと反省、申し訳なく思ったそうである。Nは、Hの Eメ
ールの中に｢申し訳ございません」が使われていることに対して、自分は普段あまり使わな
いこともあって、非常に改まった感じがして、少し距離があるように感じてしまったそう
である。また、Hの Eメールでは、｢すみません｣｢申し訳ございません｣などの[詫び]が何
回かあったので、｢こちらが無理なことをお願いしているのに、相手にこんなにすまないと
思わせてしまって、こちらこそ本当に申し訳ない｣と思ったそうである。 
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 次表は、Hの「断り」の Eメールを受けた Nの返信と、その返信に対する Hの返信で
ある。(<表 39>) 
 
<表 39> Nと Hの 3回目のやりとり(下線は筆者） 
（5）N ⇒ H （6）H ⇒ N 
From: N To: H 
Subject: ありがとうございます。 
Date: Fri, 25 Jul 2003 01:33:43 +0900 
From: H To: N 
Subject: Re: ありがとうございます。 
Date: Sun, 27 Jul 2003 15:59:58 +0000  
H(苗字：漢字)さん  
  
メールありがとうございました。  
①本当なら電話でお話すべきことだったなぁ・・
とちょっと反省しています。  
 
本当に忙しくて大変な時期に、無理なお願いをし
てしまって申し訳ないです。調査の方は、他の研
究室の人にもこれからあたってみますので、気に
しないでくださいねー。  
②もし、8 月後半以降、追加調査などが必要にな
ったら、またお願いしてしまうかもしれませんが、  
そのときはまたよろしくお願いします。  
 
それでは、また。③（合宿でお会いできますよね？）  
----  
N(フルネーム：漢字)／(フルネーム：英語) 
E-mail: メールアドレス 
N(フルネーム：漢字)様 
 
H(苗字：漢字)です。ⓐこちらこそ、御協力できず
に、本当に申し訳ございませんでした。  
ⓑ8 月でしたら（特に後半は）、私も少し時間の余
裕があると思いますので、もし追加調査が必要でし
たら、是非おっしゃってください。  
 
では、調査と論文がんばってくださいね。  
ⓒ合宿でお会いできるのを楽しみにしています。  
 
H(フルネーム：漢字) 
メールアドレス 
 
Nは、相手の１通目のメールへの返信では、相手のメールが｢はっきりした断り｣だとは
思わず、｢依頼を受けてくれた｣と思い込んでしまったので、細かく日を設定して依頼を続
行させるなど、非常に無理なお願いをしているという認識があった。それに、本来なら、
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このような時間的に非常に迫った状況の場合、電話で連絡をとるべきだと思っているため、 
｢(5）N⇒H)｣では、｢①本当なら電話でお話すべきことだったなぁ・・とちょっと反省して
います｣のように書いた。また、２回目の｢依頼｣の E メールで、依頼を続行させてはいる
が、[詫び]を入れて、｢無理なときは遠慮せずおっしゃってください｣という文を入れて、
相手が断るとしたら、そのときに負担にならないようにしようと思っていた。それに対し
て、相手から｢断り｣のメールが来たが、そこには｢8月後半は空いているので、なんなりと
お申し付けください｣と書いてあったので、もし、8 月後半に調査が必要になった場合は、
また依頼することになると思ったそうで、「②もし、8月後半以降、追加調査などが必要に
なったら、またお願いしてしまうかもしれませんが、そのときはまたよろしくお願いしま
す。」と書いた。これに対して、Hは、Nの Eメールにある①②③への返事として、ⓐⓑⓒ
のように書いている。 
H の Eメール(｢(6）H⇒N)｣を読んで、Nは、結構無理を言ってお願いした上に、｢8月
後半、もし追加調査などが必要になったら、またお願いしてしまうかもしれないけれど、
よろしく｣などとしつこく迫ってしまったかなと思っていたので、最後の相手からのメール
に｢調査が必要だったら、言ってください｣と｢調査と論文頑張ってくださいね｣ということ
が書いてあったのを読んで、少し安心したそうである。 
 
NとHの Eメールのやりとりを意図と表現を中心にまとめると、次の通りである。 
Nは、｢論文の結論を補強するために実施する追加調査に協力してもらいたい｣という表現
意図を持っており、同じゼミの後輩で１歳年上のHに｢依頼｣の Eメールを送ろうとする。
Nは、自分自身が同じ研究室内の先輩に調査協力を依頼されたことがあるので、自分が後
輩である相手に依頼することもありうることで、Hに依頼する可能性はあると思った。ま
た、依頼の際に、どうして相手に調査協力を依頼したのかという理由を自分なりにきちん
と説明したつもりなので、Hには、自分が Hにこのような依頼をすることの必然性はわか
ってもらえると思った。しかし、相手との関係と状況を考え、相手に依頼することに非常
に負担を感じながら、｢依頼｣の Eメールを作成する。Nは、急なお願いであるということ
を考え、本文の中に、｢本当は昨日、直接お話しようと思っていたんですが、なんだかドタ
バタしてしまって・・。｣と｢○期目の、そしてレポートなどの課題で忙しいこの時期にお
願いするのはとても心苦しいのですが、ご検討いただけないでしょうか｣を書いた。   
その｢依頼｣の E メールをもらった H は、あくまで個人的な論文なので依頼される可能性
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が高いと思わないが、調査の大変さを知っているので、何とか協力したいという気持ちは
強かった。そのため、Hは、完全な断りではなく、協力できそうな時間を提示するなど｢保
留｣の意味を含めるメールを送る。   Hの Eメールを読んで、Nは、相手が期末で忙
しいことは分かっていたが、自分の具体的に空いている時間を挙げてくれていたので、協
力してくれそうだと思い、もう一度依頼することにする。Nは、2回目の｢依頼｣の Eメー
ルで、依頼を続行させてはいるが、[詫び]と｢無理なときは遠慮せずおっしゃってください｣
という文を入れて、相手が断るとしたら、そのときに負担にならないように気を配る。 
しかし、Hは自分の状況を考え、Nの再依頼を引き受けにくいと判断する。ここで、
Hはどうせ断るなら、最初にしっかり断らないと、どんどん断りにくくなるので、最初の
メールで理由を作って断ったほうがよかったと思い、2回目の Eメールでは、断る理由を
しっかり書いた。   それを読んでNは、断る理由を納得し、申し訳ないと思い、3回
目の Eメールを書く。   それに対して、Hも返信を書く。   Nは、無理を言って
お願いした上に、｢8月後半、もし追加調査などが必要になったら、またお願いしてしまう
かもしれないけれど、よろしく｣などとしつこく迫ってしまったと思っていたので、H か
らのメールの最後に｢調査が必要だったら、言ってください｣と｢調査と論文頑張ってくださ
いね｣ということが書いてあったのを読んで、少し安心した 
このように Eメールによる｢依頼｣と｢断り｣では、お互いの｢表現｣と｢理解｣を認識し、お
互いの考えを予想しながら、行っているが、この｢表現｣と｢理解｣がいつも一致していると
は限らないこともある。例えば、Hの 1回目の Eメールについて、Nは、｢はっきりした
断り」とは思わず、Hが書いた「２限の前と夜は無理だから、日曜日だったら大丈夫かも？」
と思いこみ、細かく日にちを設定して依頼を続行させてしまった。このＮが依頼への｢保留｣
(或いは承諾)とみなしたＨの返信だが、筆者には、これは｢保留｣ではなく、婉曲な｢断り｣
ではないかと思えた。そのように判断した理由は、Hが提示した代案が余りにも限定され
ており、もしかするとＨは Nが快く引き下がることを期待していたのではないかと思われ
たからである。これに対して、H自身は、できれば協力したいと思ったので｢自然に｣その
ように書いたと FUIでコメントした。だが、H自身も後で気付いたように、どうぜ断るな
ら、最初にしっかり断らないと、どんどん断りにくくなるので、｢断り｣の際には最初のメ
ールで理由を作って断ったほうがお互いのためにいいのではないかと思われる。 
以上から分かるように、Eメールによる｢依頼｣と｢断り｣において、コミュニケーション
主体は、一方的に表現をするのではなく、自分と相手がいて、お互いの｢人間関係｣と、置
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かれた状況に対する判断をくだす。そして、その判断に合わせて、相手にどのように伝え、
どのように伝わるかを考えながら、自分が持っている知識を基に、その中から適切であろ
うと思う構成と表現形式を選んでいくことであるといえよう。また、このような考え方は、
実際、日本語教育の現場でも必要なものであり、学習者にも伝えるべきであろう。 
 
３．「依頼」に対する「断り」の教育に必要な要素 
 
相手の｢依頼｣を適切に断る。ここで｢適切に断る｣ということばは、人によって受け方が
違うのではないだろうか。自分の断る意志を相手に分かりやすく淡々と説明すればいいと
思う人と、ただ意思を伝えるだけで終わるのではなく、相手との今後の関係を意識しなが
ら伝えたいと思う人にとって、｢適切に断る｣という意味は、違う意味を持っているのでは
ないかと思われる。このように、｢適切に断る｣という意味は、表現主体の意図によって、
変わるものだといえるだろう。また、これは、日本語母語話者だけでなく、日本語を学ぶ
外国人学習者にとっても同様であるといえよう。しかし、日本語を学ぶ外国人学習者の場
合、日本語の学習力の差から、自分の本来の意図とは違う意味で｢適切に断る｣ことになっ
てしまうこともありうる。このように日本語の学習力の差から、自分の意図と違う意味で
捉えられて誤解されるのは、日本語を学ぶ外国人学習者として、また彼らを教える立場に
いる者として、できれば避けたいと思うことでもある。本稿では、｢適切に断る｣という意
味を、相手との今後の関係を意識しながら行うことであると捉え、内容を進めていく。 
筆者は、第４章の分析を通して得られた結果として、以下のようなことを記述した。 
 
(中略)調査協力者の調査後のインタビューをまとめた結果、今回の調査協力者が共通して
指摘しているのは、コミュニケーション主体が、自分と相手との人間関係をどのように認
識しているのか、また、その人間関係に合わせた適切な表現になっているかどうか、とい
うことであった。以上の点から、断る側の意図と受ける側の印象のズレがないようにする
ためには、断る理由を丁寧に書くことや代案を提示することなども重要であると思うが、
その前に、断る側は、自分の意図を表現するだけでなく、相手の｢依頼｣のＥメールから、
自分と相手との人間関係や相手の表現意図を理解して、それに合わせて適切に表現を使い
分けることが必要であると言えよう。 
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 つまり、｢断り主体｣は、｢依頼主体｣の｢依頼｣を断る Eメールを作成する際に、お互いが
感じる｢人間関係｣の認識と、その認識に合わせた表現が適切に書ければ、Eメールの与え
る印象のズレもなく、｢適切に断る｣ことになるということであろう。しかし、｢人間関係」
の認識は、どうすれば分かるのだろうか。また、その｢人間関係｣の認識に合わせた表現と
はどのようなものであろうか。これらは、｢依頼｣に対する｢断り｣の教育を言及するにおい
て、欠かせないものではないかと思われる。それで、以下の内容では、｢人間関係｣の認識
と｢依頼｣の認識、そして｢人間関係｣の認識に合わせた適切な表現とは何かについて、述べ
ていく。 
 
３．１「人間関係」の認識 
｢人間関係｣というのは、コミュニケーション主体が自分を中心に、相手をどのように位
置づけるかであり、そこには、社会的・文化的・心理的な要素などが関わっていると思わ
れる。また、｢人間関係｣とは、第三者が推測する、すなわち客観的に捉える関係と、本人
同士―二者間で感じる関係があるのではないかと思う。さらに、｢人間関係｣の認識は、コ
ミュニケーションを行う前に既に持っていることもあれば、コミュニケーションをとりな
がら感じることもあるだろう。 
本研究で行った調査では、Eメールでの一連のやりとりが、コミュニケーション主体の
一方的な行為ではなく、自分と相手がいて、お互いが表現・理解しながら、コミュニケー
ションをとることであるため、調査協力者同士が感じるお互いの｢人間関係｣の認識は欠か
せないものであった。そこで、調査後のインタビュー(FUI)では、相手との｢人間関係｣を
どう認識しているか、また相手は自分との関係をどう認識していると推測するかを、調査
協力者に答えてもらった。その結果、｢人間関係｣の認識には、年齢や地位(上下)によるも
のと、心理的なものがあることが分かった。ここで、年齢や地位による｢人間関係｣の認識
は、客観的に見られる関係であり、ある程度決まったら、殆ど変わらないものであろう。
その反面、心理的なことから感じる｢人間関係」の認識は、本人同士が感じる二人の関係で、
相手によって、また状況によって、常に同じではない主観的なものであろう。では、こう
したコミュニケーション主体の｢人間関係」の認識を決める手がかりとして考えられるのは
何であろうか。次の４つが挙げられるのではないかと思う。 
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(１) 社会的な認識（上下関係） 
これは、年齢(自分より年上・年下・同等)と先輩・後輩関係によるものである。相手と
の上下関係を認識する時に、年齢と先輩・後輩関係、どちらを優先するかについては、地
域や国など文化的なものも影響を与えるだろう。本研究の調査に限るが、年齢的には自分
の方が上であっても、同じ研究室の先輩なので、目上意識はある、または、年齢的にはあ
まり離れていないが、研究室の先輩ということで、目上の人として捉えている、というよ
うなコメントが多く、年齢より先輩・後輩関係を優先しているようであった。 
 
(２) お互いが接する機会の有無及びその頻度 
 これは、コミュニケーション主体同士が、会ったり、話をするなど、何らかの形で、お
互いが接する機会があるかどうか、またその機会が多いか少ないかである。この中で、接
する機会がある場合、①プライベートでの付き合いがあるかどうか、②プライベートでの
付き合いではなくても、接する機会があるかどうか(例えば、会社の同僚、同じ研究室の先
輩・後輩)、③２人だけで会ってゆっくり話をするという機会が今まであったかどうか、④
一緒に何かをしたことがあるかどうかによって、｢人間関係｣に対する認識にも影響があっ
た。 
 
(３) 心理的な要素 
これは、親しいと思っている・思っていないというような｢親疎｣と、それとは別に、相
手に親しみを持っているかどうか、つまり｢好感｣を持っているかどうかも問題になると思
われる。親しいとは思っていなくても、相手に対する｢好感｣を持つことはあると言えるだ
ろう。またこの他に、同世代、同じ会社・学校・国という、自分が所属している場所が同
じであることから感じる｢連帯感｣のようなものによる親しみも、｢人間関係｣の認識にはあ
るのではないだろうか。また、この他に、お互いが普段交わす文末表現も、相手との｢人間
関係｣の認識に関わっていると思われる。 
 
(４) 話題 
 ここで話題というのは、相手と接する機会がある場合、自分の個人的なことが言える相
手であるか、そうでない相手であるかの問題が関わってくるものである。会っても挨拶を
交わすだけで終わる関係もあれば、話をしたり、必要に応じて情報交換をする関係もある。
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また、自身の個人的なことが言い合える関係もある。さらに、プライベートでの付き合い
があるとしても、自分の本音を語ることができる関係もあれば、そうでない場合もあるの
ではないだろうか。 
 
以上、人間関係を決定する手がかりをみてきたが、｢人間関係｣の認識には、様々な要素
が関わっており、一つの要素だけで決まるのではなく、それぞれが関係し合いながら、決
定されているといえよう。 
 
３．２「依頼」の認識 
 ｢依頼｣の認識は、依頼する側が感じる認識と、依頼される側が感じる認識に分けられる
と考える。ここで、依頼する側が感じる｢依頼｣の認識には、自分の依頼内容が、依頼され
る側に依頼してもいいものなのかという｢依頼の必然性｣と、依頼される側に引き受けても
らえるものなのかという｢依頼の可能性｣が関係していると思われる。また、依頼される側
が感じる｢依頼｣の認識には、相手の依頼を、自分が引き受ける必然性があるのか、引き受
ける可能性があるのかが関係していると思われる。以下では、｢依頼を引き受ける必然性｣
と、｢依頼を引き受ける可能性｣について記述していく。 
｢依頼を引き受ける必然性｣と、｢依頼を引き受ける可能性｣は、ある意味で重なる部分が
あると言えると思われる。それは、｢依頼を引き受ける必然性｣があるということは、｢依頼
を引き受ける可能性｣があるということになるからである。しかし、｢依頼を引き受ける可
能性｣があるからといって、｢依頼を引き受ける必然性｣があるとは言えない場合もある。例
えば、相手の依頼は自分とは関係もなく、相手との｢人間関係｣の認識から、その依頼を引
き受ける必然性は低いが、依頼する側の置かれた状況が理解できるため、その依頼を引き
受ける可能性がある、という場合である。では、｢依頼を引き受ける必然性｣と｢依頼を引き
受ける可能性｣の有無及び高低を決める手がかりになるのは何か。これには、以下のような
要素が関係しているのではないかと思われる。 
 
(１)「依頼を引き受ける必然性」 
 ｢依頼を引き受ける必然性｣に関係しているのは、依頼される側にその依頼を実行する義
務があるかどうか、つまりそれが依頼される側の仕事であるかどうかであろう。また、そ
の依頼が依頼される側にとって、仕事ではない場合でも、以前に同様の事で｢依頼主体｣に
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協力してもらったことがあるかどうかも、｢依頼を引き受ける必然性｣の有無と高低を決め
るのに、影響を与えると考える。 
 
(２)「依頼を引き受ける可能性」 
前述したように、｢依頼を引き受ける可能性｣には、｢依頼を引き受ける必然性｣も含まれ
ている。また、｢依頼を引き受ける可能性｣の有無と高低には、依頼の内容の面と、依頼の
問題を含め、以下のことが関わっていると思われる。 
 
① ｢人間関係｣の認識 
  依頼する側の依頼は、お互いの｢人間関係｣の認識の面で、理解できることなのか。 
② ｢依頼｣の理解 
依頼する側の依頼が、急な依頼であるかどうか。また、以前に Eメールの交換や依頼
のやりとりがあったかどうか。さらに、心情的なものとして、｢依頼主体｣と、同じ経
験があるかどうかや、その辛さや大変さを経験したことがあるかどうか。また、これ
らとともに、依頼される側の｢依頼｣の理解には、本人の本来の性格も影響を与えてい
ると思われる。 
③ 依頼内容の状況 
  依頼内容の量と、時間的・物理的に面倒なことかどうかや、依頼を引き受けることで、
利益は誰にあるのかが挙げられる。ここで、利益というのは、依頼を引き受けること
で、自分にも相手にも役に立つことなのかという意味である。また、依頼内容に対し
て、お互いに共感があるかどうか、依頼の内容の面で相手に理解してもらえそうな内
容なのかも関係している。さらに、その依頼内容が、依頼された主体の一存で決定で
きる内容なのかどうか、つまり、自分と相手との個人のみが関わる問題なのか、自分
と相手が所属しているところまでが関わってくる問題なのかも挙げられる。 
④ 依頼される側の状況 
依頼される側の置かれた状況の問題を指し、その中には、忙しい、間に合わないとい
う｢時間的な問題｣と｢能力の問題｣があると思われる。 
  また、相手との｢人間関係｣や｢依頼｣の理解、依頼内容の状況がクリアできたとしても、
相手が自分の状況を把握せずに依頼している場合、｢依頼を引き受ける可能性｣は低く
なるといえる。 
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 この他に、｢本人の性格｣と｢依頼主体の期待度｣も｢依頼を引き受ける可能性｣の有無や高
低に影響を与えていると考える。 
 
３．３「人間関係」に合わせた適切な表現の習得 
 これまでみてきたように｢人間関係」及びその認識は複雑かつ主観的で流動的なものであ
るが、では、「人間関係」に合わせた適切な表現とは、どのようにすれば分かるのだろうか。
筆者が３．１で述べた｢人間関係｣の認識だけでは、把握しきれないものであろう。そこで、
本研究では、｢依頼｣に対する｢断り｣を、依頼する側と断る側の一方的な｢表現｣だけでなく、
その表現に対するお互いの｢理解｣の面も含めて分析・考察してきた。そこで、｢表現行為｣
と｢理解行為｣の相互交流の観点から｢依頼｣を考えると、次の通りである。(<図 2>) 
 
 
<図 2> ｢表現行為｣と｢理解行為｣の相互交流の観点から見た｢依頼｣ 
 
<図 2>は、｢依頼主体｣が相手に自分の意図を伝え、それを理解した｢依頼された主体｣が
判断を下し、その判断を｢依頼主体｣が理解するといった、｢依頼主体｣と｢依頼された主体」
の｢表現行為｣と｢理解行為｣の相互交流を図式化したものである。ここで、「依頼された主体」
は、自分が元々感じている｢依頼主体｣との｢人間関係｣の認識に加えて、｢依頼主体｣の表現
依頼主体の表現意図 
依頼された主体の表現理解 
依頼主体の表現理解 
依頼された主体の表現意図 
受諾 断り 
協力の可能性は無 
相手との人間関係を考慮しながら、Eメールを作成 
調整により協力の可能性有 
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(本稿では Eメール)から、「依頼主体」が自分のことをどう思っているのかを理解していく。
なお、この理解には、本研究でまとめた｢人間関係｣の認識と、日本語母語話者の結果(JG
と JGS)が基礎的な資料になるのではないだろうか。 
次表は、日本語母語話者による｢まだ親密な関係が形成されていない人宛て｣と｢親しい関
係にある人宛て｣の E メールにおける｢断り｣の構成と表現を基に、比較してまとめたもの
である。 
 
Eメールの構成と表現（開始部：①宛先、②送信者、③挨拶） 
 まだ親密な関係が形成されていない人宛て 親しい関係にある人宛て 
・(苗字：漢字)さん ・(苗字：漢字)氏 
・(苗字：漢字)様 ・(苗字：カタカナ) 
・○○ちゃん 
・(名前：ひらがな)さん  
・(名前：ひらがな)へ 
①
宛
先 
・(苗字：漢字)さま 
・(親友のニックネーム）へ 
・なし ②
送
信
者 
・(苗字：漢字)です 
・なし 
・メール読みました。 
・メールを拝受いたしました。 
・メール拝見しました。 
・メール読んだよ。 
・メール読みました。 
・調査の件のメール読みました。 
・メール見ました。 
・メールありがとうございました。 ・メールどうもありがとう。 
・メールありがとう。 
③
挨
拶 
・御返事が遅くなってしまい、大変申し訳ござ
いません。 
・お返事遅くなりまして、大変申し訳ございま
せんでした。 
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・こんばんは。こんにちは。 ・こんにちは。 
・自分と相手の安否 
・相手の近況に対する言及(～ようですね。お疲
れ様でした。) 
・ご無沙汰しております。お元気でしょうか。 
・自分と相手の安否（最近、仕事はどう？+自
分の近況報告など） 
 
・相手の Eメール(挨拶)に書かれていた内容に
対する反応 
 
 
<表>をみると、「まだ親密な関係が形成されていない人宛て」に比べ、「親しい関係にあ
る人宛て」の場合、例えば、｢メール拝見しました｣と｢メール読んだよ」、｢メールありがと
うございました｣と｢メールありがとう｣のように、言葉遣いが少しくだけた感じになってい
る。また、｢親しい関係にある人宛て｣の方が、宛先(①)の呼称も含めて、｢ね｣｢よ｣｢よね」
のような親しみを表す終助詞や話しことばでよく使われる表現などが多く含まれており、
より会話的と感じられる。 
 
Eメールの構成と表現（本題：④断りの前置き） 
 まだ親密な関係が形成されていない人宛て 親しい関係にある人宛て 
・○○の件ですが、 
・さて、○○の件ですが、 
・さて、例の件ですが、 
・さて、○○のリストのけんですが、 
・○○に関する件ですが、 
・早速本題の調査の件ですが、 
・さて、お願いされた調査協力の件ですが、 
・さて、調査協力のことだけど、 
・さて、○○の件ですが… 
・さて、○○の件なんだけど、 
・実はお願いの件なんだけど、 
・早速、調査のことだけど 
・○日ってことだけど、 
・それで，今回の依頼やねんけど， 
・お願いされたデータ取りのことだけど、 
④
断
り
の
前
置
き
(切
り
出
し) 
・早速ですが、ご依頼の件について、このよう
な「大事」に私を思い出してメールをくださ
り、うれしいです。 
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・申し訳ないのですが(それに論文を読んでくだ
さるということを大変感謝しているのですけ
れども)、 
・ごめんね。 
・[気遣いの表現](共感示し) [気遣いの表現] 
・調査って本当に大変だよね。私も○○ってい
たから、本当に○○○さんの大変さがひしひ
しと伝わってくるよ～。遠慮なく、もっと早
く言ってくれればよかったのに～。 
・依頼内容の確認(～ですよね)  
 
・[事情説明]  
 
<表>をみると、｢親しい関係にある人宛て｣の場合、｢まだ親密な関係が形成されていない
人宛て｣に比べて、断りの前置き(④)が短くなっており、すぐ断りの表明(⑤)に入る傾向が
見られる。また、開始部と同様に言葉遣いが少しくだけた感じになっている。 
 
Eメールの構成と表現（本題：⑤断りの表明） 
 まだ親密な関係が形成されていない人宛て 親しい関係にある人宛て 
⑤
断
り
の
表
明 
[事情説明]  
・状況を述べる 
・実は、 
・実は、○○んです。 
・実は、○○のです。 
・というのは、○○からです。 
・というのも、○○んです。 
・というのも、○○からなんです。 
・○○は、○○て、ちょっとバタバタしそうな
ので・・・。 
[事情説明]  
・状況を述べる 
・知っている通り、○○ので、調査に協力する
時間は取れないと思うので。 
・ご存知のとおり、○○から、○○の条件該当
しないんだけれど、どうしたらいいかな。 
・なんと○○んだって。 
・って。 
・○○していて・・・ 
・というのは○○からです。 
・○○し、○○なので・・・。 
・○○ので、○○んですね。 
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・その日はどうしても断れない用事があるん
で、 
[願望] 
・ぜひ協力したいところですが、 
・（依頼主体の依頼）ですから，ぜひ協力したい
のですが， 
・そんな(依頼主体)の立場はとてもよくわかる
ので、ぜひお手伝いさせて欲しいといいたい
ところなのですが・・・ 
・ぜひ(依頼主体)の研究を応援したいし、また
自分の勉強のためにも協力させて欲しいと思
うんだけど、 
・ぜひ、お手伝いしたいという気持ちはあるの
ですが、 
・ほんとに応援したいし、協力させてもらいた
いのですが、 
・こんなときこそお力になりたいのですが、 
・(依頼内容)ぜひ、どうぞと申し上げたかった
のですが、 
[願望] 
・すっごく手伝いたい気持ちはあるんだけど、 
[断り] 
・とにかく現状としては難しいものがあります。 
・○○ので、○○では協力が難しいと思います。 
・申し訳ないのですが、正直言って難しいです。 
・○○まではちょっと時間を作るのが難しいか
もしれません・・・。 
・○○はちょっと時間的にむずかしいかなぁ
と・・・。 
・そうなると、来週中にお渡しするのは難しい
のです。 
[断り] 
・正直言って、難しいと思います。 
・申し訳ないけどちょっと難しいです。 
・○○するのはちょっと難しいです。 
・本当に申し訳ないんだけど、ちょっと無理か
もしれません・・・。  
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・ちょっと都合が悪くなってしまいました。 ・大変もうしわけないんだけど、ちょっと私も
忙しくて、都合がつきません。 
・ちょっと時間がとれなそうなの。 
・実は、○○はどうしても都合が悪く、ご協力
することができません。。。 
 
・どうやら難しそうです(事情説明) 
というわけで、いいかげんなお返事もできな
いので、現時点では残念ながらお断りするし
かなさそうです。 
・申し訳ないけど、協力できそうもありません  
・(ちょっと今自分の修論が忙しくて)協力でき
そうにないの 
・今回は○○ので、お断りするしかありません。 ・先断っとくな。 
・いいかげんな返事もできないから、ここでお
断りさせてください。 
・ですので、お手伝いする時間がないのです。 ・○○さんに依頼してみたけど、だめだった。 
・残念ながら、○○で、しかも○○なので、デ
ータをそろえることができません。 
・○○の条件該当しないんだけれど、どうした
らいいかな。 
・一週間ほどお待ちいただけないでしょうか？  
・今回はお断りにさせていただいてもよろしい
でしょうか。 
 
[詫び] 
・すみません。 
・本当にごめんなさい。 
・本当に申し訳ありませんでした。 
・御協力できずに本当に申し訳ございません。 
・協力できなくて本当に申し訳ないです。 
[詫び] 
・すみません。 ・ごめんね。 
・ほんまごめん。 
・本当に、ごめんなさい。今回は、許して。 
・期待もたせたうえに、力になれず本当にごめ
んね。 
 
・お役に立てなくて申し訳ありません。 ・お役に立てずにごめんね。 
 
<表>をみると、｢親しい関係にある人宛て｣の場合、｢まだ親密な関係が形成されていない
人宛て｣に比べて、[願望]はあまり見られず、最初から自分の状況をストレートにはっきり
伝えて断っている。また、[事情説明]では、｢知っている通り、○○ので｣と｢ご存知のとお
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り｣のような表現も見られる。さらに、断りを表明する時、｢だ体｣から｢です・ます体｣に変
えるなど部分的にスピーチレベルをシフトしている場合もある。 
筆者が実施したパイロット調査の結果によると、仲のいい関係、遠慮などはあまり必要
ではないと感じている関係の相手に、断る理由を長く説明するのは、かえって、｢本当は依
頼を受け入れたくないと思っているのでは｣という誤解を招く恐れがあるようである。しか
し、二人の人間関係がまだ親しいとは言えない場合、お互いに対する理解が足りないため、
理解を求めるためにもきちんと、丁寧に状況を説明する必要があるだろう。 
 
Eメールの構成と表現（本題：⑥断りの結び） 
 まだ親密な関係が形成されていない人宛て 親しい関係にある人宛て 
[気遣いの表現]（共感・励ましのことば） [気遣いの表現]（共感・励ましのことば） 
・修論の調査って大変だよね。私も苦労したの
で、気持ちは分かるよ。お互いがんばりまし
ょう。 
・いろいろ大変やろうけど、体だけは大事にね。
休むときはしっかり休むんやで。 
・データ取りって許可もらうの大変だとおもう
けど、頑張れ！  
⑥
断
り
の
結
び 
[代案提示] 
・調査対象はどんな方をご希望なのでしょう
か？(略)一応、心当たりを考えておきますの
で、状況をお聞かせください。 
・上記３名の方のうち、調査協力者になれそう
人はいますか？(略)また、私で何かできるこ
とがありましたら、おっしゃってください。 
[代案提示] 
・相手がみつからないようだったら、知り合い
に声を掛けてみるので、遠慮なく言ってきて
ください。何人か、心当たりがいるので。(本
当に) 
・私の周りでよさそうな人みつけたらすぐ連絡
するね。 
・私は直接立ち合えないけど、大丈夫そうな人
にメールを出してみるけど。○○さんの都合
を教えてね。（でも、早めによろしく。） 
・代替案がこんなとこぐらいしか思い当たらな
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いので、できそうなことなら何でも指示して
ね。 
・私の研究室の、まだ修論が切羽詰ってない、
一期目か二期目の人たちに代わりにやって
くれる人がいないか当たってみるよ。 
・もし来月半ばでよかったら、本当にやらせて
ほしいと思っているのでぜひ連絡ください。 
・もし、朝あるいは夜でもいいということでし
たら、もちろん喜んで協力させていただきま
す。 
・条件をつけてしまってほんとにすみませんが、
８月に入ってからでよければ喜んで参加させ
てもらいたいと思っています。どうでしょう
か。もしよければ、また連絡ください。よろ
しくお願いします！ 
・もし来学期に入っても間に合うようでしたら、
リストはお渡しできると思います。それから、
たしか○○(教授の苗字：漢字)先生のゼミの
○○(他の院生の苗字：漢字)さんも、○○関
係のリストを持っているというお話を聞いた
ことがあります。何でしたら彼女にも聞いて
みましょうか。 
・土日に帰って来次第、添付送信するというこ
とでよろしいでしょうか？ 
・ただ、○日以外の日なら(月曜とか土曜とか
なら)、都合がつくんで、そっちにしてくれ
ればいくらでも協力しまっせ!!!! 
・もし来学期にはいってからでよければ、何と
かなるとおもうんだけど…。あと、○○ので、
何なら彼女に私から聞いてみようか。 
 
[次回の約束] 
・他の手立てで私でできることがありましたら、
遠慮なくおっしゃってください。 
・また他の件で何かあれば，いつでも連絡くだ
さい。今回のように，がっかりさせてしまう
[次回の約束] 
・でも、代替案でなにか私ができることがあっ
たらなんでもいってね！ 
・今回は力になれんかったけど、またなんかお
ねえちゃんにできることがあったら、いつで
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結果になるかもしれませんが，案外お役に立
てるかもしれないので…。 
・また他に何か、私で御協力できることがあり
ましたら、何でもおっしゃってください。 
・ほかのことで協力できることはしますので、
また何なりとお尋ねください。 
も連絡して。 
・今回は協力できないけど、またなんかあった
ら言って！できることは協力したいか
ら・・・・ 
・悪いんだけど、また今度協力させてね。必要
な時は遠慮なく連絡してね。 
 
・私自身の修論が終わり次第(遅いですか？)、
協力できる点がありましたら、ぜひ協力させ
ていただきたいと思います。その時は、ご遠
慮なくお声をかけてください。 
 
 
<表>をみると、｢親しい関係にある人宛て｣の場合、[気遣いの表現]も多く、積極的に代
案を提示している。｢親しい関係にある人宛て｣の中には、｢まだ親密な関係が形成されてい
ない人宛て｣では、｢協力できる可能性は 0に近い場合｣だったのが、｢親しい関係にある人
宛て｣宛ての E メールでは、自分の代わりに紹介できそうな人を探して連絡すると提示し
ており、｢自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合｣に変わっている例が
あった。これは、相手との｢人間関係｣に対する認識の変化によって、協力できる可能性の
高低も変わり、[代案提示]の面でもより積極的になる場合と考えられる。 
 
Eメールの構成と表現（終了部：⑦結び、⑧署名） 
 まだ親密な関係が形成されていない人宛て 親しい関係にある人宛て 
・今回は、本当に申し訳ございませんでした。 ・今回はごめんなさい。ではね。 ⑦
結
び 
・[詫び](今回は申し訳ないです)では、また。 
・[詫び](お役に立てなくて申し訳ございません
でした)それでは、来週○○で。 
・[詫び](すぐにお役にたてなくて申し訳ないで
す)今はこんな状況なのですが…。どうすれば
よいか、またご連絡いただけますか。それで
はまた。 
・[詫び](すぐに力になれなくてごめんね)どう
したらいいか、また連絡ください。ではまた。 
・ほんとにごめんね。見付かり次第連絡します。
ではまた。 
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・それでは、申し訳ありませんが、よろしくお
願いいたします。 
・それでは、よろしくお願いいたします。 
・よろしくお願いします！ 
・どうでしょう？（代案提示のことについて聞
く、筆者補足） 
・では，次お会いできるのは○○の○○でしょ
うか。楽しみにしています。 
・では、また○○で。 
・じゃあまたねー。 
・ほなまたね。暇があったら最近どうしとんか
教えてな～( ^ v ^ ) 
・まずはとりいそぎ。報告とお詫びまで 
・まずはとりいそぎ。 
・書くのめんどうだったら遠慮せず電話してね
～。まずはご報告まで・・ 
・それでは、お身体に気をつけてください。 ・じゃ、体に気をつけて夏を乗り切ってね。私
も修論がんばるね。 
 
なし ・じゃ、また時間があったら連絡して。たまに
はおいしいものでも食べに行こうよ！根詰
めて勉強しているとよくないよ。では、また。 
・それでは、また近いうちに会って研究につい
ていろいろ聞かせてください。 
・ではでは、また連絡します。その調査が終わ
ったら、遊びに行きましょう！！！ 
・(フルネーム：漢字) 
・(フルネーム：ひらがな) 
・(名前：ひらがな) 
・(名前の一文字：漢字) 
・(苗字：カタカナ) 
⑧
署
名 
・(フルネーム：漢字) 
・おねえちゃんでした。 
 
<表>をみると、｢親しい関係にある人宛て｣では、本題とは関係ない内容として｢食事の誘
い｣や｢相手の健康を祈ることば｣など、[気遣いの表現]が多く見られる。親しい相手の方が、
自分の意思をはっきり、ストレートに伝えても理解してくれると思い、本題の部分は短く
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はっきり表明している反面、｢食事の誘い｣や｢相手の健康を祈ることば｣などの[気遣いの表
現]を付け加えることで、断りによって害してしまった相手の心情の部分を補おうとしてい
るのではないかと思われる。 
また、署名(⑧)の場合、｢(フルネーム：漢字)｣は、｢親しい関係にある人宛て｣でも見られ
たが、｢まだ親密な関係が形成されていない人宛て｣では、署名がない場合を除いて、その
全てが｢(フルネーム：漢字)｣である。その反面、本研究の調査協力者(韓国人日本語学習者)
の中には、｢まだ親密な関係が形成されていない人宛て｣の Eメールでも署名が｢(名前：漢
字)｣になっている場合が見られる。上記の<表>を見る限り、｢(名前：漢字)｣は、｢親しい関
係にある人宛て｣の E メールで使われるものであると考えられる。本稿の第４章の第２節
(断る側の意図と受ける側の印象にズレが見られる場合)でも指摘しているが、お互いが認
識している人間関係に合わせた表現になっていない場合、受ける側の印象にズレが生じる
場合もあるので、表現の選び方には気をつける必要があるといえよう。 
 
４．E メールによる<｢依頼｣－｢断り｣>の教育への提案：待遇コミュニケーション教育
への応用に向けて 
 
本稿の第５章の冒頭でも記述したように、筆者は、｢人間が他人とコミュニケーションを
とるというのは、コミュニケーション主体が伝えたい、相手に伝わってほしい、という意
図を持って、お互いの関係をうまく維持するために配慮しながら行うことである｣と考えて
おり、コミュニケーションを行うためには、｢表現する人｣だけでなく、その表現を受け取
る｢相手」が存在しているため、お互いの｢表現｣と｢理解｣の面を考慮しなければならないと
考えている。また、コミュニケーション主体が、お互いの｢表現｣と｢理解」を考慮しながら、
コミュニケーションを行うというのは、日本語教育においても必要なことであろう。 
以下の内容では、本研究を通して得られた結果を<｢依頼｣－｢断り｣>の待遇コミュニケー
ション教育にどのように応用するかについて考えたい。 
まず、｢断り主体｣の｢依頼｣に対する｢理解｣と｢表現｣について考えると、以下のようにな
る。 (<図 3>) 
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<図 3> ｢断り主体｣の｢依頼｣に対する｢理解｣と｢表現｣ 
 
<図 3>をみると、｢断り主体｣は、自分の意図を表す前に、｢人間関係｣と｢依頼｣の認識を
確認・理解し、協力できるかどうかを判断している。また、その判断には、相手の｢依頼」
を完全に断るのか、それとも｢依頼主体｣に判断を任せるような内容にするのかも含まれて
いると考えられるだろう。つまり、｢断り主体｣は、｢依頼主体｣との｢人間関係｣や｢依頼｣の
認識とともに、断る意志の強弱の判断も必要であり、その表現が｢断り主体｣の Eメールに
あった方がよかろう。このことに関連して、本研究の検証資料の中には、自分の意図とは
異なり、曖昧に断ることで再依頼され、再び断らなければならなくなった場合もあった。
こうしたことから考えて、｢依頼主体｣の｢依頼｣を引き受けたいという気持ちがあっても、
断るしかない場合、引き受けられないというはっきりした意思表示が必要である。 
 以下は、本研究の考察を通して分かったことである。 
 
(１) [事情説明]は、｢断り｣の Eメールの構成において必須である。 
(２) 日本語の｢断り｣の E メールは、本題の構成要素として、<[事情説明]→([断り])→[詫
び]→[次回の約束]または[代案提示]>が基本で、ここに[気遣いの表現]と[願望]が加わ
る。協力する可能性が 0に近い場合、[代案提示]の代わりに[次回の約束]や[詫び]が
加わる。 
表現意図：｢依頼｣を断る 
｢人間関係｣｢依頼｣の認識 
もう一度書く 
断られた主体の理解の確認 
｢断り｣の Eメールを作成する 
調整により協力の可能性有 協力の可能性は無 
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(３) 日本語の｢断り｣の Eメールでは、終了部に[詫び]がくる場合が多い。 
(４)  仮に、｢断り｣とは直接関係のない部分で、親しみを表す表現を使うとしても、断る
という本題に関する部分、つまり｢断り｣の表明の部分は、丁寧な表現にする必要が
ある。 
(５) 親しい関係の相手には、理由を長く書くより、はっきり断った方が好ましいが、そ
れほど親しい関係ではない相手には、自分の状況を丁寧に説明する必要がある。 
 
また<図 3>は、日本語教育の現場でも応用できると思われる。その時、教師がメインに
なって表現を与えたり、授業を進めていくのではなく、学習者が持っている考えを引き出
しながら、学習者自身が理解して行えるように、サポートしていくことが重要であろう。
さらにこの時、学習者に依頼を引き受けたいという気持ちがあるかどうか、学習者はどこ
をどのようにすれば相手に配慮できると思っているのかの確認も必要であるといえよう。 
 <図 2>｢表現行為｣と｢理解行為」の相互交流の観点から見た｢依頼｣と、<図 3>「断り主体」
の｢依頼｣に対する｢理解｣と｢表現｣をまとめると、以下のようになる。(<図 4>) 
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<図４> 待遇コミュニケーション教育への応用(<｢依頼｣－｢断り｣>の教育) 
 
 
 
相手との人間関係を考慮しながら、Eメールを作成 
依頼主体の表現理解 断られた主体の理解の確認 
もう一度書く 
依頼主体の表現意図 
依頼された主体の表現理解 
依頼された主体の表現意図 
受諾 断り 
表現意図：｢依頼｣を断る 
｢人間関係｣｢依頼｣の認識 
調整により 
協力の可能性は有 
協力の可能性は無 
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第６章 結論 
 
１．「表現行為」の観点から見た「断り」 
 
以上、第３章と第４章では、日本語母語話者と韓国人日本語学習者による、まだ親密な
関係が形成されていない相手に対する｢断り｣(検証資料①②)と、日本語母語話者による、
親しい関係の相手に対する｢断り｣(検証資料③)をもとに、以下の４点を中心に分析と考察
を試みた。 
 
(１) ｢断り｣は、どのような要素によって構成されているのか。 
(２) その要素は、全体の展開においてどのように位置づけられるのか。 
(３) 各要素はどのような順序で、相互にどのような関係にあるのか。 
(４) 日本語母語話者と韓国人日本語学習者には、どのような傾向が見られるのか。 
 
その結果をまとめると、次の通りである。 
 
【Ｅメールにおける｢断り｣の展開】 
日本語母語話者による Eメールの場合、次のようなことが分かった。 
(１) [事情説明]は、｢断り｣の Eメールの構成において、必須である。 
(２) 構成要素のうち、<[事情説明]→[断り]→[詫び]>のパターンが多く見られる。 
(３) [代案提示]は、協力する可能性が 0に近い場合には見られないが、その他の場合は全
部見られる。ただし、JGSでは、協力する可能性が 0に近い場合でも、[代案提示]
が見られる。 
(４) JGの場合、Eメールの始めに[気遣いの表現]が、JGSの場合、Eメールの終了部に、
[気遣いの表現]が来る場合が多い。 
(５) JGの場合、自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合と、条件を変
えることで、協力できそうな場合、｢断り｣の Eメールの構成に見られる内容の展開
として、<[気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→（[事情説明]or[詫び]）
→[代案提示] >のパターンが共通的に見られた。 
(６) JG の場合、協力する可能性が 0 に近い場合では、<[気遣いの表現]→[願望]>から始
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まるパターンは余り見られず、<[事情説明]→[断り] or[詫び] >から始まる場合が多
く見られた。JGS の場合、構成要素のうち、<[事情説明]→[断り]→[詫び] >のパタ
ーンが多く見られており、本題が[詫び]から始まる場合、<[詫び]→[断り]→[事情説
明] >のパターンが見られる。 
(７) 以上のことから、日本語における｢断り｣の E メールの構成要素の展開として、次の
３つのパターンが考えられるといえよう。 
 
①「依頼主体」の依頼を引き受ける可能性が 0に近い場合 
<[事情説明]→（[断り] or[詫び]）→([次回の約束] or[気遣いの表現])>型 
② 時期など条件を調整することで、「依頼主体」の依頼を引き受ける可能性がある場
合 
 <[気遣いの表現]→[願望]→[事情説明]→[断り]→（[事情説明]or[詫び]）→[代案
提示]>型 
③ 親しい関係の相手に対する「断り」の場合 
<[事情説明]→[断り]→[詫び]→[気遣いの表現]→([代案提示] or[次回の約束])>型 
 
次に、韓国人日本語学習者による日本語のEメールの場合、次のようなことが分かった。 
(１) [事情説明]は、｢断り｣の Eメールの構成において、必須である。 
(２) 開始部の挨拶から自分の今の状況を述べており、その内容に続いて[事情説明]に繋
げていることが多く見られる。 
(３) 協力する可能性が 0に近い場合は、開始部の挨拶に[気遣いの表現]が来る場合が多く、
<[気遣いの表現]→([願望]or[詫び])→[事情説明]>のパターンから始まる場合が多い。 
(４) 協力する可能性が 0に近い場合は、<[事情説明]→[願望]→[断り]→[詫び]→[次回の約
束]>のパターンが共通的に見られており、それ以外は、[次回の約束]か[代案提示]が
くる。 
(５) 以上のことから、韓国人日本語学習者による日本語における｢断り｣の E メールの内
容の順序として、次のパターンが考えられるといえよう。 
 
<[事情説明]→([願望])→[断り]→[詫び]→[次回の約束] or[代案提示]>型 
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以上の結果から共通的に見られたのは、次のことである。 
(１) [事情説明]は、｢断り｣の Eメールの構成において必須である。 
(２) 日本語の｢断り｣の E メールは、本題の構成要素として、<[事情説明]→([断り])→[詫
び]→[次回の約束]または[代案提示]>が基本で、ここに[気遣いの表現]と[願望]が加わ
る。協力する可能性が 0に近い場合、[代案提示]の代わりに[次回の約束]や[詫び]が
加わる。 
 
【Ｅメールにおける｢断り｣の構成と表現】 
日本語母語話者による Eメールの場合、次のようなことが分かった。 
(１) JG と JGS の｢断り｣のＥメールを比較してみると、全体的な構成や内容にはあまり
変わりはないが、JGSの場合、ことば遣いが少しくだけた感じになっている。また、
｢ね｣｢よ｣｢よね」のような親しみを表す終助詞や話しことばでよく使われる表現など
が多く含まれており、より会話的と感じられる。 
(２) JGSの場合、JGに比べて、断りの前置きが短く、最初から自分の状況をストレート
にはっきり伝えて断っている。また、断りを表明する時、｢だ体｣から｢です・ます体」
に変えるなど部分的にスピーチレベルをシフトしている場合もある。 
(３) JGSでは、本題とは関係ない内容として｢食事の誘い」や「相手の健康を祈ることば」
など、[気遣いの表現]が多く見られる。親しい相手の方が、自分の意思をはっきり、
ストレートに伝えても理解してくれると思い、本題の部分は短くはっきり表明して
いる反面、｢食事の誘い｣や｢相手の健康を祈ることば｣などの[気遣いの表現]を付け
加えることで、断りによって害してしまった相手の心情の部分を補おうとしている。 
(４) JGSの中には、JGでは、｢協力できる可能性は 0 に近い場合｣だったのが、JGS 宛
ての Eメールでは、自分の代わりに紹介できそうな人を探して連絡すると提示して
おり、｢自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合｣に変わっている
例があった(JGS9、JGS10)。これは、相手との｢人間関係｣に対する認識の変化によ
って、協力できる可能性の高低も変わり、[代案提示]の面でもより積極的になる場
合と考えられる。 
 
次に、韓国人日本語学習者による日本語のEメールの場合、次のようなことが分かった。 
(１) ｢です・ます体｣がベースになっている場合が多く、断りと関連して使われる[詫び]
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では、｢申し訳ございません｣が多く見られた。 
(２) 開始部の構成が｢宛先→挨拶→送信者→相手の安否・自分の安否｣(①→③→②→③)
のようになっている場合が多く見られた。 
(３) 宛先(①)には、日本語母語話者の JG では見られなかった｢(名前：漢字)さん｣と｢(フ
ルネーム：漢字)さま｣が見られた。 
(４) 挨拶(③)では、｢こんにちは｣が一番多く、自分の安否と相手の安否に関する内容が日
本語母語話者に比べて多い方である。 
(５) 断りの表明(⑤)では、｢どうしても～｣｢どうも～」「到底～」のような表現が見られる。 
(６) 結び(⑦)では、｢相手の健康を祈ることば｣が一番多く見られた。 
 
KGが日本語で作成した｢断り｣の Eメールを分析した結果、文末表現が｢です・ます体」
になっているため、JGSと同様であるとは言い難いが、Eメールの構成と内容からみると、
JGの Eメールのように、ある程度距離を置く相手に対する Eメールより、親しい関係の
相手に対する Eメールに近いことが分かった。 
 
親しい関係の人宛て・・・・・・・・・・・・・・・・・ある程度距離を置く人宛て 
JGSの Eメール   ＜   KGの Eメール   ＜  JGの Eメール 
 
 
２．「表現行為」と「理解行為」の相互交流の観点から見た「断り」 
 
 断る側が｢断り｣のＥメールで、特に気を遣っていることと、依頼する側が｢断り｣のＥメ
ールから感じることをまとめると、以下の通りである。(<表 40><表 41>) 
 
<表 40> 断る側が｢断り｣のＥメールで、特に気を遣っていること 
 JG KG 
共通点 ①協力したいという気持ちを表すために、代案や次回の約束を提示する。 
②用件のみではなく、前置きの話題や Eメールを終える時などに気を遣う 
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相違点 ③相手に自分の状況を理解してもらうよう
に断る理由を丁寧に書く 
③断る理由を丁寧にはっきり書く 
④失礼な感じを与えないように表現に気を
遣う 
 
<表 41> 依頼する側が｢断り｣のＥメールから感じること 
 JG KG 
共通点 ①断る理由を含めた断り方 
②用件のみではなく、前置きの話題や Eメールを終える時から感じること 
③代案の提示や次回の約束の提示 
④相手との人間関係に合わせた文体や表現などの有無 
相違点  ⑤全体の流れ 
 
[断る側の意図と受ける側の印象のズレの原因と、そのズレを防ぐ方法] 
(１) ズレの原因として考えられること 
 ①自分と相手との人間関係をどのように認識しているのか、つまり人間関係に対する認 
識のズレ 
 ②相手のＥメールが、自分が思っている相手との人間関係の認識に合わせた適切な表現 
になっているかどうか。 
 
(２)「断り」のＥメールの作成する際、ズレを防ぐ方法として考えられること 
 ①依頼する側のＥメールから自分と相手との人間関係を理解する。 
 ②自分が理解した、相手との人間関係の認識に合わせて、表現を選び、使い分けながら 
自分の意図を表現する。 
 ③断りとは直接関係のない部分で、親しみが感じられる表現を使うとしても、断るとい 
う本題に関する部分、つまり「断り」の表明の部分は、丁寧な表現にすることで、断
ることに対して申し訳なさを出した方がいいのではないか。 
 
 調査協力者の調査後のインタビューをまとめた結果、今回の調査協力者が共通的に指摘
しているのは、コミュニケーション主体が、自分と相手との人間関係をどのように認識し
ているのか、また、その人間関係に合わせた適切な表現になっているかどうか、というこ
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とであった。以上の点から、断る側の意図と受ける側の印象のズレがないようにするため
には、断る理由を丁寧に書くことや代案を提示することなども重要であると思うが、その
前に、断る側は、自分の意図を表現するだけでなく、相手の｢依頼｣のＥメールから、自分
と相手との人間関係や相手の表現意図を理解して、それに合わせて適切に表現を使い分け
ることが必要であると言えよう。 
 
３．Eメールによる「依頼」に対する「断り」の教育 
 
本稿では、Eメールによる｢依頼｣に対する｢断り｣の教育において、必要な要素として、
学習者の｢人間関係｣の認識と｢依頼｣の認識、｢人間関係｣に合わせた適切な表現の習得を挙
げた。ここで、コミュニケーション主体の｢人間関係｣の認識を決める手がかりとして考え
られることとして、①社会的な認識(上下関係)、②お互いが接する機会の有無及びその頻
度、③心理的な要素、④話題が挙げられるのではないかと思う。ただし、｢人間関係｣の認
識には、様々な要素が関わっており、一つの要素だけで決まるのではなく、それぞれが関
係し合いながら、決定されているといえよう。 
また、｢依頼｣の認識は、依頼する側が感じる認識と、依頼される側が感じる認識に分け
られると考える。ここで、依頼する側が感じる｢依頼｣の認識には、自分の依頼内容が、依
頼される側に依頼してもいいものなのかという｢依頼の必然性｣と、依頼される側に引き受
けてもらえるものなのかという｢依頼の可能性｣が関係していると思われる。｢依頼を引き受
ける必然性｣と、｢依頼を引き受ける可能性｣は、ある意味で重なる部分があると言え、｢依
頼を引き受ける可能性」には、｢依頼を引き受ける必然性｣も含まれていると言える。また、
｢依頼を引き受ける可能性｣の有無と高低には、依頼の内容の面と、依頼の問題を含め、①｢人
間関係｣の認識、②｢依頼｣の理解、③依頼内容の状況、④依頼される側の状況が影響を与え
ている。また、｢本人の性格｣と｢依頼主体の期待度｣も｢依頼を引き受ける可能性｣の有無や
高低に影響を与えていると考えられる。 
次に、<｢依頼｣－｢断り｣>の教育の応用として、次のような図を提示した。(<図 4>) 
実際の教育場面では、教師がメインになって表現を与えたり、授業を進めていくのでは
なく、学習者が持っている考えを引き出しながら、学習者自身が理解して行えるように、
サポートしていくことが重要であろう。さらに、この時、学習者に依頼を引き受けたいと
いう気持ちがあるかどうか、学習者はどこをどのようにすれば相手に配慮できると思って
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いるのかの確認も必要であるといえよう。 
 
 
 
 
 
<図 4> 待遇コミュニケーション教育への応用(<｢依頼｣－｢断り｣>の教育) 
 
相手との人間関係を考慮しながら、Eメールを作成 
依頼主体の表現理解 断られた主体の理解の確認 
もう一度書く 
依頼主体の表現意図 
依頼された主体の表現理解 
依頼された主体の表現意図 
受諾 断り 
表現意図：｢依頼｣を断る 
｢人間関係｣｢依頼｣の認識 
協力の可能性は無 
調整により 
協力の可能性有 
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終章 今後の課題 
 
最近、学習者用の教材として、日本語の｢Eメールの書き方｣に関するものがよく見られ
る。｢依頼｣、｢断り｣など、状況別に分け、Eメールの構成とそれに伴う表現の例が書かれ
ており、それは学習者にとって、表現の習得には役に立つと思う。しかし、それらの教材
には、断る側の表現に対する印象、その表現を受け取った相手の理解に対する示唆は見ら
れない。また、その Eメールの構成とそれに伴う表現の例を、学習者が実際のコミュニケ
ーションにおいて、どのように生かして応用すればいいかについても、決して分かりやす
いものになっているとは言えないのではないだろうか。 
本研究で分析した検証資料は、ごく限られた場面のものではあるが、分析の結果、今回の
調査協力者が共通して指摘してきたのは、コミュニケーション主体同士の｢人間関係｣の認
識と、その認識に合わせた適切な表現になっているかどうかであった。つまり、コミュニ
ケーションをとるというのは、自分だけで関わることではなく、相手が存在しており、お
互いの認識と理解とそれに合わせた表現によって成り立つものだと考えられる。そこで、
筆者は、コミュニケーション主体同士の｢人間関係」の認識と、その認識に合わせた適切な
表現とは、どういうものなのか、また、それを決める手がかりになるのは何かについて考
察した結果を本稿の第５章で述べた。それによると、｢人間関係｣の認識には、様々な要素
が関わっており、一つの要素だけで決まるものではなく、それぞれが関係しあいながら、
決定されているということが分かる。また、｢人間関係｣の認識に合わせた適切な表現も個
別性があるため、一概に言えるものではないが、その個別性の中には共通的に見られる傾
向もあり、個別性の中にも一般性があるといえるのではないかと思われる。 
また、本稿では、｢人間関係｣に合わせた適切な表現について、<まだ親密な関係が形成さ
れていない人宛ての｢断り｣の Eメール>と<親しい関係の人宛ての｢断り｣の Eメール>を分
析して、両方の比較を試みた。検証資料の調査対象者が、20代から 30代の女性に限定さ
れており、ごく限られた場面のものであるため、本稿の分析から得られた結果を日本語の
｢依頼｣に対する｢断り｣の Eメールの特徴だとは言い切れず、構成や内容に大きな変化はな
いかもしれないが、親しい相手に対する Eメールに、話しことばでよく使われる表現(｢ん
だ｣｢じゃない？」など) や絵文字などが多く含まれており、より会話的と感じられること
は、他の世代にも共通的に見られるとは限らないこともある。でも本研究の調査で見られ
た特徴、例えば、相手との｢人間関係｣の認識によって言葉遣いが変わることは、他の世代
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や性別にも共通するものと言えるのではないだろうか。また、今回の調査協力者に共通的
に見られた、[事情説明]は｢断り｣の E メールの構成において必須であること、本題の内容
には[事情説明]と[断り]、[詫び]が来る場合が多く、断りの結びとして、<不可能を示す｢断
り｣>では[次回の約束]が、<条件変更が可能な｢断り｣>では[代案提示]が見られることは、
他の世代や性別にも共通的に見られると言えるだろう。 
次に、本稿では、日本語による｢依頼｣に対する｢断り｣の Eメールを対象としており、学
習者の母語(韓国語)による｢依頼｣に対する｢断り｣の E メールの調査は行っていない。その
ため、本稿の分析と考察は、日本語による｢依頼｣に対する｢断り｣の研究になっており、日
本人母語話者の結果を基準に、韓国人日本語学習者の結果を比較しているように見える。
しかし、筆者は本稿の第１章(2.1問題提起)で、次のようなことを挙げた。 
 
(１)｢プラグマティック・トランスファー」だけが、学習者のミスコミュニケーションの
原因なのだろうか。 
(２)日本語母語話者同士であれば、意思疎通に支障をきたすことは稀であるのだろうか。 
(３)表現行為だけでなく、理解行為にも焦点を当て、分析する必要があるのではないか。 
(４)｢断り｣が行われるのは、談話の中だけではない。 
 
ここで、｢プラグマティック・トランスファー｣とは、第二言語学習者が、目標言語で言
語行動をとる場合、母語の語用論的知識を使ってコミュニケーションを行う現象である。
つまり、これによると、韓国人日本語学習者の場合、日本語で言語行動をとる場合、母語
である韓国語の語用論的知識を使って、コミュニケーションを行う現象が見られる可能性
があるということである。筆者自身も教える側であり、且つ学習者の立場であるため、学
習者が日本語でコミュニケーションをとる場合、母語の影響が全くないとは言いがたい。
ただ、本当に｢プラグマティック・トランスファー」だけが、学習者のミスコミュニケーシ
ョンの原因と言えるのだろうか。また、日本語母語話者同士であれば、意思疎通に支障を
きたすことは稀なのだろうか。そこで、筆者は、本調査の後、実施したフォローアップ・
インタビューで、母語(韓国語)の干渉から来る問題などを考え、韓国人日本語学習者の｢断
り主体」には、｢人間関係｣や用件などほぼ同様の状況で韓国人母語話者に依頼された場合
を想定してもらい、韓国語で｢断り｣の Eメールを作成してもらった。ただし、本当のやり
とりではなく、自分が依頼される相手を想定して｢断り｣の Eメールを書くという点で、実
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際の人間関係と状況を重視して、Eメールのやりとりの調査から分析、考察を試みるとい
う本研究では、その分析資料としてはふさわしくないと考え、分析対象ではなく、参考資
料として使うことにした。そこで、本稿の調査対象である韓国人日本語学習者の韓国語に
よる｢断り｣の Eメールの結果をまとめると、次の通りである。 
 
【E メールの展開】（韓国語の場合） 
(１) [事情説明]と[気遣いの言葉]は、｢断り｣の Eメールの構成において、必須である。 
特に[気遣いの言葉]は、Eメールの結びで多く見られており、内容として｢相手の健
康を祈る言葉｣と｢今度お会いします｣が見られた。 
(２) 自分はできないが、代わりに他の人が紹介できそうな場合、<[気遣いの言葉]→[事
情説明]→[詫び]→[代案提示]→[気遣いの言葉]>のパターンが共通的に見られた。 
(３) 条件を変えることで、協力できそうな場合、<[詫び]→[断り]→[事情説明]→[代案提
示]>のパターンが共通的に見られた。 
(４)  今回の韓国語における｢断り｣の Eメールの場合、本題の内容の順序として、次のパ
ターンが考えられる。 
 
① <[気遣いの言葉]⇒「予告」→[断り]→[事情説明]→[代案提示]or[次回の約束]
⇒[気遣いの言葉]>型が基本で、[断り]の前後に[詫び]が入る。 
② <[気遣いの言葉]→[事情説明]→[詫び]→[代案提示]→[気遣いの言葉]>型 
 
【Ｅメールの構成と表現】（韓国語の場合） 
(１) 宛先(①)には、｢언니」(eonni:お姉ちゃん)という呼称が多く見られており、署名では、
名前とフルネームが今回の韓国語の Eメールの中で全体的に多い方であった。 
(２ )  挨拶 (③ )では、｢안녕하세요 ｣ (annyeonghaseyo：こんにちは )と｢그동안 잘 
지내셨어요?｣(geudongan jal jinesyeosseoyo：お元気でしたか)が多く、季節の挨
拶から始め、自分の安否と相手の安否が多く見られた。 
(３) 断りの前置き(④)では、｢어떡하죠？｣(eotteokajyo：どうしましょう)のように、はっ
きりした[断り]ではないが、このような表現があることで、次の内容が断りである
ことが予測される表現（「予告」）が多く見られた。 
(４) 断りの表明(⑤)では、｢아무래도｣(amulaedo)や｢도저히｣(dojeohi)のように、｢どうし
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ても」、｢到底｣という表現が今回の韓国語の E メールの中で全体的に多い方であっ
た。 
(５) 結び(⑦)では、｢また連絡します｣と｢相手の健康を祈る言葉」、｢今度お会いします｣
の３つが今回の韓国語の手紙の中で全体的に多く見られており、「相手の健康を祈る
言葉」は検証資料の殆どで見られた。 
 
今回の韓国人日本語学習者が韓国語で作成した｢断り｣の Eメールを分析した結果、文末
表現が「아요/어요」(ayo/eoyo：です・ます体)になっているため、JGSと同様であるとは
言い難いが、E メールの構成と内容からみると、JG の E メールのように、ある程度距離
を置く相手に対する Eメールより、親しい関係の相手に対する Eメールに近いことが分か
った。また、韓国人日本語学習者の韓国語の Eメールは、韓国人日本語学習者の日本語の
Eメールより、JGSの Eメールに近い。まとめると、次のようになる。 
 
親しい関係の相手宛て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ある程度距離を置く相手宛て 
JGSの Eメール  ＜  韓国人日本語学習者の日本語の Eメール ＜ JGの Eメール 
      ↑ 
韓国人日本語学習者の韓国語の Eメール 
 
今回の韓国人日本語学習者の日本語による｢断り｣の Eメールの場合、｢終了部｣の Eメー
ルの結び(⑦)に｢相手の健康を祈ることば｣([気遣いの表現])を付け加えており、署名(⑧)で
は、｢名前｣を書いている場合もあった。また、断りの表明(⑤)では、｢どうしても～｣｢どう
も～｣｢到底～｣のような表現が見られた。これは、今回の韓国語における｢断り｣の E メー
ルからみると、母語が日本語に反映されているのではないかと思われる。しかし、今回の
韓国の｢断り｣の Eメールでは、断りの前置き(④)で、｢어떡하죠？｣(eotteokajyo：どうしま
しょう)のように、はっきりした[断り]ではないが、このような表現があることで、次の内
容が断りであることが予測される表現（「予告」）が多く見られたが、今回の韓国人日本語
学習者の日本語の Eメールには見られなかった。この場合、母語が日本語に反映されてい
るとはいえない。これは、今回の調査協力者が、｢日本語能力において日本語母語話者のレ
ベルに達していると見なされる韓国人日本語学習者である｣ということが関係していると
思われる。このように、母語にはある表現なのに、日本語で当てはまる表現がない場合、
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彼らはどのように感じており、どのように対応しているのだろうか。これについて、今回
の調査協力者に、調査後のフォローアップ・インタビューで聞いてみた。以下の内容は、
韓国人日本語学習者のコメントの一部である。(下線は筆者) 
 
｢日本語で E メールを書くときには、まず韓国語を頭に浮かばせて、それを日本語に
訳すということはしない。日本語で E メールを書く時は（断り、依頼など）、ある程
度その流れなどが頭の中にあり、そこから表現や構成などを考え、表現する場合が多
い。韓国語を訳して日本語にすることは、まずない。韓国語と日本語を一対一で考え
て表現を比較したりしながら表現するのではなく、自分の頭に浮かぶ日本語のイメー
ジに合わせて表現する。｣(KG12の追加コメントの一部) 
 
KG12のコメントのように、今回の調査対象者の場合、日本語でEメールを作成する時、
母語からその答えを見つけようとするのではなく、学習者自身が判断した日本語の感覚で、
自分が持っている知識から表現や構成を選び、それが適切であるかどうかを考えながら、
Eメールを書いている。しかし、これは今回の韓国人日本語学習者の日本語の能力がネイ
ティブに近いレベルであることが大きく、初級レベルの学習者の場合、母語から日本語を
考えようとしている可能性もありうる。次は、韓国人日本語学習者のコメントの一部であ
る。 
 
｢もし日本語の能力が初級レベルの場合、一対一として捉える可能性もあると思う。こ
のように｢依頼｣と｢断り｣というような表現を分かるようになったのは、日本に留学し
てからで、もしこのような表現が分からない場合、まず韓国語で考えて日本語に訳す
ということもあるだろう。もし初級レベルの学習者の場合、韓国語にはあるが日本語
には当てはまる表現がない場合、それを表現しなければならないとすると、もどかし
いと思うだろう。このような｢断り｣の場合、誤解を招く恐れがあると思うので、特に
Eメールによる｢断り｣の場合、まず日本語で書いてみて、これが本当に適切であるか
どうかを考えてみるようにしている。｣(KG12の追加コメントの一部) 
 
 ｢特に日本語で Eメールを書くとき、相手の文末表現を見て、それに合わせて書くこ
とにしている。このように表現の使い分けがわかるというのは、日本語の学習力が関
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係していると思う。例えば、｢引き受ける｣ではなく、｢お引き受け致しますので｣のよ
うに書くということは、｢いたす｣の方が、敬度が高いということが分かる、それが認
識できる能力があるという意味だから。｣(KG3の追加コメントの一部) 
 
以上のように、韓国語にはあるが日本語には当てはまる表現がない場合、それを表現し
なければならないとき、どのような気持ちになるかについて聞いてみると、他の調査対象
者からも KG12 と KG3のようなコメントが多く、母語にあるからといって、それをその
まま日本語にしようとしているのではなく、日本語の場合は日本語で、韓国語の場合は韓
国語で考えるようになっており、母語にあるのに、それに当てはまる表現が日本語にない
ことについて、あまり意識していないようである。 
今回の韓国人日本語の日本語による｢断り｣の Eメールをみると、母語の影響がミスコミ
ュニケーションを起こすのではなく、かえって好印象を与える場合もあるため、｢プラグマ
ティック・トランスファー」だけが、学習者のミスコミュニケーションの原因だとは断定
できない。だが、そこには学習者の目標言語の能力の差によって異なる結果になる可能性
も排除できず、日本語学習者のレベルによって、どのような結果が出るかを調査し、比較
してみる必要があるだろう。また、本稿では実施できなかった韓国語による｢依頼｣に対す
る｢断り｣の Eメールの調査も行い、日本語と韓国語との比較も、今後の研究では進めてい
きたいと考えている。さらに、筆者自身はＥメールを手紙文と会話の中間に位置すると捉
えており、Eメールにおける｢断り｣の研究は、談話の研究や手紙の研究とも関係があると
は考えるが、まだその位置付けがはっきりしていないと考え、それを本稿の中で比較する
のは控えた。しかし、今後は談話における<｢依頼｣-｢断り｣>との比較も試みたいと思ってい
る。 
筆者は、本稿の終章の冒頭で、最近よく見られる日本語の｢Eメールの書き方｣に関する
学習者用の教材について、表現の習得には役に立つかもしれないが、それらの教材には、
断る側の表現に対する印象、その表現を受け取った相手の理解に対する示唆は見られない
ため、その Eメールの構成とそれに伴う表現の例を、学習者が実際のコミュニケーション
において、どのように生かして応用すればいいかについて、決して分かりやすいものにな
っているとは言えないのではないかと述べた。今回の調査における韓国人日本語学習者も
そうであるが、筆者の体験を述べると、筆者も韓国で日本語による｢断り｣の Eメールは勿
論で、日本語で Eメールを書いた経験があまりなかったので、最初日本に来て誰かに Eメ
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ールを、しかも日本語で書くことに非常に不安を感じた。それは、日本語が分かるかどう
かの問題ではなく、Eメールの本文の流れをどのようにすればいいかの問題で、方法が分
からず戸惑ったことを覚えている。しかし、日本語母語話者とのやりとりを重ねることに
よって、｢依頼する」、｢断る｣ということについて、日本語ではある程度決まったものがあ
るということが分かってからは、Eメールが以前より書きやすくなった。加えて、日本で
は、Eメールでやりとりを行う場合が多く、それに慣れてきたこともある。 
また、筆者もそうであるが、KG12 を含め、今回の調査には協力していない人からもよ
く言われるのは、早稲田大学大学院日本語教育研究科に設置されている科目の内、｢待遇コ
ミュニケーション論｣(蒲谷宏担当)を受講していく中で、お互いの人間関係に対する認識と、
それに合わせた適切な表現の選び方に対する意識が芽生え始めたことである。そして、そ
の認識から、実際のコミュニケーションにおいても、まず相手がどのような意図でどのよ
うな表現を選んでいるのかを観察し、それに合わせて自分が持っている表現から適切であ
ろうと思うものを選んで表現するなど、全体の流れに合わせて Eメールを書くことが、以
前より楽にできるようになったのではないかと思われる。談話の場合、その場で話したこ
とは相手の頭の中に残っているかもしれないが、証拠が残らない。しかし、Eメールの場
合、文章として残るため、時間をかけて書く必要があり、慣れていない人には非常に難し
く思われることでもある。そのため、日本語教育において Eメールに対する教育が必要で
あろう。この分野は、今まであまり教育が進んでいないと思うが、学習者としては、教え
てもらわないと分からない部分も多く、｢手紙｣の教育のように、｢Eメール｣の教育も必要
であり、Eメールの構成と表現に対する教育は必要であると思う。 
日本語教育において Eメールに対する教育について、筆者が考える具体的な方法として
は、従来の｢手紙｣の教育と同様で、Eメールの構成と表現、そしてその展開に対する教育
も必要であるが、それだけにとどまらず、学習者自身が持っている意図は何か、自分と相
手との｢人間関係｣をどのように認識しているかについて考えさせ、学習者が持っている考
えを引き出しながら進めることが重要であると思う。その認識に合わせて、学習者はどの
ように表現したいのかについて確認し、学習者が実際書いた Eメールを一緒に確認しなが
ら、自分が書いたものを相手はどのように理解すると思うか、また、相手からの表現を自
分はどのように理解しているのかなどを意識させ、学習者自身が理解して行えるように、
サポートしていくことが重要であろう。また、コミュニケーション主体が、お互いの｢表現｣
と｢理解」を考慮しながら、コミュニケーションを行うというのは、日本語教育においても
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必要なことであるといえよう。 
今後は検証資料をさらに加え、本稿での分析結果の強化とともに、理論の提示だけでな
く、実際に現場で教育してみて感じたことを比較するなど、日本語における｢依頼｣に対す
る｢断り｣について研究を深めていきたいと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 305 
＜参考文献＞  
 
朝尾幸次郎(1996)「パソコン通信の文体論」『言語』25-9 大修館書店 
生駒知子・志村明彦(1993)「英語から日本語へのプラグマティック・トランスファー：-
「断り」という発話行為について」『日本語教育』79日本語教育学会 
伊藤恵美子(2001)「ポライトネス理論の実証的考察--心理的負担の度合を中心に表現の長
さの観点から」『日本語教育論集』17国立国語研究所  
----------(2002a)「マレー語母語話者の誤用的能力と滞日期間の関係について－勧誘に対
する「断り」行為に見られる工学系ブミプトラのポライトネス－」『日本語教育』115号 
日本語教育学会 
----------(2002b) 「マレー語母語話者の中間言語に見られる語用的特徴－断り表現にお
ける普遍性と特殊性－」『ことばの科学』第 15号 名古屋大学言語文化研究会 
----------(2004)「依頼に対するジャワ語・インドネシア語の断り行為－そこに現れたポ
ジティブ・ポライトネスとネガティブ・ポライトネス－」『言語文化学会論集』第 23号 
言語文化学会 
----------(2005)「中間言語語用論における研究方法論の再検証－中間言語による、動的
体系としての中間言語の測定－」『世界の日本語教育』15 国際交流基金 
任炫樹(2002)「日韓断り談話における初出あいづちマーカー」『ことばの科学』第 15号 名
古屋大学言語文化研究会 
------(2003)「日韓両言語における断りのストラテジー－言語表現の違いとストラテジ
ー・シフトを中心に－」『ことば』24号 現代日本語研究会 
------(2004a)「日韓断り談話におけるポジティブ・ポライトネス・ストラテジー」『社会
言語科学』第 6巻 2号  
------(2004b)「語用論の観点から見た承諾・断り表現」『ことば』25号 
宇佐美まゆみ(2002)「ポライトネス理論の展開」『言語』1月～12月 大修館書店 
内藤真理子(2003)｢あいづちのスピーチレベルとそのシフトについて－日本語母語話者と
韓国人日本語学習者の相違－｣『世界の日本語教育』13 国際交流基金 
元智恩(1999)「日韓の「中途終了文」の丁寧さについて-断わる場面を中心として-」『筑波
応用言語学研究』6 筑波大学文芸・言語研究科応用言語学コース 
------(2003a)「断わりとして用いられた「ノダ」－ポライトネスの観点から－」『計量国
 306 
語学』24巻 1号 計量国語学会 
------(2003b)「断わる場面における「ノダ」文と「것 같다」(geos gata)文について－そ
れらのつかない文との印象比較－」『社会言語科学』第 6巻第 1号 
------(2005)「断わりとして用いられた日韓両言語の「中途終了文」－ポライトネスの観
点から－」『日本語科学』18 国立国語研究所 
岡田安代・杉本和子(2001)「外国人の断り行動と日本人の評価」『愛知教育大学研究報告』
50 
岡本佐智子・鈴木明美・Stephen Toskar・楊 暁安(2003)「「勧誘」と「断わり」における
言語文化－日本語・英語・中国語・ロシア語の比較から－」『北海道文教大学論集』第四
号 北海道文教大学  
岡本真一郎(2006)「話し手の意図を伝えること－伝達過程の心理学的研究を中心に－」『日
本語学』明治書院 
荻野綱男編(2005)『朝倉日本語講座９言語行動』朝倉書店 
小田三千子(2005)「電子メールとことばのバリエーション」『ことば』25 号 現代日本語
研究会 
拍崎秀子(1993)「話しかけ行動の談話分析－依頼・要求表現の実際を中心に－」『日本語教
育』79 号日本語教育学会 
門田修平(2006)『第二言語理解の認知メカニズム－英語の書きことばの処理と音韻の役割
－』くろしお出版 
カノックワン・ラオハブラナキット(1995)「日本語における「断り」－日本語教科書と実
際の会話との比較」『日本語教育』87日本語教育学会 
-------------------------------(1997)「日本語学習者にみられる「断り」の表現－日本
語母語話者と比べて」『世界の日本語教育』7国際交流基金日本語国際センター 
樺島忠夫編(1993)『文章表現事典オリジナルビジネス文章・一般レター作成集』東京書芸
館 
蒲谷宏(2002)「「意図」とは何か－「意図」をどのように捉えるか－」『早稲田大学日本語
研究教育センター紀要』15 
------(2003a)「「表現行為」の観点から見た敬語」『朝倉日本語講座 8敬語』朝倉書店 
------(2003b)「｢待遇コミュニケーション教育｣の構想｣『早稲田大学日本語研究教育セン
ター講座日本語教育』39冊 
 307 
------(2005a)「「敬語表現」における「個別性」と「一般性」」『表現と文体』明治書院 
------(2005b)「<行動に展開する表現＞におけるコミュニケーション上の工夫」『伝え合い
の言葉』国立国語研究所 
------(2006a)「「待遇表現教育」の歴史と展望－「敬語」の教育から「待遇コミュニケー
ション」の教育へ－」『早稲田日本語教育の歴史と展望』アルク 
------(2006b)「日本語教育学とは何か－言語＝コミュニケーションの観点から－」『早稲
田大学大学院日本語教育研究科 博士課程完成記念プロシーディングス 日本語教育学
とは何か～早稲田からのメッセージ～』 
------(2006c)「「待遇コミュニケーション」における「場面」「意識」「内容」「形式」の連
動について」『早稲田大学日本語教育研究センター紀要』19 
蒲谷宏・川口義一・坂本惠(1993)「依頼表現方略の分析と記述－待遇表現教育への応用に
向けて－」『早稲田大学日本語研究教育センター紀要』5 
------------------------(1998)『敬語表現』大修館書店 
蒲谷宏・川口義一・坂本惠・清ルミ・内海美也子(2006)『敬語表現教育の方法』大修館書
店 
蒲谷宏・待遇表現研究室(2003)「「待遇コミュニケーション」とは何か」『早稲田大学日本
語教育研究』第 2号 
蒲谷宏・高木美嘉(2003)「談話における「意図」の諸相－依頼の談話を例として－」『早稲
田大学日本語研究教育センター紀要』6  
川喜多二郎(1996)『ＫＪ法－混沌をして語らしめる－』中央公論社 
川口義一(1987)「日本語初級教科書における敬語の扱われかた」『日本語教育』61 号 日
本語教育学会 
--------(2005)「表現教育への道程－「語る表現」はいかにして生まれたか－」『講座日本
語教育』第 41分冊 早稲田大学日本語研究教育センター 
川口義一・蒲谷宏・坂本惠(2002a)「待遇表現としての｢誘い」」『早稲田大学日本語教育研
究』創刊号  
------------------------(2002b)｢｢敬語表現｣と｢ポライトネス｣－日本語研究の立場から
－｣『社会言語科学』第 5巻第１号 社会言語科学会 
キィ・ティダー(2005)「相手と親しくなるための表現展開に関する一考察－日本語学習者
のコミュニケーション能力向上のために－」『早稲田大学日本語研究教育センター紀要』
 308 
18 
菊池康人(2003)『朝倉日本語講座８敬語』朝倉書店 
金順任(2005)「日韓の社会人における第三者敬語の対照研究－アンケート調査の結果から
－」『日本語科学』18 国立国語研究所 
熊谷智子(2006)「言語行動をめぐる勘違い」『日本語学』明治書院 
桑原 和子(1998)「「断り」文書における書き手の方略と表現形式－「承諾」文書との比較
から－」『多摩留学生センター教育研究論集』11号東京農工大学留学生センター,電気通
信大学留学生センター 
国立国語研究所(2006)『言語行動における「配慮」の諸相』くろしお出版 
国立国語研究所編(2005)『伝え合いの言葉』 
鮫島重喜(1998)「コミュニケーションタスクにおける日本語学習者の定型表現・文末表現
の習得過程－中国語話者の「依頼」「断り」「謝罪」の場合」『日本語教育』98 日本語教
育学会 
佐久間まゆみ編(2003)『朝倉日本語講座７文章・談話』朝倉書店 
迫田久美子(2002)『日本語教育に生かす 第二言語習得研究』アルク 
佐竹秀雄(1995)「新たな文体を模索する」『言語』24-1 大修館書店 
佐藤恵子(1998)「Method and Technique in Speech Act Research:The Case of Refusal 
Realization in EFL」『名古屋女子大学紀要 人文・社会編』44 名古屋女子大学  論題(日
本語)「断り」の英語表現使用能力測定--その妥当性と信頼性 
塩澤和子(1989)「手紙の文体」『講座日本語と日本語教育５日本語の文法・文体(下)』明治
書院 
志村明彦(1995)「「断り」という発話行為における待遇表現としての省略の頻度・機構・構
造に関する中間言語語用論研究」『慶応義塾大学日吉紀要 言語・文化・コミュニケーシ
ョン』15慶応義塾大学 
白倉宏美(2003)「Eメールによる印象形成－男女による差はあるのか－」『日本大学大学院
総合社会情報研究科紀要』４ 
ジェニー・トマス著 浅羽亮一監修 田中典子・津留崎毅・鶴田庸子・成瀬真理訳(1998)
『語用論入門－話し手と聞き手の相互交渉が生み出す意味－』研究社出版 
杉戸清樹(2004)「講演記録 敬意表現行動についての規範意識をめぐって」『待遇コミュニ
ケーション研究』2号 早稲田大学 待遇コミュニケーション研究会 
 309 
杉本 武(1996)「コンピュータ言語の文法論」『言語』25-9 大修館書店 
高木美嘉(2003)「依頼に対する「受諾」と「断り」の方法」『早稲田大学日本語教育研究』
第 2号 
--------(2006)「行動を促す会話の展開構造の分析」『早稲田日本語研究』第 15号 
舘岡洋子(2005)「手紙の文体」『新版日本語教育事典』大修館書店 
田中奈央・金東奎・須賀和香子・高木美嘉・田中美樹・蒲谷宏(2005)「コミュニケーショ
ン活動型授業に関する考察－日本語５Ｂ・６Ｂにおける実践から－」『講座日本語教育』
第 41分冊 早稲田大学日本語研究教育センター 
蔡胤柱(2005a)「日本語における｢断り｣の構成要素と展開に関する一考察－日本語母語話者
と韓国人日本語学習者を中心に－」『日語日文学研究』第 52輯 1巻 韓国日語日文学
会 
------(2005b)「日本語母語話者のEメールにおける｢断り｣－｢待遇コミュニケーション｣の
観点から－」『早稲田大学日本語教育研究』第7号 
------(2006)「「待遇コミュニケーション」の観点から見た「断り」－韓国人日本語学習者
による「断り」のＥメールをもとに－」『日語日文学研究』第 57 輯 韓国日語日文学
会 
寺村秀夫・佐久間まゆみ・杉戸清樹・半澤幹一(1998)『ケーススタディ日本語の文章・談
話』おうふう 
内藤真理子(2003)｢あいづちのスピーチレベルとそのシフトについて－日本語母語話者と
韓国人日本語学習者の相違－｣『世界の日本語教育』13 国際交流基金 
西村史子(1998)「中級日本語学習者が書く詫びの手紙における誤用分析」『日本語教育』99
号 日本語教育学会 
西村史子・鹿島恵(2001)「詫びの手紙文における情報の展開構造－中級日本語学習者と日
本語母語話者の対照分析－」『世界の日本語教育』11国際交流基金日本語国際センター 
J.V.ネウストプニー・宮崎里司(2002)『言語研究の方法』くろしお出版 
野田尚史(2003)｢テキスト・ディスコースを敬語から見る｣『朝倉日本語講座８敬語』朝倉
書店 
野村美穂子(1993)「聞き手が敬意の受け手である場合の「丁寧体を伴わない尊敬・謙譲体」
『日本語教育』81号日本語教育学会 
羽井佐昭彦(2002)「断りに見られるポライトネスの意識とコミュニケーション能力」『千葉
 310 
工業大学研究報告 人文編』No.39 
ハーバート・Ｗ・セリガ－・イラーナ・ショハミー著 土屋武久・森田彰・星美季・狩野
紀子訳(2002)『外国語教育リサーチマニュアル』大修館書店 
浜田麻里・平尾得子・由井紀久子(1997)『大学生と留学生のための論文ワークブック』く
ろしお出版 
馬場 俊臣・禹 永愛(1994)「日中両語の断り表現をめぐって」『北海道教育大学紀要(第１
部 A)人文科学編』45(1)  
バルバラ・ピッツィコーニ著(1997)『日本語教育基礎研究シリーズ 4待遇表現から見た日
本語教科書－初級教科書五種の分析と批判－』くろしお出版 
藤森弘子(1994)「日本語学習者にみられるプラグマティック・トランスファー－「断り」
行為の場合－」『名古屋学院大学日本語学・日本語教育論集』第 1号 
--------(1995)「日本語学習者にみられる「弁明」意味公式の形成と使用－中国人・韓国
人学習者の場合－」『日本語教育』87日本語教育学会 
藤原智栄美(2003)「日本人とインドネシア人の「断り」に関する分析」『日本語教育学会秋
季大会予稿集』日本語教育学会 
----------(2004)「日本人とインドネシア人の「断り」行動比較－談話完成テストにおけ
る言語データに関する分析より－」『大阪大学言語文化学』13 
古田啓(1989)「敬語と文体」『講座日本語と日本語教育５日本語の文法・文体(下)』明治書
院 
文化庁(1994)『日本語教育指導参考書 2待遇表現』大蔵省印刷局 
細川英雄(2006)『研究計画書デザイン－大学院から修士論文完成まで－』東京図書 
堀口純子(2000)『日本語教育と会話分析』くろしお出版 
洪珉杓(2006)「日韓両国人の言語行動の違い①－感謝と謝罪表現の日韓比較－」『日本語学』
明治書院 
無藤隆・やまだようこ・南博文・麻生武・サトウダツヤ編(2004)『質的心理学－創造的に
活用するコツ－』新曜社 
宮地裕他(2001)『ハンドブック論文・レポートの書き方』明治書院 
村中淑子(2000)「「辞去の告知」における待遇表現の実態－表現意図による会話作成調査の
結果より－」『姫路独協大学外国語学部紀要』13号 姫路独協大学外国語学部 
--------(2001)「一連の会話における「意思告知」「断り」「依頼」の表現--東大阪市にお
 311 
ける会話作成調査より(2)」『姫路独協大学外国語学部紀要』14号 姫路独協大学外国語
学部 
目黒秋子(1996)「日本語の談話における間接的断り理解の課程－母語話者の認知の視点か
ら－」『東北大学文学部日本語学科論集』第６号 
森山卓郎(1990)「「断り」の方略－対人関係調整とコミュニケーション」『言語』19－8 大
修館書店 
--------(1995)「「丁寧な依頼」のストラテジーと運用能力－依頼の手紙の書き方を例に」
『日本語学』明治書院 
山口(岡部)真理子(2001)「日本語学習者の話しことばについての自己評価とその視点」『日
本語教育論集』17国立国語研究所日本語教育センター 
山崎敬一編(2004)『実践エスノメソドロジー入門』有斐閣 
----------(2006)『モバイルコミュニケーション－携帯電話の会話分析－』大修館書店 
横山杉子(1993)「日本語における,「日本人の日本人に対する断り」と「日本人のアメリカ
人に対する断り」の比較－社会言語学のレベルのフォリナートーク－」『日本語教育』
81号 日本語教育学会 
李麗燕(2000)『日本語母語話者の雑談における「物語」の研究－会話管理の観点から－』
くろしお出版 
ルンティーラ・ワンウィモン(2004)「タイ人日本語学習者の「提案に対する断り」表現に
おける語用論的転移－タイ語と日本語の発話パターンの比較から－」『日本語教育』121
号 日本語教育学会 
ロッド・エリス著 牧野高吉訳(2003)『第 2言語習得のメカニズム』ちくま学芸文庫 
｢特集：手紙教育｣(2000)『日本語学』19-4 明治書院 
｢特殊：パソコン通信｣(1993)『日本語学』12 明治書院 
BrownP, Levinson SC.(1987).Politeness.Some universals in language usage.Cambridge 
University Press, Cambridge 
Beebe,L.M.T.Takahashi,and Uliss-Weltz,R.(1990).Pragmatic Transfer in ESL Refusals. 
Developing Communicative Competence in a Second Language, pp.55-73,Newbury House 
Keiko Sato(1998)「Method and Technique in Speech Act Research : The Case of Refusal 
Realization in EFL」『名古屋女子大学 紀要』44 
 
 312 
※Eメールに関する単行本・特集 
枝川公一(2002)『メールのための e文章入門』朝日出版社 
エンサイクロネット・ビジネス(2005)『お役立ち eメール文例 185-セールスメール・礼状・
詫び状から知って便利なウラ技まで－』PHP研究所 
ササキバラ・ゴウ(2003)『eメールの文章作法』PHPエル新書 
永山嘉昭・雨宮拓・黒田聡(2003)『説得できる文章・表現 200の鉄則』日経 BP社 
村上龍(2001)『eメールの達人になる』集英社新書 
斎藤伸子・坂巻延子(2003)｢<特集＞上手に書いてますか?日本語で書くメール｣『日本語ジ
ャーナル』12月号 アルク 
簗晶子・大木理惠・小松由佳(2005)『日本語Ｅメールの書き方』The Japan Times 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 313 
[謝辞] 
本論文をまとめるにあたり、蒲谷宏先生、川口義一先生、小宮千鶴子先生をはじめ諸先生 
方に御指導をいただきました｡御礼申し上げます。また、本研究の調査に協力してくださっ 
た皆様、修士論文に続き、最後まで手伝ってくださった小川靖子さん、そして最後の最後 
まで味方になって温かく見守ってくれた両親と兄に、心より御礼を申し上げます。 
